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プロローグ






　ただ歩いてきた。




　自分の体がどんどんと深く、深く、泥の底へと沈んでいくのを感じながら、絡みつくような暗い炎を求めて。




　この道の向こう側に何があるのか、あるいは何もないのか。




　……きっと、どちらでも構わない。




　一歩一歩、素足に喰くい込む茨いばらの棘とげで流れる赤い血も。

　息をするたびに静かに肺の底へ溜たまっていく黒い水も。

　じりじりと命を喰らうようにして視界を灼やく粘ねばつく炎も。

　体の末端から少しずつ削り取るようにして凍らせていく氷も。




　そんな全てを呑のみ込んで進むと決めていた。

　たとえどんなことが待っていたとしても、成し遂げると決めていた。




　ただただ息を殺して、まるで何もなかったかのように過ごすなんて道は選べなかった。




　そんな道の成れの果ては、グズグズとした得体の知れない何かに取り込まれた俺ではない何かだ。




　だから、そう、俺は歩みを止めることだけはしなかった。




　立ち止まった瞬間が、終わりの瞬間だと知っていたから。




　そうやって、ただただ進んできたんだ。






第一章　引き分けられた線






　ぐわりと歪ゆがんだ視界と共に、内臓をかき回すような不快感が襲う。

　膨大な魔力の渦に晒さらされることで、魔力酔いに似た症状が現れるのだ。

「っ、ぐ……」

　超長距離転移をした時に起こる特有の症状に、一瞬思考が漂白される。

「ここは……」

　頭を押さえつつ周囲を見回すと、そこには無機質を突き詰めたような広い空間があった。

　継ぎ目どころか一点の曇りもない白の壁と床と天井。

　かなり広い立方体の中、俺の周囲には同じように顔を顰しかめている共犯者の姿があった。

「うぐ……」「……うみゅ」「あぐ……」「うぅ……」「きゅう……」

　ミナリス、シュリア、レティシア、舞まい、ノノリック、あとは、あとは……？

「っ、悠ゆう斗と……？」

　その名前が口をついて出た瞬間、直前までの記憶がフラッシュを焚たくように連続で脳裏に蘇よみがえる。

　ルナリア法国への強行軍、殺されていたメテリアとアーディリウス、突如現れたルーナリス神を名乗る女とアレシア、大量の魔ま煌こう樹じゅの尖せん兵ぺいたち、ハイエルフらしき男の呼びかけに従って離れていく悠斗。

　そして、目を焼くように強烈だった悠斗の放つ光。




「……行かなきゃ」

　俺は立ち上がり、【天てん在ざいの転てん移い剣けん】を顕現させる。

　魔力を大量に込めた心剣が、俺の心情を映しているかのように魔力による発光を繰り返す。

「っ、落ち着かんか戯たわけっ！」

　しかし、手にした心剣ごと包むように紫色の靄もやが纏まとわりつき、その瞬間、扱っている魔力の動きが阻害される。

　目を向けた先には顔を顰めながらふらりと立ち上がるレティシアの姿があった。

「邪魔するなレティシアっ！　俺はっ、俺はっ!!」

「だ、ダメですご主人様っ!!」

「落ち着いてなのですっ!!」

　ドン、ドン、ドンッとミナリスとシュリアの二人が纏わりつく。

「っ、放せっ、行かなきゃっ、行かないとっ、また俺は……っ!!」

　失う、失ってしまう。

　嫌だ、そんなのは嫌だっ!!

「行かせてくれっ!!　これ以上邪魔するなら力ずくでも……っ!!」




「やれやれ、あまりみっともない真似は見せないでほしいな」




　その気配はフッと唐突に現れた。

　いや、現れたわけじゃない。ずっとそこにあった気配に、声を掛けられたことでようやく気が付いたのだ。認識をごまかされていた事実に、ヒヤリとした感覚が背筋を走る。

　振り返るとそこには、緑色の髪をした少女が立っていた。

「傷だらけの妹をおいて、何をしようというんだい？」

「あっ……」

「とりあえず、治療が先だね。『フルリキュア』」

　スッとその少女が伸ばした手の先から緑色の光の粒が舞の傷口へと降り注ぎ、苦痛に顔を歪めていた舞の傷を完全に回復させていた。

　舞の窮状を忘れていた罪悪感に俺が動きを止めた瞬間、キュッと紺色の魔力の縄がグルリッ、俺の首を括くくった。

　その瞬間にガクンッと体中から力が抜けていく。この感覚は、おそらく呪術系統の付与がされている魔術だ。

「ハンプティダンプティを知っているかい？」

「お、前はいったい……っ」

　その姿はどこか見覚えがあるが、どこで見たのかは思い出せない。

　いや、そんなことはどうでもいい。

「割れた卵は元には戻らない。君は分かっていたはずだろう？」

「っ、うるさいっ!!」

　俺は体の力を奪うその縄に対抗するように、全身に大量の魔力を巡らせる。おかげで少しだけ体が楽になったが、拘束は外れない。

「舞を回復させてくれたことには礼を言うがっ、俺の邪魔をするなっ!!」

　浴びた冷や水に一瞬だけ鎮火した心の炎は、しかしすぐに焦りと共に俺の体を駆け巡る。

「第一、あの場に戻って何をするつもりだい？」

　知らないっ、そんなことはどうでもいい。

　今はとにかく、もう一度あの場所へ……っ。

「怒りのままに斬りかかるのかい？　それとも、悠斗といったかな、彼の肉片でも探しに行くのかい？」

「黙れッ!!　クソッ、こんなものッ!!」

　聞きたくない、聞きたくない、聞きたくない。

　俺は激情をたぎらせ、自分の魔力を注うぎ込んで力任せにその魔力の縛りを弾はじき飛ばす。

「ウォァアアアアアァアアァアァッ!!」

「おいおい、それは呪いの原理を組み込んだ風の呪縛だよ？　まったく、君らは主従揃そろって人が精緻に組み上げた魔術をなんだと思っているんだい？」

　術理を無視して破壊した魔力の縛りは、首元の皮ひ膚ふを少しだけ削り取って血を滲にじませた。だが、痛みは感じなかった。そんなもの、感じている暇はなかった。

「……ふぅ、まだ頭が冷えてないと見える。少し寝ていたまえ」

「ガッ、グウウウッ!!」

　次の瞬間、ミナリスやシュリア、舞の体の間を縫うようにして、小さく、しかし力強い打撃感が全身を貫いた。その上、先程とは比べ物にならないくらいの力の喪失感が全身を襲う。

　何をされたのか認識することもできないほどに、精密で素早く、自然な魔術行使だった。

　俺の意識は抵抗することもできず、焚たき火びに土をかぶせるように急速に落ちていった。







　相変わらず気配のない魔力行使に私が気が付いた時には、極小の緑の発光体が私たちの体の隙すき間まを縫うようにしてご主人様の体へと吸い込まれるところでした。

　ご主人様のうめき声が聞こえた後、フッとその体から力が抜けます。

「あっ」

　間抜けな声を出してしまったのが私だったのか他の誰かだったのかは分かりません。

　ただ、ご主人様の体にしがみついていた私たちは、その体と一緒に重力に引かれるまま床へ吸い込まれて───。

「何をやっておるのじゃ」

　倒れきる前に、四人まとめて支えられました。

　魔王の、レティシアの念動力のような力に押され、前のめりに倒れようとしていたご主人様はふわりと仰あお向むけに寝かされました。

　私やシュリア、そして、もう一人繋つながっている黒髪の女の子も床に柔らかく座らされました。

「おお、さすがに行き届いた魔法行使だね。今代の魔王は優秀だとは聞いていたけれど、どうしてなかなか、やるじゃあないか。君とはぜひ仲良くしたいね」

「……残念じゃが、似たような姿をした奴に借りがあっての。別人のようじゃが、その借りを返すまでは無理かもしれん」

「あ、あー、なるほど、理屈としては理解できるよ。これはひとまず、同一人物だと思われてグーパンされずに済んだだけで満足しておくべきかな」

　彼女はそう言って肩をすくめました。

「その口調からして、やはり何らかの関係はありそうじゃの」

「まぁ、まったくの無関係とは言えないけどね。何事も使い手次第ってことかな」

「……グレンは、置き去りにしたのかの」

「安心するといい。あの龍は先に回収してあるよ」

「……そのことに関しては、礼を言うのじゃ」

　それ以上は追及をやめ、レティシアの視線はご主人様へと向きました。

「頑丈な分、少々強めに呪いを撃ち込んだ。もともとは神に干渉するために開発した魔術の応用だからね、彼には特別よく効くだろう。安心したまえ、本気で害になるようなことはないよ」

　どこか他ひ人と事ごとのようにそう言いながら緑髪の少女は私たちに背を向けました。

「まっ、待ってくださいっ、あなた方はいったい誰なんですかっ!?　兄様にっ、私の兄様に何をしたんですかっ!?」

「心配しなくても、彼ならおそらく数日で目を覚ますよ。それよりも僕も急いで友人の力になりたいからね。ひとまず失礼させていただくよ」

　そう言って懐から取り出したガラスの瓶の蓋ふたを開けると、その中になみなみと満たされた銀色の液体を床に撒まきました。床に広がった液体はすぐに小人に変わり、転移時に回収していたメテリアの体を持ち上げました。

「ここでの過ごし方はミナリスくんたちに聞くといい。気が付いていないかもしれないが、君の体は見た目以上にボロボロになっている。ろくな対策もせずに神の威圧を受けたのだからね。神の眷けん属ぞくでもなく、神の庇ひ護ごも今代の勇者経由でしかないのでは、それなりに影響はあるはずだ。むしろ、意識を保てていることだけでも驚きだよ」

「な、何を……、あ、れ……？」

　立ち上がろうとした黒髪の少女は、膝から下が消えてしまったかのように座り込んだままでした。

「それでは、少しの間失礼するよ。数少ない友人の願いを叶かなえなければいけないからね」

　少女が緑色の髪を翻させて、壁際まで近づくと、それまでただの壁だった場所が作り変えられるように木製の扉が出来ました。

　彼女が扉をくぐり抜けると再び扉は無機質な壁へと変わりました。

「……何者じゃ？　アヤツ、妾わらわに匹敵する、いや、下手をすればそれ以上の魔法の使い手じゃ。それも、人間とも、魔族とも、獣人やエルフのような亜人とも違う魂の気配がしておる」

　レティシアは少し目を細め、警戒心を露あらわにしながら呟つぶやきました。

　その呟きに答えたのはシュリアでした。

「……あの人は、クロイ・トワコさんなのです」

「クロ……？　ふむ、不思議な響きの名じゃな。いや、しかし……」

「黒くろ井い、十と和わ子こ？　え、そ、それって……」

　その名前の響きに、レティシアは少し顔を顰め、黒髪の少女は戸惑いの表情を浮かべました。

　シュリアの言葉を引き継いで、今度は私が答えました。

「ええ、トワコさんはご主人様と同郷です。そして」




　───先代の、勇者です。





　　　　☆






　世界に線が引かれている。

　白と黒を分ける線。陽と陰を分ける線。

『いい子ね、アレシア』

　優しい人でした。自慢の姉でした。

　いつか、ラムネシア姉さまのような、立派な王女になるのが目標でした。

　それは、世界に線なんて引かれてなかった頃のこと。

　ずっと、いつもの毎日が続くと思っていた頃のこと。

　ある日突然、ラムネシア姉さまが殺されてしまう、その日までは。

『え？　い、今なんておっしゃられたのですか？　お母さま』

『……あなたの姉は死にました』

　大好きな姉は、ある日あまりにも唐突に姿を消しました。

　幼かったワタクシは、ただただショックを受けて呆ぼう然ぜんとしたまま、使用人たちの噂うわさ話ばなしを聞き、真実を知りました。

『ねぇ、聞いた？　王女様の話。どっちって、上の方よ上の方』

『あぁ、かわいそうな話よねぇ。帝国から戻ってくる時、獣人の子供を魔物からかばって死んじゃったわけでしょ？』

『残念な話よねぇ。使節団に随行していた護衛はどうしてたのかしら。騎士団長様もいらっしゃったのでしょう？』

『帝国の王様に部隊の教練を依頼されて、運悪くその場に居合わせられなかったんですって』

（ラムネシア姉さまが子供を助けて、魔物と戦って死んだ……？）

　なんで？　なんで？　なんで？

　姉さまは助けようとしたのに、どうして？

　どうして、いいことをしたのに死ななきゃいけなかったの？

　誰に対しても平等に優しくて、王国ではよい顔をされない獣人に対しても差別をなくしたいと言っていた姉さま。

　そのことで、周りからあまりよい顔をされていなかった姉さま。

　だれか、助けなかったの？

　だから、助けてもらえなかったの？




（……魔物なんて、最初からいなければ）




（……獣人の子供なんて、最初からいなければ）




（……他の国の王なんて、最初からいなければ）




　その時生まれた黒い疑問は、成長するにつれ、ワタクシの中で大きくなっていきました。




　それでもワタクシは、その感情を表に出さないようにして生きていました。

　認めず、目を逸そらし、耳を塞ふさいで、息を止めて。そうしなければ、自分を抑える何かが壊れてしまいそうな気がしたから。

　考えないようにするのは難しくはありませんでした。

　必要とされたのは、今まで姉さまが担っていた役割の代わり。

　国の祖、神み子この再来と呼ばれていた姉さま。

　大精霊さまの声を明瞭に聞けるほど、魔力による感応能力に長たけていた姉さまの代わりを務めるのは、どれだけ努力しても足りないほどで、よそ事を考える暇などありませんでした。

　魔法の技術を磨くための辛つらく苦しい訓練の日々、それと並行しての王族としての教養や、姉さまが管理していた領地を引き受けるための知識の習得。

　そして、ワタクシから幼いという評価が抜け、姉さまの年齢に追いつくくらいの時間が過ぎた頃。

　ワタクシはようやく大精霊の言葉を聞きました。そして、その喜びもつかの間、断片的に読み取ったその内容に、ワタクシの背筋を冷たいものが走りました。

　なぜならその内容は、王家に近い位置にいる大物貴族が『魔』と関わりがあるというものだったから。

　けれど、その貴族は自らが疑われているのを知ると、すぐに行方を眩くらませました。

　表向き高い地位を持っていた相手を、ワタクシの拙つたない技量で聞いたお告げだけで捕らえることはできず、証拠を集める前にこちらの動きを気け取どられてしまったのです。

　包囲網を突破するための陽動だったのか、それとも簡単に始末できるという行きがけの駄賃のような感覚だったのか、数日後にその貴族は単身でワタクシを殺しに現れました。

　それでもなお、ワタクシは『魔族』に味方する人間がいることが信じられませんでした。

『どうしてなのですか……？』

　だから、ワタクシは愚かにもそれまでの自分自身を殺す問いかけを放ってしまいました。

『どうしてっ！　魔族に与くみするのですか!?』

『どうして？　アハハハハハハハッ!!』

　響き渡るのはワタクシを嘲あざけり嗤わらう声。




『そんなもの、私が魔族だからに決まってるではないですかっ！』




『……え？』

　その言葉は、ワタクシの頭を大きな槌つちでかち割るような衝撃を持っていました。

　なんということはない、魔族の協力者になったわけじゃなく、彼自身が魔族だっただけ。

　けれど、その時にワタクシの脳裏を支配していたのは、人間にしか見えない姿を破って現れた異形の姿への圧倒的な嫌悪感だけでした。

　人間の姿をしていたのに、人間ではない。

　そのことがどうしようもなく、本当にどうしようもなく気持ち悪くて仕方がありませんでした。

『貴様ら人間は本当に度しがたいほどに愚かだな。だが、おかげで王女を二人とも楽に殺せる。感謝しなければなぁ。ククク』

『っ!?　……!?』

　半ば呆然としていたワタクシの耳で、もう一つの爆弾が爆発しました。

　王女を二人とも。

　一人はワタクシとするのなら、じゃあ、もう一人の王女とは？

『あ、ぁああ、アアアァアアアァァァァアアアァァアアァアアッ!!』

　結局、魔族に殺されかけたワタクシは、すんでのところで騎士団長に救われましたが、ケガを追わずとも、ワタクシのココロの枷かせは、この時にはっきりと弾け飛びました。

　後日、再調査した結果分かったことは、姉さまは事故で魔物に殺されたわけじゃなく、最初から計画されて魔族に殺されたということ。

　魔族は随分と昔から人間社会に溶け込んで、用意周到に姉さまを殺してみせました。帝国と王国の間に亀裂を入れる策略だったようですが、ワタクシにとってそんなことはどうでもいいことでした。

『邪魔だ……、邪魔だ……、気持ち悪い。この世界は、気持ちの悪い化け物で満ち溢あふれてます』

　それ以来、ワタクシの世界は白と黒とを分ける線が引かれました。




　人間と。

　人間の皮をかぶった化け物とに。





　　　　☆






　ふわりと花の匂いがしました。

　やわらかで、甘く、包み込むような清廉な香り。

「あぁ、起きたのね。アレシア」

　ゆっくりと目を開けると、ワタクシに向かって優しく微笑ほほえむラムネシア姉さまの姿がありました。

　ワタクシはラムネシア姉さまの脚に頭をのせたまま、まどろみから意識を取り戻しました。

「ワタクシは……」

　薄く桃色に色づく花畑の中心で、時折吹く風が優しく肌を撫なでる。

　ふつりふつりとそよ風のように記憶が浮かび上がる。

（そう、でした。ワタクシはラムネシア姉さまを……）

　取り戻した、取り戻したっ、取り戻したっ!!

　じわりと幸せが広がっていく。

　ワタクシは神格を塗りのばした器にラムネシア姉さまの魂を宿らせました。

　そうして、姉さまは、この世に生き返りました。

　それと同時にワタクシは魔力を使い果たして、糸が切れるように意識を失ってしまいました。

「もう、疲れて寝てしまうなんて、アレシアもまだまだ子供ね」

「あっ……」

　ラムネシア姉さまの綺き麗れいな指先がワタクシの髪を撫でる。

　サワリと慈しむような柔らかな手つき。

　覚えのある、遠いあの日に失くしてしまった温かい手。

　ずっとずっと求めていた柔らかな感触。

「あらあら、どうしたの？　そんな顔をして」

「いいえ、姉さま、何でもありません」

　思わず滲んだ涙を、姉さまは優しく指先で掬すくい上げてくれる。

「そ、う？　なら、よかっ、たわ」

　しかし、直前まで滑らかに話していたラムネシア姉さまは、まるで油の切れたからくり人形のように動きがぎこちなくなったのです。

　器に定着させた魂が、まだ馴な染じみきっていないのでしょう。

「あ、ら、へん、ね、口が、うまく、うごか、ないわ……」

「大丈夫、大丈夫です、ラムネシア姉さま。あと少し、あと少しで、この世界は純粋になります」

　ゆっくりと手を上げ、ラムネシア姉さまの頬ほおに触れる。

　そう、全部、全部、この世界の全てを染めましょう。

　この花畑のように、ワタクシと姉さまだけがいれば、それでいいのですから。

　魔族は邪魔、獣人は邪魔、エルフは邪魔、魔物は邪魔、神も邪魔。

　勇者も邪魔、魔王も邪魔、聖女も邪魔、他人も邪魔。

「だから姉さま、もう少しだけ、待っていてください」

「……そう？　アレシアが、そう言うなら、きっとだい、じょうぶね」

「はい、このまま世界中に花を咲かせましょう。ワタクシと、ラムネシア姉さまの、二人だけの世界を作るんです。ワタクシと、姉さまさえいれば、もう何もいらないでしょう？」

「ええ、そう、ね」

　ワタクシの頭を少しぎこちなく、ラムネシア姉さまの手が撫でる。

　今度こそ、ラムネシア姉さまを守ってみせる。

　誰も姉さまを助けなかったあの時とは違う。今はワタクシがそばにいる。

　そのための手駒も揃えてきました。

（この世界に、不純物はいらない）

　ワタクシは目を閉じ、ラムネシア姉さまのぬくもりを感じながら、世界中に散らばったワタクシの欠片かけらたちの様子を窺うかがうことにしました。





　　　　☆






　薄暗い、灰色の空間。

　何もないその場所を、埋め尽くそうとするように灰の雪が降る。

　まるで時間の流れを止めようとしているかのようにゆっくりと、灰の雪が降る。

「もしもーし！　宇う景けい海かい人とさーん？　聞こえてますかー？」

「……」

　目の前に、灰色の背景から浮き出したような真っ黒な人影がある。

　その顔には目も鼻もなく、ただ裂け目のような口だけが開くのっぺらぼう。

　まさに言葉の通りに『人の影』だった。

「なぁなぁ、そろそろ何か話そうぜ？　最近天気が崩れやすいよなぁ。嫌なんだよなぁ、雨。濡ぬれるとなんとなく惨めな気持ちになるしさぁ。食べ物は腐るし黴かびるし湿し気けるし。そうそう、前食べた『グジャビヤ焼き』って屋台飯、ありゃあ大外れだったなぁ、苦くて酸っぱくて、どう考えても腐ってたよな、お前もよく全部食べたもんだぜ。普通なら一口目で吐き出してそのままゴミ箱行きになるレベルだ。そうそう話は変わるが、三つ前に泊まった街の宿、なんて言ったかなぁ、まぁ宿の名前はなんでもいいんだけどさ、あそこの宿の寝具は一級品だったよなぁ、なんといっても……」

「……」

　そいつはまるで蛇口をあけた水道のように無機質な水を垂れ流している。

　天気の話、飯の話、宿の話、景色の話、夢見の話、道端で聞いた歌の話、集めたガラクタの話。

　よくもまぁ、尽きることなくどうでもいい話を続けられるものだ。

「おいおーい、さすがの俺もいい加減飽きちまったって」

「……」

　気が付けば、どれぐらいの時間が過ぎただろうか。

　水の中で浮いているような心地よさ。

　何もしたくない、何も考えたくない、何も思い出したくない。

　だから俺は何も話さない。

　俺に話しかけ続ける黒い人影に応えることもなく、口を閉じる。

　口を閉じたまま、目も閉じた。





　　　　☆






「先代の、勇者……？」

「えぇ、ご主人様と同じようにこの世界に呼び出されて、大昔の魔王と戦わされた、本物の勇者だそうです」

　ミナリスさんの言葉に、私は兄様の言葉を思い出していました。

　自分と同じように異界から召喚された勇者たちは、当時魔物の大軍勢を率いて大陸を支配しようとしていた魔王と戦って勝利し、元の世界へと帰還していったという話が伝わっていると。

　その話は、伝説やおとぎ話、神話、宗教の逸話のような形でたくさん残っている。

『まぁ、今となっては本当に無事に元の世界に帰れたのかとも思うけどな。俺の例もあるし、不可能じゃないのは分かるが……』

『………』

　その時、私は兄様に何も言うことができませんでした。

『……それでもせめて、少しでもマシな結末だったらいいんだがな』

　兄様は遠くの空を見上げてポツリと呟くように言葉を零こぼしました。

　その、『マシな結末』というものがどのようなモノを指して言ったことなのか、兄様に尋ねることはできませんでした。

　けれど、少なくとも伝えられている通り、元の世界に帰れたというわけではなかったようです。

「それで……」




「逃げようとするな、バカ者が」




「ぎゃみゅっ!?」

　話を続けようと口を開いた時、ガッ、ゴッ！　という音が響きました。

　驚いて音のした方を見ると、そこには踏みつけにされているノノリックさんと、踏みつけている名前も知らない男の姿がありました。

「ちょっとっ、女の子を踏みつけにするなんてしていいと思ってるのぉ？　ノノの服がよごれちゃう!!　足どけてって！」

「何を言っている、貴様も男だろうが。だいたい、逃げようとした貴様が悪い」

　銀の髪をオールバックにし、長身で筋肉質ながら均整の取れた体つきの男は、黒と赤で染められた高級そうな毛皮のローブを羽織っていました。

　ズボンは履いていましたが、上半身は羽織ったローブ以外に服は身につけていないようで、開いたローブの胸元から素肌が見えています。

「ぎゅみゅっ、みゅぎゅぅっ!!　ま、まだ昔のことを怒ってるのぉ!?」

「別に怒ってなどいない。貴様が我が城の財物を勝手に持ち出したことも、珍しい酒や果実や薬をごっそり抱えていったことも、貴重な宝剣を何本か持ち出していったことも。我は王だ、そのような細かいことをいちいち根に持つようなことはない」

「怒ってるじゃんっ、めちゃくちゃ根に持ってるよぉっ！」

「そんなことはない」

「大体っ、あんな退屈な場所にノノを閉じ込めた方が悪いっ！」

「それは貴様が龍種の群れを怒らせて我が城に逃げ込んできたからだろうが。王の寛大さにも限度というものがあるぞ？　ンン？　このまま潰すぞ貴様」

「アギャギャギャギャッ!!」

　どうやら、ノノリックさんとその男は親しい関係のようでした。

「……とにかく、一度移動しましょう。このまま大広間にいては落ち着きませんし、ご主人様をちゃんとした場所に寝かせねばいけません。全員、私についてきてください」

「自分で動けない人はシュリアが運ぶのですよ。働くのです」

「ぬぉ」

　シュリアさんが何か魔法を使ったようで、どこからともなく現れた板に乗せられ、高さ十センチぐらいの黒い紙人形がトコトコと兄様を運ぶ。私もへたり込んだ床の下から浮き出た板に乗せられ、揺られながら動き始める。

　ノノリックさんは銀髪の男に猫のようにつままれて運ばれていました。

「兎うさぎの者、何をもって王へと命令を下すか」

「あなたには言っていません。勝手についてきてください」

「……まったく、海人といい、兎の者といい、長耳の者といい、不遜極まりない輩やからばかりか」

　そんな言い合いをしている姿を見ている間に、気付いたらまた壁に扉が出来ていました。

　それは先代の勇者の人が消えていった木製の扉とは少しだけ意匠の違った扉でした。先程の扉はドアノブだけが付いたシンプルな茶色の扉。今、目の前にあるのは、白く塗られ、兎の意匠が彫り込まれた扉でした。

　軽く、キィッと音を立てて開いた扉をくぐると、そこにあったのは清潔ですが綺麗とは言いがたい、掘っ立て小屋の中のような部屋でした。

　天井から吊つるされた古びたランプ、小さな暖炉に、森と空の見える窓、簡素なベッド。

　年季の入った木製のテーブルと椅子、丁寧に掃除された調理場。

「あまり広い作りではなくて申し訳ありませんけれど、座ってください」

　兄様をベッドに寝かせて、私を含めた他の六人はそれぞれ椅子に座りました。

「さて、まずは自己紹介から済ませるとしましょう。私はミナリス、見ての通り、ウサギの獣人で、ご主人様の共犯者です」

　ミナリスさんは綺麗に微笑み、自分の名前を告げました。

　頭から伸びるウサミミが可愛かわいいらしくヒョコヒョコと動いています。

　茶色の綺麗な長い髪をポニーテールにし、日本人離れしたスタイルの良さが分かりやすいメイド服を着ています。ですが、なぜメイド服なのでしょうか？

「シュリアはシュリアなのです！　ダークエルフで、ミナリスさんと同じくカイト様の共犯者なのです！」

　次に声をあげたのはミナリスさんの右隣に座っている小柄な少女です。

　小麦色の艶つやのある肌と光を透かす銀色の髪。時折ピクピクと動く左右の耳は、エルフらしく上向きに尖とがっていました。その身を包むのは、シュリアさんの可愛らしさをより引き立たせるような和装のミニスカドレスです。

「む、順番的には妾の番かの」

　席順から次に声をあげたのはレティシアさんでした。

「妾はレティシア。魔王で、海人と契約を交わしたのはノノリックと合わせてこの中で一番最後になるの。とはいっても、グレンの体に移るまで海人の中からずっと見ていたからの。妾的には、はじめましてというよりも久しぶりという感じではあるんじゃがの。とにかくよろしく頼むのじゃ」

　レティシアさんは暗闇で燃える炎のような深い紅べに色の髪を揺らして、強い意志を宿した紅あかい目で私たちを見回します。

　シュリアさんが着ている服によく似た感じのドレスは、レティシアさんの可愛らしさを存分に引き出しています。

「じゃあ次はノノの番だね？　ふっふっふっ、ノノは見ての通りとってもキュートな真祖の吸血鬼だよ？　ミナリスちゃんとシュリアちゃんとはちゃんと挨拶するのは初めてだよね？　これから、いろいろとよろしくね？」

　ノノリックさんはフフフッ、と色気のある笑みを浮かべます。

　輝くような金の髪に、少しくすんだ金の瞳。

　レティシアさん、シュリアさんと並ぶ子供のような小柄さなのに、ノノリックさんの浮かべる表情は、大人顔負けの妖よう艶えんさがありました。

　狙っているのかは分かりませんが、元の世界の軍服に似た衣装もギャップがあって、その魅力を引き立てています。

　最初は男の子だと聞いても全く信じられませんでした。

「貴様が真祖の吸血鬼だと？　自らの血を置き去りにしたままの貴様ではそれを名乗る資格はない」

　ノノリックさんの自己紹介にケチをつけたのは、銀髪長身の男です。

「ブーブーっ、いいじゃん細かいことはーっ。ステータスにだってちゃんと真祖って書いてあるし」

「ふんっ、ステータスなど、バカな仕組みに組み込まれている時点で零れい落らくしているだろうが。貴様が自らの血を取り戻さん限り、俺様と同類などとは認めん」

　文句をつけたノノリックさんをバッサリと切り捨て、銀髪の彼は話を続けます。

「俺様の名はゴドリック・アーデルハイト。そこのバカが自らの血を捨てたため、この世にいるただ一人、現存する真祖の吸血鬼の王だ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そん。

　ただ名乗りをあげただけなのに、彼からはその気質が溢れるように伝わってきました。

「ぷぷーっ、一人しかいないのに王様とかぁ、ゴドリックおじさんってかぁいいとこあるよねぇ」

「ハッ、馬鹿め、王が王たることに理由など存在はせん。王は王であるがゆえに、どうあろうとも王なのだ」

　からかうように笑ったノノリックさんを、ゴドリックさんは気にも留めずに笑い返しました。

　彼の言葉は論理的ではありませんでしたが、堂々としているせいか、謎の説得力があります。

（最後の彼は別として……、四人とも、これまでと比較にならないレベルで美少女です……、うむむむっ、今までなら何としてでも兄様のそばから排除する相手ですけれど……、兄様との契約のおかげか、今までと違って排除しようという気になれません。いえ、状況的にはそういったことをしている余裕はないんですけれど……、とはいえ……）

　そして、自己紹介は私の番です。

「私は、宇景　舞といいます。兄様の、最愛の妹です。これからも私の兄様共々、よろしくお願いしますね？」

　ビシリッと、空気の固まる音がした。

（排除をしないことと、序列をつけることは別です。兄様の一番は、私です……っ!!）

　けれど、私が放ったジャブに、兄様を介した契約を通じて伝わってきた感情は。

「……そうですか、予想はしていましたが……妹、ですか。そうですか、そうですか……」

「ふふふっ、よかったのです。本当に、本当によかったのです」

　……とても大きな、安あん堵どと喜びの気持ちでした。

「ご主人様は、家族と再会できたのですね……」

「それでも、ちゃんとこの世界に戻ってきてくれたのです」

　家族と再会できたことを祝う喜びの心、それでもなお、自分たちの元へと、この世界へと戻ってきてくれたことを安堵する心。

　私の挑発なんて置き去りにして、そこにあったのは純粋に兄様を思う心でした。

　それはとても純粋で、眩まぶしくて、私は少しだけ自分の発言が恥ずかしく……。

「やはり、さすがは私のご主人様ですね。これからはよりいっそうご主人様の愛に応えるために、常にご主人様のそばでお世話をする必要がありますね」

「っ？」

「いえいえ、今のカイト様に必要なのは激情を吐き出す相手のはずなのです。その点、シュリアなら乱暴にされても大丈夫なのです、いえ、むしろバッチコイなのです、その方が興奮するのですっ！　つまり、カイト様の一番そばにいるべきなのはシュリアなのです」

「っ!?」

　自分の言動を反省した方がいいかもしれないという思考が頭によぎった瞬間、まるで手のひらを返したように女性特有の鞘さや当あてが始まりました。

　ミナリスさんとシュリアさんはニコニコと笑っていました。

　笑ったまま、雰囲気だけはバチバチと火花を散らしていました。

「ぬむっ、待て待てっ、何を勝手に争い始めておる！　海人の正妻の座は妾じゃぞっ！　いくらお前たちでも譲らぬっ、譲らぬぞ！」
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「いえいえ、正妻などとはとても……、私はただご主人様に奉仕するだけで幸せな奴隷です。……ですが、古くからご主人様の寵ちょう愛あいをより多く受けるのは、より新しい出会いの女といいますし」

「ぬぁああっ!?」

「そうなのです。シュリアは形にはこだわらないのです。愛の形は人それぞれなのです。シュリアはカイト様から求められるなら、何でもよいのです」

「ぬぐむむっ!?」

　形ばかりは謙遜している体裁を整えながら、ミナリスさんやシュリアさんはシレッと言ってのけます。

　その言葉を聞いて、レティシアさんは奇妙な呻うめき声をあげて複雑な表情を浮かべました。

「だ、駄目じゃ駄目じゃ駄目じゃっ!!　海人の一番は妾じゃっ!!　絶対絶対っ、妾なのじゃっ!!　一度目の世界からずっと、海人は妾のものじゃぞっ！」

　そしてレティシアさんは子供のようにブンブンと首を振りました。

（って、いけませんっ、傍観している場合じゃありませんっ!!　このままじゃ兄様がっ、兄様が取られてしまいますっ!!）

「に、兄様は誰のものでもありませんっ!!」

　他の人とは違い、ただでさえ妹という立場は難しいのです。

　便利でいい面もありますが、本当の意味で兄様の一番になるためには元の世界での現代社会の常識が邪魔をしてしまうのです。

（ただでさえ、元の世界ではなかなかお目にかかれないレベルの美少女ばかりなのに……、もっと積極的に動いていかなければ後れを取ってしまいます!!）

「だ、だいたい、たかだか五年にも満たない付き合いでちょっと図々しくはないでしょうか。私は生まれてからずっと一緒に、兄様と一緒にいたんですよ！」

「時間の長さなんて関係ありませんっ！　長さよりも過ごした時間の濃さです」

「それを言うなら妾との関係が一番深いっ!!」

「そんなことないですっ、関係の深さだったらシュリアだって……っ!!」




「でも、ここにいるみぃんな処女だよね？　正妻云うん々ぬんの前に、カイちゃん落とさないとダメなんじゃないの？」




「「「「…………」」」」

　ノノリックさんの言葉にカキンッ、と先程とは違う意味で空気が凍りついて固まりました。

　白熱していた論争に浴びせられた冷や水に、私たち全員の表情が無になりました。

「ノノは何番でも別に構わないよ？　みんなでするのも楽しいよぉ、きっと♪」

　ノノリックさんは指先を唇に触れさせ、この場の誰よりも色っぽい表情を浮かべます。

「「「「…………」」」」

「え、えと、さすがにこの程度で黙られちゃうと、ノノ、困っちゃうんだけど……」

「「「「…………」」」」

　沈黙、圧倒的沈黙。

「もう、何か言ってよー！」

「……はぁ、いつまで続くのだ、この茶番は」

　ゴドリックさんの呆あきれたような声が響く中、それでも私たちは何も言えずに、復活するのにとても時間が掛かりました。







「さて、自己紹介も済んだことですし、話を戻しましょう。まずは、この世界の成り立ちと、その仕組みについてです」

　しばらく時間をおいて兄様関連の話から復活したミナリスさんは、雰囲気を変えようとしたのか、立ち上がって慣れた様子でお茶の用意を始めました。

　部屋の内装にはあまり似つかわしくない美しい白磁のティーカップの中で、優しい香りの紅茶が湯気を立てています。

　全員分のお茶が配られた頃には、ミナリスさんは冷静な仮面を取り戻していました。

「ふむ、その話は俺様がするべきだろうな」

　そう言ったのはゴドリックさんでした。

「この世界にはもともと『神』がいなかった。本能と多少の思考力しかない魂無き魔物の世界。ある時、気まぐれな神がこの世界を見つけ、この世界の神になった。だが、その気まぐれな神はものぐさでな。この世界に幾種もの魂のある生き物を生み出すのに、元からいた獣を利用することにしたのだ」

　ゴドリックさんは紅茶が淹いれられたカップを静かに揺らし、立ち上る香りを楽しみながら話しています。

「そのために生み出されたのが、真祖の吸血鬼だ。我らは元いた生き物たちの血を吸い、それを元に魂のある器たちを作り出した。様々な動物から獣人を、樹木の魔物からエルフを、火口に棲すむ魔物からドワーフを生み出した。そして、その気まぐれな神は世界が成熟していく間に眠りについた。それが、この世界の文明の始まりだ」

　こちらの世界の創世記。

　神話の本でも読むように語るその声は、どこか懐かしむような色が滲んでいました。

（獣人、エルフ、ドワーフ……、魔物は元からいた生物だというのなら、人間はいつ出てくるんでしょう……？）

　私は疑問を抱えつつも、話を聞き続けます。

「だが、緩やかに進む世界に異物が交じり込んだ。別の世界で世界を管理するための権限、『神格』を剥はく奪だつされた下級神だったが、この世界の現地神は眠りこけている間にソイツに神域を追い出され、力の多くとこの世界の『神格』の一部を奪われた。それでも大半の神格は守り抜いたが、その権限も神域にいなければ本来の力を発揮できない。さすがのバカ神も危機感を持ったようでな、ギリギリ使える権限をやり繰りしてこの疑似神域を作り上げ、下級神から隠れ潜んだ」

　ゴドリックさんは紅茶に口をつけ、一度喉を潤しました。

「下級神は再び神の位階へ戻るために、神格を持ち逃げしたこの世界の神を探し始めた。そのために下級神はこの世界に繁殖力に優れた『人間』を作ったのだ」

　カチャリとカップをソーサーに置き、息を吐き出した。

「人間はすぐに地に根付き、瞬またたく間に数を増やした。種として劣る力も、下級神が追加した『ステータス』という仕組みで急速に力を得ると、農産・畜産といった繁栄の下地を瞬く間に広げた。そして世界中に下級神の目を増やし、現地神から完全に神格を奪い取ろうとしたようだが……、面倒なことに、そこで更にこの世界に正体不明の異物が介入してきた」

「正体不明の異物？」

　思わず零した私の声に、ゴドリックさんは視線をこちらに向けました。

「あぁ、異物だ。おそらく、下級神が元いた世界の上級神だろう。その神は追放された下級神の相手をするのが目的だったのか、この世界に魔物を直接進化させた種族を──魔族を生み出した。しかし、生み出されたばかりの魔族には我々吸血鬼が生み出した新種族たちと違い、魂が与えられなかった」

「魂がないと、どう違いが出るのです？」

「魂がない生物は、成長・変化する力が極端に低くなり、魂あるものを求める。元になった魔物の凶暴性を引き継いで、その欲求を満たすために魂ある新種族や人間を襲い始めた。それだけではなく、魔族を通してこの世界の生命力とでも言うべき力を吸収し始めた。下級神も現地神の捜索どころではなくなった。この世界は、この世界ではない神の遊戯場と化した」

　説明をするゴドリックさんの声がだんだんと重く響いていったのは、私の勘違いではなかったと思います。

　その表情は常にしている厳いかめしい顔から変化してはいませんでしたが、余憤冷めやらぬといった執念めいた憎しみが感じられました。

　私はというと、正直とても長い前座の話を聞かされたという印象でした。

　この世界の成り立ちについてはあまり興味は抱けません。関心があるのはこの話がどう兄様に関わってくるのかです。




「その先は、私から話すことにしましょう」




「！　お主は……」

　と、唐突に部屋の中に入ってきたのは、法衣というべき衣装に身を包んだ綺麗な女性でした。

　清流のような淡い水色の髪を一房に束ね、瞳の色は髪と同じ全てを映し出すような水の色。

　整った顔立ちと大きな胸を持ちながら、性に訴えかけるような色気ではなく、母性にも似た清廉さを持った雰囲気。

　メテリア＝ローレリア。

　その姿を認識した途端、目の前の女を再び殺したい衝動に駆られました。

　兄様から流れ込んでいるマグマのような憎悪の炎。

　けれど、どうしてでしょうか。

　あれほど憎んでいたはずなのに、今はレオンやリリアと初めて出会った時に感じたような、全ての疑問を置き去りにして、殺したいと思うほどの熱量を感じられませんでした。

（ルナリア法国の聖堂で、殺されていた姿を見ているからでしょうか？）

　もともと、メテリアに対して兄様の態度は戸惑いがちでした。

　一度目の世界でただ一人、裏切りの理由を聞くことのできなかった相手。

　二度目で初めて出会い、元の世界に兄様を送った時の乱れよう。

　そして、疑問を晴らそうと向かった先で、心臓を抉えぐり取られていた無む惨ざんな姿。

　私のメテリアへの憎悪は、そのまま兄様から受け取ったものです。つまり、兄様がメテリアに抱く憎悪には戸惑いがあるということです。

「「……」」

　ちらりと視線を向けた先、ミナリスさんとシュリアさんはメテリアの登場に動揺はしていませんでした。目の前で兄様を攫さらわれた形のお二人が、それでもなお短慮を起こさずに静観しているのですから、それなりの理由があるはずです。

　だとしたら、兄様の妹である私が短慮を起こすわけにはいきません。

　そもそも、兄様は彼女との対話を望んでいたんですから。

（とはいえ、確かに彼女は心臓を抉られていたはず……、兄様の話だと、この世界で死ぬと魂にも傷がつくから、死者の蘇生はできないと言っていたのに……）

「トワコ、もうメテリアは大丈夫なのですか？　心臓が抉られれていたようでしたが……」

　ミナリスさんが聖女メテリアのことを問いかけたのは、元勇者だという少女でした。

「僕を誰だと思っているんだい？　『魔女』で『解剖者』で『錬金術師』だよ？　その程度のことは障害にはならないさ。そして、一番の鬼門だった魂の定着に関しても、彼女は賭けに勝った。いや、メテリアにとっては必然の結果だったかな。いやはや、恋する乙女は恐ろしいね、まさか予言通りにここまで魂の乖かい離りがないとは予想していなかった」

「当たり前です、たとえ魂を二つに分かとうとも『私』が『私』である以上、海人様への気持ちが変わることはありません。なぜなら私は少しずつ少しずつ、ゆっくりと海人様を自分の心に刻んできました。たとえ下級神の干渉を受けたとしても、その根が変わることは絶対にありません。そうです、決まっています、決まっているのです。それが当然なのです。当たり前なのです。自然なのです。運命なのです。だってだってだって私は聖女で海人様は私のモ……」

　と、話しているうちにトリップするように早口になっていったメテリアでしたが、突然息が切れたように、言葉を止め、その眉根を寄せました。

「……やはり、多少は誘導された半身の影響を受けてしまっていますね」

「それはそうさ。心臓を貫かれたことで壊れているとはいえ、ずっと肉体にあり続けた魂だ。影響が出ないわけがない」

「あぁ、口惜しい、忌いま々いましい、私はこうありたかったわけではなかったのに」

　肩をすくめるトワコさんと、独り言のように呟くメテリア。

「まぁ、それもすぐに収まるだろうさ。何せ、君はその精神力だけでこの世界の仕組みを超えたのだから」

「当然です、私の心は私だけのモノ。私は私のモノとして、海人様のそばにいることを望んだのですから。たかが聖女程度に支配されるほど、弱い気持ちではありません」

「……うんうん、やはり君はとても興味深いね」

　はっきりと言い切るメテリアの姿に、トワコさんはにんまりと笑いました。

「お話は結構ですが、あまり調子に乗らないでください。あなたの事情には同情します、理解もしました、考慮もしましょう。ですが、私とシュリアの譲歩はあくまで『保留』です。答えを出すのはご主人様です。そして、私たちが『保留』を選んでも、他の共犯者たちが何を選択するかは分かりません」

「えぇ、分かっています。それで構いません。たとえ海人様がどんな道を選ばれても、それでも私の心は私のモノです、何も変わりません」

　釘くぎを刺すように言ったミナリスさんに、ふわりと笑って返事をするメテリアの姿は、確かに本物の聖女のようでした。

　一本芯の通った強さを感じさせる姿に、私の中の怒りが揺らぎます。

（どうして？　あなたは兄様を裏切った仇かたきではないのですか？）

　いろいろと事情がありそうだという思考と、それでも消えることはない憎悪と、その二つの板挟みとなって戸惑う感情。

（彼女の話を聞けば、少しは気持ちの整理もつくのでしょうか……）

「さて、少し席を詰めていただいてよろしいですか？」

「「おっぱいお化けに座らせる席はないのじゃ（のです）！」」

「いやいや君たち、急に息ぴったりだね」

　カッとして叫ぶレティシアさんとシュリアさん。思わずというように突っ込むトワコさん。

（いえ、しかし、確かにあの胸は……、おかしいです。あのレベルの大きさを維持しながら、あのスタイルは……）

「あらあら、それでは仕方ありませんね。ここに座りましょう」

　私が馬鹿なことで内心唸うなっているうちに、そう言ってにこやかに笑ったメテリアは、兄様の眠るベッドの横にある看病用の椅子に腰を掛けようとしました。

「あらっ」

「何をしようとしているのです。私の部屋でその椅子に座らせるわけがないでしょう」

　しかし、その直前にギュンッと引き延ばしたように部屋が広がり、メテリアは広がった空間に唐突に現れた木の椅子へ腰を下ろす形となりました。

「まぁ、残念です」

「あ、僕の椅子は作らなくていいよ。自分で用意するから」

　トワコさんが何もない場所に腰を落とすと、明らかに部屋に似つかわしくないふかふかのソファが現れました。

「さて、まずは私たちの自己紹介から始めましょう。ああ、皆さんの分は大丈夫です。トワちゃんがこの部屋での会話を聞いて話してくださいましたから」

　メテリアはそう言ってゆっくりと胸元に手をやって話し始めました。

「私の名前はメテリア＝ローレリア。この世界で聖女として生まれ、海人様に恋をして、ようやく聖女であることをやめた女です」

「聖女をやめた、じゃと？」

　怪け訝げんそうな顔をしてレティシアさんが問いかけました。

「えぇ、その通りです。この度無事に聖女を辞することができました。そこら辺の話もこのあと説明いたしましょう」

　穏やかに微笑みながらメテリアさんはそう言いました。

「さて、次は僕の番だね。僕の名前はトワコ・クロイ。そちらのお嬢さんには黒井十和子と名乗った方が分かりやすいかな？　『黒』の『井』戸で黒井、数字の『十』、和やかの『和』、子供の『子』で十和子だ。今からちょうど三百年ほど前にこの世界に召喚された先代の勇者だよ。いろいろあって、先程話に出てきた現地神、ルナの体に間借りさせてもらっている」

「……今の自己紹介についても、大変聞きたいことがあるんですが……、この後にお話を聞けると思っても？」

「そうだね、前提を話してからの方が理解しやすいだろうからね。それから最後にもう一人、ほらルナ、君もいつまでも引きこもってないで出てきなよ」

「わわっ!?」

　ポンッ、という効果音と共に若干間の抜けた声で現れたのは、十和子さんと瓜うり二ふたつの姿をした少女。ただし、髪の色や目の色、服装などが全て白い色になった姿に、ゲームの２Ｐキャラを思い出しました。

　宙に急に投げ出されるように現れたその彼女は、まるで風船か何かのようにふわふわと宙に浮いたままでした。

「え、えっと、ルナ、だよ？　神様だよ？　ひ、久しぶりだね～？　あの頃よりもとっても強くなったねぇ」

「……ほう、つまり、覚えているわけじゃな？　妾と海人を散々あのダンジョンで弄もてあそんだことを」

　びくびくとしているルナと名乗った少女を、額に青筋を立てたレティシアさんが睨にらみつけます。

　『あぁ、あのノロケ話に出てきた……』『それであのおしゃべりさんがずっと静かだったのですね……』と、ミナリスさんとシュリアさんがぼんやりと話していました。

　ノロケ話とは何でしょう。後で聞いておかないといけません。

「ぬぐっ……っ!?　ま、待ってっ、落ち着いて!!　ね、ね？　あんなのちょっとしたお茶目じゃないぃ～」

「そうか、お茶目かの。お茶目じゃ仕方ないの」

「え？　あ、そうなのっ！　お茶目だったんだよっ、ちょっとした悪ふざけだったの、だから許して、ね？　許して？」

「うんうん、許すわけないじゃろ？　歯ぁ食いしばれ？」

「え？　ひゃぎんっ!?」

　ゴンッ、と鈍い音がして、レティシアさんの拳がルナさんに突き刺さりました。

「いったぁーいっ、騙だましたぁああっ！」

「ふんっ、当たり前じゃ！　むしろこんがり焼かれなかったことを感謝するんじゃな！」

「なにぉっ！　嘘うそつきっ、タンコブできちゃうっ！」

　怒りが収まらないのか、まだプンスカと怒るレティシアさんと、ギャーギャーと騒ぐルナさん。

　瞬間、突然重力が数倍になったかのような威圧感がその場を包みました。

「おい、いい加減にしろ貴様ら。王は寛大だが、これ以上の茶番を続けるというのなら我が名のもとに罰を下すぞ」

　ゴドリックさんが怒気を滲ませながら告げます。

　その圧力に、私は息をすることすら制限されてしまったような感覚に陥りました。

「まぁまぁ、そう怒るものではないよ。とはいえ、確かに話が脱線しすぎたきらいもある。僕は語るのは好きだが、説明は簡略であるべきだからね。話を進めよう」

　まるで圧力など感じていないかのように、余裕の態度でゴドリックさんを宥なだめたのはトワコさんでした。

「……ふんっ、次にまた茶番が始まるようなら、俺は自室に戻らせてもらうからな」

　その言葉と共に、スッ、と電源が切れるように重圧が消えます。

「自己紹介も済みましたので、話を続けましょう。世界の成り立ちについてはゴドリックさんが話してくださいましたので、私からはこの世界で起こり続けてきた茶番についてお話をしましょう。魔王と、勇者と、王女と、聖女。それぞれがどういった存在なのか」

　一拍の間をおいて、メテリアさんは話し始めました。

　どこかで聞いたことがあるような、陳腐で捻ひねりがなくて使い古された、




　それゆえにどうしようもなく苛いら立だたしい、物語を。





　　　　☆






「だからさ、俺はこの世界に『良い名前』なんてないと思うわけだよ。だいたい、良い名前ってなにがどう『良い』のか分かんねぇし。ネーミングセンス云々も、結局は主観じゃん？　太郎とかポチとか、シンプルなのはセンスないっていうくせに、捻りすぎてもダメって言われる。全くもって理不尽だとは思わないか？」

「……」

　灰色の空間では、俺の前であぐらを組んで座っている人影が、まだ話を続けていた。

　時間の感覚はとっくになくなっている。夢を見ているような浮遊感の海に思考を手放し、体の輪郭すら曖昧になっている。

　時計の針が止まっているような気がした。

　そうでないことを告げているのは、ただ延々と話し続けている目の前の黒い影だけだった。

（まぁ、別にいいか。それくらい……）

　灰が降る、灰が降る、灰が降る。

　何もかもを塗り潰すように灰が降る。

　そうだ、そのまま全てを塗り潰してしまえばいい。

　何もかもなかったように、消してしまえばいい。

　もう、疲れてしまった。

　もう、疲れてしまったんだ。

　灰の中では、火は燃えないのだから。

（消えろ、消えろ、消えてしまえ、何もかも）




「で、またなくしちまったわけだ」




「……？」

　それは、黒い影が発した、初めての問いかけだった。

　それまでの一人語りとは違う、俺に思考を強要する言葉。

　だけれど、俺は何も考えたくなかった。

　思考は今この時の時間を進めてしまう。

「いやいやいや、バカだバカだとは思っていたけどよ。本当にどうしようもないな、お前」

　しかし、黒い影の声は逃げることは許さないとばかりに俺の中で響いて収まらない。

　それまで耳に入ってもただ流れて消えていくだけだった声が、心の表面をザラザラとした何かで擦こすって感触を残していく。

「失って、失って、失って、何度も何度も繰り返して、形だけで中身のない反省ばかりするどっちつかずの半端野郎」

「……うるさい」

「何度失敗すれば気が済むんだ？　どれだけ間違えれば気が済むんだ？」

「うるさいうるさいうるさいっ!!」

「お前がバカなばっかりに悠斗は死んじまったぞ？　だいたい、あの時の行動はなんだ？　ずっと表に出ないように動いてたのに、無計画に派手に法国に乗り込む。醜態を晒さらすだけ晒して、それでもお前が一目見て怖おじ気けづいたあの神もどきには傷一つつけられなかった。しかも、その神もどきはアレシアが乗っ取ったときたもんだ」

「黙れっ!!　黙れよっ!!」

「最後はミナリスたちに引きずられての退場。かっこわるいったらありゃしねぇ。何がしたかったんだよお前。レティシアと再会していい気になったか？　勇者だ何だっておだてられた一度目の時みたいに調子に乗っちゃったのかな？　うん？　ん？」

「違うっ！　そんなんじゃ、そんなわけっ!!」

　めちゃくちゃに叫んで、黒い影の言葉を掻かき消そうとする。

　そんな俺に向かって黒い影は、嗤ってみせて、




「これじゃあ、エルフ野郎を道連れにして自爆した悠斗も報われないよなぁ。まるっきり犬死にだもんなぁ」




　俺の心を引き裂きにかかった。

「っ、お前っ、お前お前お前ええええぇえええぇええっ!!」

　ニヤニヤと笑って呪いを吐き出す黒影の声。

「周りにはいろいろ偉そうなことを言ってるくせに、てめぇが一番中途半端だなぁ」

「黙れぇええええええぇぇえぇっ!!」

　真っ赤に染まる思考に突き動かされ、目の前の人影に掴つかみかかる。

　そのしゃべりを止めるために、その毒の言葉から逃れるために、口から声が出ないよう、首を締め上げようとした。

「ぐぁっ……っ!?」

　しかし、俺の手はその体をすり抜けてそのまま無様に転がった。

「乱暴な奴だなぁおい。ちょっと図星をつかれたからって、最近の若者はこれだからイヤだねぇ」

「……っ!!」

　黒い影は睨みつける俺の視線をまるでそよ風か何かのように涼しげな顔で流してみせる。

「おぉ怖い、まるで親の仇でも見るような目だねぇ」

「うるさいっ、俺は静かにしていたいのにっ、お前が、お前がっ!!」

「お前がお前がって、人のせいにすんなって。こうなったのは全部、お前のせいだろう？　悠斗が死んだのもお前が望んだことじゃないか」

　振り返った俺を上から覗のぞき込むように見下ろした影は、大きく弧を描いた口で嘲あざ笑わらう。

「っ!?　ふざけるなっ!!　誰がそんなことを望むもんかっ！」

「いいや、お前が望んだ結末だろうが」

「違うっ!!　俺が、俺が望んでいたのは……っ！」




「復ふく讐しゅう、だろう？」




　そう言って、黒い影はこれまでで一番大きく、声もなく俺を嗤い上げた。

「お前がずっと望んでいたんだろ？　復讐を、怨えん嗟さの悲鳴をっ、憎悪の血をっ!!　ずっとずっとずっと求めてきたじゃないかっ！」

「そ、それは、俺、俺は……」

「全てを忘れて平穏な道を選ぶ機会はいくらでもあったはずだ！　レティシアとの復讐を終えた時！　元の世界で家族と再会した時！　ミナリスの復讐を終えた時！　シュリアの復讐を終えた時！　ミナリスを奴隷から解放した時！　二度目の世界が始まった時！」

　歌い上げるように言葉を吐き連ね、黒い影はその腕を大きく広げてみせる。

　まるで俺を呑み込むように、人影の姿は大きくなる。




「でもっ！　お前は選んだんだっ！　安寧を捨て、善良さも捨て、未来を捨て！　それでもお前は復讐を選んだんだ！　おめでとうっ、おめでとうっ！　おめでとうっ!!　おかげで随分と殺せたじゃないかっ!!」




「うっ、ぐ……」

「拳闘士レオンは殺せたなっ！　商人グロンドも殺せた！　魔術師ユーミスも殺せたし、王都では住民も殺せたな！　元の世界じゃ舞を傷つけた相手も殺せたし、バカな研究所の連中なんかも殺せたなっ!!　あぁ、でも暗殺者ゴルドと妖精女王ベリーベルは残念だったな、復讐を楽しむでもなく殺しちまったもんな！　それに、聖女メテリアは殺せなかったな、先に殺されちまってたもんな！」

　歌う、詠うたう、唄うたう。

　大きく広がって呑み込むように、人影の嗤う声は反響する。




　──………【＊ス＊＊＊ッセー＊・＊有＊キル【心＊】＊＊＊＊＊放さ＊＊した。＊＊選＊＊＊＊＊＊＊＊】




　ピコンと、視界の端にウィンドウが表示されて、ほとんどノイズの機械音が聞こえる。

　しかし、そのことに注意を向ける余裕は、俺にはなかった。

「残ってるので殺せてないのは戦士と踊り子、騎士団長に馬鹿貴族どもと王家一派か？　すごいじゃないか、一回目は最後には嬲なぶり殺しにされちまったってのに、もう何人も殺せたじゃないか。よかったな、望んだ通りだろう？　復讐がしたかったんだろう？　全部お前が望んだ道だろう？」

「望、んだ……」

　暗く、暗く、灰色の世界が暗く染まっていく。

「そうだ、お前が決めて、お前が進んだんだ。今この現状に向かって、それでたとえ何を失ったとしても、それで構わないって思って歩いてきたんだろ？　だったら喜べよ、喝采しろよ、歓喜しろよ。悠斗が、殺されたって構わないだろ？」

「そんなわけあるかっ!!　俺はっ、俺たちはこの場所から逃れるために復讐を──……っ!!」

　黒い影が、俺を呑み込み始める。

「だから、こうして進んできたんだろ？　周りも何もかもを呑み込んで燃やす炎を目指して、進んできたんだろ？　そのためなら何でもするって決めてきたんだろ？　だったらやっぱり望んだ通りじゃないかっ、憎悪の果てへと『お前を運ぶため』、悠斗をこの道に引きずり込んだんだろう？」







　──………【シス＊＊メッセー＊・固有＊キル【＊＊】の効＊＊＊放されました。＊終選＊＊開＊さ＊＊す】




　また一つ、文字化けして読めないウィンドウが現れる。

　そしてまたどこかで聞いたような機械音。

「それはっ、悠斗を共犯者にしたのはそんな理由じゃあっ!!」

「おいおい、『よりすごい復讐』のためにお前は何人も共犯者を作ってきたんだろ？　なら、お前たちを生かすために死んだ悠斗は、『よりすごい復讐』をさせる目的の通りに殉じてるじゃないか。お前たちが生きれば、まだ復讐を続けられるもんなぁ？」

　足元から同化するように、俺の体が影に染まっていく。




「だからそう、悠斗はお前が殺したんだよ」




　足先が、足首が、ふくらはぎが、膝が、太ふと股ももが。

「違うっ、違う違う違う違うっ!!」




「お前はこれからも殺していくんだよ。憎む相手も、そして、同じ道に引き込んだ共犯者たちも」




　指先が、手首が、前腕が、肘が、二の腕が。

「嫌だっ、嫌だ嫌だ嫌だっ!!　失うのはもうたくさんだ！」




「おいおい、そんなこと言ってどうなるよ。お前が生きている限り、お前が進もうとする限り、お前が復讐を望む限り、嫌だろうがなんだろうがお前は周囲の全てを焼き殺していくんだ」




　腰が、腹が、胸が、肩が、首が。

　俺の全てが、目の前の黒い影と同化していく。

　どうしようもなく黒く、固く、冷たく、重なっていく。




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心＊】の効＊が解放されました。最終選＊＊開始され＊す】




「俺は、お、れ、は……、もう、復讐なんて……」

　そして影は、鼻先が触れそうなほど近くで、裂けてしまったのかと思うほどに口の端を吊り上げて嘲りの嗤いを浮かべた。




「今更逃げられるかよぉっ!!　お前自身が燃え尽きる、その一瞬までなぁ……っ!!」




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】




　──………【システムメッセージ・固有スキル【心剣】の効果が解放されました。最終選定が開始されます】







　どこかで見たことのあるその嗤い顔が、俺の思考まで黒く押し潰していく。

　まるで靄がかかるように視界が黒く塗り潰されていく中、おびただしい数のウィンドウと機械音だけが繰り返し明瞭に鳴り響く。




　灰の雪が降る世界で、俺の存在は黒い何かに塗り潰された。





　　　　☆






「さて、世界の真実を知って、お前は何を選ぶ？　早くしないとその体、俺たちが利用させてもらうぜ」

　灰の世界で、背景から滲み出るようにして現れたのは、直前まで海人と会話をしていた黒い影だった。

　そこにあるのは先程までと変わらない、ただ全てを静かに押し潰すような灰の雪が降る光景だった。

　ただし、黒い影の前にあるのは海人の姿ではなく、黒色の球体。

「乗り越えてみせろよ。これでも俺たちはお前を買ってるんだぜ」

　黒い影は海人を包んだ黒い球体の前に腰を下ろす。




「俺を、俺たちを解放してみせろ。全てを終わらせるために。俺たちの炎は、お前の中にもあるんだから」





　　　　☆






　オロルレア王国。

　純度の高い鉱物が産出することで知られたその貴族領は今や見る影もなく、怪物の巣窟と化していた。

「「ガァアァァアア、グゥルル」」

「「ボォァ、ボォァ、ボォァ」」

　繁殖サイクルが早く、上質な素材がとれるＤランクの魔物が跋ばっ扈こし、騎士団や冒険者たちが大勢通い詰めていた森にはもはや人影はなかった。

　それどころか、魔物の姿さえなく、生態系が完全に壊れ、何かの樹木に寄生された生き物だけがゾンビのような呻き声をあげて徘はい徊かいしていた。

「「ナえベェエエ……」」

「「増や、す、種、種、種ぇ……」」

　常に剛ごう毅きな鉱員たちで溢れ返っていた、豊富で純度の高い地下資源を抱えた鉱山は、その活気を失い、森と同じように何かの樹木に寄生された鉱員たちが叫びとも言葉ともつかない声をあげながら徘徊している。

「「ドコ、増える、増え、植える、植え、植え……」」

「「バビバビバビィィイイイ」」

　そして、多くの人が生活し、人々の笑顔と喧けん噪そうに溢れていた都市も異様な光景を見せていた。

　都市には人影がほとんどなかった。いや、正確にはまともな人影がなかった。

　街を行き交うのは森や鉱山と同様、全身のほとんどを謎の樹木に寄生された、人だったモノ。

　辛うじて顔が残っている程度のモノがほとんどで、化け物になった人というよりも、木の怪物に人の顔をした仮面をのせただけのようだった。

　その口からは意味のない呻きが漏れるだけであった。

　ごく稀まれに、顔の部分以外にも人の体ていを残すモノたちもいたが、それでも単語を繰り返し口にする程度。

　しかし、どれも皆一様にその目に理性の光を宿してはいなかった。

　理性ある人間の手を離れたその街には、もはや現状を憂うことのできる生き物は残されていなかった。






第二章　その世界の裏側で






　黒い何かに押し潰つぶされた後、どれくらいが過ぎただろうか。

　気が付くと眼前には見慣れた心剣の能力を表示するメッセージ欄。

　そして、眼下には青い星があった。

「これは……」

　地球によく似たその星は、しかし、頭の中にある地球の姿とはいくつか違う点があった。

　ポツリポツリと見える陸地の形は、一目で分かるほど地球のモノとは違っていた。

　そしていくつか浮かぶ大陸は、自然豊かな緑の溢あふれる大地と、陰いん鬱うつな灰褐色の荒野が広がる大地とに二分されていた。

「ここは、私が召喚された当時のこの世界の姿です。終末の勇者よ」

「お前は……」

　聞こえた声に顔を向けると、そこにはぼんやりとした光の塊があった。

「お前は……誰だ？」

「私は、この世界に初めて召喚された勇者です」

　その声質は女性だった。どこか幼さを感じさせる高い声。それとは不釣り合いに落ち着いた抑揚が抑えられた話し方。

　不思議と、疑うという考えは浮かばなかった。あるがまま、ただそうなのだろうという確信だけが心に残っていた。

「まずは、この世界の成り立ちから話しましょう」

　光は俺に、この世界の成り立ちについて話をした。

　まず現地の神・ルナが吸血鬼を生み出し、各種亜人を生み出したこと。異世界からの下級神・ルーナリスが現れ、現地の神・ルナを追いやって人間を生み出したこと。更に下級神・ルーナリスが元いた世界の神がこの世界に介入して魔族を生み出したこと。

　そして、魔族と人間による異世界の神の代理戦争がこの地にて始まったこと。

「異界から介入している神は、魔族を使って『世界の生きる力』、君に分かりやすく言えばこの世界のリソースを奪っています。魔族が魂のある生き物を殺し、経験値としてリソースを蓄え、その時に得た一部を異界の神へと送っています」

「へぇ」

「本来、その世界の神格を持たない神が世界の力を奪おうとしても、現地の神がそれを防ぎますが、現在、神格を持つ神は神域におらず、干渉の排除をすることができていません。世界のリソースが奪われきってしまえば、この世界は生き物の生まれない死の世界になるでしょう」

「そうなのか」

　ポソリと言葉を返す。

「……あまり興味がなさそうですね」

「あぁ、そうか、興味がないのか、そうなのかな」

　頭の中に靄もやがかかっているようだ。自分が何のためにいるのかすら分からない。だから、光の話す言葉が頭を上滑りしては消え去っていく。

「そうですか。それでは、君の興味がありそうな話を始めましょうか。魔王と、勇者と、王女と、聖女について」

　ピクッ、と、思わず体が反応した。

「先程話した通り、魔族とその他の生き物は殺し合いを始め、この世界は戦いに満たされていきました。そして、異界の神はより効率的にリソースを得るために、より強く、そしてこの世界から効率的にリソースを吸い上げられるように進化する魔族を生み出しました。それが、『魔王』です。魔王はリソースを溜ため込み、最後は『魔ま煌こう樹じゅ』となって世界から直接リソースを吸い上げます」

　眼下にある大陸では、天を衝つくほどに巨大な樹木が何本か立っているところがあった。

　そして、その樹木がある場所は例外なくひび割れた荒野が広がっている。

「これに対抗するために、『勇者』という存在が出来上がりました。人間に対してルーナリスが加護を与えた存在です。しかし、元が下級神だった存在と、異界にいながらにして他の世界に干渉できるほどの高次元の神。作品の出来には違いがありました。この世界の勇者の能力では、魔王を倒すために何人もの『勇者』が必要でした」

「……」

「その上、神格のないルーナリスが、『勇者』のようなイレギュラーな存在を生み出すためには、選んだ人間にこの世界のリソースを大量に注つぎ込む必要があります。たとえ魔王を倒したところで、それでは意味がありません。その上、そうして生み出した勇者が魔王に負けてしまえば、魔王は大量にリソースを得て『魔煌樹』へと変わる。悩んだ末に下級神が選んだのが、異なる世界から『勇者』を呼び出すことです」

「そうか」

「他の世界でリソースを付け足し、『神域』を通って世界を渡る負荷を経て強きょう靭じんな力を得た勇者。それをこの世界のモノに召喚させることで、失われる一方だったこの世界のリソースの供給と、魔王殺しを両立させました。しかし、そこでもまた問題が起きました。この世界で魔物や魔族を倒し、経験値という名の多くのリソースを蓄えて魔王を討伐した勇者の多くは、当然ですが、元の世界へと帰りたがったのです」

「まぁ、そうだろうな」

「それは、ルーナリスにとっては最悪の事態です。結局、この世界のリソースを蓄えるだけ蓄えた存在がこの世界から出ていってしまうわけですから。ですから、ルーナリスは勇者にこの世界に残りたくなる理由を用意しました。その役目が『王女』です。王女は呼び出された勇者の懐に入り込み、この世界への頸くび木きとなるよう、ルーナリスにデザインされて生まれる人間です」

　神様主催のハニートラップというわけだ。

　馬鹿にした話だが、理解できない話でもない。

「勇者として自分を称たたえる民衆と、王家の一員としての権力と、苦難を共にした魅力的な女性。名誉、地位、女と揃そろい踏みにしてこの世界に引き留めようとしたわけです。そして、もしそれでもなおこの世界から去ろうとするのなら『王女』に勇者を殺させる。それでこの世界からリソースは流出しなくなる」

　脳裏にアレシアの姿が浮かぶ。

「ふーん、だったら『聖女』はどんな役割がある」

「王国は人間至上主義でまとめられています。この思想は、人間を生み出したルーナリスにとって都合の良いものでしたが、勇者にとって常に受け入れられる思想ではありませんでした。この世界には獣人、エルフ、ドワーフといった亜人を下に見る思想に共感できない勇者が増えてきたのです」

　君のように、と目の前の光は告げた。

「思想の違いから受け入れらない『王女』の代わりに、同じ位置の駒として用意されたのが『聖女』です。仮に『王女』が受け入れられなかった場合、そもそも信頼を得られず、刺客になっても簡単に勇者に返り討ちに遭うようになりました。そこで、その場合のシナリオが、世界中から狙われる『勇者』とそれを助ける『聖女』というわけです」

「……俺の時は、メテリアはそばにいなかったぞ」

「それは君が魔王を倒さず、そのまま恋仲になったからです。まず第一優先なのは魔王の討伐。なにより君は元の世界への望郷の念が強すぎましたから。討伐一択だったのでしょう」

「なるほど、確かに、筋は通ってるな」

「さて、これで私の話せる世界の仕組みについては、話を終えました。この話を聞いて、君はどうしますか？」

　魔王、勇者、王女、聖女。

　確かに全ての役割はそれぞれに割り振られている。

　無駄な配役のない、ありきたりなストーリーライン。

　聞いてみれば、驚きなんて欠片かけらもない、三流の脚本。けれど……。

[image: ]

「どうでもいいさ、もう……」

　問いかけへの返答は、そんな適当な言葉しか出てこなかった。

　ただどこまでも胸を満たす虚無感が、全てに対する興味を失わせていた。

　何かが欠けていた。心を支えていた何かが、原動力として心を埋めていた何かが、今はっきりと欠けていた。

　あの灰色の世界から、ずっと感じていた違和感。

「どうでもいいんだ。そう、復ふく讐しゅうなんて、俺はどうでもよかったんだ」

　その言葉は、ふっ、と口から零こぼれ出た。

「やっと分かった。俺は復讐をしてたんじゃない。復讐をさせられてただけだ。何が〝前に進むため〟の復讐だ。なんて下手な茶番だ」

　自分の心のうちの奥の奥。

　あの黒い影に呑のみ込まれて、俺を定義する輪郭は本当の意味で俺だけになった。

　だから、やっと分かった。俺の復讐心は、俺自身が生み出したものじゃない。

「俺の復讐心はお前の……いや、お前たちのモノだったんだろう？　お前ら、歴代の勇者たちの感情を俺は履き違えていたわけだ」

　心剣、俺の固有スキル。

　ずっと、俺の心から生み出された剣なのだと思っていた。でも、そうじゃなかった。

　なんてバカバカしい。心剣は俺の心ではなく、誰か別人の心が寄り集まって出来上がった力だ。

　今ならそれが分かる。

「どうしてそう思うのですか？」

「だってお前、【始まりの心剣】だろう？」

　俺が初めて手にした心剣。

　ほんの少し姿が変わった程度で見間違うほど、浅い付き合いじゃない。

　この空間が、この状態がどんなものなのかは正確には分からないが、いろんなものを削り落としたような今の状態のおかげで、目の前の相手から受ける感覚も敏感になっていた。

「………」

　その沈黙は肯定の裏返しだった。

「お前が【始まりの心剣】だったら、他の心剣たちも似たようなもんなんだろうさ。種類と力の差とかを考えると、勇者だけじゃないんだろうが……」

「えぇ、その通りです。君はいま、心剣の力の中にいます。この場所は、その力の中の一部です」

「……つまり、あの黒い影は心剣そのものだったわけだ」

　ここに来る前に俺を呑み込んだ黒い影。

　強烈に焼きついたあの存在感は、なるほど確かに、それを抱える人間を化け物と呼ばれる者に変えるにふさわしいだけの力を持っているようだった。

「あの黒い影はどの心剣の人格なんだ？　あれも、お前たちの一人なんだろう？」

「いいえ、あれはこの力の、君に心剣という力として宿った勇者たちの怨おん念ねんの影です。誰かではなく、総体での心剣わたしたちの在り様。混じり合って溶け合って、より濃くなった想いが疑似的な人格を為なしているだけです」

「あれが心剣の本質だってことか。なるほどな、ずっと俺の内側にあって、だからこそお前たちの復讐心は傷ついた俺の心によく馴な染じんだわけだ。俺が自分自身の気持ちだと勘違いするほどに」

　こうして純粋な俺だけになった時、俺の心はぽっかりと穴が空いて何もなくなっていた。

　一度目の世界で、とっくにジャンク品になっていたこの心を、心剣が燃やし続けた復讐心が埋めていただけなのだ。

　だから、こうして悠ゆう斗とを失って、殻に籠こもって本当に本当の俺だけになった時、俺の精神はこんなにもスカスカなんだ。

「それが、君の選択ですか？」

「俺が何かをしようとしても、結局は周囲を巻き込んで破滅するだけだ」

「………」

「もう嫌なんだ。俺のせいで、悠斗が死んだ。俺はまた失くしてしまった」

「……だから、戦わずに引き籠るのですか？　ルーナリスの力を支配したあの王女は、最後には君の全てを壊しに来ますよ？」

「知ってるさ、あいつは、もう俺以上の化け物だよ」

　あの時、ルーナリスが降臨し、その力をアレシアが支配した時。

　アレシアの存在の格が膨れ上がるのを感じた。それはもう、今の俺の力量では歯が立ちそうもないほど強力になっていた。

　存在の質からして変質して、俺やレティシア以上に人の形をしただけの化け物に変貌していた。

　本物の神すら取り込んだその力は文字通りに桁が違う。復讐に取りつかれてでもいなければ、戦うなんてできるわけがない。今のままではただの自殺だ。

「確かに、彼女は完全に人の域を超えました。神としての位を見せつけるだけで、ほとんどの相手は戦うこともままならないことになりましょう。その上、世界樹……、いえ、今は魔煌樹というのですね。アレの性質を利用して今も力を肥大化させていることでしょう」

「……」

　そこにあるのは、戦うまでもないほどの無慈悲なまでの戦力差。

　それこそ、憎悪の感情で目を曇らせなければ動くこともできないほど、まともな戦闘を行っていないうちから敗北の瞬間を幻視させられるほどの化け物っぷり。

「ですが、私たちの力は彼女の領域を侵すことができるほどのものですよ」

「へぇ、そうか。そうだな、改めて客観的に見れば、すげぇな、お前、というか、お前らか」

　心剣が潜在的に秘めている力──勇者の力は、こうして改めて向かい合ってみれば、確かにあるいはと思わせるだけのものが秘められていた。

　だが……。

「だけど、すまねぇな。俺には扱いきれそうもねぇよ……」

　溜め込まれてきた力は十分でも、その力を扱うための俺という土台がひび割れてしまった。

「疲れちまったんだ。本当に、自分を騙だますこともできないくらいに、疲れちまったんだ。俺にはもう、歩き続けるだけの力がない」

「知らずにいたことをあれほど後悔して、助けられずに終わったことをあれほど嘆いて、今度こそと君が誓った復讐の道なのに？」

「後悔は本当だ。嘆きも本当。……でも、復讐は選ばされただけだ。自分の手で大事なものを壊すぐらいなら、このままでいい」

　だからせめて、守りたいものを自分の行動で壊してしまうことがないように。

「それでは心剣わたしたちが困ります。幾重にも苦渋の時を数え、ただただひたすらに力を蓄え、ずっと機会を窺うかがってきました。ただただ、神を殺すために」

　瞬間、風に吹かれる火のように、ゴオゥッと光の玉の輪郭が歪ゆがんで瞬またたいた。

「私は自身が死ぬ直前に『勇者』という概念に仕掛けを施しました。私のように異世界から召喚された勇者に力を貸すことができるように。そして非業の死を遂げた時、この場へと誘いざなってその力を蓄えることができるように」

「……」

「君が生きているうちにこの場へと呼び出されたのは、もうこの後はないと判断したからです。このままアレシアによる支配が進めば、次代の勇者は生まれなくなります。つまり、私が仕掛けたこの力の目的を果たす実行者として、君が選ばれたということです」

「それは、お前らの都合だ。やりたいなら勝手にやってくれ。俺はもう、俺が動くことで何かを失くすことに耐えられない……」

　きっとこの精神世界から出てしまえば、復讐の聖剣の力で俺は復讐の熱に焼かれることになるんだろう。

　けれど、今はそうしたいと思うことができなかった。

「でしたら、心剣わたしたちが君の体を奪い取るでしょう。君の体を作り替え、宿願を果たさんがために人としての枠を超えた力を振るうことでしょう。その場合、君の自我は擦り切れて残りません。個としての君は心剣わたしたちの中ですら形を保てず、終しゅう焉えんを迎えます。それでもよろしいですか？」

　人を辞めた化け物になって、それで自我が死ぬことになる、か。

　けれど……。

「それは、お前たちに引きずられるまま復讐し続けてきた今までと何が違うんだ？」

「……」

「まぁ、でも、それはもういい。俺の体をお前らが好きにいじくりまわすことで、それでアレシアを倒せるんなら、それで皆を救えるんなら、いいよ。俺の全部をお前らに任せる」

「……本当に、それでよいのですね？　君に宿った力は、あくまで力でしかない。君が器を示せれば、あくまで心剣わたしたちは君の力の一部として敵を滅する剣となりましょう」

「だから、何度も言ってるだろ？　もう、俺はもう、……進めない」

　辛つらい時があった、苦しい時もあった、絶望した時もあった。

　でも、どんな時でも立ち上がって進んできた。

　だけど、あの黒い影の言う通り、何度やっても俺は間違い続けて、そのたびに何かを失ってきた。

　だったら、もう。

「俺の体だって、こんなポンコツが使うよりはずっとずっとマシだ」

「……そうですか。それもまた、選択の一つでしょう」

「あぁ、頼む。俺の代わりに、アイツらを、救ってやってくれ」

「…………」

　その言葉を最後に、俺の目の前から光は消えた。

　そして、周囲の光景がサラサラと砂が崩れるように消え去り、代わりに迷宮の奥底のような暗い場所に出た。

　どことなく、一度目に俺が命を落とした場所に似ているのは何かの皮肉だろうか。

「……ようやくひとりか」

　地面の冷たさも何も感じないまま、けれど、じわりじわりと自分という存在が心剣の力に染められていくのを感じる。

　ふと指先を見てみると、ほんの一部がなんとも形容しがたい気持ちの悪い白い色に染まっていた。

　きっと、このままでいれば、俺は俺ではなく、ただの力の一部となるんだろう。

「……ようやく、終われるのか」

　長い長い、本当に長い旅路だった。

　俺はまた、灰色の世界の時と同じようにゆっくりと目を閉じた。





　　　　☆






「これはいったいどういうことじゃ！」

　この場所にやってきてから既に三日。

　妾わらわたちは海かい人との状態について問い詰めるために、トワコの部屋の扉を開いた。

　アンティーク調の部屋の中には、ティーカップを片手に本を読むトワコの姿がある。

「どういうこと、といきなり言われてもねぇ。とりあえず、ドアは静かに開けるようにしてくれないかい？　驚いて本に紅茶が掛かってしまったら困るじゃないか」

　トワコは特に驚いた様子も見せずに静かにティーカップをテーブルに置いて、こちらを一いち瞥べつした。

「む、それは悪かったの。だが、それよりも海人について話を聞きたいのじゃ」

　初日に気絶させられた海人は未いまだ目覚めてはいなかった。

　混乱していた海人を鎮めるために気絶させたと思っておったが、こうも目を覚まさぬのではおとなしくしているわけにもいかぬ。

「海人はずっと眠ったまま、起きる気配も見せぬ！　お主、何をした！」

「そうか。でも僕は数日は目覚めないと最初に言ったはずだ。それに、何をしたもなにも、君も見ていたじゃないか。君の『魔王の真眼』なら魔力の本質を見ることができただろう？」

「それは……」

　トワコが言ったのは魔王核を持つ者が与えられる固有スキル『魔王』に備わる技能の一つ。

　『魔王の真眼』は全ての魔力の本質を見抜く、シュリアの持つ『真しん紅くの瞳』など魔視の最強の力。

「アレは肉体がある相手に対しては、ただ単にひどい魔力酔いを起こさせて、精神を強制的に休眠状態にするだけの力だよ」

「あぁ、その通りじゃ。だから、あの場では良しとしたが……」

　確かに、あの時に放たれた魔法の本質は見た。

　この世界の者では考えもしない複雑すぎる術理の上に成り立っていた魔法。対象の魔力回路の抵抗値を上げ下げすることで、疑似的な魔力酔いを起こさせるものじゃった。

　しかし……。

「妾の見立てではもう海人は目を覚ますはずじゃ。実際、海人の魔力の流れはすでに正常に戻っておる。じゃが、現実として海人の意識は戻らないのじゃ」

　今も、海人は眠り続けておる。

　まるで、目覚めることを拒否するように。

「あの力は、ただの呪魔導ではなかろう。お主の固有スキルらしき力が混じっておった」

「そうだね、確かに僕の扱う魔術は固有スキルの力を利用している。だが、君のその力は固有スキルの術理さえ把握できるだろう？」

　トワコの言う通りじゃった。

　魔力の流れだけでなく、その本質を見るこの瞳は固有スキルの術理さえも丸裸にすることができる。そして、『魔の支配者』の能力で把握した力を模倣することさえできる。

　それどころか、術理の奥底まで全てを把握できる故に、本人が引き出すことのできていない真の力さえ扱うことができる。

　海人は、『固有スキルコピーし放題とか、反則すぎだろ！』と言っておった。だがしかし、その力を使ってなお、真理を突き詰めることができない力があったのじゃ。

「確かに、使っておった力の内容は見た。術理としての働きは純粋な力の強化増幅と減衰防止の力じゃ」

「その通り。僕に発現した力の一つ、【研究者】にはそういう効果がある。あの時の魔術にもそれを使ったよ。それぐらいしないと今の彼の意識を奪うレベルまでの力にはならなかっただろうからね」

「それだけではないのじゃろう？　魔王の力でも勇者の持つ固有スキルの本質だけは模倣できんのじゃから」

　トワコは海人と同じ元勇者だという。妾は勇者の力は見透かすことができない。

　一度目の、まだあまり力をつけていない時でさえ、妾には海人の力の底を見透かすことはできなかった。その本質を把握しきれず、奥へ奥へと潜って探り当てたと思えば、壁を隔てた向こう側に更に別の本質が存在している。

　まるで迷路のような力じゃった。

　その上、模倣しようとしても核となる何かの力が再現できず、猿さる真ま似ねにしかならんかった。

「悔しいが、妾ではお主の底を見通せぬ。あの時の術も妾には見えぬ何かがあったのじゃろう。そうでなければ、海人はとっくに目覚めておるはずじゃ」

「ふむ？　今代の勇者の力について全ての術理を把握しきれないのは確かだろうが、今の僕の力まで見切れないというのは君の思い違いだね。あの時は別に君の眼を誤魔化すような術式は組んでいないからね」

（やはり、その気になれば妾の眼を誤魔化しきれるというわけかの）

　そのことに若干の悔しさを感じるが、今はその感情よりも海人のことが優先じゃった。

「だいたい、君の眼なら彼がどういう状態にあるのかくらい……、いや、もしかして……」

　唐突に何かに気が付いたように立ち上がったトワコは、スッと妾の前にやってくる。

「ちょっと見せてもらうよ」

「な……っ!?」

　一言告げたトワコは妾の胸へと手を触れた。

「何をするんじゃっ！」

「おおっと、いや、ちょっと魔王核の状態を確認させてもらっただけだよ。なるほどね、どこかで僕が残した中途半端な資料をもとに、魔王核に封印処理を施したわけだ。それで彼の状態を霊視することができないわけか」

「！　なんじゃと？」

　妾の魔王核は、一度目の時に海人が探し出してくれた方法で、暴走せぬように処置をしてもらっておった。そのせいか、確かに多少力が使いにくくなったのは感じていた。

　なんというか、分厚い皮の手袋を使っているような感覚じゃった。

「いやぁ、まいったね。このやり方だと多分ハイエルフの里の岩に残してきたメモ書きから理論を立てたのかな？　釣り餌になるかと思って放りっぱなしで忘れてたよ。こうなるなら面倒くさがらずに消しとくべきだったかな」

　ふむふむと一人で納得したようにトワコは頷うなずいたのじゃった。

「なんにしても、これは僕にとっても嬉うれしくないからね。完全な方法で修正し直させてもらうよ」

「みゅぬっ!?　ちょ、ちょっとまっ、ひっ、あ、ああ、ひゅぐぅ!!」

「はいはい、ジッとしていてね。余分な封印の箇所を削るだけだからすぐ終るよ」

　パチンッとトワコが指を鳴らすと、キュルキュルと回転する魔力の球体が衛星のように廻まわる。

　そのたびに、妾の体の中をむず痒がゆいさわさわとした違和感が動き回る。

（じゅ、術式が複雑すぎて下手に介入できんっ、ひゅひっ！　す、少なくともこの状況では……っ、干渉に失敗すれば何が起こるかっ）

「……よしっ、っと。これで完璧だね」

「ふぅぅぅ……、よ、ようやく終わったのじゃ……」

　たっぷりと五分近く耐えきった後、妾はむず痒さに荒れた息を整えた。

　そして、周囲を見回して景色が一変していることを悟った。

「お、ぉぉお、これは……」

「いろいろとよく見えるようになっただろう？」

　曇りきったガラスから汚れをふき取ったように、視界がクリアになっている。

「魔王核を完全に御した君なら、眼で見た魔力の本質は何であろうと見切れるさ。その力を使えば彼を直接起こしにも行けると思うよ？」

「！　本当じゃな!?」

「ここで僕に確認するよりも、自分で直接見に行った方が早いと思うよ？」

「……礼を言うのじゃ」

　妾は逸はやる心を抑え、部屋を出て海人の元へと向かうのじゃった。







　海人の寝かされている部屋に行くと、ベッドの横には読書をしているシュリアがおった。

　部屋の中はどこにでもある宿屋の一室のようなレイアウトになっておる。小さめのイスとテーブルに、少し大きめのベッド。

　この場所の本質はダンジョンであるが故、それぞれが自ら望む部屋を自由に作り上げることができる。

　だから、ここは海人が旅の中で一番気に入っていたベッドを置いていた宿屋の部屋を再現しておった。

「あ、レティシアさんなのです。もう交代の時間なのです？」

　ベッドで規則的な寝息を立てている海人の横でイスに腰掛けているシュリアは何でもないように返事をしおった。

　じゃが、妾の目はそんなことでは誤魔化せぬ。

　微妙に皺しわの寄っている布団、若干乱れた様子のシュリアの髪と、血色の良い少し上気した顔。

（こやつ、海人と添い寝しておったな……）

　ちくちくとした嫉しっ妬との感情が心から湧き上がる。しかし、妾はその件について追及することはなかった。

　いわゆる『暗黙の了解』というやつじゃ。追及したら追及したで結局全員の首が締まってしまうやつじゃ。誰も幸せにならん。

「それもあるがの。その前に、この部屋にミナリスと舞まい、あと一応ノノリックとメテリアも連れてくるのじゃ」

「？　まぁ、レティシアさんの時間ですので構わないのです。呼んでくるのです」

　一瞬不思議そうな顔をした後、シュリアは自分の番の時間が減るわけじゃないのならと他の四人を呼びに行った。

（……しまった。言ってから気が付いたが、自分の時間をフルに使ってからにすればよかったのじゃ）

　少しだけ後悔してから、改めて海人の様子をクリアになった眼で見通す。一人だけで実行しようかとも考えたが、さすがにそんな抜け駆けをするのは、ズルすぎるのじゃ。

「まったく、寝ね坊ぼ助すけめ。なにをやっておるか」

　コツンと海人の頭を叩たたき、妾は小さくため息をつく。

　本来の力を取り戻した視界で、海人を見る。

　相変わらず、不調となる要因は見られない。魔力は淀よどみなく流れ、身体的にも異常はなかった。しかし、その魂だけが、暗い淀みの澱おりへと沈みきっておる。

　鎖で縛られ、縄で縛られ、返しのついた銛もりに貫かれ、骨のような手に握りしめられ、万力に嵌はめ込まれ、網に捕らえられ……。

　多くの縛りが、絡みつくように海人の魂に纏まとわりついていた。

　そう、海人が目覚めないのは、魂が覚醒を望んでいないからじゃろう。

　だったらそう、海人を起こすのは妾の役目じゃ。

　いつだって、どんな時だって。

　勇者を目覚めさせるのは魔王なのじゃから。







　程なくして、部屋には妾の他に、ミナリス、シュリア、舞、ノノリック、メテリアが集まった。

「よし、全員集まったの」

「全員集まれとは、どうしましたか？　まさか、ご主人様に何か……」

「まぁ、平たく言えばそういうことじゃの」

　ミナリスが不安そうな顔をして訊たずねた疑問へそう答える。

「え？　え？　何でなのです!?　トワコさんの言う通りなら、もう少ししたら目覚めるんじゃないのです!?」

「どういうことですか!?　兄様は、兄様は大丈夫ではなかったのですかっ!!」

　驚いた様子で声をあげたシュリアと舞が眠ったままの海人を見る。

「カイト様の魔力の流れはいつも通りに回復してるのです。ここまで回復すればそのうちすぐにでも……」

「そうじゃ、ここまで回復しておるなら、もう既に目覚めておるはずじゃ。目覚めないのは、他に原因があるからじゃ」

「っ、つまり、ご主人様が目覚めないのはトワコさんが何かしたからだということですか？」

　にわかにミナリスから怒気が立ち上る。

　妾がそれは違うとミナリスに声を掛けるより先に声をあげたのはメテリアじゃった。

「……いえ、違うでしょう。海人様が目覚めないのは、海人様自身がそれを望んでいないからだと思われます」

「ご主人様が目覚めたくないと考えているということですか？」

「肉体面でも魔力面でも異常がないなら、その精神が、つまり、魂が眠りにつこうとしているということです。一番考えられるのは、おそらく勇者の力に囚とらわれているのではないかと」

「勇者の力に……？」

「おそらくその通りじゃな、しかも、ミナリスの言う通り、この馬鹿たれは何を考えているのか動こうとしておらん」

「なんでそんなことが分かるのです？」

「あぁ、ちょっと眼を良くしてもらっての。理由は間違いなく悠斗が死んでしまったことじゃろ。復讐に身を焼いても、人の根は早々変わらぬ。相も変わらず泣き虫のままじゃ」

「……」

　まったく、本当に仕方のない馬鹿者じゃ。

「じゃから、この戯たわけ者を叩き起こしに行く。この場の全員での」

　妾は静かに寝息を立てている海人の頭をコツンと叩いた。

「皆をここに呼んだのは、抜け駆けを嫌ったからじゃ。……と、それだけならもっと格好良かったんじゃが、ぶっちゃけ妾だけだと戦力的に失敗する可能性があったからじゃ」

「？　どういうことなのです？」

「海人を起こしに行くには、妾たちも海人の精神世界へ入っていく必要がある。じゃが、海人の中には、歴代の勇者たちの力が宿っておる。この世界への憎悪と一緒にの」

「戦力的にということは、レティシアさんはご主人様の力と戦うことになると？」

　ミナリスの言葉に、妾は頷いた。

「あの力は本質的に他者を拒絶しておる。海人の魂が眠りにつこうとしておるなら、妾たちを弾はじき出そうとするじゃろうな。じゃが、このまま放置して海人を完全に眠らせてしまえば、最悪、力に人格が乗っ取られるじゃろう。……何を考えているのか、されるがままになっておるから引き返せないラインに達するまでにそう時間は掛からんじゃろう」

「そんな……、兄様が……」

　妾の話に舞の瞳が不安げに揺れておる。

「じゃから、これから妾たちは歴代の勇者たちの力と戦わなければならん。精神世界だからと甘く見るではないぞ？　妾たちは生身で精神世界に潜り込むことなる。そうしなければあっという間に精神が混じり合ってしまうからの、そこで殺されればそのまま死ぬことになる。辞退するなら今じゃが……、まぁ、それは愚問じゃな」

　その場にいる全員の顔を見て、妾は肩をすくめた。

「さて、妾とメテリアは海人の精神世界に入り込むための準備を始める。さすがにそう安々とできる作業でもないからの、準備ができたらすぐに呼ぶ。それまで各々、心の準備をすることじゃ。精神世界で迷いを抱けば、あっという間に取り込まれるからの。海人の二の舞になるじゃろうよ」





　　　　☆






　その頃、人の去ったトワコの部屋を訪れる人物があった。

「おい、これも貴様の予定通りか？」

「おやおや、レディの部屋にノックもなしに入ってくるとは随分と不ぶ躾しつけじゃないか。もし僕が着替えの最中だったらどうするつもりだい？」

「別にどうもしない。それより、質問に答えろ」

　レティシアと入れ違いに部屋を訪れたゴドリックは、おどけて冗談を飛ばすトワコを相手にせず、再び問いかけた。

「やれやれ、珍しく冗談を言ってみればこれだ。それで？　予定通りとは何のことだい？」

「ノノリックが勇傑の力に、首を繋つないでいることだ」

「あぁ、そのことね。正直、これは僕も予想していなかったよ。一度目の時も、そして今回も諍いさかいがあったようだから、彼がそう簡単に受け入れるとは思っていなくてね。存外マゾヒストなのかもしれないね、今代の勇者は」

　ゴドリックの言葉にトワコはケラケラと笑って答える。

「奴の性的趣向などどうでもいい。不本意でも貴様の計画に乗ったのは、血族の命脈を残すためにそれが一番合理的だと判断したからだ。真祖の……、いや、神祖の血脈を残すことのみが、我々に残された最後の使命だ。そのためにはノノリックには俺の代わりに事後の世界で生きていてもらわねばならん」

「けど、僕らが交わした契約にそこまで面倒を見ることは含まれていないよ？　僕が約束したのは、全てを終わらせることだけだ」

「………」

「だいたい、もともと危険は承知の上だろう？　なんにせよ、ノノリック君が神祖の血を取り戻したければ、勇者の力の根源へと触れるほかない。鍵をかけた本人はもう随分と昔に勇者の力に取り込まれているからね」

「分かっている。神祖の血を取り戻すには他に方法はない。だが、我が弟に会う前にノノリックが取り込まれる恐れがあるだろう」

「心配性だね。そんなに不安がらなくても、そんなに安々と同化することができるほど勇者の力のシステムは甘くはないさ。神祖の血が戻ってしまえば、なおのこと同化は不可能だね。実際、ノノリック君とレティシア君は、彼と契約を交わしても新たな力は得られなかったようだ。そのことが本質的に力が混じらない何よりの証拠だよ」

　それに、とトワコが続ける。

「ノノリック君に同化されたら困るのは君だけじゃない。全てが終わった後の世界をルナが管理するのに、神祖の吸血鬼が一人もいなくなっては困る。ルナと世界との繋がりが薄くなってしまうからね」

「その通り！　ほら、ルナってば細かい調整とか苦手だし？　世界の権限を取り戻しても、純粋なルナの被造物が残ってないと力を安定させるのが大変なのだよ、だよだよ？」

　ビュオンッ、とトワコの背中から生えるようにして上半身のみ現れたルナは無駄に偉そうに胸を張った。

「ふむ、そう考えるとわざわざルナのために気を回すのも若干シャクな感じがするね」

「うぇ？　なんでさーっ！」

「……はぁ、まぁいい。どちらにせよ、俺様がやることに変わりはない。もしあの子に危害が及びそうになれば、全力で踏み潰すだけだ」

　くだらないやり取りをし始めた二人にため息をついたゴドリックは、そう言って部屋を後にする。

「ふぅ、大変だね、家族想いの長男というのは」

　その後ろ姿を見たトワコは、そう言って肩をすくめるのだった。





　　　　☆






（ご主人様が、目覚めたくないと考えている……）

　レティシアさんの話を聞いてから既に数時間。

　私は自分の部屋に籠ったまま、脳裏を廻めぐる思考に不安が否いや応おうなく増すばかりでした。

　目覚めたくないということは、ご主人様は、復讐を、したくないと……。

「……やはり、そういうことなのでしょうか」

　もし、ご主人様が復讐を望んでいないとしたら、私はどうすればいいのでしょうか。

　始まりから間違っていたとは思いません。たとえ今のご主人様が復讐を望んでいなかったとしても、ここまで過ごしてきた日々に嘘うそはありません。

　悲鳴よりも濃く、痛みよりも激しく時を過ごしてきました。あの日々があったからこそ、私は今、こうしてご主人様と共にあります。

　そして、誓いは果たされ、私は殺すと誓った相手に復讐を遂げることができました。

　……そう、私自身の復讐は、既に遂げられているのです。

　だからでしょうか、どうすればいいか分からない不安が心を占めます。

「私は、ご主人様になんと言えばよいのでしょう……」

　まだ復讐は終わっていないと叱しっ咤たするべきなのでしょうか、それとも、……もう終わりにしましょうと言うべきなのでしょうか。

　もう十分成し遂げましたと。完璧ではなかったとしても、安らぎを選んでよいのですと。

　トワコさんとの修行で、私は空間を隔離する術も得ました。ご主人様と静かに暮らすのならば、それはそれでよいのかもしれません。

（……こんなことを考えている時点で、やはりご主人様の復讐心は揺らいでいるのかもしれません）

　ご主人様との契約で私に満たされていた復讐心。

　そこに、疑いという名の思考を挟む日が来るなんて、考えもしませんでした。

「でも、その時、ご主人様は変わらずそばにいてくれるのでしょうか……」

「そんなの決まってるのです！」

「ひゃっ!?」

　背後から急に誰かに抱きつかれ、驚いて振り返った先にあったのは、シュリアの顔でした。

「シ、シュリア、いつからそこに……」

「ちょっと前からなのです、ちゃんとノックして声を掛けて入ったのに、ボンヤリしすぎなのです。まぁ、それよりもっと怒ってることがあるのです！」

「い、いひゃい、いひゃいです、ひゅりあ……」

「お馬鹿なことを言う口なんてこうなのです」

　プンプンと怒っているシュリアにぎゅむっ、と頬ほおを引っ張られる。

「そばにいてくれるかじゃないのです、どんな時でもそばにいるのです」

「ですが……」

　もしご主人様がこれ以上の復讐を望まないとすれば、私たちがそばにいることすら、煩わしくなってしまうかもしれません。

「はぁ、まったく、カイト様がどう言うかなんて関係ないのですよ？」

「え？」

「シュリアたちは共犯者になったのです。何があっても、この関係だけはなくならないのです。カイト様がどう思ったとしても、シュリアたちはただそばにいるだけなのです。嫌だっていうなら、シュリアたちで襲っちゃえばよいのです！　下げ剋こく上じょうなのですよっ！　シュリアたちがご主人様になっちゃうのです！」

「……」

　下剋上？　私が、ご主人様のご主人様？

「それで、シュリアたちをドロドロに甘やかすように命令しちゃうのです。むふふっ、きっと楽しい毎日になるのですよ！」

「……びっくりしました、そんなこと、考えたこともありませんでした……」

　でも、でも……。

「くふっ、くふふふっ、そうですね、捨てられるかもなんて、馬鹿な不安を抱いてしまいました」

　あの時にご主人様が求めた共犯者は、血が混じり合うような、肉を相あい食はむような、煌こう々こうと燃える炉でドロドロに溶け合うような存在。

　誓いは消えない。消えないのだから、何があっても私たちはあの人と一緒にいる。

　そこにはもう、好きも嫌いも、どんな感情も関係ありません。

「そうです、えぇ、そうです。ご主人様と私たちはもう互いが互いの一部なのですから。少し離れた程度でこんなことも忘れてしまうなんて、私としたことがとんだ失態です」

「ようやくいつものミナリスさんに戻ったのですよ！」

　こくこくとシュリアは頷いて見せた。

　と、ちょうどその時、頭の中に直接響くようなレティシアの声が届きました。

『皆の者、待たせたの。もうすぐ準備が終わるのじゃ。もう一度部屋に集まってくれ』

　どうやら、ご主人様の精神世界に入り込む手て筈はずが整ったようです。

　私とシュリアは、再びご主人様の眠る部屋へと向かいました。

　すると、ちょうど部屋の前で、トワコさんとマイさんの二人と合流します。

「あれ、トワコさんも来たのです？」

「あぁ、もともと、そろそろ彼の様子を見に来ようとは思っていたからね」

「マイさんも、心の準備はできましたか？」

「当たり前です。兄様を起こすのは妹の特権です」

　きっぱりと断言したマイさんは強く頷きました。

　そんな話をしながら四人連れ立って部屋の中に入ると、そこにはレティシアさんとメテリア、それからノノリックさんとゴドリックさんもいました。

　このダンジョンもどきの空間にいる人間全てがそこに集まっていました。

「これは……」

　そして、ベッドに横になるご主人様の体は、ゴーストやレイスのように、肉体が透けて見えていました。

　ただ、怨念などによってその場にいるだけで強烈な負の威圧感を放つそれらのモンスターたちと様子が違うのは、ご主人様はまるで水底にゆっくりと澱よどむようにその存在感が剥はがれ落ちていっていることです。

「肉体としての要素を、極限まで薄める術を掛けておる。まったく、眠っておるくせに相変わらず魔術の通りが悪くて骨が折れたわ」

　レティシアさんはやれやれと首を振る。

「それでも、これで準備は万全じゃ。メテリアだけでなく、途中からゴドリックの協力も得られての。おかげで想定よりもずっと楽に精神世界に入り込めるじゃろう」

「ふんっ、こいつには俺様からも話があるからな。いつまでも怠惰に時間を浪費させるわけにはいかん」

　どこからか持ち込んだらしい大きめのソファにどかりと腰を下ろしているゴドリックさんは、いつも通り鼻を鳴らしての不機嫌そうな顔をしています。

「さて、準備はいいかの。海人の精神世界に行くのは妾とノノリック、ミナリス、シュリア、舞、メテリアの六人じゃ。ゴドリックとトワコには術の維持と、万一の時の対応を頼む」

「……」

「ふんっ」

　トワコさんは部屋の端の椅子に座ったまま黙って小さく手を振り、ゴドリックさんも特に言葉は返しませんでした。

「それじゃあ、みな妾についてくるんじゃぞ」

「ついてくる？　とは、いったいどこへですか？」

「もちろん、海人の中へじゃ」

　私の質問にレティシアさんはにやりと笑うと、そのまま直接横になっているとご主人様の体へと足から飛び込みました。

「……なるほど、そのままご主人様の中に入るということですか」

　まるで水面に石を投じたように、トプンとご主人様の表面が波打ちました。

　その後、レティシアさんに倣うようにして順にご主人様へと飛び込んでいきました。







「ここが、ご主人様の精神世界……」

　そこにあるのは、ただ広いだけの部屋でした。

　四方を深い崖で囲まれた大部屋。

　崖底からは、どこか悲鳴にも似たゴボゴボという音が聞こえます。

　上を見ればそこには天井がなく、暗い赤と、深い青と、昏くらい緑のマーブル模様の空がありました。

「なにか、とても心に馴染む光景なのです……」

　シュリアの言葉に、私は頷きました。

　なんとなく仄ほの暗ぐらい気持ちを思い起こさせる空間は、私たちにはとても馴染みのある感覚でした。ですが、それも当然のことでしょう。

　だって、ここはご主人様の中なのですから。

「ねぇねぇレティシア。それで、この後はどうするの？」

「どうするのと言われてもな、まずは海人を見つけなければなるまい」

「だから、どうやってカイちゃんを探すのさぁー」

「そんなもの決まっておる。引き籠っておるんじゃから、できるだけ奥に進めばよい」

　そう言ってレティシアさんは一方を指で示しました。

　部屋から伸びる道の先。

　黒く濃い靄が漂うその場所に、ボロボロに錆さびついた扉があります。

　その扉は周囲の靄と同色の黒い鎖で雁がん字じ搦がらめに縛り上げられていました。

「あの向こうに、兄様が……」

　と、その瞬間でした。

『『『『ＧＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＨ!!』』』』

　現れたのは、狼おおかみ型の魔物のような何か。

　強烈な敵意を放つそれらはどこからともなく地面から湧き出るように現れて、私たちを取り囲んでいました。

「さて、これはまた分かりやすい通せんぼじゃの」

「この魔物たちが、ご主人様を捕らえている『勇者の力』ですか？」

「その通りじゃな。外側から海人を見た時、海人を縛っておった力と同質のもので構成されておる」

　魔物たちは数十匹に膨れ上がって、グルグルと喉を鳴らしながら取り囲んだ私たちの隙すきを窺っていました。

　そして、その狼たちが私たちに牙を突き立てるために飛び上がった瞬間、

「『雷らい氷ひょう』」

　現れたのは、紫電を纏まとう巨大な氷。

　メテリアの手にいつの間にか現れた白磁の杖つえが、鈴のような音を鳴らして振られる。

　行使された魔法は、一瞬にして周囲の狼たちを一匹ずつ、帯電する氷の檻おりに閉じ込めました。

「もう、随分と待ったのです」

　レティシアさんを抑えるように前に出て魔法を放ったメテリアは、ポツリと呟つぶやきました。




「海人様との再会の時を、邪魔しないで」




　次の瞬間、一瞬の雷光とガラスが割れるような音と共に、一つの氷が砕け散りました。

　氷に囚われていた狼の、まるで雷を受けたような焼け焦げた身は氷と共に粉々になっていきます。そして、その最初の一つが楔くさびであったかのように、堰せきを切って次々と氷が砕け始めます。

　しかし、一つの氷が塵ちりに変わると、その隙間を埋めるようにまた一匹の魔物が姿を現すのです。

「……塵と消えない。『雷らい氷ひょう閃せん・連れん環かんの調べ』」

[image: ]

『ＧＡＲＡＡＡＡＡＡ！　ＧＡＲＡＡＡ!?』

　ですが、メテリアが再び手にした杖を振ると、現れる端から次々に魔法に囚われていきます。

「ひょえー、すごい魔法」

「ムムム、見せ場を取られたのじゃ……」

　感心するノノリックさんと、若干悔しそうにするレティシアさん。

「やっぱり、実力はあるのです」

「……当然でしょう。一度目の世界で曲がりなりにもご主人様と共に戦った記憶があるのですから」

　口ではそう言いつつも、私は微妙に座り心地の悪い気分を感じていました。

　理由が判然としないのは、やはり、ご主人様の戸惑いの影響を強く受けているからでしょうか。

（……この精神世界で、メテリアとご主人様が和解すれば、この気持ちも消えるのでしょうか）

　そんなことを考えながら、メテリアの行使する魔法を見ていると。

　紫電と氷。

　ある種、幻想的とさえ言える光景の中で、目に見える全ての魔物が雪のような氷の欠片となって消え去りました。

　それと合わせて、部屋の先の扉を縛っていた鎖がバキンッと音を立てて砕け散りました。その鎖の欠片はすぐに周囲の黒い靄と同化して、やがてその靄も晴れていきます。

「さて、先に進みましょうか」

　パラパラと粉のような氷の欠片が舞い落ちる中、振り返ったメテリアは微笑ほほえみを浮かべていました。





　　　　☆






「さて、と。それじゃあ、僕もそろそろ舞台の用意を始めないとね」

　僕は、僕とゴドリック君を除いた全員が海人君の精神世界へ入り込んでいったのを確認すると、自分自身の分身を作り出す。

「貴様、王に雑用を押しつけて去るつもりか？」

「そんなことはしないさ。だからこうして分身を作り出しただろう？」

　ゴドリック君が険のある声を出すので、僕は肩をすくめて弁明した。

「君が主として術を支えてる以上、僕の仕事量はそんなに多くない。分身である『僕』だけでも十分に役目は果たせるさ」

「そうそう、ここには『僕』が残るからさ、本体は何かとやることが多いんだ」

　ゴドリック君が海人君の状態を維持している魔法の補助機能を、作り出した分身へと移譲する。

「思った以上に地上での侵攻が早い。いろいろと仕掛けは進めてきたけど、現場も人手が足りないみたいでね。手が回らないところのフォローをしたいのさ」

　んんぅー、と軽く伸びをして、本体の僕は椅子から立ち上がった。

「……これでミスをしたら、どうなるか分かっているのだろうな？」

「いやはやなんとも怖い脅しだ」

　ギロリとこちらを向く視線はもはや殺気と言っていいんじゃないかと思うほど迫力があった。

「でもまぁ」

　しかし、これでも僕は元勇者。

　勇者の力は失くなっても、僕自身が積み上げてきたものはそのまま僕の手の内にある。

「誰に向かって言ってる、って感じだね」

「ムッ」

　ここまで術を行使している間に取ったデータをもとに術式の一部を改変し、現状を完全に維持したまま魔力の運用効率をいくらか向上させる。

「やっぱり、机上の計算よりもこういう実地検証をしている最中の方が効率化は上う手まくやれるものだね。これでさっきより手間が減っただろう？」

「……チッ、貴様といい、海人といい、初代の勇者といい、勇者という奴らはどいつもこいつも王への敬意が足らん。義務を果たすのならばこれ以上はうるさく言わん。どこへでも行くがいい」

「それじゃあ、留守は任せたよ。あと、ルナの相手もね」

「ふぺっ!?　ふみゅっ、あれー、もうあさー？」

　ポンッ、とルナを弾き出すと、寝ぼけたように両の目を擦り始める。

「ムー、うー、もうちょっと寝るー」

　しかし、寝足りないとでもいうかのようにペタペタと歩くと、ゴドリック君の座るソファの空いたスペースに器用に体を押し込み、彼の膝を枕にスヤスヤと寝息を立て始めた。

「……」

　そんなルナの様子を見て、ゴドリック君はなんとも形容のしがたい表情を浮かべている。

　彼のキャラなら怒りだしそうなものだったけれど、神祖の血を持つ吸血鬼としては、自分たちを作り出した神に対してどのような態度を取ればいいのか迷うところらしい。

「……おい、彼の神を連れてはいかぬのか？」

「いやいや、それはさすがに現実的ではないね」

　僕だけならともかく、ルナを抱えたままこの空間から出たらすぐに捕捉されてしまうだろうから、置いていくしかない。

「我々吸血鬼を生み出した神が……、なぜこのような……」

　控えめに言っても神の威厳の欠片もない姿に、ゴドリック君は苦悩しているようだ。

　それなりの時間を過ごしてきているのだから、慣れて割り切ればいいのにと思う。

　僕はそんなゴドリック君へと背を向け、術を長時間維持するための補助を分身の『僕』へと任せて部屋を出る。

　ノノリック君が海人君の精神世界へと入り込んでいる以上、ゴドリック君は何が何でも術式の維持を続けるだろうし、何かあったとしても分身の『僕』から情報を受け取って一瞬で戻ってくることもできる。

「まずは進しん捗ちょく状況の確認から始めようかな」

　僕は通信補助に利用しているパコパコ開く携帯電話を模した魔道具を開く。

「『あー、あー、テステス。レオーネ君、聞こえるかな？』」

「『っ……、聞こえてるわよ』」

「『調子はどうだい？　作業は進んでいるかな？』」

「『……状況に変化なしよ。急いではいるけど、魔煌樹の分体の侵攻が聞いていた想定よりも早いわ。全体の進捗としてはかなりギリギリね』」

　予測していたよりもレオーネ君たちは迅速に動いてくれていたらしい。

　詳細に状況を聞くと、ギリギリではあるものの、想定していたスケジュールから外れてはいないようだった。

　今時珍しいくらいに正義感溢れるいい子だったけれど、今回の仕込みは場を整えると同時に、あの王女の侵略の被害を減らす効果もあるから、とても必死に動いてくれたようだ。

（まぁ、こんな異世界で今時の、なんて言い方もないけれど……）

「『ふむふむ、それはあまりよくないね。だから、僕も少し手伝うことにしたよ』」

「『え？　手伝うって……』」

「『僕の方でも、舞台装置を各地に仕掛けに行くってことさ。君たちはそのまま予定に沿って動いてほしいかな』」

「『……分かったわ。けれど、一つ覚えておいて』」

「『うん？　なんだい？』」

「『私は商人よ、だから、契約は絶対に守る。スケジュール通りに最後まで進めきってあげるわ』」

　そういってプツッと通話は切れた。

（ふむ、それじゃあ、それはそれとして楽しみにさせてもらおうかな。計画の精度を上げるためにも、舞台装置は設置できるだけ設置できた方が断然いいからね）

　僕は携帯もどきの魔道具をしまい込むと、隠密転移用の魔道具の用意を始める。

「早いところ包囲網を完成させないとね」

　もはや、あまりのんびりしている時間もない。

（勇者の力による選定が予定よりも急だったし、海人君が勇者の試練を放棄する道を選ぶのも予想外だったけれど、なんにしてもプランに変更はない）

「さてと、まずは移動手段の確保をするべきだね」

　僕は足を確保するために、傷を癒いやし、体力を取り戻すことに専念しているグレンという名の火炎竜の元へと訪れる。

「やぁ、調子はどうかな？」

『グルウゥゥゥゥ……』

　魔煌樹の分体を相手に獅子奮迅の活躍をしていた彼は、海人君たちに接触する前のアレシアたちに翼を射貫かれてボロボロにされてしまっていた。

　僕が用意したあれやこれやの治療薬で傷だけは完璧に治ったが、消耗した体力や魔力はすぐには戻らず、食べては寝るを繰り返して調子を戻していた。

「病み上がりで申し訳ないんだけれど、手伝ってもらいたいことがあるんだ。君のご主人様が頑張っている間、僕の手伝いをしてくれないかい？」

『グルゥ、ガウッ、ガウッ!!』

　僕の頼みに一度迷ったように唸うなり声をあげた後、グレンは意を決したように軽く吠ほえ、バレーボールより一回り大きいぐらいの大きさまで縮んで、僕のそばまで飛んできた。

「よしよし、君はいい子だね。若干強行軍になるかもしれないけど、よろしく頼むよ」

　グレンの頭を一ひと撫なでして、転移用の魔道具の元へと戻ってくる。

「さて、僕と母の人生を壊したツケは、たっぷりと支払ってもらうよ？　神様」

　元の世界で、父を早くに亡くした僕は、母子二人の家庭で育った。

　病弱な体に鞭むちを打つようにして必死に僕を育ててくれた母。その母を残して、僕はこの世界にやってきた。

　大きな会社に就職して、やっとこれから恩返しができると思った矢先のことだった。

　この世界を必死に生き抜いて、知恵を蓄え、技術を磨き、やっと元の世界の情報を覗のぞき見られるようになった時には、元の世界で母は既に死んでいた。

　病死だったらしい。

　僕が失踪して以来、母の面倒を見る人間はいなくなってしまった。どんどん弱って、ある日ぱったりと倒れたまま帰らぬ人になってしまった。

　僕に捨てられたと思い込んだ母が残した日記には、孤独に押し潰されていく母の様子が鮮明に焼きつけられていた。

　それ以来、僕の目的はただ一つだった。




「その命、取り戻しに行くからね」




　設計通りに起動した魔道具の上、ゲート型の扉を象かたどった光の塊へと、僕は歩を進ませた。





　　　　☆






　茜あかね色に染まる夕暮れ時。

　血のように赤く染まった太陽は、帝国の辺境にある要よう塞さい都市を染めている。

　しかし、今、要塞都市を染める「赤」は夕暮れ以外の「赤」が混じっている。

　人の命を喰くらう、熱を持った炎という名の「赤」が。

「っ、逃げろっ!!　振り返らずに走るんだ！　獣国まで走るんだ!!」

　大きく声を張り上げているのは、その要塞都市で衛兵隊の隊長を務めていた男だった。

　国境を隔てる要塞都市として発展してきたその街は一騎当千の兵士が集い、帝国の「力を見せつける」という実力主義の気風のもと、見た目にも分かるほど合理的かつ堅けん牢ろう強固な造りをしていた。

　錬金術師と魔術師が共同で生み出した、一度乾くと金剛石のような堅さになる灰色の泥で補強された外壁を備え、上空は何重にも張られた魔術障壁で守られている。

　最奥まで完全攻略されたダンジョンを囲い込んでいるために補給の手段もある。

　要塞都市であるが故に、職人たちも住んでいるため、仮に獣国が攻め込んできても、魔族が攻め込んできても、この要塞都市で戦うのなら何年だって持ちこたえられると、その時が来るまで男は本気で思っていた。

（それが、まさかこんなことになるなんて……）

　最初に異変の気配に気が付いたのは、要塞都市を守る領主の私兵隊だった。

　要塞都市の領主が抱える私兵隊は、この街の戦闘集団の中でも特にエリートといえる才能を持ちながら、努力を怠らずに力を磨いた人間の集まりだった。

　定期的に行われる魔物の間引きと称した山での訓練中に、新種の魔物の群れに遭遇したという。

　その魔物は、木が寄り集まって出来た亀のような姿をしていて、『ボルケーノ・タートル』という亀の魔物の亜種だろうということになった。

　『ボルケーノ・タートル』はＤランクの魔物であり、帝国の衛兵なら一人で楽に倒せる程度のものだった。その派生で生まれたであろう魔物の力は多少手て強ごわくなっていたが、それでも私兵隊たちの敵ではなかった。

　獰どう猛もうで、攻撃的な様子とそのタフさから、Ｃランク程度の強さと結論づけられ、数日経たたないうちに情報は領内で共有された。

　雲行きが怪しくなり始めたのは、その後、二度目の新種の魔物が発見された時からだった。

　その魔物も全身、樹木が寄り合わさるようにして体を構成しており、その外形は鷹たかの頭と手足に獅子の体を持つ『グリフォン』という魔物によく似ていた。私兵隊は、多少の怪我を負いながらもそのグリフォンもどきの討伐に成功した。

　これを受けて、新たに発見された魔物たちは魔物の変異種ではなく、元からいた魔物たちが新種の植物型の魔物に寄生された姿なのだろうという結論がもたらされた。

　時を同じくして、似たような生物が帝国の領土内でいくつも確認されているという情報がギルド経由で出回った。その上、寄生先は魔物だけでなく、人も対象に含まれるという話が広まるといよいよ人々の危機感は深刻になった。

　しかし、大元となる植物型の魔物が発見されることはなく、寄生された魔物や人間の発見例だけがじわりじわりと増加していた。

　それでも、人々はどこか楽観視していた。帝国の辺境にあるこの要塞都市は、魔族と法国・獣国が戦っている場所から遠く、普段と変わらない生活を続けていたことと、堅牢さを誇示し続ける要塞の姿があったからだ。

　だから、不気味な魔物の報告例が増えているといっても、そのうち解決するだろうと根拠もなく信じていたのだ。

　ある日突然、その脅威が要塞都市の首元を引き裂くとも考えず。

「キャアァアアアアアアアッ!!」

「お母さぁんーっ!!」

「ば、化け物がぁっ!?」

　避難を指示していた声を遮るように悲鳴が轟とどろく。

「くそっ、コイツらで最後だってのに、もうこの区画まで来やがったのか……っ!!」

　この区画の非戦闘員は彼らの一団で最後だった。

　その避難の時間を稼ぐために他の部隊が化け物の相手をしていたはずだが、その化け物がある程度まとまった数でここにいるということは、足止めの部隊はやられてしまったのだろう。

　刻一刻と悪くなっていく状況に、男は無意識に奥歯を噛かみしめる。

　現在、要塞都市は新種の魔物に寄生された暴徒で溢れかえっていた。

　その暴徒たちがいつどこから発生したのか情報が錯さく綜そうしていたが、どうやら人の姿を崩さないまま寄生するケースがあるようだった。

　そうして人に寄生し、街に入り込んだ魔物は、各地で突如その正体を現し、樹木の化け物は爆発的な勢いでその数を増やしていった。

　局所的には撃退にも成功していたが、要塞都市でも有数の実力者までもが寄生されていたのがまずかった。

　要塞都市の各地で奮戦は続けているものの、別の要塞都市でも似たような事態が発生しているようで救援のアテはなく、既に要塞都市を放棄するしかないところまで侵攻を許してしまっていた。

　現在に至るいたるまでおよそ半日。

　たったそれだけの時間で、男が無敵と信じた要塞都市は瓦解してしまった。

「あぐぅ!!」

　絶望に心の端を齧かじり取られながらも、男の視界の隅で四肢が樹木の化け物の前で転んでしまった子供の姿が目に入った。

「『俊足』っ!!」

　そのことを認識するよりも早く、男の足は地面を蹴っていた。

　一番得意とするスキルで瞬まばたきの間に距離を詰める。

　子供へ向けて伸びる樹木の触手を分厚い剣で切り弾く。

「っ!?　お前っ!?」

　男が驚きの声をあげたのは、樹木の化け物となった相手の顔に見覚えがあったからだ。

「ライリー……、バカ野郎が、下手を踏みやがったな……」

　別の部隊を率いていた自らのライバルの姿に、男の表情は苦しげに歪む。

　正義感と責任感の塊のような男で、規律に厳しかったが部下には慕われている、いい男だった。

「ぼうず、走れるかっ！」

「えっ、あっ……」

「いや、走れなくても走れっ、足が折れても息ができなくても死ぬ気で走って逃げろっ!!　でなきゃコイツらに喰われて死ぬことになるぞっ!!」

「うぅっ！　あああぁあああああああああっ!!」

　半ば脅すような形で子供を避難させ、目の前の怪物に向き合う。

「ちっ、まさか、こんな形でやり合うことになるなんてなぁ」

　直前の模擬戦ではあと一歩のところで惜敗した。

　奇くしくも、累計の戦績は99勝99敗31引き分け。

「まぁ、決着をつけられないまま互いに死んじまうよりかはマシか。いいぜ、最後の勝負だ。出し惜しみなんてできるわけねぇよなぁっ!!」

　男は体内の魔力を練り上げつつ、目の前の相手を睨にらむ。

「『フィジカルブースト』っ！　『フィジカルバースト』ッ!!　『パワーオブナイトズ』!!　『反応強化』ッ!!　『ファイア・エンチャント』っ!!」

　男は自らの使えるありったけの強化魔法とスキルを駆使して、戦いに備えた。

　男の同僚の体に寄生した樹木の化け物は、それを待っていたかのように自らは仕掛けず、その場に立ち尽くしていた。

「行くぜぇっ!!　『俊足』っ!!」

　体の許容範囲を逸脱したレベルで重ね掛けされた強化に、ギシギシと全身が軋きしむのを感じながら、男は再び地面を蹴った。

　多少の間合いは刹せつ那なの間に消え去り、男の振るう剣と、樹木の化け物の触手がガガガガッと硬質な音を立てる。

「オラオラオラッ!!」

「増えるっ、満たすっ、ひとつ、ひとつにぃぃいい」

　幾合とぶつかり合う剣と木。

　勢いは男の振るう剣の方にあった。

「はっ！　どうしたこのおがくず野郎がっ！」

「あぐぅっ、あがっ、がぁああああっ!!」

　樹木に寄生されたことでステータスは飛躍的に向上していたが、攻撃は単調になり、魔法を使うこともない。一方、ここが死に場所とばかりに振るわれる男の剣には、本人の実力以上の力が宿っていた。

　ここで自分が敗れれば逃げる要塞都市の住民たちに大きな被害が出るという事実が、男の集中力を極限まで高めていた。

　そして一応の拮きっ抗こうを見せていた戦いは坂を転がり落ちるように均衡を失くしていく。

「ぐらぁあっ!!」

　そして、決定的な隙がその場に現れた。剣を樹木の触手で受け流すのに失敗したことで、樹木の怪物は大きく体勢を崩す。

「っ、恨んでくれるなよっ!!　『極ごく突つき』っ!!」

　最後の一撃のために溜めていた力の全てを注ぎ込んで、心臓へ剣を突き刺した。

　体中のエネルギーの全てを注ぎ込んだ一撃は、男の手に会心の手応えを返して怪物の胴体を内側から消し飛ばした。

　タフな化け物でもバラバラになった頭と四肢ではどうすることもできず、腐った土のようなものになって崩れ落ちた。

「これで……、っ、マジかよ」

　軽い安あん堵どを得たのもつかの間、目の前には新たな絶望の影が忍び寄ってきていた。

　ワラワラと集まり始めている樹木の怪物が六体。

　四体は人型で、一体が馬、一体が犬のようだった。

　六体とも顔以外の全身が樹木化していて、四体の人型も顔だけでは元となった人間が誰なのか判別することはできなかった。

　だが、どちらにせよ、今の状況では足止めすら満足にすることはできないだろう。

「っ、ここまでか……！」

　決断は数秒の時も置かずに下した。

　素早く腰のポーチに入れた爆発の効果の込められたマジックアイテムを起動させる。

　訓練で何度も行った流れるような投とう擲てきの動作は、まだ残っている身体強化の効果と相まって正確に化け物たちの元へとマジックアイテムを運んだ。

　そしてマジックアイテムの効果を確認するよりも早くその場に背を向けて走り出す。……撤退だ。

（他の奴らはとっくに要塞都市から脱出してるはず……、問題はあの化け物どもがどこまで追いかけてくるかだが……）

　思考の途中で背後から爆音があがる音が聞こえたが、振り返って速度を落とすようなことはせず、炎と瓦が礫れきに彩られた要塞都市を駆け抜けていく。

　最後の避難者が自らの部下に背負われて走っていくのを、男は戦いが始まる直前に確認していた。

　実力の拮抗もあって、それなりの時間を戦っていたため、あとは自分が脱出することだけを考えてただひたすらに走る。

　男がその足を緩めたのは、一晩隠れ潜みながら走り続け、獣国との国境にたどり着いた時だった。

　帝国で堅牢を誇ったその要塞都市は、騒動の始まりから一日しか保たもたず、化け物の手に落ちたのだった。






第三章　吸血姫の進む道






　カイちゃんの心の中の世界は、控えめに言ってもとっても激しい感じのパラダイスだった。

「にゅふふふんっ♪　いいねぇいいねぇっ、お替わりいっぱいだねぇ！」

　右から左へ、喉から奥に貫いて、一刀両断に。

　縦から、横から、前から、後ろから、幾千もの閃せん撃げきを振るって、たくさんの魔物を斬り捨てる。

　ポコポコと溢あふれてくる魔物たち、獣型、植物型、ドラゴン、不定形の魔力生物型、亜人型、そして今はアンデッドの一種であるリビングアーマー。

　それも、一匹一匹が達人レベルの技量を持った剣士たち。

　振るう剣の価値を示せるだけの力を持った凄すご腕うでの敵。

　倒して倒して倒して倒して、……あぁ、なんてジュゥシィな相手なんでしょおっ♪

「テンション爆上がりだよぉ！」

　技量の全てを注つぎ込んで剣を振るう。ノノの振るう剣が輝きを見せる。

　それだけでもう、たまらない。

「やっふぅい！　っ、むぁ!?」

　と、テンションを上げすぎたせいで、一歩深く踏み込みすぎた。

　次の一手を遅れてしまった代償に、ノノの背中へと鋭い一撃が迫って……、

「させぬっ!!」

　その瞬間、周囲の空気を喰くらいつくすような灼しゃく熱ねつの炎が背後を焼く。

「『ロォオオオオオオォォォ……』」

「まったく、はしゃぎすぎじゃ」

　黒い消し炭となったリビングアーマーを蹴り飛ばして、ノノの背後に回ったレティちゃんはすぐに別の敵に魔法を放つ。

「てへへ、失敗しちゃった」

「気を付けろ。お主のスキルでも、この精神世界で死んだらどうなるか分からんぞ？」

「そうだよね。こんなボーナスステージ、もっとじっくり味わった方が楽しいもんねぇー」

　そう、しかも、手て練だれの味方と一緒に思いっきり戦える。

　こんな機会、そうそうないもんね♪

　それからまたしばらく戦って、かなりの数の魔物を倒すと魔物の波が収まる。

「……これでリビングアーマーは最後みたいなのです」

　シュリアちゃんが操る黒染めの鎧よろい人形が最後の一体を倒すと、辺りから魔物の気配がなくなって静かになる。

　すると、最初の部屋と同じように、次の部屋へと進む扉を縛る鎖が解ほどけて消える。

　そのまま扉の周囲を漂う黒い靄もやが消えていったのを確認して、ノノたちは地面に腰を下ろす。

　先へと進む前に小休憩を挟んで、消耗した体力と魔力を回復させる。

「ふぅ、ええっと、これで何部屋目なのです？」

「ここがちょうど七十番目の部屋になりますね」

　シュリアちゃんの言葉にミナリスちゃんが答えた。

　部屋を進むたび、最初の部屋と同じようにたくさんの魔物が襲いかかってくる。

　沼から湧き出る気泡のようにポコポコと現れた魔物たちは、ある程度の数を倒すとぱったりと現れなくなって、次の部屋に進むための扉が解放される。

　そして、出てくる魔物は部屋をくぐるたび、どんどん強くなっていった。戦う相手がいっぱいでホントに楽しい♪

「んくんく、ふぅ。兄様の元へは、あとどれくらいかかるんでしょうか……」

　そう呟つぶやいたマイちゃんは空になったポーションの瓶をしまっている。

（うーん、マイちゃん、だいぶ消耗してるみたいだねぇー）

　この場にいるメンツの中ではマイちゃんの実力は一段落ちる。素質は十分だけれど、残念ながら戦闘経験が足りないみたい。大丈夫かな？

「少なくとも、あと六部屋はあるじゃろうなぁ」

「どうしてなのです？」

「ここまで戦ってきた魔物たちじゃがの、どの魔物も見覚えのある魔力の波長をしておった。どれも海かい人との扱う【心剣】と同じものじゃ。部屋ごとに湧く魔物はどれも一種類ずつ、なら、部屋の数は海人の持っておった心剣の種類と同じ数だけあると考えるのが自然じゃ。つまり、直前まで海人が抱えていた七十六種の心剣のうち、残りの六種類分の部屋はあると思うぞ」

「ふむふむ、なるほどなのです」

「あくまでも仮説にすぎんからな？　ここは海人の精神世界、何が起こってもおかしくない場所じゃ。七十六部屋目をクリアしたら、次は複数の魔物が同時に出てくる部屋になったり、あるいは一部屋目に戻されたりする可能性だってあるんじゃ」

　レティちゃんの話した仮説に、納得したというようにシュリアちゃんがコクコクと首を振ってる。

　でもそうかぁ、最短であと六部屋かぁ。

　そんなことを考えながら、そのまま更に少しだけ休憩をとって、ノノたちは次の部屋に向かう。

「次はどんな魔物かなぁ……、……あれ？」

　先陣を切ってノノは次の部屋に飛び込んだけれど、これまでだったら間髪をいれず湧き上がってきた魔物たちが一向に姿を見せずにいた。

　それどころか、次の部屋に進むための扉がこの部屋には一つもなかった。

「うーん、行き止まりぃ？」

　道を間違えた……、ってのはないよねぇ？

　ここまでずっと一本道だったし、道を間違える余地はないもん。

「なんでしょう……。ここは、まさか行き止まりですか……？」

「メテリアの言う通り、妾わらわにも行き止まりにしか見えないのぉ」

「ですが、この場所が最奥だとしても、探す余地もなくご主人様はここにはいませんよ？」

　ミナリスちゃんの言う通り、入り口からは部屋の中は一目で見渡せて、誰かを探す余地はないね。

　どうなってるんだろ？

　部屋の中へ皆で歩を進めてみたものの、やっぱり魔物が現れるようなこともなく。

「むむむっ、これは予想が外れたかの」

「それでこれからどうするのです？」

　シュリアちゃんがそう口にした瞬間、ふっ、とノノたち一人一人の足元が発光した。

「っ、これは…」「眩まぶしいのですっ!?」「……っ」「ぬぬっ」「眩し……っ」

　全員がその場を飛びのき、レティちゃんやメテリアちゃんは魔力で結界を張ったり、ミナリスちゃん、シュリアちゃんはそれぞれの能力を地面へ放ったり、マイちゃんとノノは手にした武器を振るってみたり。

　けれど、魔力も、敵意も、何の前触れもなく起こった現象への対応は意味をなさなかった。

　そして次の瞬間、目を潰つぶす強烈な白光と共に、ノノの意識は遠くなっていった。





　　　　☆






　いつも霧が立ち込めている深い魔の森、その更に奥にある吸血鬼たちの住む隠れ里。

　時間も人も、ゆっくりのんびりと動く小さな集落。

　僕が生まれた場所はそんな場所だった。

「ノノ様、ノノさまぁ～？」

「ふふんっ、カーニャってば全然見当違いのところ探してるし」

　倉庫の中で、僕を探して木箱の蓋ふたを開けてる年上の幼おさな馴な染じみを、箪たん笥すの陰から覗のぞき見る。

　カーニャは僕の世話役のようなことをしている吸血鬼の女の子だった。

　ふわりと広がる朱金の髪と瞳、その瞳に涙を溜ためて、すこしそばかすの浮かぶ顔をしかめている。

　魔の森のスパイダーシルクの糸で織られた黒色の服がお気に入りで、古い書物で見つけた『軍服』っていう服らしい。『ベレェ帽』っていうらしい帽子もセットで、里で一番の魔術師に頼んで丈夫で汚れ知らず、破けても勝手に直って、隠いん蔽ぺい効果まであるマジックアイテムになっていた。

　本人曰いわく、『服の形状自体もとっても動きやすくて機能的なんですよぉ。まさに神アイテムです！』とのことだった。

「ノノ様、出てきてくださいよぉー！　まだお勉強の時間ですよ？　ちゃんとしないとカーニャが怒られちゃいますよぉ」

「ふふーんだっ、もっと困っちゃえ」

　慌てる様子を見て、いししと僕は声に出さずに笑う。

「あだぁっ!?」

「こらっ、なぁに悪趣味なことをしてるんだ！」

　ガンッとか、ゴンッとか、人の頭からしちゃいけないような音が響いた。

「が、ガド兄っ、ひどいっ、頭パーンってなるよっ、パーンってっ!!」

「意地の悪い真似をしてるからだ」

　背後から突然の暴挙に出た人物は、フンスッ、と鼻息荒く僕のことを見下ろしている。

　ガドリック・アーデルハイト。

　僕やカーニャよりもずっと前に生まれた吸血鬼で、本人曰く何歳かはもう覚えてないらしい。

　ツンツンと逆立つ淡い金の髪と、立派な体格を持った精せい悍かんな姿をしている。

　吸血鬼としては少ない魔力を持つハンデを、ただその手に握る剣で覆してきた『剣の天才』。

　以前、隠れ里を襲ってきた龍種を一瞬で両断した姿に僕はあこがれていた。

「あーっ、ようやく見つけましたよぉー、ノノさまぁ～!!　って、ふぎゃっ!?」

「むぁっ、ちょっ、カーニャ、重いっ！」

　と、ガド兄に気を取られていたら、僕の居場所に気が付いたカーニャが慌てて駆け寄ってきて、何もない場所で僕を巻き込みながら地面に倒れた。

　幸い、倉庫の床は湿気対策に魔法で乾燥させた藁わらが敷き詰められていたので、転んで怪我はしなかった。

「あっ！　ひどいですぅー！　女の子のことを重いだなんてぇー！　ばかばかばかぁ！」

「ふふーんっ、ガド兄に鍛えられてるからカーニャのパンチなんて効かないもんねー」

　僕の上に乗ったままのカーニャがポコポコと叩たたいてくるのを、涼しい顔をして受け止める。

「まったく、いつまでも床に寝そべっているな。床の藁がどんどん付いてしまってるぞ」

「むー」「ふぇー」

　まるで猫のように首根っこをひっつかまれて立たされると、ガド兄の言った通りに髪や服にいっぱい藁が付いて、残念な感じになっていた。

「ノノリック、今はカーニャの授業を受けているはずの時間だろう？　こんなところで何をしてるんだ」

「だって、カーニャの授業つまんないし」

「ふぇ!?　ひ、ひどいですよノノさまぁ！」

「薬草学とか錬金術とか、あとは昔の言葉とか、本読んだりとかで、あんまり面白くないんだもん」

「そ、そうは言ってもぉ。いろんな知識を学んでおくのはいいことですよ？　困った時に自分の身を助けてくれるんですから」

「えーっ。ネズミの死体を肥料に変える方法とか、大昔に行われてた雨乞いの儀式の手順とか、絶滅した魔物の生態なんて何の役に立つのさ」

「……そ、それはぁ、分からないですけどぉ……」

　カーニャは両手の指先をつんつん突き合わせながら口を尖とがらせる。

「こら、あまりカーニャを苛いじめるんじゃない。大体、それが本音じゃないんだろ？　大方、昨日の晩飯に嫌いな野菜が入ってたとか、そんなところだろう」

「うぐっ」

「ふぇ？　そうなんですか、ノノ様？」

「……だって、僕、苦い野菜嫌いだし」

「そ、それはだめですよぉ、毎日のごはんは栄養のバランスを考えてメニューを決めてるんですから。好き嫌い、ダメ、絶対です！」

　普段ぽわぽわしているカーニャは、少しだけキリッとした顔で、腕でバッテンを作った。

「そうだぞ、どんな食べ物でも感謝して食べないといけない。カーニャが正しい」

「ガド兄まで……、うー…」

「……はぁー。まったく、そんな顔をするな。今日は剣の稽古の日じゃないが、後で相手をしてやるから機嫌を直せ」

「！　ホントっ!?」

　仕方がないとため息をついたガド兄の言葉に、一気に気分がよくなる。

「はぁ。まったく、現金な奴だな。それにしても、お前の魔力量なら俺のように剣なんて学ばなくても十分強くなれるだろうに」

「だってっ、ガド兄みたいに強くなりたいしっ、剣で戦うのかっこいいし面白いから！」

「……ま、まぁ、悪い気はしないな、うん」

　頬ほおを掻かいたガド兄は、そう言ってそっぽを向いた。

　ガド兄は褒められるとすぐこうやって照れる。

「わー、ガドリックさん、顔まで真っ赤です」

「茶化すなっ!!」

　ガド兄は照れ隠しに怒鳴ると、話題を変えるようにコホンッと咳せき払ばらいをした。

「とにかく、今はカーニャの時間なんだからおとなしく勉強をしてこい。剣の稽古は今日の勉強のノルマをこなしてからだ」

「はーい！」

「あっ、待ってくださいよぉっ、ノノさまぁ!!」

　僕は早く剣の稽古をつけてもらうために、張りきって倉庫の外に出た。

　魔の森の奥へ入れるようになって、遠出をすることが多くなったガド兄から、毎日は稽古をつけてもらえないからだ。

「それで、今日のノルマはどこまでだっけ？」

「今日のノルマは『魔草の錬金概論』を読み終えることですよぉ」

「分かったっ、さくっと読み終えて、剣の修行だっ！」

「ちゃんと読まないとダメですからね？　内容を理解できてるかテストしますから、パラパラめくって終わりとかやってもダメですからね？」

「分かってるよぉー！」

　適性のある身寄りのない赤ん坊に、『神祖の血』を流し込むことで僕は吸血鬼になった。だから、他の吸血鬼たちのように家族と呼べる相手は誰もいない。

　だけど、それでも僕には家族がいた。

　この二人が、両親のいない僕の唯一の家族だった。







　それから五十年の時が過ぎた。

「あぁ、ノノリック様、お散歩ですか？」

　声を掛けてきたのは、里の果樹園を管理している、里でも古株のおばさんだった。

「うん、久々にガド兄が帰ってくるから、好物のクーランドフィッシュのパイを作ろうと思って」

「おお、ガド坊が帰ってくるんですか。三年ぶりぐらいですか」

　横から声を掛けてきたのはおばさんの旦那さん。

　ちょうど果樹園から果実を収穫してきたところみたいで、竹で編んだカゴいっぱいに程よい赤色に色づいたユミルという名前の果実が入っている。

「もう四年だよー。鳥を使って手紙を送ってくるけど、あっちこっち飛び回って全然帰ってこないんだから」

　ここ数十年の間に、ガド兄は里から遠出をするようになっていた。

　基本、面倒ごとを避けるために隠れ里を離れることのない吸血鬼だけれど、完全に里の外の世界との繋つながりを断っているわけじゃない。

　集団同士のやり取りはなくても、個人で里を出て人の世にまぎれるように暮らす人もいる。ガド兄は見聞を広めたいといって大陸中をあちこち回っていた。

「まぁまぁ、元気でやってるならそれが一番ですよ。ノノリック様もそうプンプンしなさんな」

「別に怒ってるわけじゃないよ？　でも、手紙にいちいち勇者ちゃんとのノロケ話を盛り込んでくるのはやめてほしいかなって」

　里の外の国は、最近まで暴れ者の魔王のせいでめちゃくちゃになっていたらしい。

　旅の途中で偶然勇者と知り合ったガド兄は、その勇者と仲良くなって一緒に魔王を倒しに行くことにしたらしい。それで少し前に魔王は勇者に倒されて、いったん平和が戻ったってガド兄の手紙に書いてあった。

　そこに至るまでのアレコレの間に、ガド兄はどうやら美人な女の人らしい勇者ちゃんとジレジレな感じの恋愛を繰り広げて、見事恋人同士になったそうだ。

「いいじゃないの、仲がいいのは良いことですよ。ノロケ話ぐらい笑って受け入れてやんなって」

「それにしても、あのガド坊に伴侶とはねぇ。時が経たつのは早いこった」

　おばさんは苦笑しながら、旦那さんはしみじみとそう言った。

「ノノリック様はこれからクーランドフィッシュ用の罠わなを仕掛けてくるのかい？」

「ううん、違うよ。仕掛けてくるんじゃなくて、朝にカーニャと仕掛けてきたのを回収してきたんだ。ほら見てよ、大漁だよ、大漁」

　シュッ、と閉まっていた袋の口を開けると、雪のように白い鱗うろこを持った魚がたくさん入っていた。

「おお、本当に大漁ですねぇ。そうだ、この採れたてのユミルの実も持ってってください。いい具合に熟うれてるから、デザートにもってこいですよ」

「わー、ありがとー！」

　旦那さんはにっこりと笑って、カゴの中から良さそうな実を選んでくれる。

「これと、これと、あとこれ。いいの選んでおいたから、皆でお食べ」

「わっ、こんなにいっぱいもらっていいの？」

「いいんですよ、『神祖の血』を持った方に食べてもらえるならこんなに嬉うれしいこともないですから。遠慮しないで好きなだけ持っていってくださいな、ノノリック様」

「……うん、ありがとっ」

　里のみんなは基本、僕に優しい。何をしたって怒られた記憶はないし、笑って許された記憶しかない。でも、それは僕が『神祖の血』で吸血鬼になり、その血を受け継いだからだ。

　だから、里の中で僕だけが様付けで呼ばれている。

　僕のことを様付けで呼ばないのは、同じ神祖の吸血鬼のゴドリックおじさんと、その異母弟のガド兄ぐらいだった。ガド兄は適性がなくて『神祖の血』を宿してはいないらしいけど、僕のことを特別扱いしないでくれるから大好きだ。

「おっと、そういえばカーニャちゃんは一緒じゃないのかい？」

「あぁ、それなら……」

「あーっ、こんなところにっ！　また私のことを置いてけぼりにしてぇ！　私のこと嫌いなんですか？　ねぇっ、嫌いなんですか？　ふぎゅっ!?」

　魚を回収した時に、川に置いてけぼりにする悪戯いたずらを仕掛けた。

　すぐに泣くカーニャは、今回も目尻に涙を溜めている。うん、可愛かわいい。これだからカーニャを苛めるのはやめられない。

　でも、苛めすぎるのも、苛めるだけなのもよくない。

　だって、僕はいくら意地悪しても変わらず叱しかってくれるカーニャも大好きだから。

　様付けで呼んでくるのだけが玉に瑕きずだけど。

「そんなことないって。大好き大好き♪」

　慌ててこっちに走ってきて転びかけたカーニャに手を貸して、ギュッ、と抱きつく。

「ふぇえ？」

「だから、僕のことを様付けで呼ぶのやめよ？」

「うぅ、それはだめですよぉ。ノノ様はノノ様ですからぁ」

「……やっぱり、カーニャなんか嫌い嫌いー」

「ふぇええええっ、の、ノノさまぁっ!!」

　おばさんたちと別れ、どこまでも頑固なカーニャに僕はプンプンと怒りながら家に戻った。

　すると、家のそばによく知っている気配と、あまりよく知らない気配を感じた。

「この気配は……、ガド兄！」

「ん？　おおっ、久しぶりだな、ノノリック」

　家の前には以前と変わらないガド兄の姿と、黒いセミロングの髪の、キリッとした表情の女の人が立っていた。

　あまりに華きゃ奢しゃな体たい躯くは、どこか病的ですらあった。

「カーニャも、息災なようで何よりだ」

「おひさしぶりですぅ、ガドリックさん。そちらの方は……」

「あぁ、紹介しよう。手紙でも何度か知らせたが、彼女が今代の勇者で俺の伴侶になるツカサ……」

　と、何となく予想がついていた女の人の紹介をガド兄がしてくれようとしていたけれど、僕とその女性との間には謎の緊張感が漂っていた。

　ただ、その緊張感は敵意とか悪意とかの類とはかけ離れたものだった。

「…………………………………………」

「……？　……？　……？」

　見られている。穴があきそうなほど見られている。

　じーぃっ、という効果音が聞こえそうなくらい、見られていた。

「ええっと、ガドリックさん？」

「……あぁ、予想はしてたが、悪い癖が……」

　戸惑うカーニャとガド兄の声が聞こえるけど、目の前の女性の謎の迫力に何となく目を逸そらせなかった。

（ど、どうしたのかな？　ガド兄のお嫁さんになるなら仲良くしようと思ってたんだけど、何か気に入らないところでも……？）

「が、ガド兄、僕、このお姉ちゃんに何か……」

　それでもずっとにらめっこを続けるわけもいかず、困ってガド兄に助けを求めた時だった。

「ぶはっ!?　お・ね・え・ちゃ・ん!?　もう辛抱たまらぁあああんっ!!」

「えぶっ!?」

　修行を続けて随分成長した僕でも追えないような素早さで動いたツカサさんは、突然僕を抱きすくめて頬ほお擦ずりをし始めた。

「もう何この子っ、ずるいっ、卑ひ怯きょうっ、尊い～っ!!　ショートカットの金髪美少女っ！　キャーッ、髪サラッサラッ、手足細いっ、肌スベスベで白すぎ！　まさに、外道!!」

「ギャアアアアアアッ!?　が、ガド兄!?　何これっ、なんかこの人怖いよ!?」

「……はぁ。ツカサ、そろそろ落ち着け」

　ため息をついたガド兄がそう言ったけれど、ツカサさんはガッチリと僕を抱えたまま離さない。

「なによっ!!　こんな子隠してたなんて詐欺よ詐欺っ!!　しかも『ガド兄』なんて呼ばれちゃってこの変質者!!」

「誰が変質者だっ、人聞きの悪いっ!!　まずは鏡を見てからその言葉を吐け!!」

「抗議っ!!　断固として抗議っ!!　当方は刑事訴訟も辞さない覚悟であーるっ!!　美少女隠蔽罪でガドリックは有罪ギルティっ!!」

「ええいっ、いいからまずはノノリックを放せっ!!」

「嫌よっ!!　今日からこの子は私の妹よっ!!」

「わがまま言うなっ！　というか、美少女だの妹だの、なにを言ってるんだお前は！　ノノリックは男だと事前に話してあっただろうがっ!!」

　ガド兄が実力行使に出ようとそう言ったとたん、ぴたりとツカサさんは動きを止めた。

「……男の、娘こ？」

　ギッ、ギッ、ギッ、と首を鳴らして壊れた人形のようにこちらに振り向いたツカサさんは、さっきまでの豊かな表情が全て抜け落ちた無表情になっていた。

「えっと、はい、僕は男の子、ですよ？」

　問われた声のニュアンスがおかしかったのと、奇行に走り出して一度は霧散した謎の圧力に、何となく疑問形で答えてしまう。

「……ふぅっぅぅぅ……」

「えっ、ちょっ!?」

　その瞬間、まるで強い日差しにでも当てられたかのようにふらりと後ろに倒れていくツカサさん。

　驚き固まる僕の代わりに、行動を予想していたようにガド兄がその体を支える。

「おっと、おい、正気に戻ったか？」

「リアル、男の娘なんて、尊すぎぃぃぃ……、もう、む……り……」

　何か遺言のような雰囲気を醸し出しながら、ツカサさんはよく分からない台詞せりふと共にガクリと気を失った。

「まったく、この馬鹿は……」

「え、えっと、その、大丈夫なの、その人？」

「体が、という意味なら大丈夫だ。体が弱いのに興奮しすぎて気を失っただけだな。頭が、という意味ならもう手遅れだ。コイツはこういう生態を持つ何かだと思っていた方がいい」

「……その人、勇者なんだよね？」

「あぁ、肩書きはそうなるな。……困ったところはあるが、すごい奴だよ」

　そう言ってガド兄がツカサさんの髪を優しく撫なでると、ツカサさんはふにゃっ、とした幸せそうな表情を浮かべた。

　何の言葉もなくても、本当に大切な相手だと全身で語るような姿だった。

　……ちょっとだけ、胸の奥がチクリとした。

「ふーん、まぁそうだよね、あのガド兄を落とした人だもんね」

「なっ!?」

　ニヤリと笑ってからかった途端、ガド兄は顔を真っ赤に染める。

　吸血鬼の成人である二百歳まではと、里の外に出るのを許されない僕に見せつけるガド兄が悪い。

（……僕も、里の外に出られるようになったら二人以外にも大切な人が出来るのかな？）

　『神祖の血を持つ吸血鬼』としてよりも『ノノリック』本人を優先してくれる、そんなガド兄やカーニャのような相手が。

「あのぉ、そろそろおうちに入りましょう？　そちらの方も寝かせないとですしぃ」

「んっ、ぐぅ、そうだな」

　からかわれたことに対して何か反論したかった様子のガド兄は、結局何も言えずにそう答えた。







　ガド兄が村に戻ってきてから数日が経った。

　その間、ツカサさんとも打ち解け、ガド兄の恥ずかしい昔話を話したり、ツカサさんの元いた世界のことを聞いたり、一緒に料理を作ってみたり。

　そして今は、里のはずれでガド兄と手合わせをしている最中だった。

「はぁああああああっ!!」

　カカカカカカカッ、と振り抜いた剣同士がぶつかりあって、連続した金属音が鳴り響く。

「ほらほら、どうした。そんなもんか？」

「こっちは二刀流で攻めてるのに、どうして防ぎきれるのさっ!!」

「はっはっはっ、まだまだ剣じゃあ負けないさ。二刀流で攻めるならせめて今の倍は手数がないとなぁ」

　こっちは必死に剣を振るってるのに、ガド兄は涼しい顔をして僕の剣をいなす。

　もう何本か戦っているが、一本も取れていない。

「むぅうっ！」

「まだまだ温ぬるいな、ほらほら、もっとがんばれがんばれ」

「むっかぁ～!!」

（できれば剣の腕だけで一本取りたかったけど、無理っぽいから隠し玉を使っちゃおっ！）

「……ならっ、これでどうだっ!!　『神しん血けつ縛ばく鎖さ』ッ!!」

「ぬっ、これはっ」

　縦横無尽に舞う剣けん戟げきの間を縫って、僕の両腕の袖からオレンジ色の輝きを放つ血の鎖が何本か飛び出した。

　鎖はまるでそれ自体が意思を持っているかのように、宙でうねりながらガド兄に向かっていく。

「驚いたが、この程度ではまだ一本はやれんな」

　魔力を使わないこの技にはさすがのガド兄も不意を突かれたようだった。けど、不意を突いた程度でどうにかなるなら、こんなに苦労しないわけで。

　ガド兄は不規則にうねりながら自身の体を拘束しようとした血の鎖の大半を斬り払い、死角から攻めた二本を鷲わし掴づかみに、一本を足で踏みつけにした。

「ふふんっ、その血に触ったね？」

「っ!!　これはっ!!」

　僕がニヤリと笑った瞬間、その血の鎖は液体に戻り、まるでスライムのようにガド兄の手を包み込んだ。そして、その瞬間、ガド兄の体から直接、体力や魔力を吸い上げ始める。

「くっ、これはっ、振り払えな……っ!?」

「そこだぁっ!!」

　ガド兄から吸い上げた力が、僕の体を巡って力になる。

（勝ち目があるなら、今この瞬間しかないっ！）

　ふり絞るように力の全てを注ぎ込んだ一いっ閃せんがガド兄に迫って……。

「『鬼き葬そうの舞』ッ!!」

「っ、うわぁっ!?」

　……その一撃が届く間もなく、僕はただの剣圧で吹き飛ばされた。

「はい、これで俺の勝ちだな」

「ムゥ……」

　結構な距離を転がって木に叩きつけられた僕が体勢を整えるより早く、ガド兄に剣を突きつけられていた。

「あーぁ、ガド兄もツカサさんも強すぎ。一本も取れなかったよ」

　完全に詰んでしまい、また一本取れなかったと僕は地面に大の字になる。

　ちなみに、ガド兄との勝負を始める前にツカサさんとも戦おうとしたけれど、ガド兄以上に勝負にならなかった。

　立ち合った次の瞬間、抗あらがう間もなく全身の気力と魔力の大部分を食べられてしまった。

　僕が使った『神しん血けつ縛ばく鎖さ』と同系統だと思うけれど、僕よりもずっと力の強い能力だった。僕の方は鎖が相手に触れないと力が発動しないのに対して、ツカサさんはただ僕に近づくだけで力を喰い取っていった。

「そう落ち込むな。びっくりするほど強くなってるよ」

「そうそう、私の『暴食』を喰らった後にも戦えるなんてなかなかいないわよ？　さすがはノノちゃん、はぁーもうっ、可愛い上に強くて、本当にどうしちゃおうかしら！　ねぇどう思う？　どう思う？」

「あーぁ、せっかくの服が汚れちゃったよ」

　一人でクネクネとし始めたツカサさんはスルーして、服に付いた埃ほこりを払って立ち上がる。

「ふむ、ノノリックもツカサの扱い方が分かってきたな……。それにしても、さっきの鎖は『神祖の血』を利用した技か？」

「うん、古い文献の中にね、そういう力の使い方があったから試してみたんだ。なかなか便利なんだよ、これ」

　さっきは鎖として操った『神祖の血』を、今度は手の形にして操る。

「なるほどな。使い方には気を付けろよ、俺でもそれなり吸われた。下手な奴に使えば一瞬で廃人になりかねないぞ」

「分かってるよー」

「二人とも、無視するなんてひどい……。でもそれもまたいいっ!!」

「みなさーんっ、ごはん持ってきましたよぉー」

　と、そんな話をしていると、カーニャが特大のバスケットを持ってやってきた。

　空を見てみると、太陽が高く昇っている。お昼時だった。

「さてと、それじゃあごはんに……」

　そうして気を抜いた瞬間だった。

「……っ、この気配は……」「なんかやぁな感じ～」「ふぇ、なんか空が暗く……」

　それは、本当に、本当に突然現れた。

　フッ、と大した予兆も見せずに、まるで最初からそこにあったかのように。

　なのに、圧倒的な威圧感を伴ってそこに生まれ落ちた。




「『カキィ？』」




　小山ほどの大きさがある不定形の透明な肉塊。

　大きさを考えなければスライムに似ていたが、スライムと呼ぶには圧倒的な気配を持ったその魔物は、目もないくせに僕らを見ていた。僕らを見て、まるで餌を見つけた餓が狼ろうのように歓喜の声をあげた。

「『カキィィィィイイイイイィィィィィィイイィィッィイイィイィイィイイイィッ!!』」

　この生き物は、やばい。

　思考でそう考えるよりも先にゾワリとしたおぞけが体に走る。

　初めて感じた、生命の危機を前にする本能的な怯おびえ。

　その怯えがもたらした体のすくみは、その場において致命的な遅れになった。

　数百、いや、数千という数の触手の壁。

　獲物を見つけたとばかりに殺到するその猛威に対応する余裕は僕にはなかった。

「『神しん葬そうの舞・神楽かぐら』ッ!!」

　もうだめかと思った瞬間、僕をかばうようにガド兄が目の前に現れた。

　相手が触手の壁ならば、ガド兄が放ったのは剣戟の津波のようだった。

「うぉおおおおおおおおっ!!」

　空気を切り裂く音が、まるで鈴の音のようにリリリリッと響き渡っていた。

「………綺き麗れい」

　今まで、どれだけ手加減をされてきたのか思い知らされるような剣の鋭さ。

　荒々しいガド兄の剣けん閃せんは、けれど、まるで繊細な芸術のような緻密さがあった。

「『カキィ……ッ!!』」

　餌のお預けをくらった犬が諦めきれずに唸うなり声をあげるように、その魔物は大気を震わせる。

　けれど、その怒りに任せた律動も、急にその動きを鈍らせた。

「【暴食の権威】、起動」

　ツカサさんがそう呟いた瞬間、喰う側と喰われる側の関係が反転した。

「『カキィ？　カキィ？』」

　ズンッ、と周囲の空気が重くなる。

　感じるのは僕と手合わせした時にも使われた技。

「ダメだよ、それは私の専売特許だ」

　普段の残念な姿はどこに行ったのか、周囲を圧倒する気配と共にツカサさんが立つ。

「吸い上げ、喰らう木々となれ。『飢餓の森』」

　スッとツカサさんが地面に手をつくと、魔物の周辺の地面に灰色の苔こけのようなものが広がっていく。

　苔の広がった箇所から緑色のキノコのようなモノがいくつも生え伸び、魔物の透明な体が少しずつ灰色に染まっていく。

　それに合わせるようにだんだんと魔物の動きが鈍り始める。

「ふ、二人ともすごい……。これなら……」

　邪魔にならないよう、隙すきを見て魔物から離れた僕とカーニャ。

　恐怖に止まりかけた思考でも、こうして距離を離せば落ち着いて相手を観察できる。

　魔物からは魔の森を飛び交うドラゴンたちよりずっと強い力を感じた。けれど、ガド兄もツカサさんも超越した実力を持っている。

　事実、今も魔物を相手に圧倒していた。二人に任せれば絶対に大丈夫だ。

「カーニャ、一応もうちょっと下がろう。この位置だと戦いの余波に巻き込まれかねないよ」

「何の予兆もなく、唐突に現れる……、現れた後、周囲に原因不明の暗さが広がる……、スライムのような透明の肉体と巨体……、この特徴を持つ魔物はぁ……、まさか！」

「？　カーニャ？」

　カーニャはジッ、と魔物の様子を観察している。

　僕の声も聞こえないくらい集中しているみたいだったけど、何かの答えにたどり着いた途端、その顔に険しい表情を浮かべていた。

「ど、どうしたの、カーニャ？」

「これ、は、まずい、まずいですぅ……」

　更に少し考えるしぐさを見せたカーニャは、どんどんその顔色を悪くした。

「『カキィイイイイイイッ!!』」

　いっそう動きが鈍くなっていく中、魔物は急にその胴体を膨らませ始めた。

「っ！　薄味のくせに量ばっかり多いやつだなぁ！」

「仕方ない、とりあえず細切れにしてみるか」

　魔物の行動に即座に反応したガド兄とツカサさんの魔力が高まる。

　けれど、それに対する魔物の反応を見たカーニャが叫んだ。

「っ!!　ダメですっ！　逃げてぇえええっ!!」

　その言葉と共に、カッ、と魔物が全身から放った強烈な光が目を焼き、カーニャが僕をかばうように抱きしめてきた。

　訳が分からずとも、カーニャの言葉にとっさに自分の血を操る。

「『神血防壁』ッ!!」

　とっさに作れるだけの血の防御壁で周囲を囲んだものの、防御壁が侵食されるのを感じる。

　中途半端にしか力を込められなかった神祖の血は、相手の魔力と反発しあってせめぎあった。

（っ、何この魔力っ！　抑えきれないっ、弾はじけ……）

「うわぁぁああぁあっ!?」

　反発しあう力による魔力爆発が起こる。血の壁もカーニャの柔らかな感触も貫いて、轟ごう音おんと衝撃が全身で響いた。

　その勢いに、僕の意識はまるで幕が下りるように途切れた。







　気を失っていたのは、どれくらいの時間だっただろうか。

　僕が目を覚ました時、まず意識に上ってきたのは舞い上がる土つち埃ぼこりの匂いだった。

　そして、その中に混じる強烈な血の匂い。

　一つ、二つ、三つ、四つ……。

　何人もの血が混じり合ったそれが強烈に意識を突き刺してくる。

　まるで、誘惑するように、甘美で蠱こ惑わく的な血の匂い。

　普段の吸血衝動とは違う、本能が訴えてくるような渇きの衝動。

「っ、くぅっ、いったい、どうなって……」

　周囲を見渡すと、そこは瓦が礫れきの山だった。

　周囲の木々は石化して砕け散り、柔らかな地面はひび割れた岩肌となっていた。

　そこに横たわる、見慣れた里の吸血鬼たち。




「『カキィイイイイイイイイイイッ!!』」




「『魔ま天てん葬そうの舞踏・森しん羅ら』ッ!!」

「【暴食の猛威】、『[image: ]さん食しょく幻げん獣じゅう』ッ!!」

「まだだっ、二人に続けっ!!　吸血鬼としての意地を見せろっ!!」

「神祖様はやらせないっ!!」

「相手はたかがスライムモドキだっ!!　恐れるなっ!!」

　そして、今なお戦い続けているみんなの姿。

「っ、み、みんな!?　なんでみんなが戦って」

「はは、さすがはノノ様、狙ったようなタイミングですぅ」

「っ！　そうだ、カーニャっ!?」

　背後から聞こえた声に、気を失う直前にカーニャにかばわれたことを思い出す。

「カーニャ……ッ!?　う、腕がっ!!」

「い、いやぁ、インドア派にはこの状況はキツくって。石化してるから痛みがないのが救いですね、あははぁ～」

　慌てて振り返った先には、ボロボロの姿をしたカーニャの姿があった。

　困ったように笑う顔は見慣れたものなのに、そこにあるはずの左腕がなかった。

　腕が付いていたはずの肩口も黒い石になってしまっている。

　カーニャだけじゃなかった。僕を守るように戦っている里のみんなも、どこかしら怪我をして血を流し、あるいは周囲の環境と同じように体の一部が石化していた。

「な、なにこれっ、どうしてこんな……っ」

「あの魔物は、たぶん、『エルフェンテリウス』です。巨大なスライムのような姿をしていますが、実態はレイスに近い。周囲のエネルギーを取り込むことだけを目的に動く、魔力生命体です。古い文献で見たことがあります。過去に奴が現れた時、大陸一つが全て岩となり、最後に砂になって海底へ沈んだそうですぅー」

「そ、そんなっ、なんでそんな魔物がいきなりっ!!」

「残念ながら、あの魔物の発生プロセスは解明されていないのですよぉ。天災みたいなものらしいですねぇー……、っ！」

　と、突然、魔物の方から凝縮された魔力の塊のような何かが飛んできた。

「『カキィイイィィッ!!』」

「させないっ!!」「ノノリック様ッ!!」

　気が付いた時には避けられないタイミング。

　だからこそと身を投げうつようにして間に割って入った吸血鬼たちが盾になった。

「っ、みんなっ!?」

　ドサドサッ、と僕の目の前でまた二人、仲間が倒れる。

　とっさに駆け寄ろうとして、自分の体が魔力の鎖で拘束されていることに気が付く。

「こ、これはっ……!?」

「だめです、ノノ様。まだ儀式の最中ですから」

　鎖は地面に描かれた魔法陣から伸びてていた。

　見たこともない複雑な魔法陣に縛られているのを感じる。僕を囲むその円から出ようとすると、鎖が僕を縛る。

「儀式って、何をしてるのカーニャっ!?　みんなを助けに行かないとッ!!」

「大丈夫、ですよぉー。心配しなくても、ノノ様は絶対、守りますから……」

「そんなこと言ってないっ！　もうみんなどれだけ戦ってるのっ!?」

「戦い始めてから、大体三日ぐらいですかねぇ？　魔力爆発の影響でノノ様、ずっと気を失ってましたからぁ」

「三日もっ!?　ダメだよっ！　いったん引いて治療をしないとみんな死んじゃうっ……!!」

「それも、残念ながら無理なんですよぉ。『エルフェンテリウス』は獲物を捕食空間に閉じ込める性質があって、外からは入れても中からは出られない超強力な結界を張るんですぅ。ほら、昼間なのに、空が暗いでしょう？」

　カーニャの言う通り、太陽は出ているのに、まるで色ガラス越しみたいに空が暗い。

「転移系の技も使えないから、逃げて態勢を立て直すこともできないですねぇ。一応、結界の境目で物資のピストン輸送ができているのでなんとかもってますけど……」

「っ!!　ならっ、僕も戦うっ！　戦って、みんなで生きて帰るんだっ!!　魔物さえ倒せば、みんなを安全な場所に運べるでしょっ!?」

　周囲の惨状から、それがどれだけ厳しい状況なのかは予想がついた。

　そうでなくても、魔物から感じる力はとてつもないものだった。でも、助けるためにはやるしかない。

「残念ですけどぉ、『エルフェンテリウス』の一番厄介な性質は、死んだ時に解放される魔力にあるんですよー。アレ、死ぬ時に捕食空間の中に強力な石化の魔力をまき散らすんですー。本体の強さも厄介ですが、その性質のせいで魔物を倒してもこちらが全滅してしまうんですよ」

「っ、そん、な……」

（それじゃ、どうやってもみんなを助けられないってこと……？）

「……それでも、どうせ死ぬならみんなと戦って死ぬっ！　ここで倒せば、少なくとも結界の外のみんなは助かる!!」

「……やっぱり、ノノ様は優しい子ですねぇ。でも、それは、ノノ様の役目じゃないですぅ。さっきも言ったけど、心配しなくても、ノノ様は絶対、守りますから……」

　その時、僕を縛っていた魔法陣が淡く光を放つ。

「カー、ニャ？　ねぇ、さっきから、何してるの？　この魔法陣は何？」

「石化の、魔力に対抗するための術ですぅ。えへへ、やっぱり実践は苦手でこんなに時間が掛かっちゃいました」

「！　そんな術があるならみんなを助けられるじゃ……っ!!」

「残念ですけどぉ、使えるのは一人の相手にだけですし、普段からの事前準備が必要なんです。今使えるのは、私だけでして」

「……っ、それならっ、僕なんかじゃなくてガド兄とかっ、カーニャ自身に使ってよっ!!」

「自分には使えない術ですし、ガドリックさんたちを封印しちゃったら石化以前に魔物を倒せないですよぉ」

「っ!?　まって、カーニャ、まって、待って待って待ってッ!!　封印って何っ!?　これは何をする術なのっ!?」

「本の知識は、偉大なんですよぉー。命を代価に、全てを留とどめる水晶の禁術。何もかもを跳ね除のけ、神の息吹すら拒絶する時空間隔離の術。最悪、あの魔物を倒すことができなかったとしても、時が満ちるまで、ノノ様のことを守ってくれるはずですぅ」

「命を代価って、やだ、やだやだやだっ!!　何それっ、僕だけ生き残れってこと!?」

「そういうことだ、ノノリック」

「っ!!　ガド兄ッ!!」

　大技を放って『エルフェンテリウス』をひるませたガド兄が、近くに戻ってくる。

　長時間の戦いで血まみれになりながらも、それでもその瞳には力強さが宿っていた。

「『神祖の血』を守ってほしいっていうのが、先代の……、母さんの最後の望みだ」

「何それっ、どういうことッ!?」

「ノノリック……、お前の相手をするのは楽しかった。だから、最後に俺の全力の剣を見せてやる。……その血、少しだけもらってくぞ」

「ガドっ、にぃっ!?」

　プツッ、と動けない僕の首筋に、ガド兄の牙が突き立つ。

　ドクッ、ドクッ、と流れる血の音。

「グッ、くっ、相変わらず、俺には合わない血だなぁ。神祖の血」

　その髪が赤く、血のような色に染まり、ガド兄の全身に宿る魔力が増大した。

　全身の傷口から具現化した魔力がシュウシュウと音を立てて煙のように溢れ出ている。それでもなお、器に収まりきらないとばかりにガド兄の皮膚が破れて、新たに魔力が噴き出している。

「……、そんな顔すんな、ノノリック、お前のことはちゃんと守ってやる」

「がどにぃ……」

「そんなに泣いてちゃ、俺の剣が見えなくなるぞ？」

　クシャリと少し乱暴にガド兄に頭を撫でられる。

「カーニャ、始めてくれ」

　ガド兄の言葉に、カーニャが頷うなずく。

「……トワに、トワに、トワに、トワに。悲しみのしずくは器を濡ぬらす。それでもなおと願うもののために。『秘術・永久水晶』」

「っ、カーニャッ!?」

　詠唱と共に、カーニャに正面から抱きしめられる。

　足元の魔法陣がひと際強く光を放ち、温かい緑の水晶が覆い始める。

「『カキィイイイイイイッ!!』」

「踏ん張れっ!!　もう少しだっ！」

「カーニャの術が完成するまで絶対に攻撃を通すなよっ!!」

「神祖様を守り抜くんだっ!!」

　抱きしめられた肩越しに、みんなの戦う姿が見えた。

「ガドリックーッ!!　いつまで休憩してんのよーッ!!」

「無茶言うなっ!!　もともと相性の悪い神祖の血を、そう安々と制御できるわけねぇだろ!!　……だが、もう十分だ」

　ツカサさんの呼ぶ声に応えるように、ガド兄が信じられないようなスピードで前線へと駆け出す。

「『カキィイイイイイッ!?』」

　明らかに防戦一方だった戦いが、強化されたガド兄の復帰で盛り返し、逆に相手を追い詰め始める。しかも、ガド兄が剣を振るう度にその力がますます増していくようだった。

　けれど、その姿はまるで燃え尽きる間際に勢いを増す炎のようで。

「そんなっ、なんでそんなこと!!　いやだよっ、みんなを犠牲にして一人で生き残るなんてっ!!」

「それが、里に住む吸血鬼たちのお役目でしたから」

「何言ってるのっ!?　分かんない、分かんないよカーニャっ!!　僕一人が生き残って何の意味があるのっ!?」

「隠れ里の吸血鬼は……、ガドリックさん以外、みんな先代の神祖の吸血鬼に救ってもらって力を分け与えられました……。『神祖の血』を守るのは、先代が残した唯一の望みです。私たちは最初から、神祖の血を守るために存在していました。だから、いいんですよ、ノノ様」

「やめてっ、やめてよっ!!　神祖の血なんて知らないっ!!　そんなの知らないっ!!」

「わがまま言っちゃだめです、なんて言えないですね。私たちが一番わがままを言ってるんですから」

　ハッ、ハッ、ハッ、とカーニャの息が浅く、顔が青白くなっていく。

　足元から覆い始めた水晶が大きく育つたび、その分だけカーニャの体が水晶となって削れていく。

「ノノ様、私がいなくなっても、好き嫌いしちゃだめですよ。お勉強は、もう十分ですかねぇー。代わりに、いろんなものを見て、いろんなことをして、いろんな経験をしてください」

「なんでそんなこと言うのっ!?」

　温かい、温かい、まるでカーニャの命そのもののような温かさ。

　いつも感じていた、大好きな温かさが消えていく。

「……最後に、ちゃんと話す時間があってよかったですぅ」

　もう、カーニャの体のほとんどは水晶に変わってしまっていた。

　それでもカーニャは小さく微笑ほほえんでいた。

「カーニャぁ……」

「そんな顔しないでくださいよぉ……、私はずっと、ずっとノノ様のそばにいますから……」

　そこにあるのは何の憂いもないような、本当に綺麗な笑顔で。

「あぁ、でも本当……、大好きですよー……、ノ……ノ…………」

　その言葉を最後に、カーニャの全てが水晶に変わってしまった。

　僕の全身が水晶に包まれ、それと同時に、自分がどこか別の空間に切り離されたのを感じる。水晶の檻おりのような空間の中は、カーニャの意思が宿っているのか、とても温かく、守られている感覚がした。

　そんな場所で意識はしっかりと保ったままだったけれど、必死に外に出ようとあがいても何もすることができなかった。水晶の中からは外の様子を窺うかがうことができたが、いくら声をあげても、水晶の囲いを叩いても、どうにもならなかった。

　外の世界では戦いが続き、最後はツカサさんの能力か何かで、ガド兄と融合したツカサさんが『エルフェンテリウス』と相打ちになり、周囲一帯を吹き飛ばした。

　残っていたのは、石となったエルフェンテリウス、ツカサさん、ガド兄の姿だけ。

　その光景にぽっかりと空いた心の穴は、けれどすぐに別の感情で埋まることになった。

　数日としないうちに、禁術で『エルフェンテリウス』を呼び出したという黒幕がその場に現れたからだった。

　『勇者を亡き者にする』ために動いていたらしいそいつらは、この場の光景を見て高笑いをし、石となったツカサさんとガド兄の遺い骸がいを蹴り倒して砕いた。
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　これで自分は世界の王になれると叫んだその男への憎しみだけが心に募った。

　そして、憎しみを糧に、水晶の檻の中で鍛錬を積み続け、外の世界へと出るために水晶の壁へ剣を振り続けた。

　一心不乱に続けた日々が実ったのか、あるいは、カーニャの言っていた時が満ちたのかは分からなかったが、途方もない時間の果てに、僕は水晶の檻から解き放たれた。

　サラサラと僕の纏まとった水晶が砂のように細かな粒子になって地面に積もった。

　ずっと憎み続けていた男を殺すため、剣を手にして人里へと向かった。

　けれど、自分の感覚以上に世界の時は流れていた。

　復ふく讐しゅうを誓った相手は二百年以上も前に殺されてしまっていた。

「……」

　それから、ただ一人、水晶に封印された故郷の荒れ地を彷徨さまよい歩いた。

　けれど、本当に、そこには何も残っていなかった。

　戦いの跡さえ残っていなかった。

　『エルフェンテリウス』も、里のみんなも、ツカサさんも、ガド兄も、カーニャも、誰も。

　誰一人、何一つ、そこには見つからなかった。

「……っ、あっ」

　そうして、死んだようにただただその場を彷徨い歩いて、気が付けば僕が水晶に閉じ込められていた場所に戻ってきた。

　そこには細かな粒子となった水晶の粉の山はなく、一着の見慣れた衣服が落ちていた。

「これ、カーニャの……？」

　地面に座り込み、服を拾い上げる。

「うぁあぁあああぁあぁぁあぁぁあぁぁああぁぁあぁあああああぁぁぁぁぁぁっ!!」

　その瞬間、まるで水晶と一緒に凍りついていた感情が涙へと変わる。

「なんでっ！　なんでなんでなんでなんでなんだよぉっ!!」




『大丈夫、ですよぉー。心配しなくても、ノノ様は絶対、守りますから……』

『ノノリック、お前のことはちゃんと守ってやる』




「僕一人で生き残ってどうしろっていうのさっ!!　何のために生きればいいのさっ!!　何もないんじゃっ、生き残ったって何もできないじゃないかっ!!」




　大切な人が誰もいない。

　大好きだった人たちの痕跡すら残っていない。

　復讐を決めた相手すら、時の流れの中で消え去ってしまった。

　力を手に入れ、自由を手に入れて、それでも、僕の手には何もなかった。




『私たちは最初から、神祖の血を守るために存在していました』

『『神祖の血』を守ってほしいっていうのが、先代の……、母さんの最後の望みだ』




「いらないっ！　いらないっ!!　いらないよっ、『神祖の血』なんてッ!!　僕にはそんなのいらないっ!!　僕は『神祖の血』の入れ物じゃないっ!!　こんなものっ、僕にはいらないっ!!」




　手首を切り裂き、全身を巡る『神祖の血』を体の外へと絞り出す。

　自分の体内にある『神祖の血』を弾き出していく。

「はぁ、はぁ、僕は『神祖の血』じゃない、神祖様じゃない、ノノリック様じゃない」

　オレンジに輝く神の血の球体を、最後に握り潰すようにして破棄する。

「僕は、ノノ。ただの吸血鬼のノノだ」

　そして、僕は、自分をノノと呼ぶようになった。

　他の誰でもない、神祖の血なんて持たない、吸血鬼のノノになった。

　カーニャの残した『軍服』を纏って、ガド兄に鍛えられた剣を振るって。

　ただ、彼らがいたという証拠を残すために、ノノは彷徨ってきた。

　それだけが、ノノが生き続ける理由だった。





　　　　☆






「ん、んぅ……」

「お、目を覚ましたみたいだな」

「キャーッ、やっぱり尊いぃぃ、何年たっても色褪あせぬこの尊さっ、ずっと今代の勇者の中から見てたけど、何度見ても軍服コスの破壊力ヤベェエエエッ!!　あぁ、萌もえ死じぬ……」

　ボンヤリとした意識をくすぐるような声が聞こえる。

「ふぁぁ、あれ、ノノ……、は…」

　だから、ゆっくりと目を開いた先に見える、その姿が理解できなかった。

　まだきっと、昔の夢を見てるんだと、そう思った。

「久しぶりだな、ノノリック」「ハロハロー♪　ノノちゃん、おひさー」

「ツカサ、さん……？　ガド、にぃ……？」

　そこにいたのが、ずっとずっと昔に亡くした、大事な人の姿だったから。

「さてノノリック、若干寝ぼけてるっぽいところ悪いが……、あんまり時間もないもんでな。分離してるのもそろそろ限界だし、何より言葉じゃ安っぽい」

「おうともさ、戻っておいでー、ガドリック」

「……お前は、いや、まぁ今更だが」

　軽くため息をついて、ガド兄はツカサさんへと手を伸ばす。

　そして二人はそのまま重なるように混じり合った。

　そこにあったのは、あの日、ただ見つめることしかできなかった姿。

　光の加減で黒と赤が入れ替わる髪の色。

　中性的な容姿に、黒と紅のオッドアイ。

　それらの色に映えるような、病的に見えるほどの肌の白さ。

　体から湯気が立つように溢れる魔力と、それを受け止めきれずにバチバチと弾ける空気。

「『さぁ、ここが【大罪の剣つるぎ・過か食しょく砦さいの魔ま吸きゅう姫き】の試練だ。ここより先には戻る道はない』」

「ッ!?」

　次の瞬間、彼らは強烈な殺意と剣閃を携えてノノの前に踏み込んできた。

　寝ぼけた思考が一気に吹っ飛び、戦いに浸し続けた体がとっさに反応して後ろに跳ぶ。

「『ほらほらどうしたっ!!　手を出してこないと戦いになんねぇぞ!!』」

「っ、なっ、このっ!?」

　続けざまに振るわれる乱雑さと緻密さの同居した剣。

「『ボーッとしてると目を瞑つむる間もなく終わっちまうぞッ!!　昔、稽古をつけてやった時より弱くなってるんじゃねぇのか!?』」

「くぅっ!!　うるっ、さいっ、上から語るなっ!!」

　混乱した思考を収めるより早く、手が動く。

　呼び出した白剣を両手に握った途端、数えるのも馬鹿らしいほど振るってきた剣筋を放つ。

　その瞬間、まるで脳が入れ替わるようにクリアになる。

　周りが見える。情報量が増える。思考速度が上がる。状況の理解が加速する。

　鋭さを増した五感が、これが夢じゃないと、目の前の相手が偽物じゃないと否いや応おうなく突きつける。

「なんでこんなところにいるのさガド兄ッ!!　いや、ツカサさん!?　あぁっ、ややこしいことしないでよっ!!」

「『今の俺はただの暴食のグラトニィーだ。でもまぁ、お前の相手としてはガドリックでいいよ』」

　走る、奔はしる、迸はしる。

　剣戟が重なるほどに否応なく心がざわめく。

「『ここにいる理由は、まぁいろいろあるが極論、私たちが勇者だからだなぁ。死んで輪りん廻ねの輪に戻る前に存在ごと勇者の力に取り込まれたんだよ』」

「そこから既に意味分かんないけどっ、それでなんで襲ってくるのさぁっ!!」

「『さっきも言っただろ？　ここは暴食の試練。最後の選択を突きつける場所だ。弱い奴は受け付けない、混じらせない、立ち入らせない。そのための選別が俺の役割だ』」

「っ!!　がはっ!!」

　一手一手、詰め将棋のように有利な形成を作り上げられ、渾こん身しんの力を込めた一撃を振るう余裕を相手に与えてしまう。

　滑り込ませた刀身がビリビリと軋きしみ、握り手が皮膚ごと引き剥はがされそうになる。

　それを耐えきっても吸収しきれない衝撃に吹っ飛ばされて、ドゴォッ、という音と共に一直線に岩壁にめり込む羽目になった。

「『おいおい、相変わらず軽いままだなぁ。カーニャの服なんか着て男の娘こ度上げちゃったせいで、筋肉が成長しなかったんじゃないの？』」

「けほけほっ。うるさい、馬鹿力」

　距離が開いたことで改めて周囲を見回す。

　半径五十メートルぐらいの円形の広場は、枯れた土、枯れた木、ひび割れた岩があるだけの殺風景な場所だった。

　周囲を囲う岩壁は、見上げても最上部が見えないほど高くそびえ立っていた。

　そして再び、目の前の相手に全神経を集中する。

「……幻覚とか、僕の記憶をトレースした複製とか、やっぱりそういうのじゃないんだね」

「『あぁ、正真正銘、俺はガドリック本人でツカサ本人だ。まぁ、死んじまってるから幽霊みたいなもんだけどな』」

「だったら、うん、もうそれでいい。ガド兄には言いたいことがいっぱいあるんだ。僕が水晶に閉じ込められた時から何度も何度も、強さがあればって力を磨いてきた。置いてけぼりにされるのは、もういやだからねぇー」

「『……』」

「さっき、弱い奴を選別するって言ってたよねぇ？　だったら、今度こそ選別してみてよ。また一人置いていかれるなんて冗談じゃないからねー♪　あれからどれだけノノが強くなったか見せてあ・げ・る♪」

　そう、とっととカイちゃんを叩き起こして、ノノは今度こそみんなと一緒に戦う。

　死力を尽くし、決死の想いと共に刹せつ那なの戦いの場に在るために。

「さぁ、遊ぼうか？」

　周囲に十二本の白剣を『飛翔白舞ランプルホワイト』で展開する。

「『ハハハッ、いいぜ。胸を貸してやるからかかってくるといい。思った以上に分厚そうなその仮面の下、もうちょい見極めさせてもらおうか』」

　ニヤッと笑ったその顔に、ツカサさんとガド兄の顔がダブる。

　どこかから湧き上がる、敏感な部分をザワリとヤスリでなぞられるような不快感を胸に、ノノは目の前の相手に斬りかかった。







　どれほどの間、斬り結んだのか。

　変化のない空間のせいか、それとも振るう剣に集中しすぎたせいか、ノノの中で時間の感覚が曖昧になってきちゃった。

「はぁ、はぁ、はぁ」

「『戦闘経験の積み上げの塊だな。確かに、鍛錬を怠っていたわけじゃないようだ』」

「まだ、こんなに遠いなんて困っちゃうなぁ……っ!!」

　戦闘は、圧倒的にノノが劣勢に立たされていた。

　手数では圧倒しているはずなのに、純粋な力で圧倒される。

　全力で振るう三本の剣を、たった一閃でまとめて吹き飛ばされる。その後の隙を狙って剣を振るおうにも、単純な超速度の引き戻しでこちらの剣は防がれてしまう。

　搦からめ手てを織り交ぜ、フェイントで虚を衝ついて、死角からの一撃を放っても、単純なスペック差で敵の剣が間に合って止められてしまう。

「『ふんっ!!』」

「かはっ!?」

　ドガンッと鉄を殴るような音と共に、岩壁へと叩きつけられる。

「『さて、まだやるか？』」

「……やるに、決まってるじゃん♪」

　ボロボロになった体に鞭むちを打って剣を握りなおす。

「『このままいくら続けてもお前じゃ俺には届かない。自分でも分かってるだろ、このままじゃ、……死ぬぞ？』」

「それでもね、諦めるわけにはいかないんだよ……」

　ゆらり、と幽鬼のような足取りで再び敵の前へと歩き出す。

「『諦める？』」

「あの時と違って、今はノノに選択肢があるんだから、ここで退ひいたら全部嘘うそになっちゃうからね」

　そう、ただカーニャに守られただけのあの時とは違う。

　どう行動するのか、選ぶ権利は今、ノノにある。

　体がボロボロで、苦しくて、なんでこんなことをしてるのか分かんなくても、それでもノノは充実してる。

「『……やっぱり、お前は弱いな』」

「言ってくれるなぁ、でも、戦いはまだこれから……」

「『あぁ、違う違う、戦う力の話じゃないよ？』」

　ゾッ、と背筋を氷が這はい上がる。




「『淡いんだよ、憎しみが』」




「ッ!?」

　暗く、暗く、闇を混ぜ込んだような歪ゆがんだ笑顔。

「『お前はなぁ、復讐したいんじゃない。ただ死にたいだけだ。気持ちの一番前に憎悪がない。寂しくて寂しくて、ただ一人残るのが怖いだけだ』」

「っ、分かったようなこと言わないでよっ！」

　それまで基本的に受け身を貫いていた相手から、踏み込んだ一撃が振るわれる。

　なんとか反応して剣を防ぐが、足の踏ん張りが効ききらず、ズザザッと後ろに押し出される。

「『海人とレティシアの復讐を手伝って、もう復讐ごっこは楽しんだだろう？　どうしようもなく復讐を選んだ他の奴らとお前は違う。お前の本質はただの迷子だ』」

「そんなことないっ!!　ノノは……、っ!!」

　動揺した隙をつくように、今度は一瞬のうちに背後に回り込んでくる。

　辛うじてその剣を受け止めたけれど、勢いのまま中央付近へと吹き飛ばされる。

「『カーニャの服を着て、俺と鍛えた剣を振るって、『神祖の血』すら捨て去って。ずっとずっと、死に場所を探してきただけの迷子だ』」

「違う違う違うっ!!」

　宙で身を捻ひねって体勢を立て直し、今度はノノの方から相手に向かって駆け出す。

「『いや、違わない。その死にたがりも、どこに行けばいいか分からないから、分かりやすく目指しやすい場所を選んだだけだ』」

「だとしても何が悪いのさっ!?　もう誰もいないんだっ!!　里のみんなもっ、こうしてるガド兄やツカサさんもっ、カーニャもっ!!　『エルフェンテリウス』もいなければ、それを呼び出した復讐相手も勝手に死んでて!!　何も残ってないっ!!」

「『おおっと』」

「それでもずっと生きてきたッ!!　ようやくっ、ようやく満足して戦って死ねそうな戦場なんだからっ!!　世界を救う戦いで死ねるなら上等じゃない!!」

　鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだまま、わめくように言葉を吐き出す。

　突かれた図星が痛すぎて、開き直るように本心をわめくことしかできなかった。

「もういいじゃないかぁっ!!　何が不満なのさッ!!」

「『……笑わせんな。自や棄けで混ざられちゃ、こっちもたまったもんじゃないんだよ』」

　瞬間、今までで一番強く剣を振り払われた。

「『俺たちがやるのは自殺じゃない、復讐だ』」

「あぐぁあぅうっ!!」

　崩れた体勢にとどめを刺されるように、両手両足に焼けるような痛みが走る。

　今までは手加減をしていたとばかりに、四肢の腱けんを断ち切られた。

「『だから、……お前は生きろ』」

　そんな風に言った顔は、とても悲しげに見えて。

「なんで……、なんでなのさぁ……っ、また、一人ぼっちになれっていうの？　なんでそんな顔で生きろなんて言うの？　ノノはもう、『神祖の血』だって捨てたのに」

「『……今更だが、下手な嘘はつくもんじゃないな』」

　膝から崩れ落ちたノノを見下ろして、ガド兄はため息をつく。

「『『神祖の血』は全ての吸血鬼の祖だ。吸血鬼は他の生物と同様、生殖行為で増えていくが、『神祖の血』を持つ神祖の吸血鬼はその血の力を与えることで、吸血鬼を生み出すことができる。種の存続のために『神祖の血』を守る必要があった。でもな、少なくとも俺にとってはそんなことはどうでもよかった。ただ、お前に生きていてほしかっただけだ』」

「そんなの……」

「『少なくとも、ツカサも、俺も、カーニャも、残せる命は残ってほしかった。里の連中だって、先代の神祖の吸血鬼への恩だけじゃない。お前に生き残ってほしいからこそ、必死に戦ったんだ』」

「………分かってる、そんなの、分かってるよぉ」

　恥もへったくれもなく、ボロボロ零こぼれる涙で視界が揺れる。

　分かっていた。『神祖の血』を捨てても意味がないことも、皆がどれだけノノのことを大切に思ってくれていたのかも。

　だからこそ、余計に生きる日々が苦しかった。

「『まったく、お前は昔から寂しがり屋だからなぁ。……だから、あの時にもらった神祖の血、お前に返すよ』」

　ガド兄は自分の手首を浅く斬って、流れ出る血をノノの唇に落とした。

「……」

　最初の数滴が唇を濡らした瞬間、種が芽吹くように自分の力が解放される感覚があった。

　普段の吸血行為ではずっと満たされなかった感覚。

　体中の傷が一気に癒えていくのを感じる。

「『あの時、俺たちはお前を一人にすることでしか守れなかった。その結果、お前を随分と苦しめてしまった。でも、お前はもう一人じゃない』」

「……何言ってるの？　せっかく対等に付き合えそうな相手を見つけられたのに。そこから弾き出そうとしてるのはガド兄じゃん」

「『馬鹿言え、俺たちは仲良しこよしの集団じゃねぇんだよ。復讐を手段にしてるだけのお前じゃ、どこまでいっても仮かり初そめの関係にしかならねぇ。たとえ、心剣の力で復讐心を共有してても、根っこの部分が背中合わせじゃ意味がない』」

　傷口が閉じきる前に、ガド兄はノノの体の血の流れに触れる。

「『あの日、カーニャがノノリックを助けた術は初代勇者が使った結晶術の劣化版だ。もともとは術者の意思で結晶化は解けるし、本来は命を代償にといっても多少の寿命を削る程度の力だ。だから、【始まりの】の奴に力を借りてきた。これで、お前の中にあるカーニャの残ざん滓しを呼び起こす』」

「っ？　どういうこと？」

「『簡単に言えば、カーニャを復活させるってことだ』」

「カーニャを!?」

「『あぁ。とはいっても、結晶化する直前のカーニャに戻せるわけじゃない。どちらかと言えば転生に近い』」

　ガド兄が触れた傷口から、僕の中にあった何かが抽出されていくのを感じる。

「これ……、この感じって……」

「まったく、お前が『神祖の血』を捨てたりしてなければ、もっと早く自分で気が付けただろうに」

　ガド兄によって抽出された何かは、その手の中でぼやけた光のモヤのようなものへと変わる。

　それはひどく温かくて、優しげで、間違いようもないほど求めてきたもので。

「かー、にゃ……？」

　理由もなにもなく、それは、確かにカーニャだった。

「『……っ、ふぅ、これだけ集められればひとまずなんとかなる。後は、【始まりの】の奴の力で増幅してやれば……』」

　ガド兄の手の内にあった光のモヤが、ゆっくりと明滅を繰り返す。

　やがてその光は明確な輪郭を描き始め、一人の赤ん坊に変わった。

「っ、あ……」

　とっさに受け止めた腕に、柔らかな重さがかかる。

　ガド兄から返された神祖の血の影響で回復を始めていた腕にズキリと痛みが走った。

「あったかい……」

「すぅ、すぅ……」

　生きている。かすかに伝わる吐息の振動。

「『ノノリック、死に急ぐな。カーニャを頼んだぞ』」

「っ、なにそれ、そんな、勝手に、ずるいよ……っ」

　ガド兄が握っている剣を高々と振り上げると、剣の周囲に渦巻くように黒い魔力の渦が出来る。

「『……【大罪の剣つるぎ・過か食しょく砦さいの魔ま吸きゅう姫き】として、試しの結果を告げる。お前は、この先に進むに値しない。よって、結ばれた契約は破棄する』」

「っ、うっ、あ……」

　ヒュンッ、と軽く振られた剣で、繋がっていた何かが断ち切られるのを感じた。

　全身から何かが剥がれ落ちるように消えていき、スッ、と意識が暗闇に落ちていく。

　そうして最後にノノが見たのは、優しく微笑む、大好きなガド兄の姿だった。





　　　　☆






「『さて、これでよかったのか、兄貴』」

　その問いかけに応えるように海人の精神世界に姿を現したのはゴドリックだった。

「ふんっ、愚弟にしては上出来だ。だが、その姿はどうにかならんのか」

「『簡単に言うねぇ。別れるのはなかなか大変なんだが……、よっ、っと』」

　ニュッ、と株分けでもするようにガドリックとツカサは分離した。

　とたん、ガドリックが辛つらそうに肩を落とす。

「ああー、こりゃやばい。ノノリックに神祖の血を返しちまったから消耗がひどい」

「ふ、ふふんっ、だらしないぞぉ、ガドリック」

「お前だって膝がガクガクだろうが」

　虚勢を張るツカサにガドリックはダルそうに突っ込むが、ツカサは反応せず表情も崩さなかった。

「まったく、別世界の力なんぞに取り込まれおって。まるで聖者に寄生するレイスではないか」

「相変わらず兄貴は口が悪い。いや、確かに似たようなもんだけど」

　はぁ、とガドリックはため息をつく。

「ひとまず、これで兄貴の望んだ通りだろ？　ノノリックは復讐の意義を失ったし、あいつ自身の神祖の血も取り戻した。これで俺のように取り込まれることもない」

「……そうだな、助かった」

「おお、素直に礼を言うとは珍しい」

「俺には、あいつの空虚さを埋めることができなかったからな。自らの失態を拭ぬぐわせて礼を言わぬ者に、王たる資格はない」

「はは、それを言ったら、突然兄貴にあいつを押しつけた俺が言えることじゃないさ」

　謝るゴドリックに、ガドリックは苦笑を返す。

「それじゃあ、ノノリックのこと、今度こそ頼むな」

「安心しろ、俺は王だからな。同じ過ちは二度は犯さん。愚弟を守るのは、兄の務めだからな」

　そう言ってゴドリックは、スヤスヤと眠る赤ん坊を抱えたまま気を失っているノノリックを抱え上げた。

「っと、もうあんまり時間もないな。早くこの精神世界から出ないと危ないぞ」

「誰に向かってモノを言っている」

「ははは、最後まで変わらないな。……じゃあな、兄貴。達者でな」

「ふんっ、……お前たちの決着がどのようなものになるか、見届けてやろう」

　ゴドリックはそれ以上はなにも言わず、普段通りの不遜な表情を崩さないまま、スッ、と闇に溶けるようにしてその場から消えるのだった。







　────暴食の試練・失敗。






第四章　共犯者たちの選ぶ道






「あぁ、妬ねたましい。妬ましい。妬ましい」

　私の目の前には、見覚えのある一人の女の姿がありました。

　毒々しい黒こく死し色の髪と、どす黒い血の色の目隠し。

　灰の肌をして、錆さびが浮くような汚らしい鎖を全身に巻きつけた女の姿。

「あなたは確か、エンビィーといいましたね」

（ここは……）

　ご主人様の精神世界の中、魔法陣の光に包まれて気を失ってから目を覚ますと、周囲の光景がガラリと変わっていました。

　そこは、城のような高い建物の一室。

　建物自体の豪華な造りとは裏腹に、部屋の中はまるで廃はい墟きょのようなありさまでした。

　ひび割れた壁や窓ガラス、埃ほこりの積もる床、部屋の隅に張っている蜘く蛛もの巣、焼け跡から見つかったような虫食いの絵画。

　そして、いたるところに置かれた騎士や魔術師、王様といった様々な人物の精巧な石像は、あちこちが欠けたり、ひび割れたり、まるで故意に傷つけたように見えました。

　窓の外にはおそらく古くは栄えていたと思える城下町が見えましたが、建物が劣化しているのは遠くからでも分かります。

　そんな場所でただひとり、エンビィーはボロボロのテーブルとイスに腰掛けて、ティーカップを持ってこちらに顔を向けていました。

　そして、そのエンビィーから感じる、肌を刺すような敵意。

「……なるほど、次の私の相手はあなたということなのですね？」

　────強い。

　ジワリと冷や汗が滲にじみます。最初から全開でいかなければ、何もできずに倒されかねません。

「…………『始原回帰』っ!!」

　まるで全身の細胞が脈打つかのような軽い陶酔感と共に、全身から力が溢あふれ出していきます。

　ご主人様と離れて過ごした短くない修行期間の中で会得した奥の手。

　以前、クーちゃんが孵ふ化かした日に事故で同化した時のことをトワコさんに話して、クーちゃんなしで発動・制御できるようにしたスキル。

　クーちゃんと同化した時にはあった【創そう呼こ躁そう蟲ちゅう】などのスキルは使えませんし、スキル欄を見ても加護や能力覚醒といった表示もありませんが、全てのステータスに大きな補正が付きます。

　トワコさんが言うには遺伝子に眠る可能性を魔力で無理やり発現させているらしいですが、詳しい原理は『いでんし』やら『げのむ』やら『せんしょくたい』やらと専門的な用語の知識が必要なようで完全には理解できませんでした。

　この状態になると、自分では確認できないですが、亜麻色をしていた瞳も深い青色に変わり、龍の目のようにその瞳孔が縦に割れているそうです。

　視界の端には半分ほど青白く染まった自分の髪が、柔らかな燐りん光こうを放つのが見えました。

「私はあなたが妬ましい。生きていて、主あるじ様さまと触れ合えて、一人じゃなくて、救われたあなたが妬ましい」

「……そうですか」

　エンビィーは中身が空のティーカップを置き、ユラリと立ち上がる。

「さぁ、ここが【大罪の剣つるぎ・羨せん慕ぼ城じょうのキョウ女じょ】の試練。ここより先には戻る道はないわ」

「戻る道なんて、とっくの昔に消えて無くなっていますよ」

　始まりは静かに、戦いはその火ひ蓋ぶたを切りました。







「……錆しょう鎖さよ縛って。『灰かぶりの蛇へび鎖くさり』」

「纏まとい、払えっ!!　『幻げん炎えん毒どく鬼き・毒どく霧ぎりの鎧よろい』ッ!!」

　ジャラララララッと迫りくる極太の灰色の鎖を、周囲に纏う毒どく霧ぎりの鎧よろいがグズグズに腐らせる。

「噛かみ忍べ、『幻げん炎えん毒どく鬼き・八や俣またの毒どく蛇じゃ』ッ!!」

「吹き消えて。『砂さ塵じんの吐と息いき』」

　逆に私が放った蛇をかたどった毒液は、エンビィーを取り巻く瘴しょう気きのような何かに触れて、砂になって消えていく。

「あぁ、妬ましい妬ましい妬ましい妬ましい妬ましい……」

「っ、鬱うっ陶とうしいですね」

　戦い始めてからずっと、似たようなことを繰り返す千日手状態でした。

　得意の氷の魔法は通用せず、幻げん炎えん毒どく鬼きでの攻撃が唯一エンビィーの瘴気を揺らがせることができましたが、エンビィーには届かず。

　エンビィーが仕掛けてくる攻撃も、ここ数ヶ月トワコさんから受けた特訓がなかったら防ぎきれなかったことでしょう。

　互いに互いの攻撃を無効化してやり過ごし、どちらも決定打に欠けたまま時間だけが過ぎていきます。

（私の毒と、エンビィーの物質支配の力はほとんど互角ですね……、なら……）

　こちらには、ご主人様を助けるために早くこの場を切り抜ける必要がありました。

　遠距離での戦いで決着がつかないというのならば、近接戦闘に持ち込むしかありません。

「『幻げん炎えん毒どく鬼き・怪しの毒雨』」

　一瞬の目くらましに、薄く広く毒の霧を周囲に広げる。

　その後、周囲に纏う毒の霧へより一層の魔力を込める。

　エンビィーは純粋な後衛職のようで、その身のこなしはあまり速くない。

「……しっ！」

　身体強化を併用して飛び込めば、いともたやすくその懐に入り込むことができました。私の毒の霧とエンビィーの瘴気とがぶつかり合って、その境目で拮きっ抗こうしながら砂になって落ちる。

　どうやら、わずかながらもエンビィーの瘴気の方が力が強かったようですが、剣を振るうための数瞬の間があれば十分です。

「はぁっ!!」

　剣の周囲を体のように毒霧で覆い、振り上げました。しかし……。

「妬ましい妬ましい、私の持ってない剣の腕も、毒の術も。私の持ってないものなんて、全部消えてしまえばいい」

　その刃やいばはエンビィーの首を刈り取る直前で、毒の霧を纏う剣を更に包み込むようにした瘴気に抑え込まれてしまいました。

　エンビィーの全身を覆っていた瘴気がそこに集中しているようで、剣を守る毒の霧はどんどん砂に代わっていきます。

「毒の霧も、剣も、剣を握る手も全て消えてしまえばいい……」

「それは、遠慮させていただきますね」

「逃がしは……、っ!?」

「どうやら、効いてきたようですね。あなたが砂に変えてきた毒が」

　何度も何度も砂に変えられてきた幻げん炎えん毒どく鬼きの毒。

　その毒はたとえ砂に変えられたとしても、減衰することはありません。砂へと変えられてなお、私の制御下にできる毒のままでした。

　だからこそ、決定打に欠けると知りつつ、『幻げん炎えん毒どく鬼き』を使って舞台を整いあげたのですから。

「その厄介な瘴気さえなければ、私の毒は力を発揮します。さぁ、幻の中で揺蕩たゆたいなさい」

　エンビィーの纏う瘴気が薄くなったおかげで、足元に散らばる毒砂を操ることができました。ほんの数粒、飲ませる必要もなく、その肌に直じかに触れさせることさえできれば毒はすぐに牙を現します。

　エンビィーは少し身じろぎをした後、だらりと腕を落としました。

　使用したのは相手を望み通りの幻影に嵌はめる毒。

　エンビィーにはご主人様の元へ向かう道先案内人になってもらいましょう。

「さて、それでは……」

「そこにいるのは、ミナリス、か？」

　瞬間、私の耳に甘美な声が届きました。

「ご主人様!?」

　声のした先を見れば、そこには鎖で雁がん字じ搦がらめに縛られて、十字架に磔はりつけにされたご主人様の姿がありました。

「うっ……」

「大丈夫ですかっ、ご主人様」

　慌てて鎖を断ち切り、倒れ込むご主人様を受け止める。

「いったいどうしてこんなことに……」

「俺にも、分からない。気が付いたらここで縛られていて……」

「……」

「ミナリスは、俺を助けに来てくれたのか？」

「えぇ、そうです、ご主人様に会いに来ました」

「ありがとう、さすがは俺の最高の仲間だ」

　優しく微笑ほほえむご主人様。

　その姿に私の心の内は、たった一つの感情で埋め尽くされていく。

「……あぁ」

「っ、すまない、まだ消耗が激しいみたいだ。しばらく休ませてくれないか？」

「えぇ、そうですね」

　私はその言葉に従って、ニコリと微笑む。

　そして、




「あなたのお望み通り、……そのまま死んでください」




　手にした剣を、怒りのままにその心臓へと突き立てました。

「なん、で……」

「なぜ？　くふふっ、おかしなことを言いますねぇ。怒っているからに決まっているでしょう？」

　いつまでも強こわ張ばった表情をし続けるその姿に、なお怒りが増す。

「それともあなたがご主人様でないと気が付いた理由ですか？」

「……」

　私の言葉に、それまで驚きと苦く悶もんが混じる表情を演技していたご主人様の顔が無表情に変わる。

　そして私はご主人様の体内から、エンビィーに使用したはずの幻げん炎えん毒どく鬼きの毒を抜き出した。

　そうすると、今までご主人様にしか見えなかった顔が、エンビィーのそれへと切り替わる。

「あなたが生み出した毒は、完全に再現した。私の力は『物質の絶対支配』。全てのモノを好きな物質に変換できる。自らで作り出した、効力の減衰しない幻影毒。どうして気が付いた？」

「この毒は、術者の魔力と呼応して、術者のイメージに完璧に沿った幻影を構築します。つまり、あなたの知るご主人様しか、この毒で再現することはできません。この毒を活かすには、毒を与えた本人自身の認識を弄いじる幻影をイメージする必要があるんですよ。そうでなければ、誰もが持つ主観と術者の主観の差から違和感が出来てしまいます」

「……」

「ご主人様は、私を絶対に仲間とは呼びません。私はご主人様の仲間じゃない。共犯者です。なにより、本物のご主人様はもっとカッコいいですよ」

「……そう、あぁ、妬ましい、本当に妬ましい。その繋つながりが、とても妬ましい」

　エンビィーがそう、無表情に告げてきます。

　ですが、何度も告げられるその言葉は、私こそが言いたい言葉でした。

「あなたは先程から何度も妬ましいと言っていますが、私こそあなたがとても、とても妬ましいんですよ？　ねぇ？」

　私は我慢ならずに、心の内を吐き出す。

「あなたはご主人様と一体化しているではないですか、何があってもどんな時でも絶対に離れることはない。本当の意味でご主人様の一部。あぁ、妬ましい、私はあなたがとても妬ましい」

「……」

「ずるい、ズルい、ズルイッ!!　ご主人様に認められる何かを持っている全てが妬ましい。シュリアの純粋さが妬ましい、マイさんの兄妹きょうだいという関係が妬ましい、ノノリックさんの可か憐れんさが妬ましい、レティシアさんの深い信頼が妬ましい。でも一番妬ましいのはあなたたち、直接ご主人様の力になっている人格たちが一番妬ましい！」

　心臓をヤスリで削られているようで、喉をゆっくりと締め上げられているようで、全身を火で炙あぶられているような焦燥感。

　ご主人様のそばにいられず、その力になれない時間を体験したからこそ、ご主人様の一部である目の前の力の塊が妬ましくて仕方がない。

　その力が、ご主人様を乗っ取ろうとしているかもしれないとなればもう、感情は暴れ馬のように走り回る。

「ご主人様は、誰にも奪わせません。私以上にご主人様にお仕えできる人間は誰もいません」

　そう、それが一番大切な私の本音。

　どうしても譲れない、私の本音。

「あぁ、もう、本当に妬ましい、妬ましいけれど……、あなたならいいわ」

「っ!!」

　エンビィーがそう言うと、その全身が砂へと変わる。

　そして別の場所でその砂が集まったかと思うと、その場所でエンビィーが復活しました。

「それだけ心に闇があれば、十分だと認めましょう。【大罪の剣つるぎ・羨せん慕ぼ城じょうのキョウ女じょ】の試練を、あなたは満たした」

　警戒を解かずに構えている私を放ったまま、エンビィーはそれまでの敵意を霧散させていました。

　そして、何もない場所にスッと手を伸ばすと、まるで空間が裂けるようにして光の扉が生み出されました。

「ここより先には戻る道はないわ。それでも進むなら……」

「愚問です。最初に言ったはずです、戻る道は存在しないと」

　私は立ち上がると、その扉へと足を進める。ご主人様の元へと向かう、そのために。





　　　　☆






「ふふっ、あぁ、なんて妬ましい」

　ミナリスが消えて元の静寂を取り戻したエンビィーの一室。

「けれど、私はあなたを歓迎するわ」

　エンビィーは一人そう呟つぶやいて、空のティーカップに再び口をつける。

　彼女の様子はどこか嬉うれしげだった。







　────嫉しっ妬との試練・達成。








　　　　☆






『……うっふふっ、さぁ、【大罪の剣つるぎ・彩さい色しょく匣ひつの童どう女じょ】の試練を始めるよっ、ここから先に戻る道はないからね』




　どこか、とても遠く、心の表面をヤスリで撫なでるような声が聞こえたのです。

「………ュリ……」

　心の端をササクレ立たせるような、そんな不快感。

「……い、………シュ……」

　けれど、そのちょっとした不快感は、まるで温かいミルクに浸かっているような柔らかさに包まれて消えていき……。

「おいっ！　シュリアっ！　しっかりしろッ!!」

「っ!!」

　ぴしゃりと冷水を浴びせかけるような声に、ハッとシュリアは目を見開いたのです。

「『グラァアァアアアアァウ!!』」

「クリスタル・ベア!?」

　目の前には太陽の光を反射して光る水晶の体を持った熊の魔物がいました。

「裂けろッ、『グラウンドアース』!!」

　カイト様が地面に剣を突き立てると、ゴガガガガッと音を立てて魔物とシュリアの間に深い裂け目が生まれます。

　そこから突き上がる石の槍やりを嫌って、クリスタルベアはそこを離れました。

「『グゥルルルルルゥッ！』」

　とても見覚えのある森の中。

　青々と茂る木々と、小さな赤い実をつける低木、下草の禿はげた赤茶けた土肌。

　魔法の練習の的にして傷だらけになった岩、妹のシェルミーと母はは様さまのお弁当を食べた木陰。

「シュリアッ、戦闘中ですよっ！　集中してくださいっ!!」

「え？　ぁッ、は、はいっ!!」

（そうだ、シュリアは、シュリアは故郷に帰ってきたのです……!!）

　復ふく讐しゅうを全てやり切って、カイト様とミナリスさんと故郷の森に帰ってきました。

　それから、最近山を越えて現れたという危険な魔物の討伐依頼を受けて、山のふもとにある故郷の村を守るために山狩りをしていたのです。

　村を、守るため？

（あ、あれ？　何かおかしいような……）

「『グラァアアアッォオオッ!!』」

「っ、戦えっ、『傀かい儡らい憑つく代よ・ラァストアーマー』ッ!!」

　魔物の咆ほう哮こうに、咄とっ嗟さにスキルを使って魔物を取り囲ませていた鎧たちを割り込ませます。

（戦いの最中に呆ほうけるなんてどうかしてたのですっ!!　とにかく、目の前のこいつをなんとかするのが先なのですっ!!）

　クリスタル・ベアは何頭かの群れを作っていました。

　ある程度フォローが効く距離でそれぞれ戦っています。

（カイト様もミナリスさんも戦っているのに、シュリアだけカッコ悪いところは見せられないのですっ!!）

「『ラァストアーマー・五連重断』ッ!!」

「『ガルォァアッ!?』」

　バキバキバキッ、とクリスタル・ベアの水晶の体がシュリアが操る五体の鎧が振り下ろした槌つちと大剣でカチ割られてバラバラになりました。

「シュリアッ、もう一匹そっち行ったぞっ!!」

「了解なのですっ!!」

　それから、しつこく現れる魔物としばらく戦い続けました。

「せいっ！　……ふぅ、シュリアっ、それが最後の一体ですよ！　ですよね、ご主人様」

「あぁ、正解だ。周囲で残ってる魔物の気配はそいつが最後だな」

「それじゃあ、これで、終わりなのですっ!!」

「『グルゥォワァアッォォッ!?』」

　ガガガガンッ、と最後の一匹を取り囲んで、鎧たちに袋ふくろ叩だたきにさせます。

　ほどなくして最後のクリスタル・ベアを倒し切って、戦闘は終わりましたのです。

「さてと、思ったよりも手こずったな」

　武器を収めたカイト様とミナリスさんが近くに来ました。

「日が暮れる前に山を下りましょう」

　気が付けば空は夕暮れに染まっていました。

　子供の頃ならとっくに家へと戻っている時間です。

「そうだな。ギルドへの報告は明日にして、シュリアの村へ戻ろう」

「シュリアの、村なのです？」

「あぁ、もともとその予定だったろ？　ギルドがある街は少し遠いからな」

「少し急ぎましょう、本当に日が暮れてしまいますよ」

　戦闘に集中して忘れていた違和感がふつりと湧き上がります。

（？　何か気にかかるのです……？）

　自分の感覚に戸惑いを覚えながらも、置いていかれないように二人と一緒に歩き出したのです。

　小さい頃に何度も通った道を歩いて着いた、山のふもとの村。

　シュリアの村が見えてきます。

「やれやれ、これでやっとゆっくりできるな」

「いろいろとバタバタしてゆっくりできていませんから、しばらくは羽を伸ばしましょうか」

「……う、そ」

　その言葉は小さく、無意識に零こぼれていました。

　夕暮れ間際、ガヤガヤと人が村の中を行きかっています。

　狩り帰りの猟師さんに、取り込んだ洗濯物のカゴを抱えたおばさん、日が暮れる前に急いで家へと帰ろうとする子供たち。

「？　なにボーっと突っ立ってるんだ？」

「どうかしましたか、シュリア。先程から様子が変ですよ？」

「ふぇ？　あ、いや、何でもないのですっ」

　零れた声は、二人には届かなかったみたいでした。

　慌てて何でもないと返事をしましたが、本当はそんなことはなかったのです。

　胸を締めつけるような懐かしさ、そして、比例するように強くなる、懐かしさに反発する名付けようのない感情。

　それがどっちも強い感情で、でも、どうしてそんな風になっているのか自分でも分かりませんでした。

　そんな自分自身に戸惑いながらも、シュリアたちはシュリアの家に向かって歩き始めました。

「おやまぁ、シュリアちゃん、元気かい？」

「ばあさん、それ朝にも聞いたじゃないか」

「それより、怪我はしてないかい？　山の森の魔物の討伐に行ってたんだろ？」

　村の中を歩いていると、住人のみんなが声を掛けてくれました。

　一つ一つに返事をして、そのたびにどうしようもなく懐かしくて、それに反発する感情も強く脈打って、脈絡もなく叫びだしてしまいそうになるのです。

　そして……、

「……シュリアの、家なのです」

　扉の取っ手が少し大きめで握りにくくて、こげ茶色の木の壁は表面が少し節ふしくれだっていて。

　ちょっと質の悪いガラスの窓から、部屋の中の柔らかな光が零れ落ちていて。

　いつも、帰ってきてこの光を見ては、ホッとして温かい気持ちになりました。

「っと、完全に日が落ちたな。冷える前に入ろう」

「ほら、シュリア、何を立ち止まってるんですか？　きっとお母様とシェルミーちゃんも中で待っていますよ？」

「え？」

　ミナリスさんの言葉に、思考が砂を噛んだように動きを止めました。

　言葉を理解できなくて、まるでシュリアの時間だけが止まってしまったようでした。

　けれど、そんなシュリアを置き去りにして、家の扉の方が先に開きました。




「お姉ちゃん……？」




　家の中で、小首をかしげている妹の姿がありました。

「シェル、ミー……？」

　記憶の中と何も変わらない、妹の、シェルミーの姿が、そこにはあったのです。

（なん、で……？　どうしてなのです……？）

　ギシリッ、と心の中で何かが軋きしむ音がしました。

　分からない、分からない、分からないけど、胸の奥が掻かきむしられるようにゴチャゴチャとした感情が暴れ回る。

「！　おかえりなさいっお姉ちゃんっ!!　無事だったッ!?　怪我とかしてないっ!?」

「え、あ、あぁ……、大丈夫なの、です、大丈夫なのです」

　慌てて駆け寄ってくる妹の姿。

　その姿が、懐かしくて、愛いとおしくて、たまらなくて。

「シュリア？　あぁ、帰ってきたのね！　大丈夫？　お母さんもう心配で心配で」

　晩ご飯を作っていたらしい母様の姿が見える。

　手にしていた鍋をテーブルに置いて、パタパタと駆け寄ってくる。

　わけも分からず泣きだしてしまいそうで、叫びだしたくて、わめき散らしたくなって。

　軋み続ける何かの声がどんどん大きくなって。

「シュリア？　どうかしたの？」

「…………」

　その声一つで罅ひびが入って。

「お姉ちゃん？　や、やっぱり怪我したの!?」

「…………」

　その表情一つで亀裂が生まれて。

「怪我!?　ど、どうしましょうっ!?　早く司祭様を呼んで……」

「…………」

　その仕草一つで割れ目が広がって。

「おい、シュリア？　本当に大丈夫か？」

「シュリア？　一体どうしたんですか？」

　そして。

「すぅ」

　背後から伸ばされた手が両の肩に無遠慮に触れて。




「うるせぇなのです♪　首落として死ねなのです♪」




「かひゅ？」「ひきっ？」

　シュリアの中で、真っ赤に爛ただれた怒りと共に、嵌められた枷かせがバラバラに砕け散ったのです。

「しゅ、シュリアッ!?　なんてことを……!!」

「お姉ちゃんっ!?　どうして……っ!?」

　ゴトゴトッと、呼び出した鎧に振らせた剣に地面を転がる二つの頭。

　カイト様とミナリスさんの横顔が上から見えましたのです。

「あぁ、うるさい、うるさいのですよっ、あぁ、あぁああっ、よくもやってくれたものなのです。こんな、こんな風に理想で本物を潰つぶそうとするなんて」

　あぁ、そう、久々。久々の感覚なのです。

　臓ぞう腑ふを捻ねじり切られるような、目の奥に焼けた火の杭くいを打たれるような、喉の奥を粗いヤスリで削られるような。

　受け取った火種でなく、自分の底から溢れ出る火種。

　どちらも等しい価値を持って、シュリアの身を焼いてしまう炎。

「────糸繰り踊れ、『傀かい儡らい憑つく代よ・オオネコ』」

　呼び出したのはあの日、あの時、シュリアの世界が変わった最後の瞬間に生まれた怪物。

「『ブニャァアォオオ？』」

　現れたのは、白い猫のぬいぐるみ。

　両手にフォークとナイフを持って、ケチャップか何かのシミがついたように見せている前掛けをつけている。

　ありったけの憎悪を注いで生み出した、シュリアにとって始まりの化け物。

「母様も、シェルミーも、もう殺されたのです」

　当時と違うのは、その大きさ。

　手に抱えられる程度だったのに、今はシュリアの倍近い大きさを持ち、前掛けにはグロテスクな大きい口が付いています。

　手にしたフォークとナイフはそれぞれどす黒い赤で染まり、ボタンを重ね付けした目は蟲むしの複眼のような不気味さがありました。

「な、なに言ってるのお姉ちゃんっ!!　生きてるっ、ちゃんと生きてるよ!?」

　耳障りな、とても耳障りな声。

「たとえどんな姿をしていても、シュリアの世界で母様とシェルミーは精一杯生ききったのです」

　母様とシェルミーは、ユーミスにアンデッドに変えられて、醜い肉塊のような姿で悪魔に喰くわれて死にました。

　徹底的に人間として貶おとしめられて、苦痛の中、何もかもを奪われて死んでしまいました。

「シュリア!?　落ち着いてっ！　私たちは死んでなんてないわ！」

　なのに……、これ以上、まだ母様とシェルミーから奪おうというのです？

「いいえ、二人とも死んだのです。この目ではっきりと見たのです」

　死んだ後まで、奪おうというのです？

「お姉ちゃんが助けてくれたんだよ？　ユーミスに殺されそうになったのを、間一髪、カイトさんとミナリスさんと一緒に助けてくれたっ!!」

「それは素敵な夢なのです。でも、夢は夢。母様とシェルミーは、ユーミスにアンデッドに変えられて、醜い肉塊のような姿で悪魔に食われて死んだのです」

　二人の最期の瞬間まで、奪おうというのです？

「あなたは悪い夢を見ていただけなのよ！　落ち着いて、よくお母さんを見て？　なにも怖がることなんてないの。お母さんも、シェルミーもちゃんとここ……」




「だからうるさいって言ってるのです!!　これ以上しゃべるなぁあああああああああぁあっ!!」




　取り上げないで、奪わないで、汚さないで。

「オオネコ！　そいつらを喰い殺すのです!!」

　たとえどんな姿でも、シュリアが見た母様とシェルミーの最期の姿。

「『グルァォオオオオオオオオオッ!!』」

「ひっ、いやっ、やめてよお姉ちゃん!!」

「そんなっ、どうして、どうしてなのシュリア!!」

　オオネコは禍まが々まがしい槍と化したフォークで二人の服を引っかけて宙づりにしました。

「どれだけ本物そっくりにしても、お前たちは母様でもシェルミーでもないのです!!」

「そんなことないっ！　信じてよお姉ちゃん！」

「お母さんは本物よっ！　信じて!!」

「……その言葉は、こんな地獄みたいな世界を生きてきたシュリアたちに対する侮辱なのです」

「『ブミャッミャッミャッ♪』」

「がっ!?」「ぎふっ」

　オオネコはシュリアの憎悪のまま、悍おぞましさを湛たたえた大おお鋸のこぎりのようなナイフで上半身と下半身を一瞬で切断してくれました。

　そして、グジュッ、バギッ、ギチュギチュと前掛けに増えた大きな口でその忌いま々いましい何かを磨すり潰つぶしてくれたのです。

　シュリアはその様子を、ジッと見ていました。

　一片たりとも逃さないように、ただジッと。

　腕が潰れ、足が潰れ、肩が潰れ、腹が潰れ、一つ一つ消えていくごとに空間に罅が入っていきました。

　夢が終わる。悪夢のような甘い夢が醒さめていく。

「……っ」
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　そして、二人の体の最後の一部がオオネコに取り込まれる瞬間、シュリアの口から何か言葉が溢れかけました。

　それが罵倒なのか、未練なのか、それとも違う何かなのか、シュリア自身にも分からなかったのです。

　そして、咀そ嚼しゃく音が消えた瞬間、夢の世界は完全に崩れ去って、シュリアの夢は完全に覚めました。

　周囲を見回せば、そこはたくさんの玩具おもちゃの転がる子供部屋のようでした。

　天井では光を放つ魔道具がカランカランと音を立てながら回り、壁や窓は白やピンクや黄色など、明るい色で飾られていました。

　ぬいぐるみや人形が所狭しと転がされ、振ると音が鳴る玩具や、触るとピカピカ光る玩具が散乱しています。テーブルや椅子や机、ベッドなどの部屋の家具類も、その大きさ以外は玩具のような装飾がされているのです。

　ただ一つ異様なのは、その部屋にある全ての物がどこかしら壊れていて、歪いびつな姿をしていたこと。

　部屋のメルヘンさとその壊れっぷりのギャップは、まるで現実を拒否しているような感じがしました。

「ここは……、カイト様の精神世界の中なのです？」

　シュリアは油断なく周囲を見回しました。いつまでも寝ぼけているわけにはいかないのです。

「『ミャウッ!?』」

「っ、オオネコ？」

　と、突然オオネコが前掛けに付いた口を押さえるようにして苦しみ始めました。

　その口からは黒い靄もやが漏れ出していました。




「あぁーあ、せっかく作った玩具箱だったのに壊しちゃった、壊しちゃった、ぶーぶーぶー♪」




　その黒い靄は寄り集まって人の形へと変わっていきました。

　気が付けばいつの間にか、あどけなく笑う少女がふわふわと浮かんでいたのです。

「あなたは……、カイト様の心剣の……」

　たしか、ラストとかいう名前で呼ばれていた心剣です。

　腰まで伸びた髪は虹のように七色にグラデーションがかかって、透き通るような白い肌を包む白のワンピースの裾がヒラヒラと揺れていました。

「その声……、そうです、あのバカな夢に入る直前に聞こえてきた声なのです」

　ケホケホッ、と噎むせた様子のオオネコをしまって、ラストと相対します。

「馬鹿な夢なんてひどーいっ！　ひどい？　ひどいかな？　ひどくない？　やっぱりひどーいっ!!　アハハハハハハッ♪」

　ラストはひどい、ひどいと言いながら楽しそうに笑っていました。

「このっ!!」

　その態度に、シュリアの中でまた憎悪の火が芽吹きました。

　けれど、ラストはその意気をくじくようにグググッ、と急に目の前まで近づいてきたのです。

「ねぇねぇ、なんで壊しちゃったの？」

　吐息がかかるほど近くで心の全部を見透かすような空っぽの瞳がシュリアを覗のぞき込んでいました。

「アレは君が望んだ最高の結末でしょう？　全部ぜーんぶ本物だったのに、壊さなければずーっと幸せでいられたのに。誰からも壊されない世界だったのに、どうして？　ねぇどうして？」

　先程まで機嫌よさそうにケラケラと笑っていたのが嘘うそだったかのような無表情。

「……どんな世界を信じても、起こったことは変わらないのです」

「後悔はないの？　信じていれば、あまぁいあまぁい、幸せな生活ができたのに。ねぇ、どうして復讐なんて選んじゃったの？　そしたら、こぉんな辛つらい思いしなくてもよかったのに」

「昔、この道を選んだ時、カイト様にも同じことを言われたのです。いつか、時間の波に押し流されて、復讐を忘れて幸せに暮らせる日が来るかもしれないって」

「うんうん、知ってるよ？　でも、復讐を選んだんだよね？　後悔してないの？　きっと君の妹も、君の母親も、みんなみぃんな、君が自分たちのことを忘れて幸せになることを願って……」

「もし、逆の立場だったらって考えてみたのです。自分が死んで、シェルミーが生き残っていたらって考えてみたのです。そしたらもう、答えなんて一つしかないのです」

「……つまり？」

「シェルミーや母様がシュリアのことを忘れて、たった一人で幸せになっていたら……、シュリアはきっと寂しく思うのです。幸せになってくれてよかったなぁって思いながら、悲しくて、苦しくて、忘れないで、忘れないで、シュリアのことを忘れないで、って思い続けるのです」

「……」

「たとえどんな記憶でも、たとえどんな姿でも、そこに本物のシュリアがいたことを消されてしまうなら……、シュリアはきっと相手がシェルミーや母様でも、呪ってしまうのですよ」

　そう、だからシュリアはここに来たのです。

　暗く、暗く、暗く。

　ドロリと体に纏わりつく血の海が、シュリアの世界。

「……あなた、キラァイ。キラァイだけど……、いいよ、友達になってアゲルぅー♪　キャハハハハハハッ!!」

「むむむっ、いくらカイト様の心剣でも、シュリアはあなたのこと嫌いなのですぅ!!」

「アハハハハハッ!!　遊び相手が増っえるー♪　わーいわいわい、わーいわいっ!!」

　ふわりと幽霊のように浮かんだ少女は、また楽しそうに笑っていたのです。

　かなりムカつくのですっ!!

「【大罪の剣つるぎ・彩さい色しょく匣ひつの童どう女じょ】の試練は合格にしてあげるぅ、アハハハッ!!」

　ラストは人差し指を突き出すと、浮いたままクルンと宙返りをして線を描きました。

　その指先の跡を引くようにして、空間に入った切れ目から光が漏れたのです。

「先に進めば主様のところに繋がってるよぉー♪　でもでもぉー、進んだ先に、戻る道はないからねー？」

「ぬぬぬぅ、上から目線でケラケラとぉー！」

　いつかぶっ殺してやるのですぅ！

「ふんっ、戻る道なんて、とっくの昔に崩れて消えちゃったのです。だからシュリアたちはこの血の海の底を泳いできたのです」

「またあっそぼうねー♪」

「嫌なのですっ！　いーっだ!!」

　べーっ、と最後に舌を出して、シュリアはその光の割れ目へと飛び込みました。

　この血の海を一緒に泳いできた共犯者を取り戻すために。





　　　　☆






「キヒヒヒッ、オットモダチ、お友達ぃ～♪」

　シュリアが消えて一人になったラストは、くるくると楽しそうに宙で踊っていた。

「ねぇねぇ、パパ、ママ、最後の最後に私と同じことを考えてくれるお友達が増えたよぉ♪」

　ラストは一組の夫婦の壊れた人形に、楽しげに微笑みかけた。

「はやく、一緒になりたいねー♪」

　ルンルンと笑うラストの様子は、普段以上に上機嫌な様子だった。







　────色欲の試練・達成。








　　　　☆






「『万ばん魔ま風ふう刃じん・八や俣またの炎えん風ぷう』ッ!!」

　振り上げた薙刀なぎなたから、風を纏った白い炎が宙を走る。

　纏う風で周囲から酸素を取り込んで空気を喰い荒らすようにして進む炎は、目標の目の前で八つに分かれて弧を描くように目標へと進む。

　日本の伝説の大蛇の名を冠したその炎は、その名にふさわしく生きた蛇のような獰どう猛もうさを持って自らの獲物へ襲いかかる。

　ですが……。

「現れろ、『黒歯車の工房』」

　目標の大男は面倒そうに寝転がったまま、腕を振る。

　現れた半透明の黒い歯車の結界に当たり、炎の蛇は風と共に活力を失っていく。

　放った魔法は細かく分解され、溶けるように何かの粒子になって消えていった。

（くっ、早く兄様の元へ行かないといけないのに……）

　薄暗いその場所は、鍛か冶じ場という言葉がふさわしい場所でした。

　ただし、その頭には『打ち捨てられた』という枕まくら詞ことばが付くようなありさまでしたが。

　ボロボロの土壁、埃の積もった床、瓦が礫れきと化しているテーブルや椅子などの調度品。

　火を燃やす炉はひび割れ、金床は泥のようなもので汚れ、錆さびついた道具が散乱しています。

　そんな場所のど真ん中で、その大男はこちらに背を向けて寝転んでいました。

　トロールのような大きな体と、ドワーフのような見た目を持つ男。

　鍛冶師のような格好をして、腰に黒ずんだ金と銀の長い槌を下げています。筋肉のようなもので盛り上がった両肩には金属の環わが回っていました。




　───『【大罪の剣つるぎ・怠たい忌き窟くつの工こう房ぼう主ぬし】の試練を始める。ここより先に、戻る道はねぇからなぁ』




　強制転移させられて、周囲を確認する私に唐突に言われた言葉。

　大男が、兄様の話に聞いたスロウスだろうというのは容易に想像がつきました。

　そのあまりの説明のなさに、初めは戸惑った私でしたが、今は兄様を助けに向かう最中であり、戸惑いに時間を費やすのは愚の骨頂でした。

　これまでのルールに従って、『あなたを倒せば、兄様の元へ行けますか？』と問いかければ、『好きにしなぁ』と返事をされて、それからずっと、スロウスへと攻撃を仕掛けていました。

　無抵抗に寝転ぶ相手への戸惑いも、最初の二、三回の攻撃をあくび交じりに打ち払われたことですっかりとなくなっています。

　直接斬りかかってみても、結界へ到達する前に磁力で弾はじかれるように勢いを殺され、放った魔法は簡単に解かれてしまいます。

　スロウスを倒すどころか、未いまだ起き上がらせることもできないありさまでした。

「っ!!　『万ばん魔ま風ふう刃じん・氷ひょう刃じんの[image: ]し風ふう』っ!!」

（どうする!?　どうすればこのスロウスを……!!）

　思考を絶えず回転させながら、次々に魔力を練り上げていく。
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　無数の棘とげを生やした二メートルサイズの氷の槍が、周囲に纏った風で回転し、さながらドリルのように唸うなり声をあげる。

　それが私の振るう薙刀に合わせて十数個、空気を切り裂いてスロウスへと向かっていく。

「うるせぇ、俺の工場で暴れんな」

　しかし、ドラゴンでさえも削り殺せるだけの威力があるその魔術は、結界に近づくだけでその回転力を失い、氷の塊は無数の粒に砕け、粒子となって宙に溶けていきました。

「あぁ、だりぃ……」

　夜更かしした日の寝起きのように低くガラガラの声。

　話すのすら億おっ劫くうだとばかりにチラリとこちらを見たあと、興味を失ったように視線を外して。

「っ、あぁ、あなたは怠惰でしたね。わざわざ邪魔をするのは面倒ではないんですか？」

「分かってんじゃねぇか。おらぁ、槌を振る以外は寝ててぇんだ」

「だったらそこをどいてくださいよっ!!　私はっ、兄様のところに行きたいんですっ!!」

　力を込めた一撃が効かないのならと、点ではなく面で押し殺す方法を選ぶ。

（展開っ、展開っ、展開っ、展開っ）

　広く、隙すき間まなく、何度も何度も重ね塗るようにして分厚く。

　そうして空間に広げた魔力が無数の風の針へと変わっていく。

　向こうからは仕掛けてこないというのなら、トライアンドエラーで答えを導き出さないと。

　どこか一ヶ所でも綻ほころびがあれば、その引っかかりからあの厄介な結界を攻略できるかもしれない。いえ、攻略するしかない。

「……お前、なんでそんなに頑張ってんだぁ？　頑張ったっていいことなんか何もねぇぞ」

「いきなり何の話ですか？　話しかけないでください、集中力が乱れます」

「試練は一番ふさわしいところに振り分けられる。つまり、お前は『怠惰』だってことだろぉ？」

「随分な言いようですね……、まぁ、心当たりがないとは言いませんけれど……」

　魔法のコントロールは、複雑な計算を暗算しているような感覚に似ている。

　ぼぉっ、と頭の芯が熱を持つ感覚。そして、魔法を放つ時はその熱を握り潰して冷や水を注ぐように、放つ。

「『万ばん魔ま風ふう刃じん・風ふう針しんの調べ』ッ!!」

　数えきれないほど無数の、小さな風の針。

　一針一針が目にもとまらぬ速度でスロウスを囲う結界へと迫って、他の魔法と同じく粒子に返って消えていく。

（やはり、一つ一つの魔法の表面積を抑えても結果は変わらない……。何か手掛かりは……）

　放った『風ふう針しんの調べ』はしばらくの間、針を飛ばし続ける。

　けれど、どれだけの針を飲み込んでも、現状、結界には揺らぎが見えない。

「あぁ、なるほど、あなたの姿がこれほどイラつくのは同族嫌悪というわけですか」

「あぁ？　おらぁ、そんなに懸命じゃねぇぞぉ？　やりたいことだけやってられりゃあ、……あぁ、話すのもだりぃ」

「……やっぱり、そこまでは似てないかもしれませんね」

（観察、観察、観察、観察っ、どこかにある変化を見極めなければ……っ!!）

　五感をフル回転させて様子を観察する。

「そんなんじゃ、いくらやっても届かねぇよぉ。無駄だぁ、無駄な努力は嫌いだろぉ？」

「えぇ、嫌いです。というか、生まれてこのかた、そんなことはしたことないですし」

　怠惰。

　えぇ、確かに、私にふさわしい言葉かもしれません。

　今までずっと、妹という立場に甘えてきました。兄様に妹以上の異性の友人ができないようにしか動いてきませんでした。だって、それ以上が無駄になるのは分かりきっていましたから。

　妹の私にできることといえば、自分を磨いて兄様の中の基準を上げることと、毒女が近づくのを阻止すること。つまりは現状維持。

　ですが……、兄様のためにと思ってしてきたことは、何一つ無駄な努力ではありません。

「ある意味、このファンタジーな世界には感謝してもいいかもしれません。多くのモノを奪い去っていきましたが、できることの幅はとても広がりました」

「報われねぇぞぉ、そーいう片思いはぁ」

「私は叶かなわない夢のための努力はしません。これまでも、これからも」

「…………」

　発射され続ける風の針も、最後の一針まで分解されて、粒子に変わってしまう。

（……なるほど、つまり、残された手はひとつ……）

　観察し続けていた、自分の攻撃が分解されていく光景に一つの予測と仮説を立てる。

「その壁、突破させてもらいます」

「……あぁ、めんどくせぇ」

　グルグルと、魔力を循環させるように練り上げていく。

「っ!!」

　クラリと一瞬歪ゆがんだ視界に意識を乱され、制御を手放しかけた魔力を慌てて掌握しなおす。

（魔力の使いすぎですね……、っ）

　ぶっつけ本番で試そうとしている魔力の使用法は、純粋な攻撃の威力という観点ではおそらく効率が悪い。

　足りない威力はその分だけ魔力を更に注ぎ込むことで補うしかなく、魔力を最後の一滴まで絞りきってなお足りないと、生命力を魔力に変えて継ぎ足していくことになる。

（これは、なかなか辛いです……、あぁ、兄様によしよしってしてもらいたい……）

　ピッ、ピリッ、と自分の皮膚が裂ける音が聞こえました。

　ですが、それがどうだというのでしょう。必要だというなら、もっと限界まで絞り出しましょう。

「本当の意味で兄様と一緒になれる、一番の機会です。私と兄様の素敵な未来のために……」

　そして、十分だと思われる威力にできるだけの魔力が練り上がりました。

　手にしている薙刀の刃に纏わりつくように、制御下に置いた粒子が渦巻いています。




「砕け散れ、『万ばん魔ま風ふう刃じん・細さい微びの理ことわり』」




　今にも霧散してしまいそうなその粒子を纏った薙刀を、技もなく、勢いもなく、ただ自然に任せて振り下ろす。

「……むぅ、めんどくせぇ」

「私の勝ちです」

　魔法は全て細かな粒子に分解されてしまう。なら、最初から分解された後の粒子の状態で威力を出せるようにしてしまえばいい。

　分解することが結界の能力なら、最初からその粒子を操る攻撃にしてしまえば、結界は意味をなさないはずと踏みました。

　その予想は的中し、あれほどの強固な結界はそれまでの様子が嘘だったかのようにあっさりと、パリンッと音を立てて割れました。

「……いいのかぁ、ここから進んだら、もう二度と戻る道はねぇぞぉ？」

「そんなものいりません。だって、後戻りなんてしたら兄様から遠ざかってしまうでしょう？」

「……そうかぁ、なら、【大罪の剣つるぎ・怠たい忌き窟くつの工こう房ぼう主ぬし】の試練はこれで終了だぁ。あーめんどくせ」

　そう言ったスロウスが寝転がった状態から起き上がり、胡坐あぐらをかいて腰の二振りの槌を取り出す。

　そして、相変わらずこちらには背を向けたまま、二振りの槌をぶつけ合いました。

　カァァン、と澄んだ鐘の音が響き渡り、そこから空間に切れ目が入って光が漏れてきます。

　直感的に、それが兄様の元へと繋がる扉だと分かりました。

「この先に、兄様がいるのですね……？」

「あぁ、いじけた主あるじが膝抱えてらぁ」

「そうですか、それでは、これからも兄様ともども、お世話になります」

　兄様を取り戻したら、彼もまた兄様の力になる。

　だから私はそう言って、光の先へと歩を進めるのでした。





　　　　☆






「あぁ、だるぃ、めんどくせぇ、寝るかぁ……」

　一人きりとなった工房は、先程までのぶつかり合いが嘘のように冷たさを取り戻していく。

　それをスロウスは苦しいとは思わなかった。

　自らの望んだ静寂と停滞。

　時よ止まれと望んだこの場所は、最初に望んだそのままに変わらずにあり続けるのだから。

　再び寝転がったスロウスは、再び寝息を立てるのだった。







　────怠惰の試練・達成。








　　　　☆






「チェック」

　コトッと、白と黒でマスを塗り分けられた盤の上で、石で出来た白駒が動く。

「ふんっ、凡庸な手筋だ。つまらんな」

　目の前で嘆息した駒の動かし手は、金の髪をしたプライドの名を持つ幼い男の子。

　頭には燦さん然ぜんと輝く王冠をかぶり、整った顔立ちには退屈そうな表情を浮かべている。

　【大罪の剣つるぎ・驕きょう傲ごう城じょうの唯ゆい一いつ王おう】の試練。

　待っていたのは、初代勇者が広めたという『チェス』という名の盤上遊戯での戦いでした。

　ただし、それは互いの自我を賭けた勝負。

　この場にあるお互いの精神体は、負けた瞬間にプライドの力によって全てが無に還かえってしまう。

「今代の聖女はどれほどのモノかと思ったが、やはり俺の足元にも及ばぬな」

「その呼び方はおやめください。私はメテリア。聖女であることが全てではありません」

「ふんっ、口で言うだけならいくらでもできる」

　コトッと、プライドは黒駒を動かす。

　転移させられた部屋の中は、ルナリア教の神殿と似た造りになっていました。

　床も壁も天井も調度も、部屋のほとんどが白を基調としています。

　何より目を引くのは、高い天井ギリギリの大きさで立つ、ルーナリスの白い女神像。

　その部屋の中央に置かれた純白の大理石のテーブルで、私とプライドは向かい合っていました。

「どこまでいっても貴様は聖女、神の人形でしかない。曖昧にした死の境界線を行き来することで神の束縛から解き放たれたようだが、根付いたものは変えられぬ」

「………」

「操り手の糸が切れようとも、残された聖女という名の糸で雁字搦めだ。聖女であることを辞めぬ限り、貴様は舞台より降りられぬ」

「………」

「今代の勇者を慕うその気持ちさえ、本物ではないかもしれぬというのに、よくもまぁこんなところまでやってきたものだ」

「それをあなたがおっしゃるのですか、プライド……、いえ、元神聖ルナリア法国・神王、『暴虐悪王』・アークライト＝ルナリウス様」

「……ふんっ、まだその名が伝わっていたか」

「聖女教育の一環で、神王として君臨していたにもかかわらず、魔族に与くみして邪教に手を染めて神に歯向かった大罪人として教え込まれましたから。この場に来るまでは」

　再び白駒を掴つかみ上げ、局面を一つ進める。

　五百年以上前、広大な領土を誇る国で神を下すために、邪教で生み出した魔獣に臣民を喰らわせ続け、最後には虐げられていた臣民の中から現れた勇者に殺された不心得者。

「聖女教育か。なるほど、時代は変わってもいつでもどこかで誰かが同じことを考える。まぁ、都合のいい洗脳教育を施した結果が、どちらも神への反逆に帰結するあたり、やはり愚民の浅知恵でしかないが」

　ハッ、とプライドは鼻で笑った。

「かえすがえすも、そんな愚民どもを殺しきれなかったことが悔やまれるな」

「……あなたの娘がダンジョンの奥深くに残した碑文を読みました」

　再び黒駒へ伸ばしたプライドの手がピクリと動きを止める。

「数多あまたの人を犠牲にして呼び出した赤子を神の子として育て、祭り上げる。周囲が望んだ通りの神王に育ったあなたは、政略結婚の末に一人の娘をもうけました。……あなたは、愛を知ったのですね？」

　一度目の世界で、海人様に会うまでの私は、正しくルナリア教の聖女でした。教義に殉じ、教義を疑わず、教義だけが世界の真理であると教え込まれた籠かごの鳥。

　神託に従うだけの、操り人形。

　神の使者たる勇者に寄り添い、支え、その勇猛さの一助となるために生かされていました。

　勇猛果敢で、何者も恐れず、正義を行い、一部の隙もない英雄としていずれ私の前に現れる勇者。

　けれど、現実は違いました。

　私の前に現れたのは、お人好しで、弱くて、傷つきやすくて、臆病で、不安に怯おびえる欠点だらけのただの一人の男の子でした。

　そこには想像していた英雄は存在しなくて。なのに求められる結果だけは英雄と変わりがなくて。

　この世界がなんて酷薄なのかと気付かされて、そんな時、ダンジョン化した古代の遺跡の中でトラップに引っかかってしまい、ただ一人ダンジョンの奥底に取り残されてしまいました。

「……何か、書かれていたのか？」

「えぇ、あなたが、不治の病に侵された娘を助けるために、魔族の一部と手を結んだことも、手を切るように下された神託に逆らってから不自然に強力な魔獣が大量発生したことも、その娘が逃げ出せるように一人で城に残って勇者に討たれたことも……全ての経緯が書かれていました」

　コトッ、と再びプライドは黒駒を動かす。

「………」

「そして最後に、あなたへの感謝の言葉を。生んでくれてありがとう、親になってくれてありがとう、愛してくれてありがとう、と。溢れる思いの全てを残すように、大切に刻まれていました」

「そうか」

　盤面上に、小さな小さな隙が生まれる。それまでのプライドの手にはなかった揺らぎ。

（番外戦術のようで申し訳ないですが、その隙を見過ごせるほどの余裕はありませんね）

　プライドの甘い応おう手しゅに合わせ、また一つ、盤面を望む形へと進める。

「ふむ」

　プライドもすぐに自分の応手に隙があったことに気が付いたようで、その隙をカバーするように手を進める。

「あなたには感謝をしています。あなたと、あなたの娘が残してくれた碑文は、私が本当に望むものを自覚させてくれました。そのおかげで私は今、こうしてここに……、海人様のそばにいることができています」

「くだらん感傷だ。いくら共通項があろうと、そんなことには何の意味もない」

　コトッ、コトッ、コトッ、と、盤面の進む速度が増していく。

「それはそうですね、似ているだけで私とあなたは違います。なぜなら私は、絶対に海人様と共にあることを諦めませんでしたから」

「……ふんっ、下民のくせに生意気なことを言う。だが……」

　プライドはカッ、とひと際強く駒を進めました。

「あいにくと、貴様が資格を示せなければ、お前に明日はない」

「それこそあり得ませんので。無用の心配ですね」

　さすがに上う手まい応手です。

　小さな隙を広げたはずの盤面は、今はイーブンまで持ち直されてしまいました。

　けれど、私の望む盤面までの道筋は、完成しました。

「あなたが言った通り、私は聖女であることを捨てません。海人様は勇者です。そしていついかなる時も、勇者をそばで支えるのが聖女です。今よりもずっと、これまでよりももっと、深く深く深く深くあの人の底に混じるためにこの場に来ているのです」

　たとえ、────────ことになっても。

「……なるほど、最初からそのつもりだったということか」

　盤面を見下ろしたプライドはこちらの意図を読み取ったようで、小さくため息をついた。

　ですが、それを避けようと無理な手を打てば、一気に形勢はこちらに傾き、最後には同じ結末をたどることになるでしょう。

「えぇ、海人様の力になることを考えたら、最終的にはそこに行きつきますもの。この試練というのは、そういうつもりの人間を見分けるためのものでしょう？」

「賢さかしげに語る下民だな」

「違いましたか？　まぁ違ってもやることは変わりませんけれど」

「つくづく、下民というのは度しがたい。生きているうちからわが身と同じ立場を目指そうというのだからな」

「いえいえ、ほら、私も一応、一度死んでいますので。今更その程度のことに臆おくすることはありません。だってそれは、私がずっとずっと望んできた当たり前なのですから」

　クスクスと笑いを零すと、プライドはきょとんとしました。

「ふふっ、ハハハハハハッ!!　当たり前っ、当たり前ときたかっ!!」

　一拍置いた後、プライドは心底愉快そうに笑い声をあげてパンパンパンッと膝を叩たたきます。

「なるほど、お前が俺の試練に来るはずだ！　傲ごう慢まんッ、傲慢ッ、傲慢ッ!!　あぁ、確かにお前は、俺の試練を受けるのにふさわしい下民だ！　その在り方も、心根も、この盤面に描いた結末もっ、全てがどうしようもなく、痛々しいまでに傲慢だ!!」

　そうしてプライドはひとしきり大声で笑い続けた後、まだ愉快で仕方がないという表情をしながら黒駒を一つ推し進めた。

「さぁ、行くがいい。地獄への旅路も供が多い方が覚えもいいというものだ」

「えぇ、あの方はあれでとても寂しがり屋ですから」

　ニヤリと笑うプライドに、薄く微笑んでみせて、最後の一手を動かす。

「これでちょうど五十手ほど、互いに駒を一つも取れませんでした。よって、この勝負は引き分けになります」

　そう、この盤面こそが私の望んだ結果。

　これでゲームの敗者は生まれず、どちらもペナルティを受けない。

　海人様は何一つ失わずに私は試練を達成できる。

「うむ、【大罪の剣つるぎ・驕きょう傲ごう城じょうの唯ゆい一いつ王おう】の試練はこれにて満了したものとする。お前の求めるものは、その扉の先にあろう」

　そう言ってプライドが指さしたのは、部屋に設置されている巨大な女神像。

　その足元の台座の部分が、まるでひび割れるようにして光の裂け目を作り出していました。

「楽しい時間を過ごさせていただきました。それでは失礼いたします」

　私は席を立つと、その光の裂け目へと歩いていく。

（あぁ、ようやく報われる時が来る……。海人様、海人様、海人様。ここまでいろんなことがありました。けれど、ようやく私は、あなたの、あなただけの聖女になることができる）

　そう、だって。

　─────聖女は勇者に寄り添うものなのだから。





　　　　☆






「ふんっ、これだから女というやつは手に負えん」

　忌々しげなセリフとは裏腹に、プライドはまだ楽しげな笑みを浮かべていた。

　聖女とは名ばかりの、暗い欲望に染まったメテリアの瞳を思い出す。

　渦を巻いて、何もかもを引きずり込むようなあの目。

　自分の望んだことは必ず成し遂げるという、怨おん念ねんめいた執着の塊。

「クククッ、我が娘に感謝すると言いながら、自らは畜生の道を選ぶか」

　プライドは王キングの黒駒を拾い上げ、指先でクルクルと回す。

　そして、自分が殺された部屋の中で忍び笑いを漏らした。







　────傲慢の試練・達成。








　　　　☆






「のぉ、初代勇者」

「はい、なんでしょうか」

「このお茶会、いつまで続くんじゃ？」

　ズズズッ、と三杯目の紅茶に口をつけながら、妾わらわは目の前で椅子に座るボンヤリとした人型の光の塊に問うた。

「あら、私のお茶はお気に召しませんでしたか？」

「そんなことはないぞ？　まずかったらそもそも三杯も口をつけんのじゃ」

　夜空に浮かんでいるかのような空間、地面も何もない場所に用意された小さめのテーブルを挟むように椅子に座って、妾たちは向かい合っていた。

　転移させられた直後、妾は自らを初代勇者で【始まりの心剣】だと名乗るこの人型の光に連れられ、こうして茶の相手をさせられていた。

　靄の塊のような見た目の理由を聞けば、初代勇者の召喚にはルーナリスが自身になるべく近しい体を持つものを召喚させたため、容姿がルーナリスと瓜うり二ふたつだそうじゃ。ルーナリス憎しで自らの姿も嫌いになったらしい。

「それはよかったです。生前から唯一の趣味でしたが、こちらの世界に来てからはあまり人に淹いれる機会には恵まれなかったもので」

「そうか、それはもったいないことじゃ。王宮に使える侍女たちでさえ、ここまで上手に茶を淹れられる者はなかなかおらん」

「仕方のない話です。この世界のためにやろうと思えることなど、何一つありませんので」

「それはつまり、こうして妾をもてなしているのも理由があってということかの」

「あらあら、心配しなくとも純粋な好意からですよ。同居人とは親しくするものでしょう？」

「……やはり、最後はそういう話になるということか」

「まぁ、あなたは最初から分かっていたのでしょう？　おかげでとても助かりました。最低限、あなたと先代の勇者がいればよかったのですが、主様のために女を誑たぶらかしていただいたおかげで、最高の結果を求めることができます」

　コロコロと目の前で女は笑う。

「別に誑かしてなどいないのじゃ。そもそも、妾が誑かすまでもなくこの状況になっておったじゃろ。あの女たらしめ、妾というものがありながら何人も女を引っかけおって」

「まぁ、中から見ている限りではなかなかのクズでヘタレのようですね、今代の勇者は。中途半端に期待ばかり持たせた挙句のこのありさま……。同じ女としては同情しますよ。勇者の力として世界を見続けてきた者として言わせてもらえば、どうしようもない悲恋でもないのですから、その件に関しては自業自得でしょう」

「辛しん辣らつじゃの」

　正論ほど耳に痛いものはなく、どうしても顔が渋くなる。

「えぇ、まぁ。別に復讐と両立していけないわけではないのですから、好きなだけやることをやってしまえばいいのです。復讐の純度が薄まらないのなら、猿のように盛さかればいいのですから」

「それはそれで、複雑なんじゃがの……、というかその物言いにドン引きなのじゃが……」

「まぁ、好きなだけ悩むといいでしょう。ですが、時間はそう残されていませんので、あまり迷っていると時期を逸してしまうでしょう」

「……ぬ、ぬぐぅ」

「あらまぁ、顔が真っ赤」

「う、うるさいのじゃ。それより、最初の質問に答えよ」

　ごまかすようにして、逸それに逸れた話を最初の道へと戻す。

「いつまでこうしているのか、という質問でしたね。全員の試練の結果が出るまでです」

「試練じゃと？」

「えぇ、彼女たちが純粋な存在であるかどうか。身の内に受け入れることができる存在であるかどうかの試しです。試練が終われば、この場所へとたどり着くはずです」

「それは、妾は受けずともいいのか？」

「えぇ、あなたの試しはすでに終わっています。あなたは一度、今代の勇者の中へ精神体を移しています。あなた自身は回復に集中していましたから、この奥底に気が付きませんでしたし、こちらからも存在を知らせることもしていませんでした。ですが、そのあいだ中、あなたのことは観察させていただいていました」

「……すこし釈然としないのじゃが、まぁいいじゃろ」

　こちらとしては知らぬ間に勝手に観察されて、勝手に合格を出されても反応に困る。

　と、右手側に突然光の亀裂が入り始めた。

「ここは……」

　何かのアクシデントかと警戒レベルを上げていると、大きくなった光の亀裂からミナリスの姿が現れた。

「一番乗りはミナリスですか」

「なるほど、試練を乗り越えればたどり着くというのは、こういうことじゃな」

「……つまり、私は二番手ということですか。少々悔しいですね」

　ミナリスは妾と初代勇者の姿を見てなんとなく状況を察したのか、小さくため息をついてそう言った。

「いや、その……」

「いえ、あまり気にする必要はありませんよ。今代の魔王は特別枠で試練を受けていませんので」

「お主っ、ちょっとは空気を読むのじゃっ!?」

　びっくりして変なセリフになってしまったのじゃ。

「特別……、そう、特別ですか。いえ、分かっていますけど……えぇ、分かっていますけれど」

「い、いや、ミナリス？　特別枠とか言っておるが、以前に魂だけで海人の中で眠っておったという理由があるからでな……っ」

　笑顔は絶やさないままで陰を背負うという器用なことをしてみせるミナリスを、とにかくフォローをしようと焦っていると再び一つの亀裂が生まれた。

「ふぅ、……三番手、ですね」

　次に光の切れ目から現れたのは、メテリアじゃった。

　一度ぐるりと周囲を見回したメテリアがそう言うと、数瞬遅れて二つの亀裂が同時に産まれた。

「わわっ、なのですっ!!」「ええっと、兄様は……」

　現れたのはシュリアと舞まい。

　シュリアは何もない場所で軽く躓つまずき、舞は海人がいないかを見回していた。

　その様子に収拾をつけるために、初代勇者はパンッ、と手を打ち合わせた。

　靄の塊にしか見えんため、なんとなく不思議に思える。

「さて、全員の試しが完了しました。残念ながらノノリックさんは失格となりましたが、六人中五人が揃そろったこと、初代勇者として嬉しく思います」

「！　ノノリックは駄目じゃったか」

「はい、まぁ、彼は力は十分でしたが、出自の関係や復讐に混ざりものがありましたので」

　なんとなく予想はついていたけれど、少し寂しくもある。

　何のかんのと気の合う友人じゃった。じゃが、仲良しこよしだけで共犯者になることはできない。

「さぁ、それでは彼の元まで堕おちていってください」

　そう言って初代勇者が指さした場所には、いつの間にか黒と灰と紅の混ざる穴があった。いや、それは穴というにはグロテスクで生物じみた何かじゃった。

　たとえるならばそう、ぽっかりと空いた『口』じゃった。

　歯もないのに何かに喰いつき、咀嚼し、飲み込み、消化する何か。

「ふむ、それでは行くとするかの」

　じゃが、それがどうしたという話じゃ。この先に海人がいるというのなら、ためらう理由はない。

　妾は一歩先に歩を進めようとし……。

「あっ!?」

「それではお先に失礼します♪」

　いつの間にか気を取り直したミナリスが、スッと脇をすり抜けるように妾を追い越してその穴へと身を躍らせる。

　最後にチラリとこちらを見た目には、一番乗りはもらったとばかりの感情が浮かんでおった。

「えーいなのですっ!!」「うふふっ、今行きますね、海人様」「あっ!!　兄様を起こすのは妹の特権ですよっ!!」

「ぬぉっ!?　お主らまで……っ!!」

　呆あっ気けに取られている間に、ひょいひょいと先を越され、気が付けば一人残されてしまっておった。

「ええいっ、こうしてはおれんっ!!」

　妾は勢いのまま、先に行った者たちを追った。

　長いような、一瞬のような、曖昧に感じる時間が過ぎた後、妾たちはその場に降り立った。

　どこまでも深く広がる薄暗い海の中のような世界。

　どこまでも広がる闇の中で、血のように赤い色をした地面だけがどこまでも広がっていた。

　唯一、妾たちを取り囲むように大きく円を描いている今にも消えそうな小さな青い火だけが、曖昧な世界を区切って安定させてくれているように思えた。

　そして、そこにいるのは妾を含めた五人と、ゴーレムのように肥大化した人型の白い巨人。

「まったく、なんと皮肉な姿になっておるんじゃ」

　その巨人は複数の白い樹木が絡み合って出来ていた。

　見覚えのあるその姿は、かつて魔ま煌こう樹じゅに呑のまれた妾とそっくりじゃった。

「まぁ、これも奇縁じゃ。借りを返すにはちょうどよい姿じゃの、海人」

「……」

　意識があるのかないのか、巨人の中心部に呑み込まれた姿の海人の目には光がなかった。

　じゃが、海人を呑み込んだ白い巨人はそうではないようじゃった。

　少なくとも、妾たちが向ける戦意に反応して白い巨人は動き出す。

　立ち上がったその姿は約六メートル、その両手には威容に見合った抜き身の大剣が握られていた。

　飾り気もなく、錆が浮き、欠けや傷が目立つ大剣は、なんとなく骨のような印象を受けた。

「……さてと、これはだいぶ骨が折れそうじゃな」

　妾たちはおそらく最後であるだろう試練に向け、踏み出すのじゃった。






第五章　それでもなお選ぶもの






　薄暗く、淡い霧へと自分の命が溶けていくような喪失感。

　この感覚には覚えがあった。

　ただ、以前のソレと違うのは、とてもゆっくりと穏やかに失っていけること。

　そして何より、あの時はあった赤黒く燃える血が、どこか遠くに消え去ってしまっていること。

　意識もある、怪我もない、だけど、結局ここにあるのは、燃え続けることができなかったただの抜け殻。

　踏みつけられて火の消えた、血の通わないただの死体だった。

「…………だから、もう、なぁ」

　だってもう、俺は進めない。どうして進めていたのか分からない。

　張れる虚勢も引き破かれて、貫ける意地も粉々になって、いまはもう怒りすら見失って。

「俺には、もう、無理なんだよ……」

　だからもう、諦めてくれないか。

「諦めた俺なんか、もう見捨ててくれよ」

　俺は暗闇に包まれた世界の中、みんなを見下ろしていた。

「『万ばん魔ま風ふう刃じん・斬きり風かぜ』っ!!」

「『幻げん炎えん毒どく鬼き・焔えん毒どくの太た刀ち』っ!!」

　舞まいが放つ研ぎ澄まされた無数の風の刃やいばと、紫色の炎を固めた大きな刀が三振り迫ってくる。

　このまま殺されるならそれも構わない。

　一度目に死んだ時から、復ふく讐しゅうには執着しても、生きることに執着はなかった。

「『グボォオオオオオオァ……!!』」

　だが、俺を呑のみ込もうとしている力の塊は俺の意識の残ざん滓しにかかわらず迎撃態勢を取っていた。

　ボロボロの大剣で風も炎も振り払い、振り下ろす。

　ドゴォォオオオオオオォッ、と鈍く重い音を立てながら手にした大剣が床とも地面ともつかない何かに突き刺さる。

　鈍重そうな巨体の見た目に反してその一撃は鋭く空を裂き、ミナリスも舞も紙一重で攻撃を避よけている。防ぎきれない余波に二人の姿はボロボロだった。

「隙すきだらけですッ!!」

「兄様を離しなさいっ!!」

　しかし、二人もやられるばかりではなく、わずかな隙をついて懐に潜り込むと、白い巨人の足首をそぎ落とすように武器を振るう。

「『グルォアアァオアォアオア』ッ！」

　纏まとわりつく二人を遠ざけるように大剣を横なぎに振るった白い巨人に向けて、シュリアとメテリアのスキルが殺到する。

「『傀かい儡らい憑つく代よ・シュウダンクマ』ッ!!」

「『雷らい氷ひょう閃せん・戦いくさ乙女おとめの調べ』ッ！」

　シュリアの操る無数の小さい熊のぬいぐるみが、足元をチョロチョロと動き回っては足の一部を噛かみちぎっていき、メテリアが呼び出した雷を纏う三体の女騎士の氷像が手に持った円えん錐すい形けいのランスで突きを放つ。

　シュリアの熊を踏み潰つぶそうと足を上げれば、メテリアの氷の女騎士が体勢を崩そうと攻め立て、逆に氷の女騎士を集中して狙えば、防御主体になって時間を稼いでいる隙にシュリアの熊がやりたい放題に暴れる。

　抜群の連携を見せる氷の女騎士とシュリアの熊に、白い巨人は翻ほん弄ろうされて傷を負っていく。

「『ガルォルルウロオオオオッ……!!』」

　しかし、それも長くは続かず、氷の女騎士に標的を定めた白い巨人が、掲げる盾ごと三体を叩たたき壊し、地面を走るシュリアの熊に、急激に肥大化させた腕を叩きつけて潰していく。

　無作為に暴れ回る白い巨人の暴威に、シュリアとメテリアが呼び出した配下は全滅した。

　ただし、時間稼ぎという役目をきっちりと果たし終えて。

「皆下がるのじゃっ!!　『魔ま炎えん獄ごく・炎えん天てん火か舎しゃ』ッ!!」

　巨人がシュリアの熊を叩き潰すのに夢中になっていた隙を狙い、ずっと後方で魔力を練り上げていたレティシアの大技が炸さく裂れつする。

　高速回転する真しん紅くの火の車輪。

　直径が大人一人分はあるだろうそれが十輪、不規則な軌道を描きながら巨人の四肢へと突進し、拘束具のように嵌はまる。

　その瞬間、それぞれの車輪は一気に回転速度を増してその四肢を燃やし落とした。

「『グルァァアアアアアアアッ!!』」

　鈍すぎる感覚が申し訳程度の痛みを伝えてくる。

　だが、その痛みすら他ひ人と事ごとであり、もはやどうでもいい刺激だった。

（……）

　戦いが始まって、すでに一時間近くが経過している。

　白い巨人が四肢を一気に落とされてダルマのようになり、一番ダメージを負った状態となった。

　しかし、おそらくは一度目の世界で倒した、暴走した魔ま煌こう樹じゅが元となっているこの白い巨人は厄介な特徴を持っているはず。

　……それは、大きく体を損傷した瞬間に発揮される再生力だった。

　完全に消失したはずの手足は、しかし数秒と経たたずに再生し、その威容を取り戻してしまう。

「ぬぅっ、塵ちりも残さず燃やし尽くしても再生するか……」

「再生速度が桁違いに速いのです」

　悔しげにレティシアは言葉を零こぼし、シュリアがそれに応える。

　先程からの戦いで、五人は何度も白い巨人を追い詰めていた。

　しかし、細かな傷は緩やかに治癒し続け、切り落とされた四肢は触手が伸びるように切り口と結合して再生する。

　頭部らしき部分を吹き飛ばしても問題なく行動し、少しすれば再生してしまう。

　今度は結合されないようにと切り離した部分を完全に消滅させたようだったが、再結合できないならできないで、そのまま一から再生されることが今分かってしまった。

　残された手段は、あと一つだけ試していない箇所を攻撃することだ。

（皆、強くなったなぁ……）

　戦闘は続く。

　ミナリス、シュリア、舞、メテリア、レティシア。

　五人のスキルや魔法が戦場を飛び交い、戦いは激しさを増していく。

　たとえ消えようとしていても、ここは俺の精神世界だ。

　皆がこの世界に入ってきた時から、今俺のいるこの場所に至るまでの戦いを察知できている。

　それぞれがどんな思いでこの場にいるのかも、現在進行形で伝わってくる。

　だから、メテリアを含め、俺はこの場にいる五人全員のことを眩まぶしく思った。

（……本当に、強くなった）

　ミナリスにシュリア。

　もともとは戦う術すべも持たず、人知れず朽ち果てる運命にあった少女たち。

　蹂じゅう躙りんされるだけで終わるはずだった彼女たちは今、ここまで力をつけて自らの意思を示していた。

　舞にメテリア。

　きっと、俺という存在がなければ、こんな血みどろで救いのない道を選ばずに済んだ少女たち。

　戦わない道を選べたはずの彼女たちは、こんなダメな俺のために苦難の道を選んでくれた。

　そして、魔王レティシア。

　勇者を倒しても救われず、勇者に倒されることを宿命づけられた少女。

　周囲の闇に崩れて人の形をとれなくなってしまいそうな俺の心を、ただ寄り添って支えてくれた。

（……あぁ、だから）

　俺は、この二度目の世界で仲間なんて要らないと思った。

　曖昧で、緩くて、信頼なんていう吹けば消えてしまうような言葉だけを根拠にした関係。

　そんなものを信じるのは二度とごめんだと思ったから、俺は契約で縛って皆を共犯者にした。裏切りを怖がり、そのくせ、悠ゆう斗とを犠牲に生き残り、そして、皆を引きずり込んだ復讐の道の半ばで立ち尽くしてそのまま溺れようとしている。

　このままで諦めたら今までのことは何だったのかと理性が叫んでいるのが分かるのに、泣き叫ぶばかりの感情は、やがて泣き疲れて動きを止めた。

　そして、俺は一番唾棄すべきクズに成り果てようとしている。

　皆に対する罪悪感を感じながらも、それでもなお、俺の中から消えた火種は、燻くすぶる様子すらも見せない。

「こうなったらっ、四肢を切り落としたうえで再生するよりも早く拘束するっ!!　それから海かい人とをあの化け物から引きずり出すっ!!　拘束の土台はメテリアっ、お主に頼むッ!!」

「承知いたしました。術式の組み立てに時間が掛かりますから、五分、時間を稼いでいただけますか？」

「なら、護衛はシュリアがやるのです。来るのです、『傀かい儡らい憑つく代よ・オオネコ』ッ!!」

「私とマイさんで撹かく乱らんします。私は右から行きますので、マイさんは左側でお願いしますっ！」

「分かりました。レティシアさんは先程と同じく、高火力で一気に削り取るようにしてください」

　見事な連携で五人は戦い続ける。

　時間を増すごとに連携はスムーズになり、動きから無駄がなくなってくる。

（お前らは、俺がいなくても十分強くなったから）

「……、…………、……。皆さんっ、術式の構築が終わりましたっ!!　もう一度四肢を落として身動きを封じてくださいッ!!」

「承知したのじゃっ!!　ミナリスっ、マイっ、でかいのをかますから、合図をしたら少し離れるんじゃ!!」

「了解しましたっ!!」「兄様に当てたら承知しませんからっ!!」

「妾わらわを誰じゃと思っておるっ!!

　『───喰くらえ、喰らえ、喰らえ、喰らえ。祖は餓が狼ろうよりも貪欲に熱を求めるもの。

　───汝なんじは血の底より這はい出した彼岸花。

　───刹せつ那なに弾はじける骸むくろを曝さらせ』」

　レティシアが詠唱を終えると、ミナリスと舞が白い巨人を怯ひるませようと、強打を打ち込む。

　防ぐ以外にすべのない白の巨人は、そのまま大剣で攻撃を受け止める。

「行くぞっ！　ミナリス、マイッ!!

　───『魔ま炎えん獄ごく・紅こう焔えん華か』ッ!!』」

　息すらできないと錯覚してしまいそうなほどの濃密な魔力の気配。

　一瞬で魔法へと姿を変えたソレは、先程白い巨人の四肢を燃やし消した炎の車輪の魔法よりも強く魔力が込められていた。

　ミナリスと舞からの攻撃を防ぐのに精一杯だった白い巨人に、その攻撃を避けることはできない。

　吹雪のように舞う真紅の花びら。艶つややかな火花が白い巨人の周囲を取り巻く。

　次の瞬間、そっと白い巨人へと触れた火の花びらは、まるで本性を現したかのように牙をむき、ボグンッと内へと籠こもるような音と共に、巨人の体を削る。

（俺みたいなクズのことなんてとっとと捨て置いていいから）

「『グォルォォオオォオォオッ!!』」

　次々と身を削り爆はぜる花びらが白い巨人の体を削り落としていく。

　止めどなく続く爆発音の中、清水が流れるようなメテリアの透明な声が響く。

「───氷の乙女は秒針を取り外す。

　───その愛の呪じゅ詛そこそを偲しのぶよすがとするために。

　───氷の天使は現れる光を覆い隠す。

　───ただそのひと時を我がものとするために。

　───そして、互いの誓いと願いは惑うことなく月神の茨いばらと変わるから。

　───『封ふう氷ひょう術じゅつ・想おもいの呪じゅ氷ひょう』」

　聖歌を謳うたい上げるような詠唱の終わり。まるでそれを待っていたかのように、鳴り響いていた爆音が止まる。

「『グガ、ガガガガ、グルォォオオォオォオッ!!』」

　またしても爆発に四肢を奪われた白い巨人は、地面に仰あお向むけに転がっている。

　先程と違うのは白い巨人の炭化した四肢の断面を、光を呑み込む黒い氷が覆っていること。

　それは爆発が止まった瞬間に地面から現れた、黒氷の茨が巻きついて出来上がっていた。

　突き刺さる茨の棘とげが、新たに再生しようとする白い巨人の体から水分を吸い上げるようにして凍らせていく。そして、氷の茨は意味があるのかも分からない声をあげ続ける頭部にも巻きついて、漏れ出る声も聞こえないように完全に氷の檻おりに閉じ込めた。

「……成功です。これでしばらくの間、身じろぎ一つできないでしょう」

「ふぅ、これでようやく、ひと息つけるのです」

　さぁ、これで本当に終幕だ。

　白い巨人は身じろぎ一つできない状態で横たわり、残されたのは一度も攻撃されていなかった胴体部分だけ。

「気を抜くではない、シュリア。ここからが本番じゃ」

「えっ、そうなのです？」

「えぇ、レティシアの言う通りです。問題なのはこれからご主人様をどうするかです」

「分かっておると思うが、無理やり引っ張り出せばいいという話ではないぞ。魔力を見る限り、核となっておる海人と白い巨人が深く結びついておる。これは、妾が魔煌樹に呑み込まれた時とほとんど同じ状態じゃ」

「それは、どういうことですか？　なぜそんな状態に……」

「先程までと同じじゃろ。ある意味、人を呑み込んだ魔煌樹というのも、海人が心剣で倒してきた相手のひとつじゃからの」

　レティシアが肩をすくめる。

「さて、後は海人の状態じゃが……、意識はあるかの？」

「……あぁ、お前らが散々白い巨人を削り倒したからな。話せる程度の元気はあるさ」

（最後に、裸の心のまんまで皆の顔を見られた）

　俺の体はほとんどが白い巨人に呑み込まれて、上半身の一部だけが露出している状態だった。

　俺を囲み、見下ろすように皆が集まってくる。

「つまり、さっきまでみたいにこの白いのを削り続ければカイト様は元に戻るのです？」

「いいえ、そう簡単な話ではないはずです。もしご主人様の現状がレティシアさんと同じとするなら、ご主人様が前の世界でレティシアさんを救えなかった原因が分かりません。それぐらいのこと、試しているはずです」

「その通りじゃ。確かに核となっている部分以外の手足や頭を大量に破壊すれば、一時的に自我への侵食は止まる。じゃがそれは、失った分を補おうと身体的な面での侵食に集中しておるだけじゃ」

「そ、それじゃあ、どうするのですっ!?」

「まずは海人の状態を調べんことには……」




「無駄だ、お前が一番よく分かってるはずだろレティシア」




　俺は、レティシアの曖昧な言葉を断ち切る。

（あぁ、もう、十分だ。このまま終わりでもう十分だ）

　頑張った、頑張った、頑張った。

　意地張って、血ち反へ吐どを吐いて、何度も何度も心を殺して頑張ってきた。

　その最後がこれだというなら、あぁ、悪くない。確かに悪くない。

「自分の状態くらい、調べなくても分かる。もう無理だ、どうしようもないぐらい混じり合ってる。元には戻らねぇ」

　これは嘘うそじゃない。

　今俺を奪いつくそうとしているこの白い巨人もまた、俺が何年も寄り添い、一緒に戦ってきた心剣の一部なのだ。

　どうしようもなく俺の体に馴な染じんで、深く根を張っている。

　もしこの状況で俺の自我を保つとしたら、俺自身がコイツを支配して制御するしかない。

　けれどもう、それをするための熱を、俺は失ってしまったから。

　俺はもう、燃えるための何かを失ってしまったから。

「『グギャルァァルルラアルガオウラキアアアアアアアアッ!!』」

「「「「「っ!!」」」」」

　と、白い巨人が急に激しく暴れ始める。

　拘束していた黒い氷にピキピキと音を立てて罅ひびが入っていく。

　メテリアが使ったのは神話の英霊の力を流用する呪いの氷。

　力技で壊れるような代物ではないが、この場所は現実のようで現実ではない。

　俺の精神世界の中である以上、いくら呪氷といえど、本来の力を発揮しきることはできない。

「いっ、いけませんっ!!　レティシアさんっ、補助をお願いしますッ!!」

「くぅっ、なんという馬鹿力じゃっ!!　魔力が……っ」

　慌てたメテリアが氷の維持に必死になり、レティシアがフォローに回る。

「もういいよ、二人とも。手遅れだ」

「手遅れなんかじゃないのですっ!!　シュリアも手伝うのですっ!!」

「兄様のことを諦められるはずがありませんっ!!」

「私も……ッ、キャッ!?」

　シュリアと舞も手助けに加わり、ワンテンポ遅れて手助けに入ろうとしたミナリスが、白い巨人の身じろぎで体勢を崩す。

「本当に、もういいんだ。何より、俺自身が助かりたいと思ってないんだから……」

　膝をついたミナリスの顔が、目の前まで近づいてくる。

　ちょっとした偶然だけれど、こうしてミナリスが近くに倒れ込んだことが運命のように思える。

　もし彼女たちがこの場所までたどり着き、こうして俺が終わる時が来たら。

　こうしようと、俺は決めていた。

「……だから、ミナリス、お前が俺を殺してくれ」

「「「「「っ!!」」」」」

「そして、俺の力を、持っていけ」

　世代を超えて少しずつ力を溜ため込んできたこの勇者の力。

　勇者として転移させられる人物の間を渡り歩いてきたというのなら、俺の内側を進んで、大罪の剣つるぎにも認められたミナリスたちになら譲渡できるはずだ。

　俺のように偽りの感情を埋め込まれないよう、俺自身をフィルターにしてこの力だけを譲り渡す。

（あぁ、そんな顔、させたくはないんだけどなぁ……）

　ミナリス、俺の最初の共犯者。

　楽しかったよ。

　随分と歪ゆがんで、重苦しくて、血まみれの道を歩いてきたけれど。

　お前がそばにいてくれて、随分救われてきた。そばを離れず、俺の力を見続けてきてくれた。

　ある意味、レティシア以上に俺の力を理解してくれているお前が一番、俺の力を受け取るのにふさわしいはずだ。

「心剣の力の本質は殺して奪ってきた何かの塊だ。この精神世界でなら、俺っていうフィルターを通して純粋な力を渡してやれる」

「ちょ、ちょっと待ってくださいッ、ご主人様ッ」

「レティシア、お前はミナリスに余計なものまで渡らないように魔力の流れを見ていてほしい。ミナリスに力が馴染むまで様子を見てやってほしい。悪いな、お前にはずっと寄りかかりっ放しだった。お前がいなきゃ、こうなるよりもとっくの昔にくたばって終わってた。真っ暗な世界で、太陽みたいに輝くお前が大好きだった。今もずっと愛してる」

「……っ、海人、お主……」

「ご主人様っ、ご主人様ッ!?」

　顔を顰しかめるレティシアと、狼ろう狽ばいを露あらわにするミナリスから視線を外し、俺はメテリアを見る。

「それから、メテリア。悪かったな、知らないところで随分と苦労をかけてた。それでもまだ、こんな俺を好いていてくれてありがとう。何も報いることができないまま、こんなことになって本当に申し訳ない」

「…………」

「待って、待ってくださいッ!!　話を聞いてくださいっ、ご主人様ッ!!」

　ミナリスの言葉には答えず、いつも浮かべている微笑ほほえみを消した無表情のメテリアから、シュリアと舞に視線を向ける。

「シュリア、お前はこれからもミナリスをそばで支えてやってくれ。家族みんな死んでると思ってた俺には、妹みたいに慕ってくれるお前の好意がとても嬉うれしかった。家族としてっていうのは不満だったかもしれないけど、それでもお前は他に代わりがいない大切な俺の一部だ」

「え？　え？　え？　か、カイト様……？」

「舞、生きていてくれてありがとう、本当にありがとう。元の世界のみんなに、友達に、恩師に、父さんに母さんに、そしてお前に、ずっと会いたくて会いたくてたまらなかった。だから、それが絶対に果たせない夢だと告げられて、それを否定することもできないまま殺された時に絶望した。だから、お前が生きていてくれて、お前に会うことができただけで、それだけでどうしようもなく嬉しくてたまらなかった。なのに、ごめん、またしばらくお別れだ」

「兄様……っ、どうして……っ」

　オロオロとするシュリアに、目尻に涙を溜める舞。

　その時、ズグリと、自分の中で再び勇者の力が身じろぎをするのが分かった。

　フーッと、まるで水底に沈んでいくように意識が遠のくのが分かった。しかし、一人でいた時には身をゆだねていたその感覚に、今は必死に抗あらがう。

（まだだ……っ、まだ、最後まで伝えられてないっ）

　投げやりな諦てい観かんだけに満たされていても、いや、だからこそ、最後ぐらいは壊れた感情をかき集めなければいけなかった。

　俺がここでいなくなっても、この先へと進む彼女たちを少しでも傷つけずに送り出すために。

「ミナリス、お前は俺が最初に選んだ共犯者だ。俺がお前をこの道に引きずり込んだ。この道を歩き始めた時からずっと一緒に歩いてきた。間違いなく、お前は最高のパートナーだった。レティシア以外にこんな存在ができるなんて考えもしなかった。大切さに順番なんてないけど、もう一度初めから共犯者を選ぶなら俺はきっとまたお前を選ぶよ。たとえ何度繰り返しても俺はお前を選ぶ。……最低の浮気野郎だけど、レティシアと同じくらい、俺はきっと、お前のことを愛してる」

「やめてくださいッ!!　そんな、そんなのっ!!　今は聞きたくありませんっ!!」

　縋すがりつくように腰を落としたミナリスの目からボロボロと涙が落ちる。

　あぁ、ミナリス、そんな顔をしないでくれ。そんな顔をさせたいわけじゃないんだ。

　キュッ、とわずかに残った感情を何かが締め上げる。

「私たちは復讐を遂げるんですっ!!　アイツもコイツもソイツもドイツもっ、全部全部全部っ、光も差さないこの泥沼の底まで引きずり込むってッ、そう誓ってここまでやってきたんですっ!!　ご主人様への告白は、そのあとに私から告げるんですっ！　そう決めたんですっ、そう決まってるんですっ！」

　感覚なんてとっくの昔に失くしてたはずなのに、俺の頬ほおに落ちた涙がこんなにも温かい。

　気が付けば、俺を取り囲むように皆が膝立ちになって俺を見下ろしている。

（……あぁ、不思議なもんだなぁ）

　この構図はまるで、一度目の時に俺が殺された時のようだった。

　あの時もまた、俺は地面に倒れ伏していて、薄れていく自我が闇の底へと落ちていくのを感じていた。

　降り注ぐ嘲ちょう笑しょうと悪意の雨にさらされて、絶望の底から噴き出す憤怒に身を焼かれていた。

　何もできずに命の火が消えていくことにどうしようもなく失望と痛みを覚えていた。

　なのに、こうして自らの存在が消える淵ふちにあって、それでもなお、心はとても穏やかだった。久しく忘れていた心の底からの安らぎや幸せを感じているような気がした。

　あれほど何もできずに死ぬことを嫌がっていたのに、今は何もしないまま消えられることに安あん堵どを覚えている。

「ごめん、ごめんなぁ、ミナリス」

　けれど、そのことに抱く罪悪感は確かに胸の内にあって。

　それでもなお、もう、どうしようもない。

「すまない、リタイアだ。俺にはもう、進めない。頭で分かっていても、心が拒むんだ」

　あぁ、情けない。

　お前は本当に最高の共犯者でいてくれたのに、お前をこの道に引きずり込んだ俺はこんなにも情けない。

「俺の中に、復讐の熱は、もう無い」

「……嘘、嘘です。ご主人様が、そんなことを言うはずありませんっ!!」

　殺すように名指しで頼んだからだろうか。

　ミナリスは誰よりも激しく今の俺を拒絶していた。

「そうです嘘ですっそんなわけありませんっ、騙だまされません、勇者の力に操られて言いたくもないことを言わされているだけに決まっていますッ!!」

「………」

「気を確かに保ってくださいッ！　ねっ？　復讐をするんでしょうっ!?　アレシアを殺すんでしょう？　ほらっ、今までたくさん一緒にっ、考えてきたじゃありませんかっ!!」

「……ミナリス…………」

「なにかっ、何か言ってくださいッ、何か言ってくださいよご主人様ッ!!」

「……」

　縋りつき、泣き叫ぶようにして取り乱すミナリスに、答えることはできなかった。

　……最低だ。あぁ、本当に最低だ。

　結局、最後を取り繕うこともできないようだ。

　これで最後だというのに、気の利いた言葉一つ伝えられずにいる。

　この場で何を言おうと、何一つ届かないのは分かっていたから。

　だから、俺は、体に残る力をかき集めて一振りの心剣を作り出す。

「うっ、ぐっ、はっ」

「！　ご主人様ッ！」

　ゴトリッ、と生まれた心剣が胸に落ちる。

　無意識のうちに作り出していたのは、【復讐の聖剣】だった。

　一度目、死んだ時に手に入れた心剣であり、俺の二度目の人生の象徴である心剣。

　力を振り絞って心剣を生み出した俺に何か望みを見たのか、ミナリスの表情に笑みが灯ともる。

「ミナリス、その剣を使って俺を殺せ……」

「……あ………」

　スッ、と影が入るようにミナリスの顔が色をなくす。

　悲しみ、失望、悲観、そして……、諦め。

（それでいい、それでいいんだミナリス……）

　俺はもう、湿し気けってしまった炭のようなモノだけれど。

　だったらせめて少しだけでも、皆に何かを残せるように。

「……あぁ、いいです。もう、いいです……」

　顔を伏せたままのミナリスが、【復讐の聖剣】を手に取る。

　不思議と、これまでにないほど穏やかな気分だった。

　ずっと胸の内に残っていたかすかな不快感すら、終わりを前にして更に小さくなっていく。

「そもそも、最初からそういう契約だったはずなんです……」

　心剣を維持しているせいか、どんどん自分の輪郭が曖昧になっていくような感覚がある。

　ミナリスが何か言っているようだったが、よく聞こえなかった。

「仲間でもなく、味方でもなく……、言葉も心も血も肉も骨もドロドロに混ざり合うような……」

「！　ミナリスっ何をしておるっ!!」「何してるのですっ、ミナリスさんっ!?」「海人様っ!!　うっくぅっ！」「に、兄様ッ!?」

　ミナリス以外の声も聞こえる。

　内容は判然としなくて、言葉に込められた感情も読み取れない。

　そのことが少し残念で、でも終わることの安堵もあって。

　高々と【復讐の聖剣】を持ち掲げるミナリスの姿が、まるで淡く輝く宝石のように視界に焼きついて。

　だから。

「…………？」

　その表情が不思議だった。

　きっと、悲しげな表情をしているんだろうと思っていた。もしくは暗い怒りの表情か、そうでなければ軽蔑にも似た失望の色が浮かんでいると思っていた。

　けれどそこにあったのは優しげな、満たされた笑み。

　そのことに疑問を感じながらも、それ以外は全て俺が望んだ通り。

　ミナリスの手にした心剣がプツゥと肌に突き立った。

「ご主人様、いきますよ」

「ぐっ、うっ……」

　ズズズッと剣が体を斬り裂いて埋まっていく。

　鈍くなった感覚でも、白い巨人の体ではなく直接俺自身に突き刺さる刃やいばはそれなりの痛みがあった。鎖骨から骨の隙間を縫うように沈み込んで、剣先はやがて心臓に到達する。
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（これでやっと解放される……。これ以上、苦しまなくていいんだ……）

　自分の命が消えていく。

　これでようやく終わる。

　終わる……、終わる、……終わる？

（なん、だ……？　なんで、体の感覚が鮮明に……？）

　死の訪れは、想像していたものと随分と違った。

　先程まで小さくなっていた胸の奥の不快感が、ズグリ、ズグリと脈打ち始める。

　体に突き立つ刃の感触がはっきりとし始め、何重にも布で包まれたような痛みが剃刀かみそりのような鋭さを取り戻し始める。

　いや、おかしい。明らかにおかしい。

　一度目の時の、死ぬ瞬間の感覚を今でも覚えている。

　自分の輪郭が解けて薄くなっていくような、体の熱が消えていくような、暗い水底に落ちていくような。

　そんな大切な何かを失っていく感覚。

「づっっ、ぐぅ、何がどうなって……？」

　しかし、今俺の体に起きている感覚はそうではなかった。

　むしろ、何かを注ぎ込まれているかのような感触があった。

「私たちは共犯者です、ご主人様。互いが互いの熱を共有しあう、二度と分かつことができない関係。あぁ、くふふっ、くふふふっ!!　今までで一番深く繋つながっているのが分かりますっ、もっと早くこうしていればよかった、簡単な話でしたッ!!」

「み、ミナリス……？　おまえ、まさか……っ!!」

　徐々にはっきりとしてきた感覚。

　ぼやけていた視覚も聴覚も精彩を取り戻し、ぼやけた思考も輪郭を描き始める。

　そうして目に入ったのは未いまだ俺の体に突き立ったままの心剣。

　心剣はいつの間にか淡く、しかし力強い赤い光を脈打つように放っていた。その脈動に合わせ、俺の中で何かが疼うずく。

　突き立つ刃の痛みは、気付けばピークを越えたように減衰していた。けれどそれは先程までのまどろみの中で感覚をごまかされているような感じではなく、むしろ感覚は冴さえている。

　俺の力をミナリスに受け渡すどころか、明らかにミナリスの力が俺へと流れ込んできていた。

「やめろ……っ、俺にそんなことをする価値はないっ!!　俺を殺せっ!!　こんなことを続けてたらお前の方が逆に……っ」

　このままでは、ミナリスという存在そのものが俺の一部になってしまう。

「くふっ、心配はいりません。ご主人様があの地獄の底で私に火を灯してくれたように、今度は私がご主人様に火を灯す番というだけです。さぁ、これからは本当に一つです。私はご主人様の中で生きていきます」

「お前っ、分かった上で……ッ」

　ドグンッ、ドグンッ、とミナリスは心剣を通してミナリス自身を俺の中へ送り込んできた。

　しかしこれは魔力や生命力の供給による回復ではなく、心剣越しに繋いだ経路を利用した同化だ。

「やめろっ、お前っ、このままじゃ……ッ」

「……逃がしませんよ？　熱がない？　くふふふっ、嘘嘘嘘嘘ッ、そんなことあるわけありませんよねぇっ!!」

「な、にを……っ」

「熱くたぎってドロドロでっ、喉の奥に張りついて、瞼まぶたの裏に焼きついて、頭の奥をぐちゃぐちゃにして、肌の表面を炙あぶり続けてっ!!　消えるわけがありませんっ、えぇ、消えるわけがありませんよっ!!　くふふふふっ♪」

　俺を見ているようで見ていないその瞳には、グルグルと渦巻く何かが潜んでいる。

「それは……っ、違う……、違うんだ……っ、俺の憎悪は、復讐心は偽物だ。勇者の力に押しつけられたまがい物で……、俺の中にはそんなものはもう……」

「あはははっ、やっぱりご主人様は勇者の力に惑わされているんです！」

「ぐっ、ミナ……、リ、ス、これ以上は……っ!!」

　クスクスと笑うミナリスは、どんどんと俺の内へと混ざり込んでくる。

　それに比例するように、体の内で何かが弾けていく。

「偽物？　まがい物？　あるわけないじゃないですかっ、くふふふっ、ご主人様ったら♪」

　プチッ!!　プチッ!!　と爆ぜる一つ一つが、俺の中をかき乱していく。

　そして、恍こう惚こつとした表情を浮かべているミナリスは、吊つり上がった口角を一度下げたかと思うと、それまで以上に深く切れ目の入った歓喜の表情を浮かべる。

「ほらほらっ、もう……見つけたッ♪」

「ッ!?」

　そして俺は、俺の底にあった何かを掴つかまれた気がした。

　身をよじるようにゆっくりと消えようとしていた不快感を、ミナリスが包んでいる。

　母の慈愛のように柔らかに、蛇の狡こう知ちのように逃すまいと、絶対の意志を持ったミナリスの手中へと囲い込まれていた。

「はぐ…っ!?」

　その瞬間、身の内でその『不快感』が大きく疼くのを感じた。

　しかし、その不快感はすぐ、俺に困惑を齎もたらした。その不快感の疼きが、記憶にある疼きと酷似していたからだ。

「ねぇ、ご主人様。確かにご主人様の復讐心は『勇者の力』に煽あおられ、誘導されていたのかもしれません」

　ミナリスの顔は更に上気し、どこか色気を感じさせるような表情になっていた。

　けれど、俺はそんなミナリスの様子を気にする余裕なんてなかった。

　まるで息を吹き返したように体中に広がっていくのは、ずっと慣れ親しんできた、常に俺と一緒にあった感覚。

　───憎い、憎い憎い憎い憎いッ!!

　───許せないっ、許さないゆるさないユルサナイッ!!

　───なんで貴様らが生きているッ、なんで貴様らが笑っているッ！

　頭が変になりそうなほど、自分の中で叫び続ける憎悪の声。

「それでも、その感情はご主人様自身の感情なんですよぉ。植えつけられたものなんかじゃない。偽物なんかじゃないっ、まがい物なんかであるわけがないっ!!」

　必死で自分の中身をコントロールしようとするが、まき散らされた油に火をつけたようにその感情は燃え広がっていく。

　暴れる感情に意識が明滅する中、少しだけ苦しげなミナリスの声だけが明瞭に聞こえてくる。

　もう随分と俺の中へと同化してきている。それは噴き出す血を自分の意思で垂れ流しにしているようなものだ。ミナリスも辛つらいはずだったが、それでもなお、ミナリスの声は生命そのものとでも言えるような暴力的な熱で溢あふれかえっていた。

「『勇者の力』のモノだったなんて言い訳に逃げるなんて、私が、私たちが許しません、ご主人様。道半ばで倒れたとしても這いずってでも進むんですよ、ご主人様は」

　暗くねっとりとしたその言葉はまるで呪いだった。

　その呪いは、あの日に俺がミナリスへかけた呪いだ。

　そして今、今度はミナリスから俺へ全く同じ呪いがかけられる。

「ご主人様、あなたは復讐者です」

「うぐぁっ、ぐぁあああっ、ァアアアァアアァアアッ!!」

　燃える、燃える、燃える。

　全身から今にも吹きこぼれそうな勢いで、身の内を呪いの炎が焼き尽くす。

　そして、その炎がミナリスへと伝わったかのように、ミナリスの全身が黒い炎に包まれる。

「ご主人様、あなたは復讐者です」

　もうミナリスのほとんどが俺と同化してしまっていた。

　少しずつ燃えるように溶けていくミナリスは、俺の内で小さく燻っていた憎悪の炎に黒い呪いの燃料をくべる。

　黒い炎に吸い尽くされるようにどんどんミナリスの存在そのものが消えていく。いや、俺の中で、俺の一部となっていく。

「ご主人様、あなたは復讐者です」

　ミナリスのその言葉と共に、俺の中で薄れかけていた俺たちの呪契い約が染み込んでいく。

　その全てが、ただどうしようもなく俺が目を逸そらし続けていた憎悪を焚たきつける。

　そして、【復讐の聖剣】を握ったまま、黒い炎に焼き尽くされる最後の一瞬まで嗤わらったまま。




「ご主人様、あなたは復讐者です。ずっと、ずっと、ずっとっ、何度繰り返そうと、骨の髄までどこまでも復讐者です。永遠に……」




　───唇に、毒のように甘い感触を残して。

　───『あなたは私たちのモノです』と囁ささやきを残して、ミナリスは消えた。




「ッッゥうァあアァアァあァアああァァアあァァぁぁァァァァアアアッ!!」

　そして、プツリと堰せきを切ったようにその感情は俺という殻を破った。

　ミナリスより受け取った黒い炎が俺の全身を包む。

　俺と、白い巨人の体との接合部が黒い炎で焼き切られ、俺と白い巨人の繋がりが断ち切られる。

「『グルォォオオォオォオ……ッッ!!』」

　ひと際大きく唸うなる白い巨人の声が壁の向こう側から聞こえるかのようにぼやけている。視界が赤と黒で染まっているのに、周囲の状況はやけにクリアに頭に入ってくる。

　しかし、その感覚に思考が追いつかない。理性も知性も思考も何もかもが、たった一つのどうしようもない感情に喰い荒らされていく。

　そう、初めて死んだ時に思考を覆い尽くしたたった一つの激情。

　世界よ滅べと、何もかも消えろと、全て地獄に堕おちてしまえと。

　ただただどうしようもない憎悪に埋め尽くされる。

　だが、それでもまだ足りないのだと、本能が理解していた。

　体の内に暴れ回る憎悪が、まだまだ足りないと、もっともっと深くだと叫んでいる。

　もっと、飲み込めと。

　もっと、受け入れろと。

　もっと、殺して取り戻せと。

「……こ、……ろ、せ……っ」

　それでも、それでも俺はその欲求を押し殺す。

　レティシアや、シュリア、舞にメテリアも。俺は俯うつむいたまま誰の顔も見ることはできなかった。

　見た瞬間、自分の歯止めが利かなくなることが分かっていたからだ。

「今すぐ……、俺、を、ころ、せっ……!!」

　もはや、俺の力の譲渡先をどうするだのという思考を介在させる余地すらなかった。

　ミナリスが俺に自覚させて、再び大火へと祭り上げた憎しみの炎を制御することができなかった。

　なのに。

　だというのに。

「あぁ、なるほどのぉ。同化……、そうじゃな、妾たちにはそれが一番よく似合う形じゃな。くくくっ、最初からこうなると想定しておったわけではないが、妾はもともと似たような形で共存しておったのじゃ。じゃから、ほんの少し前に戻るだけじゃな」

「大馬鹿の兄様？　兄想いのこの妹は、へたれな兄様とずっと一緒にいてあげます。これで死ぬまで、死んだ後もずっと一緒にいられますね♪」

「シュリアの命はとっくにご主人様のモノなのです。だから、ご主人様の欲求を我慢する必要はないのです」

「海人様、私はもう随分と貴方あなた様と離れたままでした。また離れ離れになるくらいなら、どうぞこの命を糧としてください」

　誰一人、俺を止めようとしてくれない。

　それどころか、自分を取り込んでいいと、むしろ取り込んでくれとばかりに、全員が無防備に体をさらけ出している。

　同化といえば聞こえはいいのかもしれないけれど、その実質はただの吸収だ。

　俺の中へと混ざり込んだ後、どれだけ自我が残るかも分からないのに。

　なのに、俺は、もう……。

「ぁあ、ああああっ、あぁアァァぁアァああああぁァああァアアッ!!」

　プツリと切れる糸。

　胸に突き刺さっていた【復讐の聖剣】は、いつの間にか俺の手に握られていた。

「ルラァアアアッ!!」

「ぐふっ！　くっ、これ、痛みがないわけじゃないんですね、兄様。まぁ、でも、そんな鬼畜な兄様でも、この妹、ずっと愛し続けますよ……」

　ドクッ、ドクッ、ドクッ!!　と、突き刺さった【復讐の聖剣】から舞が俺へと流れ込んでくる。

　ミナリスと同様、すぐに黒い炎を纏い、その体が溶けて消えていく。

　欠けたピースを補うように、俺の中の憎悪が悦楽に打ち震え、あるべき形を取り戻していく。

「たとえ血の繋がった兄妹きょうだいでも、誰よりも深く、兄様をお慕いしていました」

　自分が何をしているのか、俺にはもう分からない。

　分からないが、舞が喜んでいるのは分かる。

　俺の中に混じって、俺の憎悪の欠けた部分を埋めながら、俺へ馴染んでいくのを感じる。




「もう二度と、離れません。大好きです。舞の、舞だけの兄様……」




　そして再び、唇に柔らかな感触が触れる。

　ドロドロの甘い蜜のようだったミナリスのそれと違い、どこかミントのようなさわやかさを残して、舞が完全に俺の中へと混じり込んで消える。

「まだ、マダァ……」

「かっ!?　くっ、フフフッ、あぁ、海人様の愛を感じます。ずっと一緒にいられなかった。聖女なんて役目を押しつけられて、かすかな期待を持たされたのに、ただそばにいることもできず……」

　メテリアの心臓に突き立つ【復讐の聖剣】から、眩暈めまいがするほどの快感が体を巡る。

　相手の全ての思考が、心が、感情が入り込んでくる。

　あぁ、いいのか。こんな風になることを、お前たちは本当に心の底から望んでいるのか。

「あなたはもう勇者じゃありません。私ももう聖女じゃありません。だからもう、一人の女としてあなたに寄り添うことができます」

　メテリアの纏う黒い炎に照らされて、快楽と、憎悪と、寂しさや悲しみや喜びが混じり合って、自分が何を考えているのか、何を感じているのかも判別できなくなってきている。




「愛しています、誰よりも素敵な、私の勇者様……」




　メテリアの唇は、どこかしっとりとした水気を含んだ甘露の味がした。

　そしてまた、俺の中へと溶け込んで消えていく。

「あぁあ、アァァアアぁああ、ドウシテ、どうして、俺は、お前たちは……」

「きひっ♪　イタタタッ、あぁ、いい痛みなのです。最近ずっとお仕置きがお預けだったから、シュリア的に欲求不満だったのです」

　三人もの存在を喰らってなお、俺の中の憎悪はまだ満足をした様子もなく、まだ足りないと、まだ先があると餓うえた獣のように暴れ回っている。

　その獣欲に抗えないまま、抗わないでと心の底から相手に望まれて、その気持ちが誤解する余地もなく俺自身の中で俺へと直接伝えられて。

「シュリアは、この痛みの中から始まったのです。踏みにじられて、どうしようもなくて、ただただ苦しいだけだった世界の全てを、カイト様が全部真っ黒に塗り替えてくれたのです。その時からずっと、ずっと、ずぅーっと、シュリアの全部がカイト様のモノなのです」

　どうしてなのかも分からない。

　もう、どうしたらいいのかも分からない。

　けれど、止まらない、もう止められない。




「シュリアはカイト様が大好きなのです、愛してるのです、だからこのあともずっとずっと、一緒にいるのですよ♪　大切な大切な、シュリアの共犯者様なのです♪」




　甘酸っぱい、早はや摘づみの果実のような香りと共に、唇に柔らかな感触を覚える。

　シュリアもまた、俺の一部となって消えてしまう。

「さて、最後は妾の番じゃな」

「お前らは……、これでいいのか……？」

　最後に残ったのは、俺とレティシア。

「フハハハハッ！　泣き虫めっ、いいのじゃ、これで」

　どこか、縋るように吐き出した俺の言葉を、レティシアは笑い飛ばす。

　いいわけがない。

　理屈で考えれば当たり前の話だ。こんな馬鹿な話はない。どんなに言葉を取り繕っても、これは俺を焚きつけるための生いけ贄にえでしかない。

「自分の体がなくなっても、妾たちは海人の中で海人に寄り添うことができる。妾たちも、お主から切り離されるのはもう嫌なのじゃ、たとえ何があったとしても、海人のそばにいたいのじゃ」

　それでも、レティシアはそう言って歩み寄ってくる。

「さぁ、別に死ぬわけじゃないんじゃ、ドーンとひと思いに頼むぞ！　ここで仲間外れにしたら、本気で張っ倒すからの！」

　無防備に両手を広げたレティシア。

　その姿が、最後のタガを外れさせ、俺に感情の手綱を放させた。

「っ、ウァアアァアアアアアアアアッ!!」

「グッ、フフフッ、あぁ、不思議じゃな。一度目の世界の時と同じように、海人に貫かれているのになぁ。あの時と違って随分と心地よい痛みじゃ」

「馬鹿だ……っ、馬鹿だよっ、お前も、お前らも……っ」

　ドクンドクンと、レティシアの命をむさぼり喰らっていく。

「ふふんっ、知らなかったのか？　海人に惚ほれるような女じゃ、みんな馬鹿者に決まっておるじゃろ？」

　レティシアの体を覆う黒い炎は俺の一部となっていくにつれて勢いを増していく。

　それはまるで、消えかけの火が強く燃え上がるようで。

「でもまぁ、一番の馬鹿者は海人じゃろ？」

「あぁ、そうだよっ、くそっ、クソクソクソクソクソガァアアアアアア！」

　最初に自分勝手をしたのは俺だ。裏切ったのは俺だ。

　裏切りが許せないからと無理やり縛りつけたくせに、やけっぱちになって全てを裏切った。

「くくくっ、泣き虫め。なにも死ぬわけじゃない、海人の中で生きるんじゃ。美女五人が常に一緒じゃぞ、この果報者め」

「こんな時まで何言ってるんだよ……っ、最後くらい、もっと言うことあるだろうがっ」

「ふふふっ、じゃあ、魔王らしく、残される勇者に呪いでもかけていくかの」

　スッ、と伸びるレティシアの両手が、俺の顔を優しく挟む。

「海人、きっちりと復讐を果たしきるんじゃ。逃げるなんて許さぬ、諦めるなんて許さぬ、立ち止まるなんて許さぬ。お主の中から、お主のそばで、ずっとお前を見張っておるからの」

　呪いと言いながら、その顔に浮かぶのは慈愛の色だった。




「海人、たとえ何度世界を繰り返しても、妾は海人のそばにおる。好きじゃ、大好きじゃ、恋しておる、愛しておる。誰よりも、何よりも、これだけは変わらないからの」




　唇に触れたレティシアとのキスの感触は、まるで燃え盛る火のように熱くて。

　涙が出そうなほど、優しい味を残して消えていった。

「………」

　一人。

　俺一人だ。

　みんな、俺の中で俺の一部になってしまった。

「『グルガァァァアアアアァアアオ……ッッ!!』」

　押さえつけるものが誰もいなくなったことで、俺と分離した白い巨人が氷の戒めを壊して動きだしていた。

「うるせぇよ」

「『グルガガガッ、ガォアッ!?』」

　深く、暗く、鋭く、強く、俺の感情を反映したようにどこまでも強烈な黒炎を纏った【復讐の聖剣】が白い巨人の腕を斬り裂く。

「『ガォアッ、ガォアッ!?』」

　受けた傷を再生させようとして、それができないことに気が付いたようだ。

　戸惑うような姿が癪しゃくに障ってどうしようもない。

「うるせぇっつってんだろっ!!」

　視界が真っ赤に染まる。あぁそうだ、これだ、この感情だ。

「『グルガガッ！』」

　斬り刻んで、斬り刻んで、斬り刻んで、欠片かけらも残さないほど斬り刻んで。

　細かい粒子になるまで殺し尽くした。

　そして、その場所に静寂が訪れる。

「……なんなんだよ、俺は」

　吐き出したはずの感情は、まだまだ足りないととぐろを巻いている。

「……本当に、なんなんだよ、俺は」

　自分の空っぽの手のひらを見つめる。

　ずっと歩み続けてきた。

　立ち止まった瞬間が、終わりの瞬間だと知っていたから。

　そうやって、ただただ進んできたんだ。

　だけど、そうやって、歩み続けた道の果て。

　削れたこの手に残ったものは……。




「ギャハハハッ!!　また会ったなぁっ、おい」




　と、粉々になった白い巨人の粒子が一瞬で集まり、形を成した。

　この場所に来る前、一番最初に問答を行ったあの黒い影がそこにいた。

　まるでゲームの２Ｐキャラのように、色違いのモノクロ調をしていること以外は俺と全く同じ外見をしていた。

「それで、思い出したかよぉ？　自分が何者だったのか」

「……別に、それを忘れたことはねぇよ」

　そう、忘れたことはない。

　俺はどこまでいっても永遠に復讐者だ。もう復讐者にしかなれない。

　……それにしかなれないからこそ、復讐心が折れた俺は消えようと思ったんだから。

「だったら上等じゃねぇか！　で、どうするんだよぉ、俺よぉ？」

「分かりきったことを言うんじゃねぇよ、『選ばない』の選択肢を潰されたら、選べるものなんて一つしかねぇだろうが」

　この気持ちの出どころが俺自身のモノなのか、それとも勇者の力に植えつけられたものなのかは分からない。

　けれど、もうどっちだっていい。

「あぁ、選ぶさ。それがアイツらの、いや、俺たちの望みなんだから」

　今はただ、この身の内を焼く感情のままに。

　バッサリと、手にした【復讐の聖剣】で目の前の相手を斬り裂いた。

「そうかいそうかい。全く世話の焼ける奴だねぇ」

　クククッと嗤う俺の影が消えていく。

　再び黒い粒子へと返っていく影は、やがて渦巻くようにして【復讐の聖剣】に取り込まれていく。




「俺が歩く道は、復讐者だ」




　決意と共に呟つぶやいた言葉に呼応するように、黒い粒子を全て吸いきった【復讐の聖剣】が巨大な黒い炎を噴き上げる。

　まるでその炎を見た者にまでも濃縮された憎悪と怨えん嗟さと怒りを感染させるようだった。

　その奥で、【復讐の聖剣】が自身が噴き上げる炎を固めるように剣を育て上げていく。

　黒炎は黒曜石のように固まり、一振りの巨大な大剣へと変貌していく。




　──………【システムメッセージ・今代の勇者が覚醒しました。【復讐の聖剣】が本来の姿へと変異しました】




　──………【システムメッセージ・条件を満たしたため、【復讐の聖剣】が『大罪の心剣』シリーズへと至りました】




　──………【システムメッセージ・【復讐の聖剣】が【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】へと至りました】




　無機質なシステムメッセージと共に、手にした【復讐の聖剣】が【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】へと姿を変える。

　細身だった刀身は跡形もなく消え去り、どこか武骨で巨大な大剣へと変わった。黒曜石のような刃は、貪欲に周囲を焼き尽くそうとしているような燃え盛る黒い炎を纏い、その黒い炎は俺自身を包み込むように覆っている。

「あぁ、なるほど、これが俺の心剣か」

　大罪の剣つるぎは歴代の勇者の力を、無念を、性質を閉じ込めた心剣。

　だというのなら、そこには俺自身の心剣が存在していてもおかしくはない。

　それこそが【復讐の聖剣】であり、【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】なのだ。

「憤怒の大罪かぁ、いいねぇ、そうだよなぁ、俺に残ってるもんは、それだけだもんなぁ」

　理不尽への怒り、運命への怒り、自分への怒り、世界への怒り。

　きっとそれが、俺自身の本質だ。

　どうしようもなく何もかも削り落としてきて、それでも消えずに残ってしまった俺の本質だ。

「さて、と」

　ただ沈んでいた空間に明るい光が差す。

　暖かなその光に、俺はゆっくりと背を向けた。

　光の指す方が、俺が望む出口には繋がっていないと知っていたから。

　俺は光が差す方とは真逆の、一歩先も見えない暗闇の方向へと向き直る。

　こちらの方が、俺がずっと歩いてきた道で。

　たくさんのモノを失って、それでもなお、と選んだ道だから。

「さぁ、また歩こうか」

　俺は再び、復讐の道を歩みだす。






終章　二度目の勇者は復讐の道を嗤い歩む






「ラムネシア姉さまっ、お茶が入りましたよ♪」

　柔らかな日差しと共に、花の香りを乗せたさわやかな風が吹く。

　春の陽気に誘われたように、チチチッと小鳥のさえずりが聞こえている。

「あぁ、アレシア。ちょうどこちらもお菓子が焼けましたよ。ふふっ、会心の出来です」

　花々が咲き誇る庭園の中央。

　シミ一つない大理石でできた白亜の東あずま屋やに用意された小さめのティーテーブルに、芳かぐわしい香りを放つ紅茶と、甘い匂いを漂わせるクッキーのような焼き菓子が置かれています。

　紅茶はワタクシが淹いれたもので、焼き菓子はラムネシア姉さまが用意してくれたものです。

「まぁっ！　本当に美お味いしそうです、姉さま！」

（あぁ、ようやくここまで……ッ!!）

　心の底から歓喜の感情が溢あふれ出る。

　つい先日まで、立ち上がるどころか話すことさえできなかったはずなのに、今はお願いをしていないのにもかかわらず、自分の意思でこうしてお茶会の準備まで手伝ってくれる。

　世界に『種』が広がって、ワタクシの望む二人だけの世界が近づいてきている証拠でしょう。

「うふふっ、アレシアの淹れてくれた紅茶もいい香りがしますね」

　二人一緒に白亜の東屋に座って、紅茶を嗜たしなみ、お茶菓子に舌鼓を打つ。

　ずっと、ずっと取り戻したいと願っていた日々。

　ラムネシア姉さまと二人で穏やかに笑い合うだけ、たったそれだけの日々にずっと焦がれて。

　そしてようやくここまでたどり着きました。

　大切なものはないのに、不必要なものばかりが溢れかえっているこの世界。

　その不必要なものの中でも更に醜悪な者たちを相手にしなければいけなかった毎日。

　それに比べて、幸せに過ごすことのできる、今の夢のような日々がどれだけ素晴らしいことか。

「ラムネシア姉さま、姉さまを支える種は順調に世界へ広がっています。細こま々ごまとした取りこぼしも、すぐに種が植えられるでしょう」

　姉さまをワタクシの元へと連れ戻したあの日から、既に三ヶ月近くの時間が過ぎました。

　事前の仕込みも手伝って、王国も、帝国も、獣国も、法国も、……そして、海の向こうの魔族たちがはびこる土地にも世界樹の種は広がり、魔汚族物でさえも等しく世界樹の僕しもべとなってワタクシと姉さまの世界を支えていく。

　皮肉なことに、邪気に侵された世界樹、歴代の魔王たちの魔ま煌こう樹じゅがあるせいか、魔族の方がよく世界樹の種に馴な染じんでいました。

　今はまだ、森深い僻へき地ちや険しい山奥、一部のダンジョンなどに立て籠こもっている者たちもいますけれど、いずれ全てがワタクシと姉さまに染まる。

　そうでなければ、そうして引き籠ったまま腐って消えていく。

　───もはや、誰にもワタクシたちを引き裂くことはできません。

「だから……、今更、何をしにいらっしゃったのですか？」

　コトリとカップを置くと、綺き麗れいな庭園に入り込んできた煩わしい虫に目を向ける。

　そこには、姉さまを手に入れられた輝かしいあの日に、情けない顔で這はいずるように逃げ出した元勇者・カイトの姿がありました。

　しかし、それは幻影の姿のようで、そこに実体はないようでした。

「………随分と、殺し尽くしたな」

「えぇ、でも、殺したわけではありません。世界樹の僕として、世界を支える家畜として幸せに満たされた存在に変わったのです」

「………これが、お前の望んだ世界か？」

「その通りです♪」

「…………」

　女神の力を使って作り出した、完璧な世界。

　ワタクシとラムネシア姉さまだけの世界。

　あぁ、なんてすばらしい世界なのでしょうか。

「ねぇ、アレシア？　あの方はどなた？　何のお話をしているの？」

「ラムネシア姉さま、大丈夫です、ただの羽虫ですから気にする必要はありません」

　戸惑った様子のラムネシア姉さまの頬ほおに手を当てて、ゆっくりとそう言う。

「えぇ、分かったわ。彼のことは気にしないわね」

　ラムネシア姉さまは素直にそう言って、返事の通り優雅にお茶会を再開しました。

　改めてワタクシは無表情を装う元勇者へと視線を向ける。

「………」

「それにしても、幻影体とはいえ、よくこの世界に入ってくることができましたね？　一応、虫よけ程度の結界は張っていましたのに」

「安心しろ、すぐに直接会いに来てやるさ」

　幻影体のカイトはそんな風に虚勢を張っています。

「まぁ、殺されに来るなんて殊勝な心掛けですね。こそこそ隠れて朽ちていくなら、わざわざ汚物に会いに行こうとは思っていませんでしたのに」

「はっ、適当言いやがって。そんな顔して何を言ってやがる」

　ワタクシがにっこりと笑ってそう告げると、カイトは表情も変えずに皮肉めいた様子で笑っていました。

「あら、分かってしまいますか？　おかしいですね、表情は完璧に作っているはずですけれど……」

「お前が敵を見逃すわけがない」

「……敵？　貴方あなたがぁ？」

　あまりにおかしなことを言うので、せっかく作った笑顔が崩れてしまいます。

「アハハハハハッ、情けなく逃げ出したゴミ虫の分際でよくそんなことが言えましたね？　敵というのは自分を脅かせる力を持った相手をいうんですよ？」

「……」

「ワタクシが気にしているのは、どこかに隠れている旧世界の神です。今の貴方程度、敵とは呼びません……。あぁ、でも……」

　ワタクシはスッと自分の右手を左肩へと持っていき、肩越しに自分の背中を意識する。

「貴方には背中を切り刻まれたこともありましたし……、一度目の時のように苛いじめ抜いてあげれば、宝地図代わりぐらいにはなりますかぁ？」

　背中の傷跡はとっくに消して白磁の肌を取り戻していますが、与えられた屈辱の記憶まで消えきってしまったわけではありません。

　ワタクシとラムネシア姉さまの世界で享受する幸せに比べれば、吹き飛ばされて消えるような些さ細さいな感情ですが。

　それも、姉さまを手に入れることができた日の彼の情けない姿で留飲が下がりました。

　恐怖を虚勢で隠し、力量差を肌で理解したがゆえに、思考を停止して噛かみつくことしかできなかった情けない男。

　ワタクシにとっては、もはや少しウザったいだけの羽虫程度でしかありません。

「くくくっ、そうだな、しばらく都合よく事が進みすぎてたせいで、俺は随分と思い上がってたんだよなぁ」

「……？」

　だから、軽く挑発してやれば、また、恐怖を塗り潰つぶすために噛みついてくるか、自や棄けになって苦々しく睨にらみつけてくるかぐらいだと思っていました。

　しかし……。

「共犯者が増えて、復ふく讐しゅうが順調に進んで、だから、そう、お前が言う通り思い上がってたんだよ。血の海の底から見上げてるつもりで、水面から顔を出してた。そんなことをすれば踏みにじられるって知ってたはずなのになぁ」

　そう言うカイトはケタケタと気味の悪い顔で笑っていました。

「……不快です、今すぐその顔をやめなさい」

　チリッ、と目と鼻の奥深くを嫌な感覚が擽くすぐるような不快感が走る。

（この感覚は……、なに？）

　ワタクシは不快感と共に苛いら立だちを吐き出すように神気を開放しました。

　神気はその名の通り神が放つ存在の余波。

　魔力をもとにした実態のない幻影など、すぐに影響を受けて揺らぎ始める。

　その程度の存在だというのに………。




「けど……、俺は血の海の底に戻ったぞ？」




「お前をこの位置にまで引きずり下ろすために」




「必ず殺す、絶対殺す。絶望と苦痛の海の底で、蛆うじ虫むしのように踏みにじって潰してやる」




　その姿はまるで亡霊のようでした。

　さながら、妄執と憎悪が混ざり合った血霧の亡霊。

「アーハッハッハッ！　殺す？　ワタクシを？　ワタクシたちを？」

　その様をワタクシは大きく笑い飛ばす。

「ワタクシを殺すなんて不可能です。もはやワタクシを殺すということは世界を殺すということです」

（何か狙いがあるのかと思いましたけれど……、ただ絶望的な戦力差に正気を失っていただけ……。ここからの巻き返しなんて、それこそ神の力を以もってしても不可能です）

「だったら殺すさ、世界ごと。お前が幸せに過ごすその世界ごと、虐殺して、陵辱して、暴虐して、殺さつ戮りくして、鏖おう殺さつして、知識と英知の限りを尽くして殺し尽くしてやるよ」

「減らず口もそこまで叩たたければ立派ですねぇ。そんな幻影すら消えそうな状態で、どうやってワタクシを殺すのですか？　そろそろ目障りですから消えなさい」

　解放した神気を幻影体に向けて集中させる。

　肉体という寄る辺のないただの幻影は、それだけで掻かき消えるはずでした。




「だからそう、最後の準備を始めようか」




「っ!?　なぜ……っ!?」

　しかし、予想に反してその幻影は消えることはありませんでした。

　それどころか、先程まで神気にあてられて揺らいでいた輪郭がはっきりとしてきました。

「さっき言っただろう？　すぐここへ来ると」

　ブゥォンッ！　と渦巻くように黒い炎が巻き起こり、カイトを包みました。




「────怒りの炎は黒くあるべきだ。

　────どこまでも、どこまでも、どこまでも深い地の底で燃え盛るために。

　────ただ一つ、なに一つ、全ての炎が届くように。不変の炎となるように。

　────燃やせ、燃やせ、全てを燃やせ。自身を燃やして全てを燃やせ。

　────戒めも、禍わざわいも、妨害も、全て燃やし潰して歩み続けるために。

　────己を示す名の元に、我は全てに抗あらがう鬼の炎である」




　憎悪の火が言葉の形をとったような声が響き、周囲の光を呑のみ込むような闇色の炎がより一層大きく燃え上がる。




「────【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】」




　そして燃え上がる炎を押しのけて姿を現したのは、その黒い炎を纏まとったまま、いつの間にか実体を得ていたカイトでした。

　その姿は、炎に包まれる前と同じ、まるで旅人のような動きやすさ重視の服装。けれど、その全身から噴き上がる黒い炎は旅装の軽さを塗り潰すような重さを持っていました。

　そして、その手にあるのは言葉通りの憎悪の炎が寄り固まったとしか思えない姿をした大剣。

　漆黒の刃やいばと、血のような紅べに色の文様。なのに、どこか武骨ささえ感じられるのは、その大剣には余分なものが混じっていないように思うからでしょう。

　常にまき散らされる黒い炎は、カイト自身が纏う炎と混じり合い、足元付近の花を黒い消し炭に変えています。その姿はまさに、自らの憎悪を周囲にまき散らしているようでした。

　その姿はそう、まるでおとぎ話の中の……。

「……──魔王、そのものですね」

「そう仕立てたのはお前たちだろう？」

　ゾクリと、何かが背筋を這うような感覚。

　あぁ、これは、いわゆるトラウマというモノなのでしょう。

　理屈ではなく、殺さなければいけない相手。

　これだけの戦力差があってなお、相手を敵と思ってしまう、ワタクシ自身の脆ぜい弱じゃくさ。

（いいでしょう、もう一度、ワタクシが貴方を殺してあげましょう）

「ラムネシア姉さま、どうやら、まだ決着をつけなければいけない相手が残っているようです」

「まぁ、そうなの？」

　ラムネシア姉さまは不穏な気配を感じ取ったのか、不安げな表情を浮かべていました。

（あぁ、なんてことでしょうか。ラムネシア姉さまにこんな顔をさせてしまうなんてっ！）

　ワタクシは痛む心をごまかすように、ギュッと握った手を自分の胸元に当てます。

「心配しないでください。ラムネシア姉さまのことはワタクシが守ります。二度と誰かに傷つけさせたりなどしません」

　そして、決意を新たにして胸に秘め、ラムネシア姉さまを安心させるために微笑ほほえんでみせました。

「さぁ、それではラムネシア姉さま、ここから動かないでください。すぐに終わらせますから、安心して見ていてください」

「えぇ、分かったわ、アレシア」

　ラムネシア姉さまはワタクシの言葉に、不安げだった表情を変え穏やかに微笑んでくれました。

　そう、ワタクシがラムネシア姉さまに浮かべていてほしいのはこの表情なのです。

「─────……『蕾の花弁クリアベール』」

　フゥッ、とまるでシャボン玉のような透明な膜に、ラムネシア姉さまのいる東屋が包まれました。

　触れれば割れてしまいそうですが、見た目に反してその強度は折り紙つきです。

「お待たせしました」

　ラムネシア姉さまの安全を確保したワタクシは、東屋の短い階段を降りながら亜空間に収納していた一振りの細身の剣を取り出しました。

　レイピアのように細身の刀身と、花柄の彫金が施された握り手。

　神の力を奪ってから生み出して作ったその剣は、おそらく世界で最高の剣でしょう。

　当然、ワタクシの力によく馴染み、神の力を纏った剣は薄桃色の燐りん光こうを帯びています。

「人形遊びはもういいのか？」

「あらあら、戦う相手が強い時ほど恐怖をごまかすように軽い口調で相手を挑発する癖は変わっていないのですね。見た目だけそんなに立派になられても、中身は小心者のままなのですね」

「そういうお前は苛立つと口数が増える癖はそのままみたいだな。ご大層な行動を起こした割に進歩がない」

　ファサッ、と階段を降りきると柔らかに吹いた風が足元から花びらを巻き上げる。

「さぁ、最後の殺し合いを始めましょう？」

「あぁ、これで本当に最後だ。俺自身が燃え尽きるその瞬間まで、この黒い炎で楽しんでやるさ」

　そして、最初は何の合図があるわけでもなく、けれど、まるで事前に示し合わせていたかのような自然さでぶつかり合いました。







　ギィイイイインッ!!

　ビリビリと腕を伝わる衝撃が全身を走り、体の骨が軋きしんで悲鳴をあげる。

　アレシアの細身の体からは想像できないほどの剛力は、神の力を取り込んだことによって存在の密度が増していることが原因だろう。

　その上、力の供給源になっている世界樹の種を植えられた人間が世界中を覆い尽くしているのだから、その力はすでに人外の域に到達している。

「フッ！　ハッ、ハァッ!!」

「ルッ！　ラァアアアッ!!」

　超高速の剣けん戟げきの重なりは、喉を引き攣つらせた悲鳴のように甲高い金属音を響かせる。

　二度、三度と刃が互いの身を擦こすり合わせる度、行き場をなくした衝撃が空気を震わせ、足元の花から色を奪う。

「ふふふっ、どうしました？　こんな華きゃ奢しゃな女の剣ぐらい、簡単に捌さばいてみせてくださいな」

「肩の端にも引っかかってない猫の皮を引っ張り出して、何をほざいているクソ女」

「まぁ怖い。一国の姫を相手になんてことを言うのでしょう」

「姫も何も、自分で自分の国を滅ぼしておいてよく言う」

　高速で移動しながらのぶつかり合いは、一つ重なるごとにその場を荒らしていく。

　美しい花畑は駆ける足に抉えぐられ、踏まれ、散らされて、黒く染まった地面を剥むき出しにする。

「滅ぼしてなんていませんよ？」

「国民のほぼ全てを化け物にしておいてそう言えるお前が、一番の化け物だよ」

　俺の剣が纏う黒い炎とアレシアの剣が纏う薄桃の燐光が、互いに互いを侵食しようとぶつかり合っている。

　刃と刃の間で限界まで高められた圧力は、ある瞬間爆発するように弾はじけて、俺とアレシアは吹き飛ばされるように距離を取った。

「化け物だなんて。何度も言っているでしょう？　彼らはとても幸せな存在になったのです。楽園を支える大切な使徒たち。ある意味、人間だった時よりもずっと崇高な存在へと変化したのです」

　トッ、と羽でも生えているかのように軽やかに衝撃を殺したアレシアは、ヒュッ、と剣を斬り払って微笑んだ。

　陶酔したように笑みを浮かべるアレシアの姿は、ある意味清廉な乙女のようで、手にする剣と花びらの舞う周囲の状況と相まって、何も知らない人間が見たら一幅の絵のようだった。

　だが、その美しさは奥に隠した醜悪な呪いの裏返しでしかないことを、俺は知っている。

「それにしても正直意外ですね、神の力に貴方程度が対応できるとは思いませんでした」

「ハッ、癪しゃくな話だが、この力だって元をたどれば神から与えられた力だからな。神モドキを取り込んだだけのお前ぐらいになら十分届くさ」

「神モドキ？　自身に力を与えた相手をモドキ呼ばわりとは、厚顔無恥とはこのことですね。貴方に力を貸している相手こそ、神から力を分け与えられた力に驕おごった神モドキでしょうに」

「……？　なんだ、お前、知らないのか？　……なるほど、そういうことね」

　アレシアの返事の違和感に、俺は納得したように頷うなずいた。

　おそらくこいつは、地球の神と自身が取り込んだルーナリスの関係を知らないんだろう。

　さすがに現地神の存在ぐらいは知っているようだが、この様子だとルーナリスよりも格下の使い魔ぐらいにしか思っていないように見える。

　ここで神の事情についてブラフにする意味はないし、唯一の神であるルーナリスを取り込んだのだと思っているからこそ、余裕の態度を崩さなかったのだろう。

　道理で俺たちが去っていくのを簡単に見逃したわけだし、その後、俺たちに対する追及が甘かったわけだ。

　しかし、一人納得した俺の様子が癇かんに障ったようで、アレシアの目が細くなる。

「どういうことですか？」

「まぁいいさ。お前が知っていようが知っていなかろうが、何も変わらねぇからなぁ」

「気に入りませんね、その態度。ワタクシが何を知らないというのです？」

「教えるわけねぇだろ、バァカ！」

　次の瞬間、再び空いた互いの距離が詰まって、大きな剣戟が一つ響く。

「……なら、貴方を拷問にかけた後で無理やり聞き出すとしましょう」

　アレシアの剣が纏う燐光がより一層強い光を放つ。

　剣がそれ自体の燐光だけでなく、俺が纏う炎のようにアレシアの全身からの光を纏ったのだ。

　それに合わせてぶつけ合った剣から掛かる圧力が爆発的に大きくなった。

「やれるもんならなぁっ!!」

　しかし、こちらも好きにやらせるわけもなく、黒炎が相手に呼応するように、その餓うえた獣のような貪欲さを露あらわにして勢いを増していく。

　剣の扱いでは俺の方が上だったが、単純な能力差はアレシアに軍配が上がるだろう。

　それでも、神の力を完全に支配下に置いたアレシアの身体能力に追随できるのは、【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】の効果のおかげだった。

　この心剣は俺の怒りに呼応して身体能力を増強し、敵から与えられた苦痛を自らの力に塗り替えて取り込む。

　そして、俺が生み出す黒炎は自分の使える全ての能力を再現・強化し、使用できる。そしてこの能力で再現した力は阻害系の影響を排除できる。俺がこの場に転移できたのも、【天てん在ざいの転てん移い剣けん】の力を強化して使用しているからだ。

　ただし、一度発動すれば発動の対象とした怒りの感情が正当に発散されるまで発動を解くことはできず、発動している間は自身の黒炎に身を焼かれ続ける。

　身体強化の度合いや自分の力の再現・強化はその俺を焼く黒炎を消費するが、黒炎の勢いはある程度自分で調節が利く。ただし、黒炎が燃え盛る勢いに比例して体を苛さいなむ苦痛が増す。

　何があろうと消えない炎は、怒りの元を断たない限り永遠に俺の身を焼き続ける。

「くたばれ……ッ!!」

「うふふっ、どうしましたか？　焦りが見えますよ？」

　小手調べとしてのぶつかり合いは終わり、戦いのボルテージはとどまるところを知らずに上がっていく。だが、それも限界が見え始めていた。

（ちっ……、やはり単純な力比べじゃ分が悪いな）

　俺の力は皆を抱え込んだことで飛躍的に伸びている。

　しかしそれでもなお、単純な力や速度で後れを取っている。

「焦ってねぇよっ！　喜んでるんだ。お前の相手をするのに手応えがなくっちゃ、つまんねぇからなぁ」

「減らず口にも勢いがありませんねぇ。────包んで塗り潰す灰の花、『炎樹の花弁フラネシア』」

　剣技のみでの戦いから、それぞれのスキルの応酬へと変化していく。黒炎がその性質を変え、龍や虎、刃のついた車輪や無数の手裏剣へと形を変え、アレシアへと襲いかかる。

　しかし、アレシアはその全てを自身が生み出した花びらで弾き、包み、切り裂き、安々と無力化していく。

　俺のスキル攻撃はどれも龍種を相手にしても一発で消し炭に変えてしまうほどの威力を秘めているはずなのに、まるで効力を発揮することもなく霧散してしまう。

　その上、こちらが全身を焼かれる苦痛の中で放っている攻撃を、アレシアは十分な余裕をもって対応している。

「花弁は剣の刃と舞う、『剣王の花弁フラワーエッジ』」

「くっ！　グッ!?」

　俺の攻撃を抑え込んでいる花びらにまぎれ、硬質化して刃となった無数の花びらが襲ってくる。

　防ぎきれなかったその刃が体に鋭利な赤い線を引く。

「ほらほら、どうしました？　動きが鈍り始めていますよ？　隙すきだらけです」

「グハッ!!」

　衝撃は背中側から来た。

　ぶつかってきた大量の花びらの塊は、まるで巨人の拳で殴りつけられたような衝撃と共に俺を吹き飛ばす。

「どうやら、ここまでのようですね？　まぁ当たり前の結果といえばその通りですが」

　地面を削って勢いが止まった時、アレシアは魔力で作り上げられた花びらを操りながら、こちらを嘲ちょう笑しょうしていた。

「喜び勇んでこの場に来た割にはなんとも情けないことです。本当に馬鹿な男……」

「馬鹿はお前だ……、こんな程度で、まだ終わらせるわけねぇだろ……」

　プッ、と口の中の血を吐き出し、黒炎を使って体の傷を癒す。

　確かに、今の出力じゃアレシアに追いつけていない。だったらもっと出力を上げてやればいい。

「ようやく痛みにも慣れてきたところだしなぁ。……第二ラウンドだ」

「なにを……っ、!!」

　瞬間、俺から立ち上る黒炎が更に勢いを増す。

「ガッ、ギッ!?」

　焼ける、焼ける、焼ける、焼ける。

　目も鼻も耳も口も、手も足も首も腹も胸も。

　これ以上ないと思っていた痛みの限界値を安々と超えて、全身の皮を剥はがされたかと思うほど、体の表面が苦痛の塊へ置き換わっていく。

　だが……、だが、それでも。

「体の内側よりは、ずっとましだよなぁ」

「っ！『炎樹のフラネ……』、あぐ!?」

　瞬間、俺はアレシアの背後へ黒炎で性能を増した『転移』の力を発動する。

　俺の転移は多くの魔力と集中を必要とするため、戦闘時の短距離の転移には向かない。そのことを知っているはずのアレシアだからこそ完全に虚を衝つけた。

　それでも最大限に強化した回し蹴りは、その威力の大半を不完全に展開された花びらに受け止められてしまった。

　しかし、その防御を超えた分の衝撃は今度はアレシアを吹き飛ばし、先程の光景を役者を入れ替えて再現する。

「まだまだ終わらせねぇよ。まだ始まってもいない。アレシア、お前は殺す。俺が殺す。何があっても、何が起こっても。それが俺の願いで望みで、俺が交わした全ての者との契約だ」

　ずっとずっと体の内で燻くすぶっていた。

　炎、やっぱり炎なのだ。この憎悪の塊は、俺の中で呻うめき声をあげている炎そのもの。

　俺の存在そのもの。

　痛みが必要というなら捧ささげよう。

　悲しみが必要だというなら捧げよう。

　俺の存在そのものが必要だというなら捧げよう。

「く、ふふふっ、なぁんだ。やはり、一度目の世界でワタクシが話したことは正しかったのですね」

　アレシアは頬に付いた土汚れを払って俺を見る。

「人間の皮をかぶっただけの化け物。皮の下にあるのはどうしようもなく下劣で醜悪で……、救いようのない怪物。証拠にほら」

　その顔に笑みを浮かべながら、しかしその瞳は毒の氷のように冷たく。

「人としての皮すら、破れそうになっているではありませんか」

　アレシアの言う通り、分ぶん水すい嶺れいを超えた黒炎の出力は、俺の見た目に変化をもたらしていた。

　俺の体の表面はひび割れた地面のように無数の亀裂が入り、その隙間からは血が混じったような赤黒い色をした炎が噴き出している。

　それまでの黒炎と混じり合い、無機質だった炎に血管が張り巡らされて、まるで意思を持ったケダモノのようにその存在感を変えていく。

　その見た目は確かに、殻を内側から破ろうとしている人間以外の何かのよう見えるだろう。

　だからどうした。人としての一線程度、いくらでも超えてみせよう。

　その程度で止とどまる理由はどこにもない。

「ふぅぅぅ……、さぁ、続けようか」

「それでは本性を現した化け物を退治すると致しましょう」

　立ち上がったアレシアは、再び花びらを操り始める。

「そうですね、古今東西の物語に倣って、化け物退治はパーティーで挑むことにしましょうか」

　そう言ったアレシアはよいことを思いついたとばかりに口の端を吊つり上げると、手にした剣を地面に突き立てた。

　その場所を中心として大きく魔法陣が広がり、やがてアレシアの目の前に六条の光の柱となって、魔力が収束していく。

　脈打つような魔力の本流がひと際大きく鼓動を叩きつけたその瞬間、まばゆい光と共にその場に六つの人影を作り出す。

「んがっ、あぁ？　何だここはぁ……？」

「……ここはいったい、王城ではないようだが」

「ここは……、獣国ではないな。どういうことだ？　何が起こっている？」

「あら、ここはどこですか？　ソーリィ？」

「んんぅ、ガガーランド？　もう朝ぁ？」

「ひひっ、なんぞ綺麗な場所だのぉ」

　現れたのは戦士ガガーランド、騎士ギードット、武闘家レオン、魔術師ユーミス、踊り子ミミーニャ、暗殺者ゴルド。

　周囲の様子に戸惑いを見せる六人の姿は、俺の記憶の中にもある戦闘用の装備を身に纏った状態でそこにいた。

「どうですか、懐かしいでしょう？　在りし日の勇者パーティーの面々ですよ♪」

「あぁ、そうだな。こいつらが本物だったら、狂喜乱舞するところだったんだがな」

　ニコリと笑って見せるアレシアに、俺は冷たく言い放った。

　現れた六人は、確かに記憶の中にある姿そのままだった。一度目の世界で俺を追い詰めた奴らそのままの姿でそこに立っていた。

　しかし、そこにあるのは俺が恋い焦こがれていた復讐相手ではない。

　そこに、俺が望んだ相手の魂はない。

　あいつがラムネシアと呼んでいる空っぽの人形と同じだ。アレシアの記憶の中にある奴らを、再現しただけにすぎない。

「どういう状況かは分からねぇが……、とりあえずそいつをぶっ殺せばいいんだろぉ？　王女様」

「ふむ、王国の敵がはっきりしているのなら、騎士団長として相手を処断するのみ」

「勇者よ、魔に落ちるとは情けない。獣国を代表し、俺が引導を渡そう」

「ほっほっ、これはまた殺し甲が斐いのある相手じゃわい」

「うーん、私は特になんとも思わないけどぉ、ガガーランドのためにも死んでほしいかなぁ」

「あぁ、死体は私に研究させてくださいね。異界の人間なんて、格好の研究材料なんですから」

　混乱から立ち直って意思統一が済んだらしい六人は、同時に完璧な連携をして俺に仕掛けてきた。

「『我流・轟ごう雷らい一いっ閃せん』んんんんっ!!」「『王国流剣術・光断ち』」「『重撃・獅子剛撃』ッ!!」「ほっほっ、『暗殺術・影刃』」。

　前衛職の四人がそれぞれ手にした武器を振るい、俺へと襲いかかる。

　俺は瞬時に空いていた左手に剣を生み出す。

　右手に持った大罪の剣つるぎがすらりと反った細身の長剣へと変わり、左手にも同様の姿の剣が握られた。

「邪魔だぁあっ!!」

　左側のガガーランドの横一閃を左の剣で跳ね上げ、正面のギードットの縦一閃を右の剣で弾き飛ばし、右側のレオンの正拳突きを弾き飛ばしたギードットの一撃で迎撃する。

　背後のゴルドに対しては振り返ることなく魔力を纏わせた足で回し蹴りをして吹き飛ばす。

「『舞踏術・砂さ塵じんの舞』っ」「『緑雷一閃ライトニング』っ!!」

　俺が前衛を相手にしている間に魔力を練り上げたミミーニャとユーミスが、無数の砂塵の刃と幾筋もの軌跡を描く緑雷を放った。

「チッ!!」

　黒炎を操作して迫る魔法の大半を打ち落とすが、手数が足りずにいくつかの直撃を許す。

　当然無防備に受けるような真似はせず、黒炎を盾に威力を減衰させるが、いくらかのダメージは受けてしまった。

「それでもまぁ、たとえ人形だとしても、その姿で敵意を向けられたら、なぁ？　たぎってきちまうよ。結局復讐できなかった相手まで混ざってることだしなぁ」

　俺の体から立ち上る黒炎は更に強く勢いを増した。

「ふふっ、強がってもこちらの有利は動きませんよ？　どこに隠しているのか知りませんが、可愛かわいらしいお仲間を呼び出さなくてよろしいのですか？」

　分かりやすい誘導。どうやら、俺がこの場に伏兵を用意しているとでも思っているようだ。

　それは確かにその通りだが、この場に伏せているわけじゃない。

「……そうだな、さすがに一人じゃ手数が足りなそうだ。皆にも手伝ってもらおうか」

　俺は両手に持った大罪の剣つるぎを地面に突き立てる。

　それに呼応するように俺から大量に噴き上がった黒炎は、渦を巻いて五つの塊へと変わる。

　ミナリス、シュリア、レティシア、舞まい、メテリア。

　やがて人の形を取り始めたその炎は、最後に吸い込まれるようにして五人の姿へと変わった。

「ふっ、と、あぁ、ご主人様、お待たせしました」

「お待たせなのです♪」

「ふぅ、久しぶりの外じゃの」

「自分の体がある感覚、懐かしいね」

「ふふっ、それでは務めを果たすことにいたしましょう」

　現れた五人は思い思いに周囲を見回す。

　その様子は、何の力もないものが見たなら、俺がこの場に転移してきたのと同じように五人が現れたと思うだろう。

「ふっ、ふふふっ！　アハハハハハハッ!!」

　しかし、なまじ神の力を手にしているアレシアには、本質が見えていた。

「なぜ一人でこの場に現れたのかと思っていましたが、なんということはありませんっ！　勇者、貴方、仲間を自分に吸収していたわけですかっ!!」

「…………」

「外道、外道、まさに外道！　クスクスッ、もはや見た目も行いも魔物のようですね。なるほど神に届かないからと共とも喰ぐいを起こしたわけですね。あぁ、なんておぞましい」

　そう言いながらもアレシアの顔には嘲笑が浮かんでいた。

「黙れ、今更そんな御ご託たくはどうでもいいんだよ」

　俺が剣を構えなおすと、相手もまたこちらに意識を向ける。

「こいつらの魂はそこと……」

　現れた全員を指さし……、

「そして、ここにある」

　最後に自分の胸を指す。




「てめぇの人形遊びと一緒にするんじゃねぇ」




「……意味が分かりませんね」

「それならそれで、どうでもいいさ。とっとと続きを始めようか」

　再び、戦いの火ひ蓋ぶたはどちらともなく切って落とされた。

　六対七の戦いは、更に苛か烈れつさを増していく。

　戦いはどちらも高度な連携を駆使してのぶつかり合いになった。

　それは多対多の戦いというよりも、一個の生き物同士のぶつかり合いの様相を呈していた。

　集団戦闘における連携は、死角を潰し、失敗をフォローし、役割を分担することで最高の効率を目指すが、その点において最も重要な意識の共有が俺たちもアレシアたちも共に極きわまりきっていた。

「さすがは勇者の輩ともがらか。なるほど強者だ、我が拳が届かぬ相手は久々だな」

「王国の知らぬ強者がこれほど残っていようとは」

「聖女に魔王に、他の三人も尋常ではないのぉ、ほっほっほっ」

「ちっ、なんだアイツらぁ、強つえぇじゃねぇか。っていうかあのエルフっぽいガキ、ユーミス、てめぇの妹じゃなかったかぁ？」

「ガガーランド、相変わらずあなたの記憶回路はどうなっていますか？　髪の色も肌の色もシュリアとは違います。そもそも、シュリアがここまで戦えるはずが……」

「ちょっとぉ、私の旦那のこと馬鹿にしないでよぉ。そんなところが可愛いんだから」

　互いの実力はほぼ拮きっ抗こうしていた。しかし、それでも優劣はつくもので、戦況は俺たち側が優位に進めていた。

「あの獅子獣人、以前殺した時よりも弱いですね」

「レオンも、それにガガーランドやミミーニャ、ゴルドにユーミスも、アレシア王女が持っている一度目の時の記憶から再現されている別人だからでしょう」

「ふんっ、出力は上がっているようじゃがの、それだけじゃ」

「まぁ、妹としては幸運ですね。私がこの世界に来た時には何人も殺された後でしたから。こうして再現された外側とだけでも戦えるのは、とても興奮します♪」

「シュリアも嬉うれしいのです♪　こうして二回もユーミス姉様を相手にできるなんて思ってもみなかったのです」

　戦況は当人たちの表情にも表れている。

「………」

「ハッ、どうしたよ、不満そうだな」

「……えぇ、少々読み違いがあったことは認めましょう。神の使徒となった彼らが、これほど押されるとは思ってはいませんでした」

「外側だけの張りぼてに、負けるわけがねぇだろ。そいつらの中には本人の魂がない。スキルも技も、本人の魂に刻まれたもんだ。ちぐはぐなままで届くわけがねぇ。ただの玩具おもちゃのくせに何が神の使徒だ、その程度のもので笑わせるなよ」

　俺は、アレシアに侮ぶ蔑べつの声を投げかける。

　その言葉を受けたアレシアは……、キョトンとした顔をして、小首をかしげた。

「あらあらあらあら、なにか、勘違いなさっていませんか？」

「なんだと……？」

「言ったでしょう、彼らは神の使徒、神に身を捧げて仕えるもの。神の聖域を作り出すための存在なのです」

　そう言ってアレシアは目の前で両手を組み、語り始める。

「……っ」

「元から戦わせることはただの余興です。必要な役目を果たせるだけの器であればいい」

　ズグン、と燃やしきったはずの憎悪が、一層強く燃え上がる。

　そのアレシアの表情を、俺は何度も何度も夢に見た。

　まるで、花が開く一瞬、あでやかな香りと共に綻ほころぶその瞬間を切り取ったかのような笑顔。

　甘やかな香りを放ち、油断した相手を絡めとり、触れる全てを悪意の沼へ沈めていく。

　そんな、鮮やかな色で孕はらんだ毒を覆い隠した笑顔。

「貴方は彼らに魂がないと言いましたが、そんなことはありません。確かに、本人のものとは違いますが、礎を築くには魂の力も必要ですので、ちゃぁんと、作り出す時に吹き込んであるのです」

「そんな、他人の魂を継つぎ接はぎしたものを魂とは言わない」

　確かに人形の中には魂がある。

　他人の魂をいくつも捏こね上げた、歪いびつな塊が。

　無理やり作られたそれは、まるで腐った臓物のように見える。

「呼び方などどうでもよいのです。必要なエネルギーさえあるのなら、役目を果たせますから」

　約束に縋すがって元の世界へ逃げようとした俺を絶望に叩き落とした時と同じ姿だった。

　俺の世界がもうとっくに壊れてしまったことを突きつけた時と同じ、周りの全てを自らの養分へと変え、ただ一輪、咲き誇る花。

「さぁ、それでは、ほんの少しだけ、ご招待しましょう。これから生まれる、理想郷に」

　そうしてその花は。

　たっぷりと溜ためた毒の蜜を世界へ垂らす。

「うぉ、なんじゃこりゃぁあっ!?　俺様の体がッ!!」「！　くっ、力が、入らぬ……。アレシア様っ、いったい何を……っ」「これは……、王女、貴様、何をした……っ」「うひょ!?　ろ、老体が、搾り上げられるぅ……」「何っ、なんなのこの術は……っ、解析が、追いつかな……っ」「ちょっ、ダーリンッ、くるしぃ……っ、助け……っ」

　アレシアが生み出した奴らは、まるで毒薬でも口にしたかのように苦しみ始めた。

　叩いた卵の殻のようにひび割れ、そこから噴き出した蒸気のような光の粒が空へと却かえっていく。

　誰もが膝をつき、戦いで剝き出しになった地面の土を掻きむしっていた。

　そして、苦しみの声をあげる奴らが、握り潰された花のように純粋な何かの力へと分解された時、その場所は訪れた。

「これは……っ!!」

　シャンッ、シャンッ、シャンッ、シャンッと、錫しゃく杖じょうを鳴らすような音が響き、空が比喩でなく白く染まっていく。

　その場所を、俺は見知っていた。

　思い出すのは、ぞっとするほど冷たい視線。

　今のアレシアをもってしてなお、確実に格上だろうと思わせる圧力を感じた、あの空間。

　元の世界とこの世界を繋つなぐ神域。

「神の領域っていうわけか……っ」

　まるで水を得た魚のように暴れ回る、それまでとは比較にならないアレシアの存在と威容。

　人から化け物に、そして神へと至ったものの姿。

　その場にいるだけで存在そのものを押し潰そうとするような強大な威圧感に冷や汗が伝う。

　物質的な肉体ではなく俺の魔力で存在を維持しているせいで生理的な反応がないはずのミナリスやレティシアたちも、アレシアを相手に厳しい表情を浮かべていた。

「うふっ、ウフフフフッ！　あぁ、ここがワタクシの、ワタクシたちの理想郷♪　ワタクシとラムネシア姉さま以外の全ての不要なものを取り除いた本当の世界!!」

　気が付けば、周囲の光景は戦いを始める前と変わらない美しい庭園へと姿を変えていた。少し離れた場所には、オロルレア王国の王城に似た雰囲気の城が出来上がっている。

　しかし、最初に訪れた時にはあった現実感が、この場所には感じられなかった。

　完璧に演出されたその空間は、完璧であるがゆえに偽物めいた、そう、たとえどれほどの時間が過ぎたとしても、何一つ変わらないままだろう作り物のような印象を受ける。

　変わらず、変わらず、変わらず。

　全てを綺麗なまま不変としたいというアレシアの感情が伝わってくるかのようだった。

　そして、その完璧な世界に君臨しているのは……。

「ラムネシア姉さま。気に入っていただけたでしょうか……？」

「えぇ、綺麗な花畑。とても気に入ったわ。ありがとう、アレシア」

「あぁ、ラムネシア姉さま……」

　いつの間にか、アレシアはラムネシアのそばまで歩み寄り、嬉しそうに微笑んでいる。

　まるで俺たちのことなど眼中にないとばかりにうっとりと自分の人形を愛めでている。

　示し合わせたわけではなく、俺たちはアレシアへと攻撃を仕掛けようとする。

「あぐ……っ!?」

　しかし、動き出そうとした瞬間、俺の体を地面に縫い留めるようにいきなり圧力が増す。

（これは……っ！）

　思わず膝をついた視線の先で、事態は推移していく。

「『万ばん魔ま風ふう刃じん・斬きり風かぜ』っ!!」

「『幻げん炎えん毒どく鬼き・焔えん毒どくの太た刀ち』っ!!」

「『傀かい儡らい憑つく代よ・ラァストアーマー』、『五連重断』っ!!」

「『魔ま炎えん獄ごく・炎えん天てん火か舎しゃ』っ!!」

「『雷らい氷ひょう閃せん・連れん環かんの調べ』っ!!」

　強大な威圧感を跳ね除のけ、俺以外の全員がアレシアへと襲いかかる。

　その瞬間、ちらりとアレシアの視線が俺に向かい、小さく嘲笑を浮かべたのが見えた。

「あぁ、うるさい羽虫がいますね」

　それは、本当に羽虫を払うような軽い仕草だった。

　片手のひらをくるりと返しただけ。

「ぐぅっ」「きゃふっ」「ぬぅぅ」「がっ」「きゃひっ」

　たったそれだけで、放った術も、術者本人も地面に叩きつけられる。

「ア、レシア……っ!!」

　おそらく、その光景を俺に見せつけるためだけに、俺だけ動けないよう縛りつけたのだろう。

「うふふっ、アハハハハハッ!!　あぁー！　無様ですねぇ！　ほらほら、そんなゴミ虫みたいになってしまって、最初の威勢はどうしましたかぁ？」

　アレシアは我慢できないとばかりに高らかに嘲あざ笑わらう。

「まったく、これだからこの世界は醜いのです。どこからともなく、貴方のようなカス虫が湧いて出てくる。こうして一つ一つ踏み潰すのも面倒ですので、新世界では絶対生まれないようにしないといけませんね？」

「お、前、まさか……」

　その言葉に、アレシアが何をしようとしているのか一つの推測が立つ。

「世界を一から作りなおすつもりか……？」

「えぇ、その通りです」

　アレシアはさらりとそう言った。

　そして、それはきっと、社会構造を変えるとか、そんな意味ではない。

　そんなことなら世界樹の種で支配した樹木で既に十分果たしている。

「それができるだけの力を手に入れたのです。やらないはずがないでしょう？」

　あまりにも自然に、アレシアは語る。

「今ある世界を材料に、新しい世界を作り上げます。ゴミ虫は残りカスの世界で生きていけばいい」

　つまりは、今ある世界から力を搾り取るだけ搾り取って、この神域もどきのように新しい世界を生み出そうとしているのか。

「……は、はは」

　思わず、乾いた笑いが零こぼれた。

　もう、アレシアが何を考えていようとどうでもいいと思っていた。

　俺はただ、俺が為なすべき復讐を遂げるだけだと思っていた。

　だが、ここまでらしいと、もはや感心にも似た胸焼けを感じる。

　勇者を裏切り、女神を裏切り、王国を裏切り。

　そして最後は世界を裏切る。

「そう思っていたのですが……、やはり、害虫は潰しておきましょうか」

　そんな風にあっさりと、アレシアは審判を下す。

「ううっ」「ひ、ぎ」「ぐぅ」「っぅあ」「くぐぅっ」

　それはまるでプレス機のように、みんなへの圧力が静かに高まっていく。

　わざわざ苦しむようにゆっくりと加わる圧力に、苦く悶もんの声があがる。

　未いまだ動きを封じられている俺の前で、皆の視線が俺を向く。

　そこにいる皆には意識はあっても命はない。

　それでも、苦しげな表情を俺に隠してみせる姿に、忘れたはずの胸の痛みがジクジクと疼うずきだす。

　最後の瞬間、その顔を見て、怒りだけに染まったと思っていた俺の目に涙がこみ上げてきた。全てが黒炎へと還かえり、痛みと共に、皆が俺へと戻ってくる。

　そして……、

　────『『『『『あぁ、憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎いッ!!』』』』』

　五人の怒りが、再び俺の内側の甘さを焼き尽くす。

　その、俺を支えてくれる彼女たちの感情が、不謹慎で、不道徳で、悪趣味な喜びを与えてくれる。

　この死の際で、俺に残された最後の慰め。

　しかし、そのささやかな感情も、アレシアの毒のような声に汚される。

「さぁ、これで終わりにしましょう。長い長い悪夢が終わり、ようやく幸せな物語が始まるのですから」

　アレシアは大きく手を広げ、一歩だけ前に進み出る。

「物語を終える最後の一文は何にしますか？　ねぇ、何も救えなかった勇者様？」

　その笑顔を、何度も見てきた。

「そうだな……本当に長かった……」

　状況は絶望的だった。

　人の姿をしていながら、世界の枠組みから外れきった相手がそこにいる。

「この二度目の世界が始まって……、ずっとずっとお前の殺し方を考えてきた」

　そう、最初から分かっていたことだ。

　進む道は険しく、過去に見たことないほど相手の力は強大で、悪意が形を成したような相手だと。

「おかしなもんでなぁ。一度は投げ出そうとしたってのに、こんな外道の底に落ちたってのに……。ふっ、ハハハハッ、ヒャハハハハハハッ！」

　酷薄な嘲笑と共に力を振るい、俺を踏み潰そうとしてくるだろうと。

　そういう女だと、最初から分かっていた。

　どうしても笑いが止まらない。止められない。

「おやおや、急に笑い出して……、本当に壊れてしまったみたいですねぇ。所しょ詮せんはゴミ虫程度の脳みその存在ですから、仕方がありませんか」

　アレシアがパチッ、と指を鳴らすと、アレシアの背後に巨大な花が咲いた。

　太陽の光のような金色の光を纏った白い花の中心で、圧縮された魔力が銀の光を放つ。

「なぁ、アレシア、俺はどうすればいい？　ここまで堕おちて、それでも我慢できないんだ。笑いが止まらないんだ。背中を押したのはあいつらだけど、だからってこんな状況で笑えるクソ野郎になっちまった」

「まぁ♪　最後の最後に、ようやく自らの存在がどのようなものか理解されたのですね。よく自分がゴミにも劣る存在だと気が付けました！」

　パチパチパチと拍手をしたアレシアは、満面の笑みを浮かべる。

「それでは、消えてください♪　この世から、永遠に」

　そのセリフと共に、白い花に蓄えられた魔力が一気に放出された。

　ここは、アレシアが作った世界。

　放たれた魔力のレーザーは周囲に存在した空気や塵ちりさえも、分解し……。

「がっ、フッ……」













　俺のカラダの中心に大穴を穿うがち、纏っていた黒炎ごと腹部を消し飛ばした。

　一気に暗転する視界に、フッ、と体から力が抜け、糸が切れたようにドサリと倒れた。










「うふっ、うふふふっ!!　ウハハハハハハハッ！　やったっ、やったっ！　ようやくデカくて不愉快なゴミ虫を消せました！」

　静かな空間に、アレシアの哄こう笑しょうが響き渡る。

「あぁ！　姉さまがいるだけで辛つらかった過去なんてどうでもよくなったと思っていましたけれど、ただ一匹のゴミ虫を潰すだけでこんなにも心が晴れるなんて♪　不精をせずにもっと早く探し出して殺しておけばよかったです♪　ねぇ、ラムネシア姉さま？」

「よく分からないけれど……、アレシアが嬉しそうでよかったわ」

「ふふっ、そうですね、せっかく作り始めてしまいましたし、このまま世界を広げてしまいましょうか。どんなものが欲しいですか、ラムネシア姉さま。好きなだけ綺麗なもので世界を満たせます。さぁ、まずは何から……」




「────だからそう、届かなくとも炎は燃える」




　口から吐き出す詠唱は、まるで炎を吐き出しているようだった。

「……ふぅ、もう、まだ無駄だと分からないのですか？　潰れた虫が羽音を立てないでほしいものです」

　痛みはとうの昔に限界を超えている。

　再び噴き出した黒炎が、穿たれた体の穴の中を埋め、血と肉の代替物へと置き換わる。

「────受けた痛みは天を焦がそう、受けた悲しみは地を焼くだろう」

　まがい物とはいえ、神を取り込んだアレシアが本気を出した時、俺では届かないことは分かっていた。

　だから、そう、予想通り、ようやくここにたどり着いた。

「仕方ありませんね、今度は全身、再生する余地もないように消し飛ばしてしまいましょう。ラムネシア姉さまは城の中で待っていてくださいね。このゴミ虫を殺したら一緒にお昼寝をしましょう」

　アレシアがパチンッ、と指を鳴らすと、ラムネシアが転移の光の中へと消え、中空に先程レーザーを放った白い花と同じものが複数現れる。

「────輪郭を侵して戻れぬ時に、それでもなおと望んだ時に」

　俺の、憤怒の大罪の剣つるぎとしての能力。

　受けた痛みを取り込む力。

　その奥の手を発動させるために。

　自分で制御できる出力の黒炎では足りないから。

　だから、そう、予想通り、ようやくここにたどり着いた。

　俺は、自分が剣を突き立てた共犯者たちを、再びアレシアに殺させることを計画に盛り込んだ。そのスキルの発動条件は、憎しみの対象に七回、殺されること。

　レティシア、ミナリス、シュリア、メテリア、舞。

　そして、今一度殺された俺と、一度目の世界で追い詰められて殺された俺。

　併せて七回、俺の中に取り込まれた死の感触。

「今更何をしようとどうにもなりません。貴方程度の力では、いえ、他のどんな力でも神となったワタクシに届くことはありません」

　先程の一撃で一度は吹き飛んだ俺の黒炎は、吹き飛んだ腹部を埋め終わったあとに再び俺の全身へとまわる。

　アレシアは今度こそ塵一つ残さず、抵抗すらも吹き飛ばして俺を殺す気なのだろう。

　無数の花の中心には先程よりも更に威力が高められたらしいレーザーが、枷かせが外れる瞬間を待ち焦がれていた。

「────戻れる道を、自身の存在を、その火は受け入れて全てに裁可を下す」




「消えなさい。今度こそこの世界から」

「さぁ、全てに審判を下せ、『罪ざい過かの火か日じつ』」




　詠唱が終わった瞬間と、アレシアのレーザーが放たれた瞬間とはほぼ同時だった。

　俺の体から噴き出す黒炎が、その質感をドロドロと纏わりつくようなものから、透き通った水晶のようなものへと変えた。

　そして途中で束ねられて一本となった極太のレーザーと、黒炎がぶつかり合う。

「っ、まさかっ、なぜ……!?」

　その瞬間、レーザーはガラスを割り落としたような音と共に、その存在を否定されて燃え上がった。それどころか、そのレーザーをたどり、大元の花までが黒い炎を上げて塵と消えていく。

「ずっと、この時を待っていたよ」

「っ、かふっ……!?」

　瞬まばたきするよりも早くアレシアのそばに移動していた俺は、手にした心剣でその心臓を貫く。

「さぁ、今こそ誓いを果たそう、お前を殺す、必ず殺す」

　その心臓への貫きを瞬きの間、一千万回近く繰り返してもなお、慣れることのない黒い炎が体を満たす感覚に酔う。糸を伝った雫しずくのような感情に、脳裏が深く焼ける。

「ふふふっ、それは、無理な話です」

　しかし、自分の胸に突き立つ刃を見ながら、それでもアレシアの余裕は消えなかった。

「一つ、いいことを教えましょう。神となったワタクシは蘇よみがえりの力を手に入れました。貴方ごとき下等生物がいくらワタクシに爪を立てても、ワタクシを殺すことはできないのですよ？　分かりましたぁ？」

　ニヤニヤと笑うアレシア。

「それじゃあ俺も、いいことを教えてやろう。お前の永遠の命の正体を。生き返るってのは、十分な地獄になることを」

　そう、すでに戦いは終わった。

　必要な手順は全て踏んだ。

　ここから先は、愉たのしい愉しい……、

「さぁ、これで最後の仕込みが整ったっ!!　俺たちと同じ底まで堕ちてもらうぞアレシァアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァッ！」

　復讐の、時間だ。

「グッ……!?」

　アレシアに突き立った剣が強烈に黒く輝きだす。

　次の瞬間、アレシアは内側から爆発し、バラバラになった。

　しかし、バラバラになったアレシアの体の欠片かけらはそのまま花びらへと変化し、再び集まって綺麗な状態のアレシアが復活する。

「ふふふっ、言ったでしょう、無駄だと。ワタクシは何度でも蘇ります。神は殺せません！」

「………」

「アハハハハハハハハッ!!　頑張ったのに残念でしたねぇ！　ゴミ蠅ばえ程度にできることなど、所詮はその程度ですっ！」

　再び広がるアレシアの哄笑。

「先程のワタクシの花を消したのは貴方のその心剣の力なのでしょうが……、もうあの黒い炎を纏っていないところを見るとすでに打ち止めのようですね。思わせぶりなことを言っても結局はその程度。すでに満まん身しん創そう痍いの状態でしょう？　魔力もほとんど残っていないようですし……」

　アレシアの顔に浮かぶのは愉悦の表情。

「それでも、先程よりは力を出しましょう。せっかく作った世界に負担をかけたくはありませんが、一瞬で全身を塵にしてあげましょう。せいぜい感謝してくださいね？　アハハハ──」

「……本当にそう思うか？」

　俺はアレシアがあげる嗤わらい声を遮るように話しかけた。

「神は殺せないと、本気でそう思うのか？」

「えぇ、その通りです。なぜならワタクシは……」

「世界の上に立っているとでも言うつもりか？」

　アレシアは笑いを遮られて不機嫌そうな顔をしながらも、余裕たっぷりに俺を見下す視線は変わらない。

「およそ、一千万。この数字が何か、その虫のように小さな脳みそで分かりますか？」

「あぁ、お前の命のストックだろ？」

「っ！　え、えぇ、その通りです。種を植えられた人間の命の分だけ、ワタクシは蘇ります。この大陸のほぼ全ての人間の命が、今はワタクシのもの────」

「だから？　だからどうした」

「は？」

「つまり、お前を一千万回殺せばいいって、ただそれだけの話だろう？」

「ふっ、あはははははっ！　そんなボロボロになって、奥の手だったスキルまで使ってようやくかすり傷をつけられた程度で、どうやって？　あぁ、もう妄想の中に逃げ込むしかないくらいに絶望してしまいましたぁ？　本当に惨めで哀れで……、がふっ!?」

　ピタリと、不意にアレシアの言葉が止まる。

　それが起きたのは、アレシアにしてみれば本当に唐突だっただろう。

　俺の動きも、魔力の気配も、何もないままにアレシアの体内から毒々しい紫色をした水晶が突き出した。

「だからさぁ、言っただろ？」

　堪こらえきれずに笑みが零れる。

「仕込みはもう全部終わってるんだ」

　静かに笑って、俺は終わりの始まりを告げる。

「ど、どうやったのかは分かりませんが、無駄だと……、ぎひっ!?」

　役目を果たした水晶が消え、アレシアが残った傷を治したのもつかの間、唐突に現れた無数の鉄の杭くいが再びアレシアの体を穴だらけにする。

　少しすると再び鉄の杭が消え、傷を治すアレシアの一連の動きはまるで出来の悪いコントのようだった。

「い、いったい何をっ！　何をしているのっ！　この世界はワタクシの生み出した世界っ、そう安々とワタクシの防御を貫けるわけは、びぇあっ!?」

　ようやく狼ろう狽ばいした様子を見せたアレシアが一瞬で炎に包まれ、黒焦げの焼死体が出来上がる。

　ボロボロと炭化した屑くずが零れ落ちるさまは、まるで芝居の一幕のように俺の心を湧き立たせる。

「ひゅはっ！　はぁ、はぁ、はぁ」

　頭の先から作り替わるように再生したアレシアは、喘あえぐように息をする。

「『罪ざい過かの火か日じつ』はお前に審判を下す。お前に虐げられた俺の共犯者の分だけ、そいつらの復讐をお前は受ける」

「貴方の、共犯者……？」

「あぁ、そうだよ。お前はこれから報いを受けるんだ。お前がこの夢の世界に浸っている間に広げた、おおよそ一千万人の共犯者たちのなッ!!」

　俺が再び身を焦がしながら歩き始めてから、俺はずっと仕込みを続けてきた。

　世界中に世界樹の、いやアレシアの分体が増殖していく中、大陸中を回り、嘆きと憎悪の悲鳴を受け入れてきた。

　俺自身の心剣、憤怒の大罪の剣つるぎは、元は【復讐の聖剣】だ。その能力はより強化した形で引き継がれ、無理やり怪物にされた人々の怨おん念ねんを全て引き連れてここに来た。

　そして、ようやく今ここで、最後のピースが出揃った。

「よぉく見るがいいっ！　お前が搾りかすになって消えればいいと切り捨てた世界で何が起こっているかっ！」

　勢いよく腕を振るうと、俺の背後の空間を切り裂くようにして見上げるほど巨大なモニターが現れる。

　そこには、無数に存在する、ピタリと動きを止めたアレシアの分体の群れがあった。

　その中央にぽっかりと開いた円に、俺自身の姿と、うつろな目をした人形のようなアレシアの姿があった。

　画面の向こう側の俺は、スキルが生み出した審判者としての俺だ。

　そして、審判者の前に立つ人形のようなアレシアたちは、元は種を植えつけられ、無む惨ざんな木で偶くにされた人間たちが姿形を変えたものだ。アレシアの分体にされ、命のストックとなった者たちがそこにいた。

「種を植えつけて支配したお前の分体は、全てお前自身の依り代となったっ！　分体を一つ壊すたび、お前は壊された分体が受けたのと同じ苦痛を受ける！　世界中に散らばったお前を、一体一体丁寧に嬲なぶり殺しにしてやるよっ！」

　この戦いの中で、細い糸をたどってようやくたどり着いた。

「やってくれましたねぇ……っ!!　コノゴミクズガァアアアアアアアギゥアッ!?」

　鬼のような形相で叫び声をあげたアレシアの体がぺしゃんこに押し潰れる。

　画面の向こうでは巨大なハンマーを手にした俺が、目の前のアレシアの分体をミンチになるまで叩き潰していた。

「っ、ぐっ、はぁっ、はぁっ、はぁ」

　肉の塊になったアレシアは、また数秒の時間を置いて時間をさかのぼるように体が復活する。

「おっと、言い忘れていたが、審判を下される側に抵抗の権利はない。全ての審判が終わるその瞬間まで死にはしないが、反抗は許されない」

「神となったワタクシの力に、抗えるほどの力なんて……」

「力の有無は関係ない。この力は、それを世界の法則として刻みつける。裁くのは俺だ、たとえ神であろうと、この復讐の邪魔はさせない」

　ギロリッ、と鋸のこぎりの刃の視線が俺を射貫く。

「……殺すっ、えぇ、えぇ、ワタクシが間違っていました。貴方は、がっ、絶対に殺さなければならない、害虫、です……」

　次の殺し方はシンプルに剣による串刺しだった。無数の剣によって穿たれた穴から、赤い血が零れ落ちる。

「一千万回……、このスキルは苦痛は受けるようですが、本当にダメージを受けるわけではないようですね」

「…………」

　膝をついたアレシアは、憎悪を煮詰め切った表情で俺を睨みつけてくる。

　あぁ、そう、それだよアレシア。お前がするのにふさわしい顔はその顔なんだよアレシア。

「覚悟しておきなさい、このスキルの効果が終わった時、一瞬でも力を振るう瞬間ができれば、ここ一帯もろとも……、いえ、この大陸ごと貴様を塵へと還します……ッ!!」

「アハハハハハハッ！　そうだよ分かってるじゃないかアレシアっ！　これが最後のゲームだ!!　俺が契約したお前の分体が尽きるまでっ、殺して殺して殺して殺してっ！　絶望の中で廃人にして泣き叫ぶお前を潰してやる……っ」

　俺は大きく手を広げ、宣言する。

「グッ、これは……」

　俺がバチンッ、と指を鳴らすと、アレシアの背後に黒い十字架が現れ、そこから伸びた黒炎の鎖がその体を磔はりつけにする。その背後で陽炎かげろうのように現れた黒炎の巨人が、磔になったアレシアを裁定者として見定めるように見下ろしている。

「『ゴォオオォォッ……』」

　血がこびりついたような深紅の鎧よろいを着込み、赤黒い炎で出来た憎悪の瞳は幽鬼のように落ちくぼんでいる。薄く開いた口からは、地の底で響く亡者の呼び声のような息が漏れている。まるで風船のようにその背後に浮かぶ七つの球体には、それぞれに憎しみに歪ゆがんだ顔が浮き出ている。

　……鬼。妄執に取り憑つかれ、その身さえも憎悪に焼いた鬼。

　仁王立ちしているその姿はまるで、地獄そのものが具現化した化け物のようだった。

「さぁ！　これから世界中で俺の分身がお前を殺し始める！　もちろん、俺自身もこの場にお前の分体を呼び出して殺してやる！」

「あー……、うぅー……」

　呼び寄せたアレシアの分体のうちの一体を引き寄せ、ボーッと突っ立っているその人形を足払いで地面に伏せさせる。

「最後の最後まで余すことなく愉しんで愉しんで、全てのお前を殺してやる！　アハハハハッ!!」

「ガピュッ！」

　俺は高笑いをしながら、地面に横たわるアレシアの首から上を踏み潰した。

「最後の最後まで余すことなく愉しんで愉しんで、全てのお前を殺してやる！　アハハハハッ!!」

　嗤う、嗤う、嗤う。

　どうしようもない嗤い声が俺から響き渡って、脳みそがクラクラするほど、満たされていた。







　一千万回、殺してやる。

　言葉にするとなんとも馬鹿っぽく聞こえてしまうその行為は、けれどどうしようもなく甘美な時間の中にあった。

「がっ、ぐっ、かはっ……！」

「アハッ、あは、あハはっ♪」

　いったい何人のアレシアを殺しただろうか。

　時間の感覚が曖昧だったが、少なくとももう一ヶ月ほどはこうしている。

　大陸中で、本物のアレシアを前にしている俺を含めて、全部で十人の俺がアレシアを殺し続けている。スキルで生み出された俺だったが、全員の感覚や感情は共有されていた。

　つまり、俺は今、アレシアを、

　切り傷まみれの体を硫酸に沈めて殺し、

　全身の皮膚を下おろし金がねで剥いで殺し、

　煮えたぎるマグマの中に放り込んで殺し、

　超重量の岩で磨すり潰つぶして殺し、

　シンプルに切り刻んで殺し、

　鎖で縛った四肢を引き裂いて殺し、

　真空の中に放り込んで泡を吹いて窒息したその肺を踏み潰して殺し、

　殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し殺し────。

「ア、ガァ、グゥ、……ギィィ!!」

「あハははハはハハハ、アハははハハはハハハァッ！　アハはははははハハはハはハッ!!」

　磔になったアレシアは、数秒おきに起こる死のフィードバックを受けてボロボロになっては復活することを繰り返し続けている。

「なぁ、なぁ、なぁ、なぁ」

　一千万体。

　十人それぞれが、アレシア一人あたり三十秒で休みなく殺し続けても、一年ぐらい愉しめる。

　審判が下りきるまで、俺は肉体の制約を受けないし、対象になっているアレシアも状態が固定されている。眠ることなく続くこの饗きょう宴えんが脳を溶かしていく。

「なぁ、楽しいナァ！　溜め込んできたアイデアをいくらでも試せる！　愉しんでくれてるかぁ？」

「はぁ、はぁ、ぐぁあああっ！　シネ、シネ、シネ、死ねぇ!!」

　アレシアがギラギラと牙をむくケダモノの瞳で俺を見る。

　それはまるで麻薬に心臓を浸しているかのような、焼けつくほどの熱を持った快楽。

「アハァ……♪」

　まともな精神状態じゃないのは自分でも分かっていた。

　肉体の状態はスキルの効果が終わるまで常に最善に保たれるため、飯も睡眠も必要ない。ずっとずっと、夢に見ない日はないくらいに望んでいた時間にテンションが上がり続けている。

　こうして、何も考えずにただ殺していくのも十分に楽しい。

「殺す殺す殺す殺すっ、がッ、ギィィイイッ！　必ずっ、コロシテヤルッ!!」

　アレシアの声を、こんなに気持ちいいと思う日が来るなんて。

　仮にも神の領域へ足を踏み入れただけはある。その精神もまた、常人の域を超えた場所にある。

　死の経験なんて、たった一度でも精神に与える負荷は相当なものだ。

　正気を保っている方がどうかしているし、どうかしていないならそれはもう、きっと人間の形をしていない。

　だから、この場にいるのはただの二匹の化け物だ。

「次はそうだなぁ、ミナリスと考えた蟲むし殺しにしようかぁ」

　呼び出した次のアレシアの口へ蛆虫へと姿を変えた黒炎を飲み込ませる。

「ぐっ……、あっ……、グルジ、グルジィィイイイイイッ!!」

「クククッ、そうかぁ、蟲に内臓を喰い荒らされるのは苦しいかぁ」

　床でのたうち回るその姿に嗤いが零れる。

　心地の良い憎悪の視線を感じながら、決して壊れないだろうその精神を愛いとおしく思う。

　この審判が終わるまで能力を封じられているアレシアには、このスキルの本当の術理を読み解くことはできない。目の前で起きている、分体に与えられた死の苦痛を共有するだけだと思っているかもしれない。

　このままならおよそ一年ぐらいこの審判の時間が続く。

　アレシアは、その間にこの仕組みに気が付くだろうか。

　気が付いて、最後に何を失うことになるのか予測をつけられるだろうか。

「こひゅ……、ぴ、き……」

「死ね」

「オグゲェエェエエェエェッ！」

　無数の蛆虫に喰い荒らされたアレシアの分体が息絶える。

　その死はすぐさま本体に反映され、アレシアの口から滝のように無数の蛆虫が這い出してくる。そして、そのまま潰したビニール袋のように皮だけを残して死んだアレシアは、わずか数秒に圧縮された死の体験の後に再び復活する。

「スゲぇよなぁ、自分でもびっくりだ。一ヶ月も、似たようなこと、してるのに、飽きるどころか、どんどん、面白くなってく。同じ殺し方しても、回数を重ねるほど、愉しく、なってく」

「アグッ、グッ、ギッ、ガッ、ガッ、グゥゥゥゥ……ッ」

　次に呼び出したアレシアを、激情を吐き出すように何度も何度も手にした剣で串刺しにする。

「アはＨＡハＨＡははハハハハ………ッ!!」

　より濃く、より深く、より熱く。

　殺戮は止まらない。





　　　　☆






　死の感覚は、普通なら耐えられるはずもないような苦しみを伴っていました。

　自分の輪郭が砂のように崩れて、極端な冷たさと熱さが反発し合って剥がれ落ちていくような気持ち悪さ。

　オロルレア王国で姫をしていた頃のか弱い人としての精神では、とっくの昔に壊れてしまっていたでしょう。

「るん、るんららるん、るんるん、るん♪」

「ぐぅがあががががあががああがが……っ」

　目の前のゴミ男は焼けた鉄の棒を、鼻歌を歌いながらワタクシの分体の口へ突っ込んでいます。

　最悪の光景を見せられながら、一刻も早くこの状況を脱することができないかと思考を巡らせますが、完全に能力を抑え込まれていて突破口が見つかりません。

　やはり、仮にも神の力の一部を与えられた勇者ということなのでしょう。

「ガグッ!?」

　そしてまた一人、目の前のゲスにワタクシの分体が壊されました。

　目の前に映されている九つの画面の一つで、毒を飲まされて肌が赤紫色に染まったワタクシが倒れている。

　数瞬と置かずにワタクシの中に濃縮された死の経験が入ってくる。

　内臓から、骨から、肉から、皮膚から、針山で突き刺されるような痛みが全身を駆け巡る。

「ガギィィィギギギｌギｇィｇィ!?」

　いかに神の位階に至ろうとも、痛覚を消し去ったわけでないワタクシの口から、自分の意思とは無関係に苦悶の声が零れ出る。

　痛い、痛い、痛い、痛い。

「ぐぁあ、はぁ、はぁ、はぁ」

「アハハははＨＡＨＡハハ!!　いいねぇ、もっとだ、もっと苦しめよぉ、アァレェシィアァア!!」

　壊れた玩具のようにケタケタと嗤う男を喜ばせるだけだと分かっていても、零れ落ちる声を抑えることはできません。

「コロシテヤル……ッ、必ず、必ず必ず必ず必ず必ず必ずゥゥウウウウウウウウウッ!!」

　ですが、肉体的な痛みが何だというのでしょうか。

　こんなもの、ラムネシア姉さまを失った時の苦しみに比べれば何ということもありません。

（今はいい気になっていなさい……っ、一千万回殺す？　その程度で神を殺せると思ったら大間違いです……っ!!）

　確かにワタクシが致命傷を受けても、支配下にある分体を使い潰して再生することができる。ですが、無数の命のストックは世界中に広がる分体だけではありません。

　ワタクシは気に入った相手については、新世界でワタクシとラムネシア姉さまを称たたえるための新人類の雛ひな形がたとするためにワタクシ自身に取り込んでいます。

　世界樹の種に完全に苗床にされた分体がいくら潰されようとも、最後に嗤うのはワタクシです。

　このままのペースなら、この胸むな糞くそ悪い茶番は一年ぐらいで終わりを迎えるでしょう。

　神に嘘うそは通じない。あのゴミが嘘をついていないのは分かる。

　人間には分からない、多くのことが神には読み取れる。

　だから、あのゴミの言う通り、あいつが契約したという世界に放った分体の分だけ、このおぞましい体験を乗り切ればこのスキルは終わる。

（次は完全に神の力を御して、生き地獄を見せてあげましょう……ッ!!）

　神域を生み出したことで、これまでにないほど神の力に溺れてしまいました。

　その結果がこの現状。

　十全に神の力を使い、片手間ではなく最初から本気で叩き潰していれば、今のこの屈辱はあり得ないはずでした。

（どうせ、こうして拷問を続ければワタクシの心が折れるとでも思ったのでしょうが……、あはははっ、耐えてみせます、えぇ、耐えますとも）

　ちらりと離れた場所にある王城を見る。

　そこではラムネシア姉さまがワタクシのことを待っている。

　どうすればいいのか分からない、いえ、もはや取り戻せないと諦めてしまっていた日々に比べれば、ただ耐えさえすればいいなんて、何ということもありません。

（そして、ラムネシア姉さまと幸せに過ごすために……、この男は、必ず殺すッ！）

「あＡぁぁアあぁァアああＡあぁＡＡぁあアアあぁぁァァ……っ」

　血と憎悪と屈辱に塗まみれ、それらを身の内で練り固めながら、その時を待ち望みました。





　　　　☆






　更に三ヶ月が過ぎた。残りは約八ヶ月。

「アガァアァアアァガァアアァアアアァガアッ!!」

「アハァッ♪　死ねっ死ねっ、ほらほら、もっともっと悲鳴をあげろよこのゴミ女ぁッ!!」

　アレシアの様子に変わりはない。大陸中、世界各地で悲鳴はあがる。

　朝も昼も夜もなく虐殺を続けた代償に時間の感覚はとっくに消え去ったが、殺せる残機の数は常に把握できている。

　まだまだ宴うたげは終わらない。

　更に三ヶ月が過ぎた。残りは約五ヶ月。

「コロス、コロス、コロス、コロス……」

「そうそう、その意気だ！　あぁ、もう残り半分もないと思うと、こうしてお前を切り刻む手にも余計に力が入るよ」

　殺されすぎてだいぶ慣れてきたのか、アレシアの口からあがる悲鳴が小さくなってきた。

　だが、その分だけアレシアの中の憎悪が濃くなり、そんな相手をこうして一方的に踏みにじれる快感はますます強くなる。

　更に三ヶ月が過ぎた。残りは約二ヶ月。

「ヒギィィイィィィィィ……ッ!?　こ、このゲスっ!!　アギギギギギギギギッ!!」

「ふんふんふーん♪　クククッ、またいい鳴き声あげるようになったなぁ、おい」

　数をこなせば慣れるのは仕方がない。だが、アレシアを相手にした復讐に、そんな惰性めいた殺しはいらない。

　だから、これまで取っておいた『神経鋭敏化』『痛覚鋭敏化』などを付与してやった。

　心地よい悲鳴が満ち満ちていく。

　そしてついに、復讐の道の終わりが見えてきた。

　最後の二ヶ月が過ぎ、残っているのは……、

「なぁ、ようやく、ようやくここまで来たなぁ」

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　この一年の間、ずっと鳴り響いていたアレシアの悲鳴が、今は止まっている。

「長かった。本当に、長かった」

　俺は自分がしてきたことを反はん芻すうし、歩いてきた道を思い返す。

「さぁ、お前の分体も、こいつが最後の一体だ」

　世界各地の様子を映していたモニターは消えている。

　目の前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアレシアの分体に対して、俺はゆっくりと手に【大罪の剣つるぎ・忿ふん怒ぬ道どうの破は戒かい鬼き】の大剣を生み出す。

　黒炎を纏うその剣の姿は、鬼の名を持つにふさわしい熱量を湛たたえている。

　ずぶりと、意思のかけらも示さないその人形の中心に剣を突き立てる。

「あがぁ……、アヅィ……」

　ジュワジュワと音を立てながらゆっくりとアレシアの分体を黒炎が焼き、侵食していく。

「復讐のためだけにこの二度目の人生を過ごしてきた。『復讐なんてむなしいだけだ』なんて言葉には反へ吐どが出た。だってそうだろ？　許せないだろ？」

「アヂィ……ッ、アヂィぃィィいイイッ！」

　その炎は少しずつ、少しずつ勢いを増していく。

「苦しめよ、なんでお前が笑ってるんだ。死ねよ、なんでお前が生きてるんだ。許せるもんか、許せるもんかよ。日ひ和よった時だって、諦めかけた時だって、お前を許した日は一度だってなかった」

「アヂぃぃイィあああＡＡィィアィアアアアアアアアアァ……ッ!!」

　ジリジリと燃え上がるその黒炎が全身に広がるのに時間は掛からなかった。

「…………燃え尽きろ」

「………ァ、………ァ、………ァ」

　全てが黒い炭へと変わり、崩れ落ちていく。

「アガァアァァァアアァァアアァァアアァァアアァァアァァアアアアァァ……ッ!!」

　瞬間、磔のままのアレシアが一瞬で燃え上がる。

　大きく穿たれた胴体の刺し傷から全身を焼き尽くした黒い炎。

　響き渡る悲鳴が消え、そして、復活したその体が再び磔に戻る。

「……ふふっ、ふふふっ、耐えたっ！　耐えたっ！　耐えきりましたっ！」

　最初は小さく、そして次第に大きく声が鳴り響く。

「ハハハハハッ!!　ハハ、ハ…………」

　大きく、大きく、アレシアの笑い声が響く。しかし、磔にされたまま変わらない現状にその笑い声は小さくなっていく。

「騙だましたのですか？　神を？　いいえっ、いいえっ、そんなはず……っ、しかし……」

「混乱してるところ悪いけど、俺は一度も嘘はついてない。だって神には嘘が通じないんだろう？」

　俺は想定通りにならずに狼狽しているアレシアへ言葉を返した。

「だからさぁ、終わってないんだよ、まだ」

　堪能した。肉体的に殺すことは、十分に堪能した。

　楽しかった、楽しかった。本当に愉しかった。

　だから、さぁ、次の段階に進もう。

　次は心を殺すんだ。そのための仕込みをお披露目しよう。

「世界中に散らばった、契約したお前の分体はさっきので最後だ」

　なぁ、アレシア。

　本当に、本当に俺がお前を拷問しただけで解こ放ろしてやると思ったのか？

「だから、俺が契約した奴らは……、これで、最後だよ」

「ま、さ……、か……」

　俺は自分の周囲を囲むように立方体の結界を生み出し、最後の役者を呼び出した。

「ラムネシア姉さまッ!!」

　呼び出したのは、アレシアが唯一執心している人形。

　バキンッ、バキンッ、バキンッ、と金属の鎖を無理やり引きちぎるような音と共に、アレシアを十字架に拘束していた黒炎の鎖が弾け飛ぶ。

　こうして自由にしてやった方が、よりアレシアの無様な姿が見られると思ったからだ。

「ラムネシア姉さまッ、このゴミ男ッ!!　姉さまをっ、姉さまを……ッ!!」

　予想通り、這いつくばるようにして足を縺もつれさせながら結界の側面へとへばりつくアレシア。

「あら？　ここは……？」

「アハハハハハハハッ!!　想像の通りこいつが最後の契約者だ！　正確にはお前がこの人形を仕立て上げるために使った人間たちのうちの五人分の魂だ」

　呼び出したラムネシアの中には、千人近い人間の命が注つぎ込まれていた。

　俺が契約を済ませたのは、そのうちのほんの一部の魂たちだ。

　アレシアの裏を掻くように契約できたのはそれだけだったが、むしろそれで十分だった。

「一体いつの間に……ッ!!」

「このスキルを発動させた時だよ。お前の体に剣を突き立てた時、お前を通じてパスを繋いだ」

　そう、これが最後にどうしても必要だった仕込み。

　必要だったんだ。アレシアがその望みの全てを注ぎ込んだこの人形が。

「このぉ……!!」

　結界に握りしめた手を叩きつけながら、これまで以上の憎悪に顔を歪めるアレシアの姿。

　背筋を、ゾクゾクとした快感が走る。

「それより、なぁ、お前、気が付いてるか？」

「うるさいっ！　それよりラムネシア姉さまを放しなさいっ!!」

　結局、お前は最後まで気が付かなかったな。

　だったらそう、ここで派手にぶちまけようか。もう我慢の限界なんだ。

　お前の顔が……、恐怖で歪む、その瞬間を見たいんだ。

「俺、ずっと言ってただろう？　このスキルは裁定を下すって。裁いて決めて、最後には罰を下すんだよ。復讐者の怨念を晴らすために。ほら、いるだろ？　お前の後ろに、お前を恨む共犯者たちが、妄執に取り憑かれた魂たちが！」

「は？」

　俺が指をさした視線の先。

　この一年、殺され、裁定を受け続けていたアレシアの姿をずっと見下ろしていた黒炎の鬼。

「───ひっ！」

　その大鬼は現れた時と変わらず静かに仁王立ちしたまま、アレシアを見下ろしていた。

　ただ、その姿には変化があった。

　それは、夥おびただしいほどの、数えることすら馬鹿らしい、

　────怨えん嗟さに満ちた亡霊たちの顔。

　鬼が身につけた鎧に、その体に、その背に背負っていた七つの球体に。

　一千万もの亡者たちの魂が、鬼と一体化してその場にあった。

「あ……っ、ぐ……っ」

「なぁ、分かるか？　あそこにいるのは、お前が生き返るたびに命を奪ってきた俺の共犯者たちの魂だ」

　そこにあるのは、本能に訴えかける恐怖の塊だった。

　煮詰めて煮詰めて煮詰めて煮詰めて、呪いそのものとなった憎悪の塊。

「アハハハハハッ！　そいつらは積もりに積もった恨みを晴らすっ！　お前の大事なものを全て奪い尽くして、お前が大事にしてきた全てを塗り替えて、そして」

　俺は最後の審判を下すために、手にした剣を振り上げる。

「っ、やめてぇえええええぇっ!!」

「絶望の底で死んでいくがいい」

「がふっ……!!」

　そして、アレシアが最も愛した人形へと剣を振り下ろす。

　鈍器で叩き潰されたようにブチュリと水気を含んだ音を立てて潰れ、これまでと同じようにアレシアの全身がミンチになる。

　ここまでと違うのは、今まで潰してきた分体と違い、たくさんの命を注ぎ込んだ人形であること。

「いだぁぁ、いだぁいわぁあああ、イダァイノアレシアァアア……」

　ズズズズッ、とゆっくり再生していくその姿はグロテスクの一言に尽きる。

　あくまで人形でしかないが、それでもあと十回ぐらいはこうして蘇るだろう。

「はぁ、はぁ、コノゴミクズゥゥウウウウッ!!　ラムネシア姉さまを……っ、ゆっ、許さな」

「いいやっ、お前は許すさっ！　許すようになるんだよ、お前は！　アハハハハハッ！」

　嗤う、嗤う、嗤う。

　嗤いで言葉を塗り潰しながら、再生した人形を剣に纏った黒炎で焼き包む。

「ギィアァアアァァアアァァアアッ！」

「罰が下されるっ！　お前は罰を下されるっ！　俺が、俺たちが抱えてきたものと、同じものをお前には背負ってもらう！　だからお前は、この行為を喜んで許すさっ！」

「何を言って……っ、アグゥッゥウウウウウ……ッ！」

　スキルによる分体からのフィードバックを受けて、アレシアの全身が燃え上がる。

「なんたって、俺の心剣が下す罰は、お前の『好き』の気持ちの略奪だからなぁっ！」

「あ、ぐぅぅ……、なん、ですって……？」

　体を支えていた十字架への拘束がなくなったアレシアは、死の苦痛に膝をついている。

　こちらを見上げていたアレシアの瞳には、俺の言葉を理解できなかった戸惑いが見える。

「だぁ、かぁ、らぁ。お前の愛する気持ちを全部。奪ってやるんだよ」

　ゆっくりと諭すように、言葉を紡ぐ。

「お前の好きなものはお前が嫌いなものに変わる。お前が慈しんだものはお前の嫌悪の対象に変わる。お前が愛したものは……」

　哂わらう、哂う、哂う。

　ほら、アレシア、お前にも見えてきただろう？

「お前が憎悪するものに変わる。もちろん、この人形もなぁ」

　おまえを引きずり込もうとしている、亡者のその手が。

「なっ、ばっ、そ、そんなっ、そんな馬鹿なこと……っ!!」

「じゃあ、最後の契約者たちの審判分、終わりへのカウントダウンだ！　ほぉら、残りさんかぁい」

「いだぁいよぉおぉおおぉお……っ、いだぁいのぉ、がひっ!?」

　再生してきた人形を切り刻む。

「や、やめて……、やめなさい」

「残りにかぁいっ!!」

　殺されては再生を繰り返す人形を壊すたび、カウントダウンが一つ減るたび。

　引きつった表情を浮かべるアレシアから血の気が引いていく。

　なんてそそる表情だろう。

「だめ、駄目よ……、駄目、駄目、駄目駄目駄目だめダメ……っ」

「残りいっかぁいっ!!」

　そして、本当に最後の一回になり、わざとゆっくりと剣を振り上げる。

「ね、ねぇ、ご、ごめんなさい、謝る、謝るわ……。許して、そんな、そんなのは嫌なの……っ」

「駄ぁあ目ぇえ！　許してやぁらなぁいっ！　アハハハハハッ！」

「イヤァアァアアァアアアアアアアアアァアアアアアアァアアッ!!」

　恐怖に歪むアレシアという、最高に心地よい光景を目にしながら、最後の一振りを振り下ろす。

「グピッ……」

　縦に両断されたその人形は、パタリと倒れる。

　だが、最後の裁定はアレシアへとフィードバックはされなかった。しかし、

「『ぽbくぃいぇr＠jふぁｆｂｓンｄｇｍｋｌｉｌａｖｏｄｆｇｈ[image: ] ｏｗｅｒｔｑ えッ！』」

　その瞬間、アレシアの背後から地獄の底が抜けるような咆ほう哮こうが響いた。

　言語化できない、呪いを凝縮したような、何人もの人間の声が混じり合ったような唸うなり声が解き放たれる。

「ヤメデェエエエエェエエェエエェエェエェエエェェエッ[image: ]」

　ブクブクと沼の底から湧き出る泡のように、アレシアを見下ろしていた鬼の体から怨霊たちが分離し、アレシアへと殺到した。

　ブチュッ、ビチュッ、ガリッ、ゴリッ、と、アレシアに群がる亡霊たちが、アレシアの何かを咀そ嚼しゃくする音が響き渡る。

　亡霊たちに肉体はない。だから、アレシアの体には傷一つついていない。

　それでも、亡霊たちはその憎悪をもってアレシアから大切なものを奪い去っていく。

「あがっ、あ、あ、だめ、やめてっ、だめ、ダメダメっ！　消えちゃうっ、それはワタクシがっワタクシガァアアアアアアアッ！」

　アレシアは、まるで水に溺れてパニックになった人のように、めったやたらに手足を振り回している。だが、そんなもので憎悪の炎が止まることはない。

「奪わないでっ、あぁぁ、ワタクシはなんで、違うっ、どうしてコロシテしまったの？　いやだっ、これでいいっ、そんなことないっ！」

「クヒッ、クヒヒヒヒヒッ、全部、全部塗り替えてやる。お前がやってきたこと、頑張ったこと、その意味を、全部反転させてやる。お前の人生、全部、全部、何一ついいことが起きなかった人生に変えてやるっ！　さぁ堕ちろっ、堕ちろっ！　地獄の底で息もできずに溺れ死ねっ!!」

「ヤダァアアアアアアアアアアァツ!!　頭の中が、グチャグチャになるぅうう……っ」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　アレシアの悲鳴がこだまして、俺は嗤い声を止められない。

「あぁ……、あぐ、あぐぅ……、あ、あ……」

　一瞬だったのか、それとも長い時間だったのか、濁流のようにアレシアへ殺到していた亡霊たちの勢いが止まる。

　アレシアは全身に亡霊たちの憎悪を纏い、抱えきれない亡霊たちが縋りつくように怨嗟の声をあげ続けている。

「さぁ、アレシア。贖あがないの時だ」

　俺は、ゆっくりと結界を解除する。

　そして、憎悪に価値観をめちゃくちゃにされたアレシアの前に。

　……こいつがその他の全てを犠牲にして、喘ぐほどに求め続けた人形を転がす。

「お前が夢見たその全てを……」

「がぁ、グゥゥ、あぁ……、あれしあ……？」

　呻き声を漏らすその人形は、這いずるようにしてアレシアの元へと向かう。

　しかし、対するアレシアは擦り切れる寸前だった。

　焦点の合わない瞳は不規則に揺れ、体は寒気を堪えるように震えている。

　まるで吸えない息を求めるような細い呼吸は、必死で何かを抑え込もうとする抵抗の表れだった。

　だからそう、終わる時は一瞬だった。

「……自分の手で、壊し尽くすといい」

「ウァァァァァァァアアァアアァアァアァアアァアアアッ！」

「か、ふっ……？」

　獣じみた咆哮をあげたアレシアの手が、その人形の心臓を貫いていた。

「アれ、しあ……？　いだぃ、よぉ？」

「死ね死ね死ね死ねっシニナサァアアイァァァァィアァアアアッ!!」

　アレシアはもう目の前の相手が誰なのかも分からない様子だった。

「アガァアァッ！　グゥアァッ！　ナンデコンナヤツッ！　アアアアアァアアアァアアッ!!」

「あぐっ、あぐっ、うぐぅぅぅっ！」

　憎悪に乗っ取られたかのように理性を飛ばしたアレシアは、道具も魔法も何も使わずただ原始的な手段で目の前のソレを壊し続ける。

　何度も何度も拳で貫き、体を引き裂いて、噛み千切って。

「アハッ、アハハハハハハッ！　そうだ、そうだよっ、あぁ、ようやく、ようやくここまで堕ちてきてくれたなぁ、アレシアァアアアアッ！　クハハハハハハハッ!!」

　自分の中の何かが満たされていくのを感じる。

　注いでも注いでもひび割れた隙間から零れていってしまっていた何かが、そうして零れた量など問題にならないくらいになみなみと満ちていくのを感じる。

　長かった、長かった、長かった。でも、ようやくここまで届いた。

　ようやくここまで引きずり下ろせた。

「アハハハハハハハハッッ!!　アハハハッ、アハハハハハハハハハハハハハハハッ!!」

「なんであんなことぉ、あぁぁぁああ、ごめんなさいゴメンナサイゴメンナサイィィィっ!!」

「……かひっ、……ひ、ギ…」

　嗤いが止まらない。ずっとずっと嗤いっぱなしだったのに、どうしても嗤いが止まらない。

　俺の嗤い声と、アレシアの叫び声と、再生しきらないまま何度も殺される人形の呻き声がねっとりと混じり合って……。

「はぁ、はぁ、はぁ、あれ、ワタクシ、なぜ、こんなことをしているのですか？　あれ、あれ？　アレレレレレレレレレレレレレ!?」

　そして、終わりは存外あっけなく。

　シュウゥゥッ、と砂のようになり、アレシアが心血を注いで作り上げた人形は復活しなくなった。

「あぁーぁ、壊しちゃった♪　壊れちゃった♪　お前の大事な大事な夢の塊。いや、塊だったものかあ？　なぁなぁどんな気分だ？　何もかも犠牲にして作り上げたのに最後は自分で壊しちゃってさぁ。すっきりした？　だってお前にはもうただのガラクタどころか嫌悪の象徴だもんなぁ♪」

「おかしい、ねぇおかしいわ？　何してきたの？　だめなの？　何がいいの？　あれ？　あれ？」

「何がおかしいって、そりゃあ決まってるじゃないか。お前が全部をおかしくして、お前を俺たちがおかしくしてやったんだから！」

　いろんなものを奪われてきた。

　いろんなものを失ってきた。

　だから、もうこの場にいるのはおかしくなってしまった人間だけ。

「おかしくなってるのは、この世界だよ」

　俺は剣を手にして、ほとんど壊れかけのアレシアの元へ歩み寄る。

「ねぇ返してっ!!　ねぇ返してよっ!!　大事な、大事なものなのッ!!　ワタクシのっ、ワタクシのワタクシのぉおおおおおおっ!!　ワタクシが憎いっ!?　ヤダッ、なんでッ、ワタクシ悪くないっ、ワタクシが悪い!?　アアアアアアアッ」

「これが本当に最後だ。もう二度と復活できないように、この剣でお前の魂と精神を燃やし尽くす」

　綺麗な顔を歪ませて、細い指先で顔や頭を掻きむしりながらアレシアは、まるで縋りつくように俺へと片手を伸ばしてくる。

「あぁ、お前との始まりはそれだったな」

　構図は全く違うのに、経緯も全く違うのに、意味さえ全く違うのに。

　─────『ようこそおいでくださいましたっ、勇者様』。

　そう言ったあの日のアレシアと姿がだぶる。

　全て、その言葉から壊れ始めた。

「この夢みたいだった続きの日々も、これで終わりだ。俺の誓いも、ようやく終わる」

　なら、最後はこの顔で終わりにしよう。

　きっと、それで終わりにできるはずだから。

「やだっ、ヤダヤダヤダ、こんなのヤダッ、ワタクシは、ワタクシは間違ってないっ、イヤッ、違う、こんなワタクシは苦しんで死なないと……っ、何もかも間違いしかしてこなかったワタクシは死なないと……っ、違うっ!!　わた、ワタクシはァぁぁぁあああああぁあっ!!　何のためにぃぃいいいいいいいいっ!!」

「だから、何度も言っただろう？　お前の全てをゴミ屑くずに変えてやるって。お前には、たった一つの光だって許してやるつもりはない。これまでの人生すら壊されたまま死ね」




　だから俺は。




　復讐の道の果てで。




　最高の嗤いを見せた。




「イヤァアァアアァアアアアアアアアアァアアアアアアァアアッ!!」

[image: ]

「……あぁ、さいっこうだ」




　剣を通して伝わったプチュリとした手応えはどこまでも甘く、苦く、熱く、冷たく。

　ただ俺の内を満たしていた。





　　　　☆






「やぁ、全部終わったのかい？」

「あぁ、そうだな、終わったよ……」

　アレシアが作った神域は消え去り、ただ戦闘の余波で抉られた地面だけがあった。

　他にあるのは俺と、この一年ずっと俺の復讐を見ていただろうトワコと、そして人形のように力なく横たわるアレシアの抜け殻のような体だけだった。

「これでよし。神を取り込んだ遺い骸がいがあれば、ルナは現地神になるだけの力は取り戻せるね。あとはレオーネちゃんに任せれば、しっかりとルナのことをサポートしてくれるはずだ」

「おいおい、早速か。少しは余韻に浸る時間ぐらいくれてもいいだろうに」

「一年も愉しんでおいて何を言っているんだい？　逆に一年も焦じらされた人間の気持ちにもなってみたまえよ」

「……それはまぁ」

「なにより、君は『鍵』を植えつけられているからね。さぁ、まごまごしている時間はないよ。君の復讐を助けるために、僕は協力したんだ。今度は僕らの契約を果たしてもらうよ」

「あぁ、分かってるさ。それは俺にとっても十分殺す価値のある相手だからな」

「それじゃあ、奪わせてもらうよ。君が植えつけられたその鍵を」

「あぁ、物語の終わりには、エピローグが必要だからな」

　そう言って、俺はトワコ相手に一つ頷いた。





　　　　☆






　同時刻。

「はふぅ、いい物語でした」

　白さに塗り潰された……、いや、白さ以外の何かの存在が許されないようなその場所で、お気に入りの小説の最終巻を読み終えたような、そんな寂せき寥りょう感と達成感を滲にじませたため息をついた。

「これで、この世界も終わり。陳腐な結末だけど、後は私が直接乗り込んで世界の管理権限を奪ってリソースを搾り取ったら次の世界を探さないといけないわね」

　一年という時間を使って、勇者はゲームの終わりを紡いだ。あの世界の神の座を埋めていた者が消え、力の塊に還った。正直、一年は長すぎかなぁとも思ったけど、いい加減ダレてきた遊びを終わらせてくれたお礼にそのままにしてあげた。

「さて、と」

　私は本を閉じに行くために立ち上がる。

　彼の復讐劇も終わったようだから、あとは『鍵』を渡した勇者を目印に降臨すれば……、

「ん？　んんんんん？」

　ピクリと、下界に降りるための扉を開けようとした手が止まった。

　ピシリッ、ピシリッと空間がひび割れていく。

　誰かがこの神域に入り込もうとしている？

「いったい誰が……、っ!?」

　けれど、その答えは私が考えつくよりも早くその場に現れ、その手を私に伸ばした。

「っ、……？」

「あぁ、ようやく会えた。ずっとずっと君の存在を望んでいたよ」

　バリンッ、と決定的に空間が割れ、現れたのはつい先程まで覗のぞき見していた彼らだった。

「君は、勇者の……っ」

「まずは挨拶からかな？　はじめまして、僕の名前は黒くろ井い十と和わ子こ。そして」「宇う景けい海かい人とだ」

　首を片手でギリギリと握り潰しているのは、先程復讐を終えたばかりのはずの最後の勇者。

　けれど、そこに二人宿っている。全くの別人が、一つの体を共有しているようだった。

「少しばかり不格好なのは許してくれよ」「僕が持っている【強欲】の力で混じっているものでね」

「「では、手早く用件を済ませようか、地球の神よ」」

「っ!?　これは……」

　サラサラと私の体が水晶へと変わっていく。

「おお、ちゃんと術式が効いてるな」「当たり前だよ、この時のために術式を組み上げ続けてきたのだからね、一筋の抵抗を許す隙も作ってはいないよ」

　確かに、複雑かつ緻密に組まれた術式は、もはや神の領域と言っていいレベルだった。

　対抗措置を用意する暇があればともかく、今この場での対処は不可能だろう。せいぜい分かることは、これが封印系統の術だろうということだけ。

「あらら、これは封印されきっちゃいますね、お見事です。さすがに、勇者クラスに存在そのものを封印術式に変えられては厳しい。……それで、私を封印してどうしようというのですか？」

「君を殺すのさ。その体を全て魔力に変えて、僕らが全部奪い尽くす」

「私を……？」

「何年も何年もかけて、君を分解し尽くそう。一片残らず、君という存在そのものを抹消するとしよう。そして荒れ果ててしまったこの世界の糧になってもらうよ」

「うふっ、うふふっ、アハハハハハハッ！　いいですね、それはいいです♪　ここしばらくで一番刺激的な遊びです♪　受け止めきれますか？　大丈夫ですか？　神の存在の力は莫ばく大だいですよ？」

　効果を伝えられれば、もう少し術の全体像も見えてくる。

　術式そのものを媒介に、周囲へと力を還元していくようになっている。

「術式あなた、耐えられます？」

　驚いたことに、空間を隔てて置いてある私まで強制的に引き寄せられて水晶に変えられています。

　本当に感服するしかない術式の出来です。

「あぁ、問題ねぇよ、なんせ俺たちは一人じゃないからな」

　そこには、初代から、今回の末代まで、大罪へとその身を落とした勇者たちの魂があった。

　それだけでなく、長い年月をかけて勇者の力に蓄えられてきた魂があった。

「ふふふっ、今度はたった一年では済みませんよ？　何十年、何百年、下手をすれば何千年……」

「いいよ。永遠にだって続けてやるさ。俺は、復讐者だからな」

「そうですか、なら、ゲームを始めましょう。アハハハハハハハハハッ！」

　そうして、私は笑いながら体の全てが水晶へと置き換わるのを待った。

　一つの大きな水晶となってゆっくりと空間の割れ目を超えてゆき、地面へと堕ちていく。

　そして、長い長い、物語が幕を閉じる。




　勝者はなく、ただ終わり続けるだけの物語が。




　ようやく、終わりを告げたのだった。






エピローグ






　神聖ハイデルキア王国。

　歴史だけはとても古く、『木もく樹じゅの虚きょ無む』という木に似た化け物が暴れ回り、世界の九割以上が滅び去ったあと、剣王『ノノリック＝アーデルハイト』が側近である『レオーネ＝ボルト』と作り上げた、四千年以上の歴史を持つ国。

　多少広い穀倉地帯を持つくらいで、これといった特色のないこの国は、しかし、そのおかげで他国との戦争もなく平和を謳おう歌かしていた。

　僕はそんな国の第二王子として生まれた。いずれ兄上が国を継いだ時、その補佐をするために五歳の頃から十年、いろんな勉強を積んできた。

　穏やかで威厳のある国王の父上、もの静かで優しい王妃の母上、優しくて立派な王太子の兄上、明るくて少しお転てん婆ばな姉上、そして、最近生まれた末の妹。

　他の国だとお家騒動で家族仲が悪い王家もあると聞くけれど、お国柄なのか、うちの家族は呑のん気きそのものだった。

「ベロベロベロ、ばぁー」

「あー！　うー！」

　顔を隠した両手を開いて舌を出すと、目の前の赤ん坊はくりくりとした目をこちらに向ける。

「……王子、儂わしをこんなところまで連れてきていったい何の用なのじゃ？」

　ふぅ、とため息をついたのは、王城一の変人研究家、モードット老子だった。

　元宮廷魔術師であり、引退後は相談役兼食客として王城に住み着き、歴史や『木樹の虚無』以前の古代文明の研究をしている。

　今日も今日とて王城の書庫に籠こもっていたところを、僕が強引に連れ出していた。

「モー爺じい、いや、見てよ。最近、この『いないいないばぁ』をやってもあんまりいい反応をしてくれないんだ」

　僕はゆりかごの中にいる妹を指さす。

「そりゃそうじゃろうよぉ。毎日、日に何度も同じことを繰り返しておれば、いかに赤ん坊であっても慣れるわ」

「それで、モー爺の知恵袋の中に次なる手法がないかと！」

「そういうことはこんなしわくちゃジジィに聞く前に、そこのメイドにでも聞くべきじゃろ」

「もちろん聞いたさ、で、ネタが切れたから暇そうなモー爺に聞こうと思って」

「儂も研究してるから暇じゃないんじゃがのぉ。というか、王子も今は家庭教師から授業を受けているはずの時間じゃろ、サボりかの？」

「人聞きの悪い。しっかり課題を終えたからこうして妹に会いに来てるんじゃないか」

　出された課題がたまたま早く解けたから、こうして来ているだけだ。

「って、まずい、もう父上に言われてた時間じゃないかっ！」

　目に入った時計が、父上が家族を部屋に呼んでいた時間が迫っていることを知らせていた。

「モー爺が書庫でごねるから時間がなくなったんだッ！」

「もうよいからさっさと行かんか、ほれ、ほれ」

　ため息をついたモー爺は、呆あきれた様子で僕を部屋から追い出した。

　若干不満が残ったが、実際これ以上いると本当に言われていた時間に遅れてしまう。

　僕は王城の中を歩いて、王の私室へと向かう。

（でも、いったい何の用かな？　こんな日暮れ時に話なんて……）

　ふと窓から外を見ると、茜あかね色に染まる城下町が見える。

　僕は赤色が好きだった。だから、夕陽に照らされた景色が好きだった。

　それだけじゃない。人々が温かい営みを行うための火の色で、好物の甘酸っぱい果実の色で、父上が背負うマントの色。

「よし、間に合った。服装を整えてっと」

　その時の僕は、昨日と同じような幸せが、今日と同じような毎日がずっと続くと思っていた。

「んっ、父上、遅くなり、まし、た……」

　だから、その時の僕は予想もしてなかったんだ。

「え？　な、なに？　何これ……」

　僕が大好きだったその色を、これほど嫌うことになる日が来るなんて。

「父上……」

　ギシリと少しだけ重い扉を押し開いた、その先。

「母上……」

　部屋の中は、見たことがない、知らない赤色で染まっていた。

「兄上……」

　鉄てつ錆さびの臭いと、不愉快な生暖かい空気。

「姉上……」

　どうしようもなく、どうしようもなく、どうしようもなく。




　血に染まりきった部屋の中は、たった一つも生き物の気配がしなかった。

　壊れてしまった肉片が部屋にバラまかれ、生首を晒さらした家族の顔だけがあった。




「ウァァアアアアアアァアァアアァアァアァァァアァアアッ！」

（なんだこれっ、なんだこれっ、なんだこれっ！）

　視界が裏返る。どうしようもなく、世界が壊れていく。

「遅かったか……っ！　おい衛兵ッ！　第二王子の乱心だッ！」

　どこか、遠くで声が聞こえる。

　視界の端に、大声をあげる大臣と慌てて入ってくる衛兵の姿が見える。

（あぁ、きっと、これは悪い夢なんだ。そうだよ、そうに決まってる）

　全ての感覚が曖昧なまま、時間だけが過ぎていく。

　気が付けば、僕は地下牢ろうに入れられていた。

　明日には僕は、自分と生まれたばかりの妹を除いた王族を皆殺しにした大罪人として処刑されてしまうらしい。けれど、どうしても現実感が湧かなくて、何の感情も浮き上がってこなかった。

　そのくせ、頭の中では真っ赤に染まった血の光景だけが繰り返し繰り返し流れていた。

「どうして……、どうして……」

　悪い夢だ、悪い夢だ、悪い夢だとそう思うのに、頭のどこかが夢じゃないと理解している。

　だから、思考が麻ま痺ひして動かない。意味のない問いかけだけがグルグルと回っている。

　そんな時、ガチャリと牢の鍵が開く音がした。

「王子よ、呆ほうけている暇はないぞ」

「……モー、爺？」

　ぼんやりと視線を向けたその先にいたのは、モー爺だった。

「警備の時間をごまかせる時間は短い。ほれ、とっとと立たんか。話は道すがらするぞい」

　強引に手を引かれ、僕は歩きだす。

「まずは儂の研究室を目指すぞ。あそこは研究名目でこっそり転移阻害の術式に穴を作っておる。追っ手にたどられないようにこの転移結晶を使ってランダム長距離転移を行うのじゃ」

　そう言うモー爺に、無理やり転移結晶を握らされた。

「モー爺、父上や母上、兄上や姉上は……」

「……死んだ。完膚なきまでに殺されておる」

（あぁ、やっぱり夢じゃないんだ）

　モー爺に言われ、ようやくその実感が湧き上がってくる。

　堪こらえ切れない涙が溢あふれ、視界が歪ゆがんでしまう。

「酷なようじゃが、現実じゃ。大臣が不審な動きをしていたことには気が付いておったが、まさかここまで性急に事が運ばれるとは……、ぬっ、ここまできてッ」

「困りますなぁ、モードット殿。いくら老子とはいえ、王を殺した大罪人を連れ出すなど、正気の沙汰とは思えませんぞ？」

　見慣れたモー爺の研究室の前までたどり着いた時、スッと影から生まれるように背後に人影が現れる。そこにいたのは、あの時、僕の捕縛を命じた大臣だった。

「ふんっ、ゲスな簒さん奪だつ者しゃが言いよる。王族を殺し、その罪を王子に着せ、幼い王女を傀かい儡らいに仕立て上げる。まさに三流以下のシナリオじゃな」

「っ!?　殺したっ!?　大臣がッ!?」

　まともな思考力があればすぐにたどり着いたはずの結論は、しかし、現実から目を逸そらし続けていた僕の思考をぶん殴るだけの威力があった。

「ふふふっ、これは正義の行いなのだよ。あの王家では、この国はこれ以上成長できない」

「何が成長かっ！　むやみやたらと軍拡を進めても、民への負担が増えるだけじゃっ！　正義などとは程遠い、ただの下劣な欲望じゃろう！」

「ふぅ、これだから老人は頭が固くて困る。下劣な欲望？　ちっ、がぁあああああうっ！」

　大臣は空を仰ぐように体を仰のけ反ぞらせ、ギョロギョロと目を彷徨さまよわせる。

「違う違う違う違うっ！　何も分かってない何も分かってない何も分かってないぃいいいいいっ！　これは天命っ！　神から与えられた我が使命っ!!　この世を動かす正しき姿っ！　運命っ、そうっ、運命なのだぁよぉおおおっ!!　分かるかな、分かるよな、分かるだろぉおおお？」

「ひっ」

　ギョロギョロと動き続けていたその目がピタリと僕に向く。

　正気とは思えない様子に、息をのむような悲鳴が無意識に漏れた。

「わけの分からないことを……っ、どうかしておるぞ」

「あぁ、ヴァァアア……、……ふぅ、やはり分かっていただけないですか」

　スッと体勢を戻した大臣の姿は、先程までのおぞましさは消え、僕の知っている怜れい悧りな印象の立ち姿に戻っていた。

　けれど、その穏やかな口調は、先程の様子を見た後ではかえって不気味さが増すだけだった。

「仕方がない、ここでその王子を逃がすわけにはいかない。ここで始末させていただく！」

　大臣が詠唱もなく、魔法の炎を生み出す。

「っ!!」

　その炎は、わずかな揺らめきと共に白い光を放っていた。

　温度の高低で変わる色合いによるものではない、『聖炎』とでもいうような不浄を許さない炎。

　そばにいるだけで引き込まれてしまいそうな、けれど、見ているだけで不安を掻かき立てられるような、そんな異形の炎。

「おぉ、これぞ神の炎ッ!!　我が神より賜った大いなる力の具現！　世界を浄化する真なる炎！　あぁ、神よっ、神よっ！　神よぉおおおおおおおお！」

「なめるな若造っ！　この爺じじい、そう簡単に御せるとは思うなっ！」

　愉悦にまみれた哄こう笑しょうをあげる大臣から、混乱の抜けない僕をかばうように前へ出たモー爺が振り絞るように巨大な蒼そう炎えんを生み出す。

　一瞬の間まの後、互いに杖つえを向け合い、どちらも炎弾の魔法を放ち合った。

　大臣の放った炎弾は、モー爺の放った炎弾の半分程度の大きさしかなかった。しかし、一瞬の拮きっ抗こうの後、まるでモー爺の炎を焼き尽くすかのように打ち消し、大臣の魔法がモー爺目がけて飛来する。

「ぬぅ！」「モー爺っ！」

　ほんの少しも勢いを止めずに襲いかかってきた炎弾は、身を躱かわしきれなかったモー爺の肩に命中した。

　カランッと手にしていた杖が地面に落ち、モー爺が膝をつく。

「本当に老いましたなぁ、老子！　これで終わりですっ！　あぁ、神よ、ご覧くださいッ！　神敵を滅する我が行いを！」

　未いまだ混乱が抜けきらず、まともに動けない僕に向け、再び白い炎弾が飛んできた。

（あ……っ、僕、これで死ぬのか？）

　目の前に迫る白い炎が、そこに込められた殺意が、どうしようもない絶望感が。

　脳裏に叩たたき込まれるような強烈な『死』のイメージで全身が硬直して動かない。

「王子っ！」

　ドンッ、と横から衝撃がぶつかって、部屋の中へと飛ばされた。

　まるで時の流れが遅くなったように見える世界の中、モー爺の姿が見える。

　『生きろ』と、モー爺の口が動くのが見え、次の瞬間にはその姿が炎に呑のまれていく。

「ぐっ!!」

「っ、その手に持っているのはまさかっ転移……っ、させるかっ!!」

　けれど、目の前で消し炭になってしまったモー爺のことを考える余裕もなく、僕が手に持った転移結晶に気が付いたらしい大臣が追撃の炎弾を放ってくる。

「……ッ、転移っ！」

　その炎弾が片腕に当たるのとほぼ同時に、転移結晶の魔力が解き放たれる。

　最後に視界に映ったのは、忌いま々いましげな表情を浮かべる大臣の姿だった。







「がはッ！」

　転移時特有の酩めい酊てい感に合わせ、これまで感じたことのないほどの激痛が左腕に走っている。

　大臣の炎弾をぶつけられた左腕は、術者から遠く離された今もなお消えない白い炎に侵食されていた。

「ぐぅあぁあああアアアアァアァッ!!」

　痛い、痛い、痛い。

　勢いを弱めながら決して消えない炎は手首から肘へ、肘から肩へとゆっくりと僕の腕を焼き尽くしていく。

「あぁあ、クソッ！　クソッ！」

（なんで、なんでこんなことにっ!!）

　ただただ脳裏を支配する、暴虐の痛みと理不尽に対する猛烈な怒り。

「クソォオオオオオオオッ！　ふざけるなっ、ふざけるなっっ、ふざけるなっ!!」

　何もできなかった、何もできなかったっ！

　父上も、母上も、兄上も、姉上もッ、皆殺されてっ！

　なのに僕は現実逃避するばかりでっ、そのせいでモー爺まで殺されて！

　妹まで置き去りにしてたった一人で逃げてきてっ！

　目の前に全ての元凶がいたのにっ、混乱するばかりで悪態の一つもつけずっ！

　全部、全部失くしてしまった！

　許せるものか、ぁあっ、許せるものかっ！

「はぁ、はぁ、許さないっ、絶対っ、絶対に許さないっ!!　コロシテヤルッ!!」

『ハハハッ、まさかまたその言葉を聞く日が来るとはなっ』

「誰だッ!!」

　空間全体に響くような声が聞こえ、ハッとして周囲を見回す。

　転移してきた場所は、どこかの遺跡のようだった。

　古ぼけた神殿のような造りの部屋には、普通なら神像が祭られているような場所に巨大な水晶が配置されていた。

　七色に輝くその水晶は、地下にあるらしく薄暗いその場所で唯一の光源となっていた。

「水晶の中に……、人……？」

　柔らかな光を放つ水晶を見つめると、その中には一人の男の姿があった。

『嫌な気配がすると思ったら、そいつは神の炎か？　普通の人の身で大層な罰を受けたもんだな』

　罰？　この炎が、罰？

　これが罰だというのなら、僕が犯した罪はなんだ？

　何か僕に罪があったというなら、その罪はこの理不尽に足るだけの罪なのか？

　……罪があるから、こうなっても仕方がないと？

「フフッ、アハハッ、アハハハハハハハハハハッ!!　ふざけるなっ、ふざけるなよっ!!」

　たとえどんな罪を背負っていたとしても、許せるものか、許してたまるものかっ！

「これが、神様の罰だっていうんなら……、ソイツだってコロシテヤル」

　どうしようもない憎悪を抱くと、人は痛みを忘れるらしい。

　未だ炎の消えない腕よりも、その腕よりも心臓に宿る憎悪の方がよほど苦しい。

『……へぇ、まぁ、殺しきったはずの気配が、なんでその炎からするのか気になるところだが……。まぁそれよりも』

「っ!?」

　カッ、と水晶から黒い光が放たれる。

　ジュバァアアアッ、という音と共に、俺の腕を焼いていた白い炎が黒く染まり、それまでの痛みが嘘うそのように消えていく。

「これは、君が……？」

『いいのか、それは茨いばらの道だぞ』

　僕の問いかけに、その声は答えない。

『いつかきっと、時間がその気持ちを風化させてくれる日が来るかもしれない。全てを忘れて幸せになれる日が来るかもしれない』

　いつかきっと？　なんだそれは。

　そんないつか──いったいいつ来るというんだ。

『復ふく讐しゅうの道を選べば、たどり着く先は地獄の底か、血の海に沈むか』

　地獄の底も血の海も。

　何もしなくてもやってきたじゃないか。

『安息なんて言葉はなくなる。それでもお前が復讐を望むなら、俺が契約してやるよ。お前の復讐に力を貸してやる』

「……望みに、契約に、まるで御お伽とぎ話ばなしの悪魔みたいだ」

『クククッ、まぁ、似たようなもんさ。さぁ、どうする？』

「あぁ、いいさ。魂でも寿命でも持っていくといい。復讐さえ成し遂げられるなら、それで構わない。どうせもう、死んでいるようなものだから」

　そうだ。

　このまま無力に生き続けていても、そんなのは死に続けているのと変わらない。

　だったら、全てを捨ててでも力を得てやる。

　そうすることでしか、僕は、俺はもう『生き』られない。

「あんたの存在が何だって構うものか！　契約するから力をよこせっ！　あの大臣を殺すための力をっ!!　家族の仇かたきを討つ力をっ！　理不尽を叩き返すための力をっ!!」

　ピシリッ、ピシリッと水晶にひび割れが走る。

　腕の痛みも何もかも忘れ、俺はその水晶の男へ向かって叫んだ。

「復讐するための力を、俺によこせぇえええええええっ!!」

　その瞬間、バリーンッ、とひときわ大きな音を立てて水晶が砕ける。

「アハハハハハハッ！　結局、どこまで行っても俺はッ、骨の髄まで復讐者でしかないってわけだッ！　まさか、三度目でもまだ復讐と付き合って歩くことになるんだからな!!」

　水晶から解放された男は、大きな声で笑う。

　そして、上に向けた手のひらの上で黒い炎を生み出すと、それが一瞬で闇色の短剣に変わる。

「さぁ、もう一度歩くとしようか。ロクデナシしか歩けない、復讐の先を見るために」




　そう言ったその男は、深く深く。




　まるで世界をそのものを呪うかのような。




　………そんな、とびっきりの嗤わらい顔を浮かべたのだった。





To Be Continued?
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